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凡
　
例

、
本
書
は
、
旧
本
庄
村
地
域
の
資
料
編
の
第
三
巻
で
、
近

世
の
水
論
、
水
利
に
か
か
わ
る
文
書
を
収
録
し
た
。
た
だ

し
、
こ
こ
で
い
う
旧
本
庄
村
と
は
、
明
治
二
十

一
年

（
一

人
八
人
）
公
布
、
翌
年
施
行
さ
れ
た

「市
制
及
び
町
村
制
」

に
よ
っ
て
出
現
し
た
本
庄
村
で
あ
る
。
近
世
で
は
、
深
江
、

西
青
木
、
青
木
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
域
で
あ
る
。
し
か
し

近
世
以
前
は

「
本
庄
九
カ
村
」
と
呼
ば
れ
、
こ
の
本
庄
村

よ
り
や
や
広
い
地
域
を
指
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
こ
の
た

め
、
本
庄
が
示
す
地
域
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
旧
本
庄
村

を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
随
時
、
必
要
に
応
じ
て
周
辺
地

域
の
史
料
、
記
述
を
補
う
こ
と
と
す
る
。

一
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
水
論
、
水
利
史
料
と
は
、　
一
、
東

川
用
水
、
二
、
唯
垣
内
分
水
、
三
、
水
論
雑
用
銀
割
方
、

四
、
天
丼
川

・
横
川
、
五
、
片
田
川

・
串
田
川
、
六
、
普

請
、
で
あ
る
。
紛
争
の
史
料
を
河
川
別
、
対
象
別
に
分
類

し
、
紛
争
に
か
か
わ
ら
な
い
普
請
史
料
を
最
後
に

一
括
し

た
。

一
、
字
体
は
、
原
則
と
し
て
新
漢
字
を
用
い
、
変
体
が
な
は

平
か
な
に
改
め
た
が
、
次
の
文
字
は
原
文
通
り
残
し
た
。

外

（体
）
、
如

（控
）、
杯

（等
）、
江

ぐ
乙
、
詔

（訟
）、

〆

（し
め
）
、
妹

（稼
）

一
、
本
文
に
は
、
す
べ
て
読
み
易
い
よ
う
句
読
点
を
打

っ
た
。

一
、
虫
食
い
は
□
□
で
表
し
、
墨
で
塗
り
潰
さ
れ
て
い
る
時

は
■
で
表
し
た
。
な
お
、
文
字
が
類
推
で
き
る
場
合
に
は

右
側
余
白
に

（　
）
で
表
記
し
た
。

一
、
明
ら
か
な
脱
字
は
、
↑
・脱
力
）
と
註
記
し
た
。
ま
た

誤
り
と
思
え
る
文
字
に
は
、
横
に

（　
）
で
正
し
い
文
字

を
補
っ
た
。

一
、
原
史
料
に
抹
消
や
訂
正
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
の

左
側
に

「ミ
」
を
付
し
、
訂
正
文
を
右
側
に
記
し
た
。
な

お
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合
は

「　
」
で
く
く
り

（以
下
抹

消
）
な
ど
の
表
記
を
行
っ
た
。

一
、
史
料
全
点
に

【　
一
で
仮
題
を
つ
け
た
。
書
冊
史
料
の

場
合
は
、
史
料
と
史
料
と
の
間
に
解
説
を
挿
入
し
た
た
め
、

【　
】
と
九
数
字
を
併
用
し
た
。

一
、
所
蔵
者
名
を
仮
題
の
下
に
記
し
た
。
松
田
家
文
書
は
、

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
架
蔵
、
松
田
博
允
氏
文
書
、

芝
切
家
文
書
は
、
旧
中
野
村
、
芝
切
義
寛
氏
文
書
、
小
阪

家
文
書
は
旧
三
条
村
、
小
阪
正

一
氏
文
書
、
永
井
家
文
書

は
旧
深
江
村
、
永
井
正
治
氏
文
書
の
略
で
あ
る
。
史
料
の

所
蔵
者
及
び
小
阪
家
文
書
の
写
真
版
を
架
蔵
し
て
い
る
芦

屋
市
史
資
料
室
に
は
、
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
御
高
配
を
賜

っ
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を
ず
球
く
譜
竜
を
表
し
た
・い
，

一
、
一解
説
９
中
で
ギ
『尼
崎
帝
並
臣
・を

「反
」、
・・『本
山
村
誌
」

を

「
本
」
、
算
盤
彰
芦
・屋
市
史
』
資
料
篇
を

「声
資
〕
，
同

一書
彗

冒
査

と
省
略
し
、
と騒
そ
殿
幸
く

盲
騒

≡盗
暴
黎
〒
４
轟
記
し
た
場
合
が
あ
る
。

例

「尼
」
②

一
二
五
１

「尼
崎
市
長

，
二
港
二
手
五
買

一
、
一真
群
め
ユ
蔭
露
釈
と
解
説
つ
執
筆
は
大
国
が
行

い
、
成

蒲
接
い
．石
一川
が

一
部
加
筆
修
正
を
行

Ｐ
た
つ

一ｇ
石
川
館
子

・
大
ロ
エ
美

―
太
Ｈ
．嬢
正
雄
―
本
南
弘
●
懐
部

寿
ふ
五
十
萱
怪
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目
　
次

東
川
用
水
を
め
ぐ
る
紛
争
―
芦
屋
村
を
中
心
に

①
東
川
用
水
水
論
に
つ
き
訴
状
…
…
…
…
…
…
年
未
詳
⑤

②
東
川
用
水
水
論
に
つ
き
中
野
村
申
合

一
札
…
安
永
４
⑪

Ｏ
森
村

。
中
野
村
和
解
に
つ
き

一
札
…
…
…
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寛
政
Ｈ
⑪

い
東
川
用
水
水
論
に
つ
き
中
野
村
申
合
覚
…
…
寛
政
Ｈ
⑫

⑤
東
川
用
水
出
入
諸
願
控
帳
…
…
…
…
…
…
…
寛
政
Ｈ
⑭

⑥
本
庄
六
カ
村
用
水
引
方
出
入

一
件
…
…
…
…
寛
政
Ｈ
①

⑭
病
気
に
つ
き
出
頭
お
断
り
書
…
…
…
…
…
…
寛
政
Ｈ
⑩

熾
東
川
用
水
の
新
慣
行
に
つ
き
三
条
村
申
合
…
寛
政
Ｈ
⑪

①
水
論
対
決
延
引
願
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
寛
政
Ｈ
⑫

⑩
和
解
不
調
に
つ
き
届
書
…
…
…
…
…
…
…
…
寛
政
Ｈ
⑫

①
和
解
不
調
に
つ
き
届
書
…
…
…
…
…
…
…
…
寛
政
Ｈ
⑭

⑫
和
解
不
調
に
つ
き
対
決
延
引
願
書
…
…
…
…
寛
政
ｍ
ｍ

⑬
六
甲
山
水
流
お
尋
ね
に
つ
き
口
上
書
…
…
…
寛
政
１２
∞

⑭
水
論
和
解
に
つ
き
出
頭
赦
免
願
…
…
…
…
…
寛
政
１２
ω

ω
芦
屋

・
三
条
両
村
用
水
争
い
一
件
…
…
…
…
寛
政
１２
①

ω
東
川
筋
に
家
普
請
に
つ
き
差
入

一
札
…
…
…
文
化
３
⑪

Ｏ
平
十
郎
打
郵

一
件
に
つ
き
願
書
控
…
…
…
…
文
化
６
⑪

⑩
東
川
用
水
出
入

一
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
文
化
８
９

⑩
打
出
村
と
の
出
入
に
つ
き
申
合

一
札
…
…
…
文
化
８
ω

ω

一
の
井
堰
普
請
に
つ
き
訴
状
等
控
帳
…
…
…
文
化
９
ω

働

一
の
井
堰
普
請
立
会
に
つ
き
口
上
書
…
…
…
文
化
９
⑭

②
東
川
用
水
の
石
掘
出
し

一
件
に
つ
き

一
札
…
文
化
１３
①

④
森
村
百
姓
用
水
妨
に
つ
き
詫
証
文
…
…
…
…
元
治
元
醐

一
一　
唯
垣
内
を
め
ぐ
る
紛
争
十
三
条
村
を
中
心
に

側
畦
垣
内

・
観
音
田
用
水
由
緒
書

年
未
詳
⑪

明
和
元
∞

い
畦
垣
内
分
水
に
つ
き
中
野
村
願
書

い
畦
垣
内
分
水
吟
味
に
つ
き
中
野
村
願
書
…
…
明
和
元
①

側
畦
垣
内
分
水

一
件
に
つ
き
中
野
村
口
上
書
…
明
和
２
①

の
畦
垣
内
出
入
に
つ
き
三
条
村
申
合
証
文
…
…
寛
政
１２
⑫

⑩
畦
垣
内
分
水

一
件
に
つ
き
四
ヵ
村
申
合
…
…
寛
政
１２
∽

⑩
畦
垣
内
出
入
熟
談
返
答
に
つ
き
請
書
…
…
…
寛
政
１２
①

①
畦
垣
内
分
水
出
入
内
済
に
つ
き
口
上
書
…
…
寛
政
１２
①

団
東
川
用
水
掛
り
田
地
町
歩
書
上

年
未
詳
硼

〓
一　
水
論
雑
用
銀
割
方
紛
争
十
三
条
村
を
中
心
に

①
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
に
つ
き
覚
…
…
寛
政
１２
嗣

⑭
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
訴
訟

一
件
控
帳
…
…
寛
政
１３
硼

⑮
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
に
つ
き
口
上
…
寛
政
１２
い

∽
水
論
雑
用
銀
割
方
に
つ
き
口
上
書
…
…
…
…
寛
政
１３
側

∽
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入

一
件
控
帳
…
…
寛
政
１２
⑩
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四
　
天
上
川

・
横
川
を
め
ぐ
る
村
々

⑪
横
川
川
違
中
野
村
庄
屋
勘
平
願
書
…
…
…
…
享
保
９
⑩

ω
横
川
川
違
了
承
に
つ
き
六
カ
村
口
上
書
…
…
元
文
３
硼

⑩
横
川
堤
争
論
内
済
に
つ
き
為
取
替
証
文
…
…
文
政
７
鯛

①
横
川
伏
越
樋

一
件
に
つ
き
留
書
…
…
…
…
・二
景
永
元
⑪

⑫
天
上
川
普
請

一
件
に
つ
き
村
々
申
合
…
…
…
嘉
永
２
硼

⑬
横
川
改
修
に
つ
き
願
書
…
…
…
…
…
…
…
…
嘉
永
３
ｍ

側
横
川
筋
破
損
所
普
請
に
つ
き
人
力
村
取
極
…
嘉
永
４
ω

⑮
横
川
測
量
覚
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
年
未
詳
鰤

④
普
請
用
石
値
段
高
値
に
つ
き
願
書
…
…
…
…
安
政
５
⑩

側
人
幡
谷
よ
り
の
取
水
に
つ
き
訴
状
…
…
…
…
慶
応
４
硼

い
横
尾
池
修
覆
に
つ
き
差
入

一
札
…
…
…
…
…
慶
応
４
硼

五
　
片
田
川

。
串
田
川
を
め
ぐ
る
紛
争

⑩
片
田
川
普
請
紛
争
和
解
に
つ
き

一
札
…
…
…
享
和
３
ｍ

ｍ
片
田
川
普
請
紛
争
に
つ
き
和
解
証
文
…
…
…
享
和
３
ｍ

ｍ
片
田
川
普
請
紛
争
に
つ
き
和
解
証
文
…
…
…
享
和
３
ｍ

⑫
池
床
等
用
地
売
渡
し
証
文
…
…
…
…
…
…
…
享
和
３
⑩

①
串
田
川
筋
水
利
紛
争
に
つ
き
申
合
…
…
…
…
文
政
６
硼

⑭
串
田
川
筋
入
作
人
と
水
利
紛
争
の
和
解
書
…
文
政
６
ｍ

工〈
　
水
利
施
設
と
普
請
関
係
史
料

ω
伏
樋
悪
水
抜
樋
覚
下
書

正
徳
元
硼

∽
芦
屋
川
普
請
人
足
扶
持
米
請
取
状
…
…

…
享
録
５
ｍ

団
堀
浚
請
負
に
つ
き
請
書

享
保
９
側

天
明
７
側

寛
政
４
⑩

文
化
４
硼

①
川
除
音
請
仕
様
帳

⑩
普
請
仕
様
帳

⑩
深
江
村
普
請
明
細
帳
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一　
東
川
用
水
を
め
ぐ
る
紛
争
―
芦
屋
村
を
中
心
に

【１
　
東
川
用
水
水
論
に
つ
き
訴
状
】
　
　
　
芝
切
家
文
書

乍
恐
書
付
を
以
御
訴
詔
申
上
候

東
川
用
水
之
儀
、
夜
七
ツ
之
中
刻
よ
り
昼
七
ツ
之
中
刻
迄

六
時
之
間
、
三
条
村

・
津
知
村

・
森
村

・
深
江
村

。
中
野

村

・
小
路
村
、
右
六
ケ
村
田
地
八
十
町
余
江
往
古
よ
り
取

来
申
候
、
然
所
二
今
年
川
上
芦
屋
村
我
儘
仕
、
人
数
催
シ

刻
限
を
ち
が
へ
理
不
尽
に
丼
手
／
ヽ
ゑ
水
切
落
シ
、
川
下

村
々
迷
惑
仕
候
、
別
而
去
ル
十
二
日
よ
り
大
勢
催
シ
、
剰

十
四
日
之
朝
は
打
出
村
を
か
た
ら
い
、
人
数
三
百
人
程
棒

と
び
く
ち
く
ま
で
脇
指
等
迄
差
罷
出
、
此
方
之
水
番
弐
拾

七
人
を
手
ご
め
に
仕
、
朝
五
ツ
過
ま
て
取
申
候
二
付
、
其

趣
芦
屋
村

・
打
出
村
之
庄
屋
中
江
断
置
、
右
不
届
之
仕
方

郡
右
衛
門
森
久
左
衛
門
殿
江
相
届
申
候
得
は
、
久
左
衛
門

殿
よ
り
被
仰
渡
候
は
、
向
後
双
方
共
年
寄
壱
人
、
人
足

一

両
人
召
連
罷
出
、
前
々
之
通
七
ツ
之
中
よ
り
七
ツ
之
中
刻

迄
刻
限
無
相
違
様
に
水
請
取
渡
シ
仕
候
様

二
と
被
仰
付

候
、
尤
右
之
趣
芦
屋
村
江
も
御
申
渡
候
由
被
仰
聞
候
、
伝

之
芦
屋
村
よ
り
も
去
十
四
日
年
寄

一
人
人
足
少
々
罷
出
、

刻
限
無
相
違
請
取
渡
仕
候
処
に
、
翌
廿
五
日
よ
り
年
寄
出

不
申
、
人
足
斗
多
ク
罷
出
、
亦
候
哉
昨
廿
六
日
に
も
理
不

尽
に
水
切
落
申

二
付
、
此
方
よ
り
罷
出
候
年
寄
申
候
は
、

い
ま
た
刻
限
は
や
く
、
其
上
年
寄
も
不
被
出
候
間
、
水
相

渡
申
事
不
罷
成
と
申
候
而
、
水
香
に
関
留
さ
せ
候
得
は
、

川
上

へ
参
長
六
尺
程
有
之
石
橋
を
引
落
シ
留
草
に
い
た
し

水
引
落
シ
申
候
、
と
や
か
く
申
候
ヘ
ハ
声
を
立
、
大
勢
人

あ
つ
め
申
候
而
手
こ
め
に
仕
候
二
付
、
無
是
非
水
切
落
さ

れ
、
此
方
年
寄
芦
屋
村
庄
屋
太
郎
右
衛
門
方
江
参
、
右
之

様
子
相
届
罷
帰
申
候
、
川
上
と
申
所
を
引
請
、
右
之
通
我

儘
致
候
儀
迷
惑
千
万
二
奉
存
候
、
乍
恐
被
為
聞
召
分
、
刻

限
無
相
違
請
取
渡
仕
候
様
二
被
為
　
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難

有
可
奉
存
候
、
已
上

解
　
説

東
川
用
水
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
、
本
庄
の
村
々
よ
り
出
さ

れ
た
訴
状
の
写
し
で
あ
る
。

訴
状
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
東
川
用
水
は
、
夜
七
ツ
中
刻

か
ら
昼
七
ツ
中
刻
ま
で
丸
半
日
間
、
三
条

・
津
知

・
森

・
深

江

。
中
野

・
小
路
の
六
ヵ
村
が
取
水
し
て
来
た
と
こ
ろ
、
今

年
は
上
流
の
芦
屋
村
が
理
不
尽
に
丼
手
を
次
々
と
切
り
落
と

し
、
二
十
二
日
か
ら
は
村
人
大
勢
を
動
員
し
、
二
十
四
日
朝
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に
は
打
出
村
と
申
し
合
わ
せ
て
三
百
人
ほ
ど
が
ト
ビ
グ
チ
、

脇
差
な
ど
ま
で
持

っ
て
水
番
人
三
十
七
人
に
乱
暴
し
た
。
部

右
衛
門
の
森
村
久
左
衛
門
に
届
け
る
と
、
決
ま
り
通
り
に
水

を
渡
す
よ
う
に
仰
せ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
十
六
日
に
な

る
と
ま
た
も
や
芦
屋
村
が
井
手
を
切
り
落
と
し
た
の
で
、
水

が
本
庄
の
村
々
へ
行
き
渡
る
よ
う
に
水
呑
に
堰
止
め
さ
せ
る

と
、
さ
ら
に
上
流
で
石
橋
を
引
き
落
と
し
水
を
流
れ
な
い
よ

う
に
す
る
。
と
や
か
く
い
う
と
、
大
勢
の
人
を
集
め
乱
暴
す

る
―
と
芦
屋
村
を
非
難
し
て
い
る
。
こ
れ
が
ど
れ
ほ
ど
事
実

な
の
か
は
、
芦
屋
村
側
の
反
論
の
資
料
が
な
い
の
で
分
か
ら

な
い
。
特
に

「芦
屋
村
三
百
人
」
と
い
う
人
数
な
ど
は
相
当

誇
張
が
含
ま
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
資
料
は
年
代
を
欠
い
て
い
る
が
、
次
の
理
由

に
よ
っ
て
元
禄
十
四
年

（
一
七
〇

一
）
か
ら
正
徳
二
年

（
一

七

一
三
）
の
間
の
紛
争
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
「
郡
右
衛
門
」
と
は
、
宝
永
八
年
に
転
封
と
な

っ
た

尼
崎
藩
青
山
氏
時
代
の
大
庄
屋
の
呼
称
で
そ
の
後
に
入
部
し

た
松
平
氏
が
正
徳
二
年

（
一
七

一
二
）
大
庄
屋
と
改
称
し
た

こ
と
、
第
二
に
森
村
が
郡
右
衛
門
を
務
め
る
の
は
、
元
禄
十

四
年
か
ら
だ
か
ら
で
あ
る

（『尼
崎
市
史
』
②
三
〇
五
、
若

林
泰

『灘

・
神
戸
地
方
史
の
研
究
し
。

一
方
、
久
左
衛
門
は
、

貞
享
三
年

（
一
六
人
六
）
か
ら
元
禄
、
宝
永
、
正
徳
期
に
か

け
て
庄
屋
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り

（『本
山
村

誌
』

一
七

一
）
、
太
郎
右
衛
門
は
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）

と
享
保
五
年

（
一
七
二
〇
）
に
芦
屋
村
の
庄
屋
を
し
て
お
り

３
新
修
声
屋
市
史
』
本
篇
三
九
〇
）
、
こ
の
結
論
と
矛
盾
し

な
い
。
こ
の
紛
争
が
元
禄
末
期
か
ら
宝
永
期
に
か
け
て
の
も
の
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
ま
ず
明
ら
か
な
の
は
、
貞
享
四
年

（
一
六

人
七
）
に
東
川
用
水
の
番
割
制
度
が
定
め
ら
れ
て
二
十
年
足

ら
ず
の
う
ち
に
そ
の
運
用
を
め
ぐ
っ
て
声
屋
村
と
本
庄
側
と

の
間
に
、
深
刻
な
対
立
が
早
く
も
露
呈
し
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
東
川
用
水
や
貞
享
四
年
の
番
割
仕
法
に
つ
い
て

若
干
説
明
し
て
お
こ
う
。
芦
屋
川
に
は
、
中
世
か
ら
、
川
の

西
側
に

一
の
井
手
、
東
に
二
の
井
手
、
三
の
井
手
と
呼
ば
れ

る
用
水
の
取
水
所
が
あ

っ
た
。
こ
の
う
ち

一
の
井
手
は
、
江

戸
時
代
に
は
東
川
用
水
と
い
う
用
水
路
を
経
て
、
本
庄
地
域

（三
条

・
津
知

・
森

・
中
野

・
深
江

・
小
路
）
の
八
十
町
歩

の
田
畑
に
注
が
れ
た
。
お
そ
ら
く
、
本
庄
の
村
々
が
、
東
か

ら
流
れ
て
く
る
川
と
い
う
意
味
で
呼
び
慣
わ
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
江
戸
時
代
に
は
、
こ
れ
が
個
有
名
詞
と
し
て
定
着
し
て

い
る
。
こ
の

一
の
井
手
か
ら
の
本
庄
の
水
利
権
が
い
つ
ご
ろ
確
立
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し
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
現
在
、
断
片
的
な
が
ら
知

ら
れ
る
の
は
、
天
正
十
七
年

（
一
五
人
九
）
に
水
利
紛
争
が

起
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
紛
争
の
具
体
的
な
経
過
は
定
か

で
な
い
が
、　
一
方
の
当
事
者
は
、
声
屋
庄

（芦
屋
村
、
打
出

村
）
で
、
天
正
十
七
年
二
月
十
七
日
、
仲
裁
役
の
山
路
庄
年

寄
に
対
し
、
声
屋
庄
年
寄
か
ら
下
百
姓
ま
で
が
申
し
合
わ
せ

て
証
文
を
差
し
出
し
た

（『芦
本
』
三
三
四
）
。
そ
の
証
文
に

は

「
川
西

。
川
東
之
水
之
日
数
相
定
申
事
」
と
あ
り
、
三
十

日
間
の
う
ち
川
西
の

一
の
井
手

へ
十
三
日
、
川
東
の
二
の
井

手
、
三
の
井
手

へ
十
七
日
間
そ
れ
ぞ
れ
配
水
す
る
こ
と
が
書

か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
十
日
後
の
二
月
二
十
七
日
、　
一

の
井
手
に
対
し

一
カ
月
の
う
ち

一
日
、
四
日
、
六
日
、
九
日
、

十

一
日
、
十
四
日
、
十
七
日
、
十
九
日
、
二
十
二
日
、
二
十

四
日
、
二
十
七
日
、
二
十
八
日
、
二
十
九
日
の
十
三
日
間
で
、

残
る
日
に
二
の
井
手
、
三
の
井
手
に
配
水
す
る
こ
と
を
定
め

る

「芦
屋
川
水
之
割
之
事
」
翁
新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇
①

六
〇

一
）
と
い
う
古
文
書
も
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
に
姑
し
、

松
田
家
文
書
の
中
に
は
、
筆
写
史
料
と
し
て
、
二
十
七
日
付

で
芦
屋
庄
年
寄
中
か
ら
山
路
庄
年
寄
に

「申
分
候
」
と
し
て

差
し
出
さ
れ
た
古
文
書
の
写
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に

一
■
ぶ
、

一
、
い
ち
ノ
い
て
廿
日
二
つ
き
十
二
日
ま
い
り
申

一
、
か
わ
よ
り
ひ
か
し
に
の
い
て
そ
う
の
い
て
は
廿
日
二
つ

き
十
八
日
ま
い
り
申
候

と
書
か
れ
て
い
る
。
背
景
は
不
詳
だ
が
、
取
水
日
を
決
め
る

段
階
で
、
川
東
に
耕
地
を
持
つ
農
民
は
、
川
西
側
へ
は
三
十

日
の
う
ち
十
二
日
、
即
ち
取
水
日
を

一
日
減
ら
す
こ
と
を
主

張
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
結
果
や
そ
の
後
の
水
利
慣
行
は
あ
ま
り
分
か
っ
て
い

な
い
。
こ
の
う
ち
東
川
用
水
、
即
ち

一
の
井
手
の
水
利
慣
行

が
大
き
く
変
化
し
、
明
文
化
さ
れ
る
の
が
貞
享
四
年

（
一
六

人
七
）
で
あ
る
。
同
年
七
月
二
十
二
日
付
の

「東
川
用
水
番

割
帳
」
３
芦
資
』
②
三
四
〇
）
で
は
、

①
初
日
は
中
野
村
、
二
日
目
は
深
江
村
と
い
う
よ
う
に
、
本

庄
五
カ
村

（中
野

・
深
江

・
森

・
三
条

・
津
知
の
各
村
）

が

一
日
交
代
で
取
水
す
る
。
そ
の
日
付
の
順
番
は
、
表
の

通
り
で
、
十
二
日
間
で

一
巡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
は
、
こ
の
繰
り
返
し
で
取
水
す
る
。

西
中
野
村

東
深
江
村
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西
　
ク

東

森

村

西
　
ク

東
三
条
村

東
津
知
村

②
七
月
十
五
日
は
必
ず
三
条
村

へ
、
三
条

。
津
知
村
が
番
水

で
根
付
け
を
す
る
日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
条

・
津
知
村

へ
分

水
す
る
。
ま
た
三
条
村
畦
垣
内
、
観
音
田
に
は
毎
日
分
水
。

③
小
路
村
に
は
、
西
香
水
の
う
ち
見
合
わ
せ
て
配
水
す
る
。

④
降
雨
に
よ
り
番
が
破
れ
た
時
は
、
呑
頭
の
中
野
村
に
戻

っ

て
や
り
直
す
。

以
上
が
そ
の
骨
子
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
水
利
慣

行
に
は
三
条
村
に
特
権
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
近
世

の
中

。
後
期
に
、
下
流
の
村
々
、
特
に
深
江
、
中
野
村
と
紛

争
の
種
と
な
る

（
【２４
】
～

【３７
】、
「芦
本
』
五
章
五
節
）
。

ま
た
、
芦
屋
川
に
水
量
が
乏
し
い
時
に
は
、　
一
の
井
手
の

水
利
権
を
め
ぐ
っ
て
、
上
流
の
声
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
が
財

立
し
た
。
現
在
で
は
、
寛
政
末
期
の
も
の
と
、
文
化
中
期
の

も
の
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る

（
【３
】
～

【２‐
】、
『芦
本
』

五
章
五
節
）
。

さ
て
こ
れ
ま
で
、
声
屋
村
を
相
手
に
し
た
水
論
は
寛
政
十

一
年

（
一
七
九
九
）
以
降
し
か
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

こ
の
史
料
に
よ
っ
て
、
番
割
制
度
が
確
立
し
た
直
後
か
ら
、

矛
盾
を
抱
え
、
元
禄
末
―
宝
永
期
に
は
早
く
も
そ
の
対
立
が

表
面
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
貞
享
四
年
の
香
割
帳
に
は
紛
争
解
決
の
手
法
と

し
て
、
次
の

一
条
が
あ
る

（
『芦
資
』
②
三
四

一
）

一
、
照
続
痛
候
節
は
、
田
辺
村
七
左
衛
門
、
水
掛
り
庄
屋
中

立
会
見
分
之
以
、
高
下
無
之
取
可
申
候

（以
下
略
）

貞
享
四
年
当
時
、
田
辺
村
七
左
衛
門
は
、
庄
屋
を
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
が
、
大
庄
屋

（郡
右
衛
門
）
で
は
な

か
っ
た
。
当
時
は
、
打
出
村
庄
屋
が
大
庄
屋
で
あ
っ
た

ら
尼
』

②
三
〇
五
）
。

つ
ま
り
、
貞
享
四
年
の
段
階
で
は
、
村
落
間

紛
争
の
調
整
役
と
し
て
、
利
害
の
か
ら
ま
な
い
田
辺
村
七
左

衛
門
の
指
導
力
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
。
七
左
衛
門
が
い
つ

ま
で
存
命
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
元
禄
五
年

（
一
六
九
二
）
に
は
、
田
辺
村
庄
屋
は
市
郎
兵
衛
に
変
わ
っ

て
お
り
、
こ
の
紛
争
が
起
き
た
時
に
は
、
政
治
の
表
舞
台
か

ら
完
全
に
姿
を
消
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い

（『本
』

一
六

一
）
。
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こ
の
時
の
紛
争
は
郡
右
衛
門
に
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
激
し

い
対
立
の
た
め
、
結
局
、
郡
右
衛
門
は
有
効
な
役
割
を
果
た

し
得
な
か
っ
た
。
村
落
間
の
政
治
的
な
力
関
係
の
推
移
や
紛

争
処
理
の
あ
り
方
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。

第
三
点
は

「脇
差
」
で
あ
る
。
本
庄
側
は
、
芦
屋
村
が

「脇

差
を
差
し
罷
り
出
」
、

つ
ま
り
紛
争
の
場
に
脇
差
を
帯
び
て

出
て
来
た
こ
と
を
非
難
し
て
い
る
。
こ
れ
が
事
実
だ

っ
た
の

か
ど
う
か
は
、
声
屋
村
の
反
論
や
裁
決
の
結
果
が
不
明
で
確

か
で
は
な
い
。
た
だ
、
芦
屋
村
有
力
農
民
の
中
に
は
、
脇
差

を
所
持
し
た
者
が
い
た
こ
と
は
、
事
実
で
あ

っ
た
と
み
て
よ

か
ろ
う
。
藤
木
久
志
氏
に
よ
る
と
、
豊
臣
政
権
は
刀
狩
り
に

熱
心
で
、
農
民
の
脇
差
所
持
も
禁
止
し
た
が
、
徳
川
政
権
は
、

こ
の
法
令
を
直
接
的
に
は
継
承
せ
ず
、
百
姓
に
対
す
る
帯
刀

を
禁
上
し
て
い
く
の
は
、
十
七
世
紀
末
期
で
あ
り
、
し
か
も

脇
差
は
携
帯
禁
上
の
対
象
外
だ

っ
た
、
と
し
て
中
世
以
来
、

一
貫
し
て
百
姓
は
脇
差
を
身
に
帯
び
続
け
た
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
所
持
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
た
が
、
紛
争
の
場
に
持

ち
込
む
こ
と
は
禁
止
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る

（冒
ュ
臣
平

和
令
と
戦
国
社
会
彰
。
今
回
の
訴
状
で
も
、
芦
屋
村
が
、
脇

差
を
差
し
て
紛
争
の
場
に
出
て
来
た
こ
と
を
批
難
し
た
も
の

で
あ
り
、
文
脈
か
ら
す
る
と
、
所
持
そ
の
も
の
は
合
法
的
で

あ
る
と
い
う
の
が
前
提
に
な
っ
て
い
る
と
取
れ
る
。
ま
た
脇

差
を
紛
争
の
場
に
持
ち
出
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
も
の

の
、
そ
れ
は
数
多
い

「我
儘
」
の
う
ち
の

一
つ
で
あ
り
、
脇

差
を
持
ち
出
し
た
こ
と
を
全
面
的
に
争
う
と
い
う
姿
勢
で
も

な
い
。

つ
ま
り
、
紛
争
の
場
に
持
ち
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
法
そ
の
も
の
が
、
十
分
機
能
し
て
い
た
と

も
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

【２
　
東
川
用
水
水
論
に
つ
き
中
野
村
申
合

一
札
】
芝
切
家
文
書

一
札

一
、
此
度
東
川
用
水
之
儀
二
付
水
論
出
来
申

二
付
、
水
掛
り

申
合
之
趣
左
之
通

一
、
水
論
之
儀
、
御
番
所
様

へ
出
訴
之
趣

一
々
承
知
仕
候

一
、
出
入
相
済
申
迄
ハ
、
何
事
も
御
役
人
中
百
姓
代
よ
り
い

か
様
共
御
相
談
被
下
、
御
訴
詔
可
被
成
候

一
、
出
銀
之
儀
、
何
程
入
用
二
御
座
候
共
、
申
分
仕
間
敷
候

事
一
、
出
入
相
済
申
迄
ハ
、
何
事
二
よ
ら
す
取
沙
汰
等
仕
間
敷

事
一
、
百
姓
代
之
儀
、
水
掛
り
よ
り
相
頼
申
上
ハ
百
姓
之
内
申

分
少
も
無
御
座
候
事

右
之
通
村
中
参
会
之
上
申
合
仕
、
水
掛
り
惣
連
判
仕
候
上
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よ

、

何
事
も
申
分
少
も
無
御
座
候
、
以
上

安
永
四
年
未
十
月

伊
左
衛
門
⑩

長

兵

衛

善
左
衛
門
⑩

五

兵

衛
⑪

勘

丘
（
衝
①

弥
左
衛
門
⑪

又

兵

衝
⑪

儀

平

太
⑪

善

兵

衛
⑪

利
左
衛
門
③

弥

丘
（
衛
①

を示
次

郎
⑪

安

丘
（
衛
⑪

伊
右
衛
門
⑪

和

助

⑩

徳

丘
（
衝
①

利
右
衛
門
⑪

甚

丘
（
衝
⑪

九
郎
兵
衛
⑩

与
左
衛
門
⑪

孫

丘
（
衝
①

長
左
衛
門
⑪

弥
惣
兵
密
①

久

丘
（
衝
⑨

権
右
衛
門
⑩

孫
左
衛
門
⑩

源

丘
（
衛
①

忠

丘
（
衝
①

安
左
衛
門
⑩

弥

藤

太
⑩

作
右
衛
門
⑩

七
右
衛
門
⑩

利

丘
（
衛
⑩

をボ
兵

衝
⑩

甚
右
衛
門
⑩

儀
左
衛
門
⑩

作
左
衛
門
⑩

権
左
衛
門
⑩

士
口
兵

衛
⑪

庄
左
衛
門
⑩

御
役
人
中

百
姓
代
衆
中

解
　
説

東
川
用
水
を
め
ぐ
る
水
論
に
際
し
、
中
野
村
の
農
民
た
ち
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る が

訴
訟
を
遂
行
す
る
た
め
に
行

っ
た
申
し
合
わ
せ
で
あ

内
容
は
、
大
坂
町
奉
行
所

へ
の
出
訴
の
趣
旨
に
賛
同
す
る

こ
と
、
決
着
す
る
ま
で
、
村
役
人
た
ち
が
相
談
し
て
進
め
る

こ
と
に
合
意
し
て
い
る
こ
と
、
出
入
り
が
済
む
ま
で
、
個
々

の
百
姓
が
勝
手
な
振
る
舞
い
を
し
な
い
こ
と
、
水
掛
り
田
地

の
耕
作
者
か
ら
百
姓
代
に
対
し
、
特
別
な
注
文
は
し
な
い
こ

と
な
ど
が
申
し
合
わ
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
こ
の
史
料
に
か
か
わ
る
水
論
の
史
料
は
、
未
見
で

あ
り
、
詳
し
い
主
張
の
内
容
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
「東

川
用
水
之
儀
二
付
水
論
」
と
い
え
ば
、　
一
般
に
本
庄
側
が
芦

屋
村
を
相
手
取
っ
て
起
こ
し
た
水
論
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か

し
、
こ
の
年
に
水
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
い
ず
れ
も
記
録
が
な

く
、
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
か
ら
同
二
年
に
か
け
て
の
三

条
村
を
相
手
取
っ
た
水
論
と
、
寛
政
十

一
年

（
一
七
九
九
）

の
芦
屋
村
を
相
手
取
っ
た
水
論
の
間
に
、
や
は
り
水
論
が

あ

っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

な
お
、
村
名
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
【４
】
の

「
中
野
村

東
川
懸
り
百
姓
」
の
名
前
と
比
較
す
る
と
、　
一
人
人
、
約
半

分
の
百
姓
名
が
、
＞し
の
史
料
の
百
姓
名
と

一
致
す
る
こ
と
や
、

名
前
は
異
な
っ
て
い
て
も
、
例
え
ば

【４
】
の
人
蔵
と
本
史

料
の
儀
平
太
、
【４
】
の
太
郎
兵
衛
と
本
史
料
の
和
助
、
【４
】

の
庄
三
郎
と
本
史
料
の
久
兵
衛
が
同
じ
⑪
を
使
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
史
料
の
連
名
者
は

「
中
野
村
東
川
水
掛
り
百

姓
中
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

【３
　
森
村

。
中
野
村
和
解
に
つ
き

一
札
】
　

小
阪
家
文
書

一
札

一
、
東
川
用
水
当
月
十
三
日
中
野
村
江
順
番

二
相
当
り
申

ニ

付
、
水
引
浚
筋
森
村
字
所
之
内
、
字
谷
あ
た
か
と
申
処
ニ

而
、
右
用
水
番
人
足
中
野
村
百
姓
長
左
衛
門
罷
出
申
候
処
、

森
村
百
姓
幸
右
衛
門
来
、
右
用
水
理
不
尽
二
切
取
申

二
付
、

番
人
足
長
左
衛
門
差
留
申
処
、
幸
右
衛
門
、
長
左
衛
門
を

手
組
二
い
た
し
候
二
付
、
少
々
痛
所
出
来
申
二
付
、
森
村

役
人
中
江
此
由
相
届
申
置
罷
帰
り
申
候
処
、
中
野
村

一
統

用
水
之
儀
二
候
得
は
、
村
方
よ
り
其
儘
難
差
置
、
御
上
様

江
御
訴
詔
申
上
候
と
申

二
付
、
森
村
役
人
中
よ
り
貴
殿
江

取
曖
御
頼
二
付
、
貴
殿
段
々
御
取
暖
之
趣
、
双
方
承
知
致

森
村
幸
右
衛
門
よ
り
中
野
村
長
左
衛
門
方

へ
誤
り

一
札
壱

通
差
入
、
且
又
痛
所
養
生
料
と
し
て
銀
五
拾
目
、
右

一
札

二
相
添
、
幸
右
衛
門
方
よ
り
長
左
衛
門
方
江
相
渡
、
惟

ニ

請
取
事
済
致
申
処
相
違
無
御
座
候
、
然
ル
上
ハ
右

一
件
ニ

付
以
来
双
方
何
之
申
分
も
無
御
座
候
、
為
後
日
連
印

一
札

依
之
如
件
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寛
政
十

一
年
　
　
　
　
　
　
森
　
村
　
幸
右
衛
門
◎

未
六
月
　
　
　
　
　
　
中
野
村
　
長
左
衛
門
⑩

三
条
村
庄
屋

伊
　
作
　
殿

解
　
説

寛
政
十

一
年

（
一
七
九
九
）
が
早
魃
で
、
芦
屋
川
東
側
の

芦
屋
村
と
、
川
西
側
の
本
庄
の
五
ヵ
村
（中
野

。
深
江

・
森

・

三
条

。
津
知
）
の
間
で
水
論
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
前
に
述
べ

た
が
、
そ
れ
と
並
行
し
て
、
本
庄
側
の
森
村
と
中
野
村
と
の

間
に
紛
争
が
起
き
た
。
そ
の
和
解
の
史
料
で
あ
る
。

史
料
に
よ
れ
ば
、
六
月
十
三
日
は
、
中
野
村
が
取
水
す
る

日
だ

っ
た
の
で
、
用
水
番
の
中
野
村
百
姓
長
左
衛
門
が
、
中

野
村

へ
水
が
流
れ
て
来
る
よ
う
に
、
上
流
の
森
村
字
谷
あ
た

か
へ
見
に
行

っ
た
。
す
る
と
、
森
村
の
百
姓
幸
右
衛
門
が
、

森
村
の
田
地
に
水
が
流
れ
落
ち
る
よ
う
堰
を
切
っ
て
し
ま
っ

た
。
こ
こ
で
取
組
み
合
い
に
な
り
、
長
左
衛
門
の
方
が
少
々

ケ
ガ
を
し
た
。
長
左
衛
門
は
森
村
の
村
役
人
に
訴
え
帰
村
し

た
が
、
中
野
村
で
は

「村
の
大
切
な
用
水
。
こ
の
ま
ま
黙
っ

て
い
れ
な
い
。
領
主
に
訴
え
る
」
と
い
う
強
硬
意
見
が
出
た
。

森
村
の
村
役
人
は
困
り
果
て
、
三
条
村
の
庄
屋
伊
作
に
仲
裁

を
求
め
、
結
局
①
幸
右
衛
門
が
長
左
衛
門
に
わ
び
状
を
入
れ

る
②
ケ
ガ
の
養
生
料
と
し
て
銀
五
十
匁
を
差
し
出
す
―

の
二

点
で
、
二
人
は
和
解
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
決
着
し
た
こ
と

を
二
人
が
改
め
て
仲
裁
役
の
三
条
村
庄
屋
に
届
け
た
文
書
で

あ
る
。
今
回
の
紛
争
は
、
幸
右
衛
門
個
人
の
行
動
が
発
端
と
な
っ

て
お
り
、
村
全
体
が
関
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
両
者
の

間
に
相
当
緊
張
の
高
ま
っ
て
い
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
こ

の
年
は
、
芦
屋
村
を
相
手
に
、
本
庄
五
カ
村
が
、
大
が
か
り

な
訴
訟
を
展
開
し
て
い
く
年
で
あ
る
が
、
本
庄
五
カ
村
の
内

部
に
も
、
水
の
奪
い
合
い
を
め
ぐ
っ
て
激
し
い
対
立
が
あ

っ

た
の
で
あ
る
。

【４
　
東
川
用
水
水
論
に
つ
き
中
野
村
申
合
覚
】芝
切
家
文
書

覚

一
、
当
夏
よ
り
照
続
候
処
、
東
川
用
水
刻
限
違
た
ヘ
ニ
付
、

田
地
致
亡
消
、
甚
村
方

一
統
及
難
儀
候
故
、
此
節
芦
屋
村

掛
合
之
上
、
出
入
二
相
成
り
候
と
も
、
縦
令
外
村
々
不
承

蜘
出 二
蜘
蜘
絲
入 ノ、
用
（、纂

候
、
勿
論
用
段
之
儀
ハ
小
前

一
統
御
寄
不
被
成
、
役
人
中
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御
差
図
之
上
、
重
立
候
者
共
斗
二
て
御
取
斗
可
被
下
候

一
、
出
入
中
惣
代
之
儀
ハ
、
役
人
中
よ
り
眼
鏡
之
上
た
れ
ニ

て
も
御
差
図
被
成
候
と
も
、
異
破
□
も
の
壱
人
も
無
御
座

候
、
右
之
通
り
村
方
壱
統
承
知
仕
候
所
相
違
無
御
座
候
、

為
念
連
印
差
入
可
申
候
、
以
上

寛
政
十

一
未
年
七
月

中
野
村
東
川
懸
り
百
姓

条
　
助
　
⑩
　
　
又

丘
（
衝
①

弥
惣
五
郎
⑪
　
　
善

兵

衛
⑩

次

丘
（
衛
⑪
　
　
作

兵

衝
①

弥

丘
（
衛
⑪
　
　
兵
左
衛
門
⑩

弥
二
兵
衝
①
　
　
太

丘
（
衛
⑪

与
右
衛
門
⑩
　
　
安

丘
（
衛
⑪

徳

丘
（
衛
⑩
　
　
伝
　
蔵
　
⑩

太
郎
兵
衛
①
　
　
甚

丘
（
衛
⑩

九
郎
兵
衛
◎
　
　
長
左
衛
門
⑪

庄

〓
一
郎
◎
　
　
市
左
衛
門
⑩

安
左
衛
門
⑪
　
　
弥

藤

太
⑪

安

太

郎
⑪
　
　
勘

丘
ハ
衛
⑪

源
　
七
　
⑩
　
　
利

丘
（
衝
①

儀
左
衛
門
◎
　
　
藤
左
衛
門
⑩

土
口
兵

衛
⑪
　
　
平

〓４
郎
◎

伊
左
衛
門
⑩
　
　
八
　
蔵
　
⑪

五

兵

衛
⑩
　
　
七
右
衛
門
⑪

権
左
衛
門
　
　
　
清
　
七
　
◎

ヽ

村
御
役
人
中
　
　
　
　
　
　
　
（原
文
横

一
段
書
）

井
惣
代
中

解
　
説

東
川
用
水
か
ら
取
水
し
て
い
る
中
野
村
の
百
姓
が
、
上
流

の
声
屋
村
を
相
手
に
、
水
論
を
起
こ
す
に
先
立
っ
て
行

っ
た

申
し
合
わ
せ
で
あ
る
。
「縦
令
外
村
々
不
承
知
二
御
座
候
ハ
ヽ

当
村
壱
村
二
て
も
」
と
、
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
の
が

注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
具
体
的
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
小

前
百
姓
は

一
々
寄
り
合
わ
ず
、
役
人
の
指
図
に
よ
り
お
も

だ
っ
た
者
で
と
り
は
か
ら
う
。
惣
代
に
つ
い
て
は
村
役
人
の

目
に
か
な
っ
た
も
の
を
任
命
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
中
野
村
は

「壱
村
二
て
も
」
と
い
う
覚
悟
を
し
て

い
た
が
、
同
月
、
本
庄
側
五
ヵ
村

（中
野

・
深
江

・
森

・
三

条

。
津
知
）
は
、
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
Ｓ
芦

資
』
②
一一面

九
）

こ
の
五
ヵ
村
の

「申
合
覚
」
に
よ
る
と
、
東
川
用
水
は
、

本
庄
五
カ
村
八
十
町
の
田
地
を
う
る
お
し
て
お
り
、
取
水
は
、
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日
ご
と
に
決
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
最
近
、
声
屋
村
が
い
ろ

い
ろ
理
由
を
つ
け
て
本
庄
側
へ
水
を
送
る
時
間
を
遅
ら
せ
る

の
で
、
わ
ず
か
な
日
照
り
で
も
早
魃
に
な
る
。
終
日
五
カ
村

が
会
合
を
開
い
て
、
声
屋
村
に
再
度
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、

声
屋
村
は

「先
例
の
通
り
水
を
送
る
」
と
返
答
し
た
の
で
、

と
り
あ
え
ず
争
論
は
さ
し
控
え
る
が
、
も
し
先
例
に
反
す
る

こ
と
が
あ
れ
ば
ど
の
村
か
ら
言
い
出
そ
う
と
も
、　
一
致
団
結

し
て
訴
え
る
。
た
だ
、
徒
党
を
組
ん
で
芦
屋
村

へ
行
く
よ
う

な
こ
と
は
や
め
、
話
し
合
い
で
解
決
す
る
―
と
な
っ
て
い
る
。

【５
　
東
川
用
水
出
入
諸
願
控
帳
】
①
　
　
　
小
阪
家
文
書

寛
政
十

一
未
年
　
　
　
　
一二
条
村
庄
屋
　
伊
作

東

川

養

水

出

入

諸

願

抽

帳

人

月

日乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

松
平
遠
江
守
領
分

摂
州
兎
原
郡
　
　
中
野
村

願
人
　
　
　
　
　
　
森
　
村

右
同
断
同
州
同
郡
　
　
　
一二
条
村

右
同
断
同
州
同
郡
　
　
　
津
知
村

木
村
周
蔵
様
御
代
官
所

同
州
同
郡

相
手
　
　
　
　
　
　
　
声
屋
村

一
、
私
共
村
々
御
田
地
用
水
引
取
候
義
は
、
字
東
川
山
水
ヲ

以
立
毛
相
育
申
候
、
右
東
川
と
申
候
は
、
字
六
甲
山
谷
口

三
井
手
関
上
ケ
、
毎
年
植
付
水
之
義
は
五
月
節
よ
り
私
共

勝
手

二
引
取
申
候
、
尤
養
水
之
義
は
二
月
夏
至
之
日
よ
り

朝
七
ツ
よ
り
暮
六
ツ
迄
、
毎
日
私
共
日
割
ヲ
以
五
ケ
村

へ

用
水
引
取
来
り
、
相
手
芦
屋
村
ヘ
ハ
毎
夜
暮
六
ツ
よ
り
明

七
ツ
迄
用
水
引
取
被
申
候
、
双
方
右
之
通
仕
来
リ
ニ
而
、

此
水
上
之
右
芦
屋
村
支
配
所

二
有
之
候
井
手
関
場
所
、

毎
々
私
共
五
ケ
村
打
寄
、
井
手
普
請
仕
来
罷
有
候
、
尤
井

手
大
破
二
及
候
節
は
、
私
共
村
方
芦
屋
村
と
立
会
普
請
仕

候
得
共
、
此
入
用
銀
割
方
之
義
は
、
芦
屋
村
よ
り
弐
歩
之

出
銀

二
て
、
私
共
五
ケ
村
よ
り
は
人
歩
出
銀
仕
、
往
古
よ

り
井
手
普
請
仕
来
り
罷
有
候
、
尤
双
方
よ
り
右
之
通
之
出

用
水
引
取
仕
来
り

妨
我
儘
仕
候
出
入
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銀
割
方
■
仕
来
り
御
座
候
処
、
当
夏
日
照
打
続
立
毛
育
が

た
く
、
私
共
村
々
よ
り
右
用
水
日
割
ヲ
以
引
取
相
掛
り
候

処
、
水
上
之
声
屋
村
方
右
井
手
我
儘
支
配
仕
、
下
ケ
水
不

致
候
二
付
、
私
共
村
々
田
地
亡
消
必
至
難
渋
仕
罷
有
候
ニ

付
、
私
共
村
々
よ
り
罷
出
、
取
水
仕
来
り
通
り
可
仕
と
は

奉
存
候
得
共
、
左
様
仕
候
時
ハ
双
方
怪
我
人
等
出
来
仕
候

得
は
、
後
難
之
程
も
奉
恐
入
、
不
得
止
事
此
度
御
願
奉
申

上
候
事
御
座
候
、
勿
論
芦
屋
村
方
ニ
ハ
近
年
我
儘
二
水
車

多
分
二
取
建
、
其
上
井
手
よ
り
川
上
川
下
と
も
川
中
之
石

等
を
我
儘
切
取
被
申
候
故
、
水
筋
相
く
る
い
井
手
急
損
仕

候
故
、
普
請
数
度
之
儀
二
て
め
い
わ
く
仕
候
、
別
而
右
之

通
水
車
多
分
取
建
被
申
候
■
■
て
ハ
水
セ
い
薄
相
成
、
且

水
車
之
も
の
共
用
水
を
外
方

へ
切
落
候
二
付
、
至
私
共
五

ケ
村
用
水
妨
等
相
成
、
右
之
通
り
之
儀
、
其
上
芦
屋
村
用

水
我
儘
被
致
候
て
ハ
、
水
掛
り
五
ケ
村
御
田
地
育
か
た
く
、

歎
キ
余
り
、
乍
恐
奉
願
上
候
、
右
之
通
川
中
之
石
杯
切
取

不
申
候
様
、
新
規
五
輌
之
水
車
之
義
、
用
水

二
相
構
不
申

候
処
へ
為
取
除
候
様
、
其
上
右
用
水
前
書
之
通
、
往
古
よ

り
仕
来
り
可
仕
候
様
、
何
卒
先
規
之
通
御
慈
悲
ヲ
以
、
芦

屋
村
之
も

の
と
も
江
急
早
御
召
被
為
　
仰
付
被
下
候

ハ
ヽ
、
御
慈
悲
五
ケ
村

一
統
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十

一
未
年
　
　
　
　
森
村
庄
屋
　
　
利

丘
（
衛

八
月
十
四
日
　
同
村
年
寄
　
　
久
左
衛
門

同
村
同
断
　
　
七
郎
兵
衛

訳
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村
百
性
代
　
土
口
兵

衛

此
通
之
書
付
ヲ
中
野
村
深
江
　

中
野
村
庄
屋
　
紋
　
　
治

村
と
も
、
右
弐
ケ
村
よ
り
願
　

同
村
年
寄
　
　
半
右
衛
門

書
士宮
本
差
被
出
候
二
付
、
則
　

同
村
百
性
代
　
五

丘
＾
衛

十
五
日
芦
屋
村
御
召
被
成
候
　

同
村
同
断
　
　
与
右
衛
門

三
条
村
庄
屋
　
伊
　
　
作

同
村
年
寄
　
　
七
郎
兵
衛

同
村
百
性
代
　
エハ
兵

衛

津
知
村
庄
屋
　
五
郎
兵
衛

同
村
年
寄
　
　
与

丘
（
衛

同
村
百
性
代
　
佐
二
兵
衛

木
村
周
蔵
様

御
役
所

今
盟
力
）

右
之
通
相
認
尼
崎
表
御
添
勘
を
以
、
木
村
周
蔵
様
御
役

所

へ
罷
出
申
候

解
　
説

こ
の
史
料
は
、
水
不
足
に
苦
し
ん
だ
本
庄
の
四
カ
村
が
、

と
う
と
う
声
屋
村
を
相
手
に
、
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
を
決
め
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た
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
村
々
は
尼
崎
藩
領
で
あ
り
、
相

手
の
声
屋
村
は
幕
府
領
で
い
わ
ゆ
る

「支
配
違
い
」
だ
っ
た

が
、
と
り
あ
え
ず
、
芦
屋
村
の
幕
府
代
官
、
木
村
周
蔵
役
所

が
宛
名
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
訴
状
に
は
深
江
村
の
名
が
な

い
が
、
こ
れ
は
尼
崎
藩
領
の
村
々
だ
け
で
訴
状
を
作

っ
た
た

め
で
、
同
じ
日
幕
府
領
の
中
野
村

。
深
江
村
か
ら
も
同
文
の

訴
状
が
出
さ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
四
ヵ
月
前
の
寛
政
十

一
年
四
月
、
中
野
、
深

江
、
森
、
三
条
、
津
知
の
村
々
が
芦
屋
村
を
相
手
取
っ
て
ほ

ぼ
同
趣
旨
の
訴
状
を
作
成
し
て
い
る

（『芦
資
』
三
四
人
）
。

た
だ
現
存
す
る
訴
状
は
村
役
人
名
が
な
く
見
せ
消
も
あ

っ
て

文
案
の
域
を
出
て
い
な
い
。
ま
た
宛
名
も
な
く
本
当
に
提
出

さ
れ
た
の
か
ど
う
か
、
定
か
で
な
い
。

さ
て
訴
状
で
は
、
本
庄
側
の
主
張
と
し
て
、

①
二
月
の
夏
至
の
日
か
ら
は
、
毎
日
交
替
で
各
村
が
水
を

取
る
が
、
本
庄
側
は
朝
七
ツ
時
か
ら
夕
方
六
ツ
時
と
し
、
残

る
時
間
で
芦
屋
村
が
水
を
取
っ
て
来
た
。

②
芦
屋
川
か
ら
東
川
用
水
が
分
か
れ
る
堰
の
所
は
、
声
屋

村
と
本
庄
五
カ
村
の
双
方
で
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、

費
用
負
担
は
、
本
庄
側
が
入
割
で
あ
る
。

③
今
年
は
日
照
で
稲
が
育
ち
に
く
い
が
、
声
屋
村
が
上
流

で
勝
手
に
水
を
取
っ
て
い
る
。
仕
来
り
通
り
に
水
を
取
り
に

行

っ
て
も
よ
い
が
、
そ
れ
で
は
ケ
ガ
人
が
出
る
よ
う
な
事
も

あ
ろ
う
か
と
思
い
訴
え
た
。

④
近
年
、
芦
屋
村
は
川
筋
に
水
車
を
多
く
建
造
し
た
り
、

川
中
の
石
を
取
り
除
い
た
り
し
た
の
で
水
流
が
変
わ
り
、
水

利
施
設
の
破
損
が
多
く
、
出
費
も
か
さ
ん
で
い
る
。

本
庄
側
は
こ
う
主
張
し
た
後
、
①
川
中
の
石
を
勝
手
に
取

ら
な
い
こ
と
②
新
し
く
芦
屋
村
が
建
造
し
た
水
車
五
輌
を
、

別
の
所
に
移
す
こ
と
③
古
来
通
り
の
時
間
帯

（本
庄
側
の
主

張
す
る
時
間
帯
）
で
、
水
を
送
る
こ
と
―
め
三
点
に
つ
い
て
、

芦
屋
村
に
命
じ
て
欲
し
い
と
訴
え
て
い
る
。
追
筆
に
よ
れ
ば
、

中
野
村
の
幕
府
領
分
と
、
深
江
村
も
同
文
の
訴
状
を
出
し
た

の
で
、
十
五
日
、
木
村
代
官
は
芦
屋
村
を
呼
び
出
し
た
、
と

い
う

（中
野
村
は
、
尼
崎
藩
領
と
幕
府
領
が
入
り
組
ん
で
お

り
、
庄
屋
以
下
村
役
人
も
別
だ
っ
た
）。
尼
崎
領
の
村
々
は
、

木
村
代
官

へ
の
訴
え
に
先
立
ち
、
尼
崎
藩
の
口
添
え
状
を

取
っ
て
い
る
。
こ
の
訴
状
は
、
『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇

二
に
収
め
ら
れ
て
い
る
同
年
四
月
付
の
訴
状
に
比
べ
、
ほ
ぼ

同
じ
趣
旨
だ
が
、
声
屋
村
が
勝
手
に
川
中
の
石
を
取
り
除
い

た
た
め
に
普
請
が
増
え
た
―
と
い
う
主
張
が
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。

【５
】
②
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乍
恐
口
上

一
、
別
紙
書
付
之
通
願
出
度
候
得
共
、
御
奉
行
様

へ
願
出
候

而
ハ
、
村
々
困
窮
之
百
性
諸
入
用
等
相

（
嵩
雛
刊
、
何
卒
御

憐
愁
之
上
、
木
村
周
蔵
様
御
役
所

へ
御
添
勘
ヲ
以
御
差
出

被
為
　
成
下
候
ハ
ヽ
、
村
々
百
性
共

一
統
難
有
奉
存
、
以

上
寛
政
十

一
未
年
　
　
　
　
森
村
庄
屋
　
　
利

丘
（
衛

人
月
十
二
日
　
　
　
中
野
村
庄
屋
　
紋
　
　
治

三
条
村
庄
屋
　
伊
　
　
作

津
知
村
庄
屋
　
五
郎
兵
衛

松
沢
伴
蔵
様

解
　
説

こ
の
史
料
は
、
前
の
訴
状
を
提
出
す
る
の
に
先
立
ち
、
尼

崎
藩
領
の
村
々
が
、
「御
奉
行
様
」
に
訴
え
出
る
と
、
諸
経

費
が
か
さ
む
の
で
、
相
手

・
芦
屋
村
の
代
官
に
訴
え
る
こ
と

に
し
た
い
、
と
い
う
願
書
で
あ
り
、
代
官
所

へ
提
出
す
る
口

添
え
状
を
求
め
て
い
る
。

こ
こ
で
言
う

「
御
奉
行
様
」
と
は
、
大
坂
町
奉
行
を
さ
す
。

大
坂
町
奉
行
は
、
大
坂
の
旧
市
中
と
そ
の
町
続
き
の
在
方
、

さ
ら
に
兵
庫
津
、
西
宮
町
の

一
般
民
政
を
担
当
す
る
な
ど
広

範
な
権
限
を
持
ち
、
特
に
享
保
期

（
一
七

一
六
十
三
六
）
以

降
は
、
摂
津

・
河
内

・
和
泉

・
播
磨
の
幕
領
の
支
配
や
、
支

配
領
主
の
異
な
る
村
々
間
の
紛
争
の
解
決
を
担
当
し
た
。
は

じ
め
は
、
一爪
橋
口
門
外
に
、
東
、
西
の
二
つ
の
奉
行
所
が
あ

っ

た
が
、
享
保
九
年

（
一
七
二
四
）
三
月
、
火
事
で
焼
失
。
東

町
奉
行
所
は
旧
地
に
再
建
さ
れ
、
西
町
奉
行
所
は
本
町
橋
東

詰
に
再
建
さ
れ
た
。
両
町
奉
行
所
は
、
一
ヵ
月
交
代
で
月
番
、

非
番
と
な
っ
て
、
奉
行
所
の
問
を
開
閉
し
た
。

な
お
、
松
沢
伴
蔵
は
幅
広
く
民
政
を
担
当
し
て
い
た
と
み

え
、
三
条
村
八
幡
宮
の
官
座

へ
の
加
入
を
め
ぐ
り
村
民
同
士

が
寛
政
十
二
年
起
こ
し
た
訴
訟

（『声
資
』
②
二
九
九
）
や
、

寛
政
三
年
十
二
月
、
三
条
村
久
兵
衛
か
ら
出
さ
れ
た
酒
造
願

書

（同
、
四
七
三
）
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。

【５
】
③
乍
恐
口
上

一
、
別
紙
書
付
ヲ
以
奉
願
上
候
通
り
、
御
他
領
入
組
無
拠
御

出
訴
奉
申
上
候
、
勿
論
御
検
見
前

二
相
■
成
、
御
用
向
差

支
之
程
奉
恐
入
候
、
何
分
前
書
申
上
候
通
、
御
他
領
入
組

且
又
困
窮
之
百
性
諸
失
却
相
歎
キ
ニ
罷
有
候
、
此
段
聞
召

被
為
分
、
御
憐
愁
之
程
奉
願
上
候
、
以
上

寛
政
十

一
未
年
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
村
庄
屋
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八
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
深
江
村
庄
屋

木
村
周
蔵
様御
役
所

解
　
説

こ
の
史
料
は
、
幕
府
領
の
深
江
村
、
中
野
村
が
出
訴
に
当

た
り
、
自
ら
の
代
官
所
に
差
し
出
し
た
口
上
書
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
利
害
関
係
村
が
尼
崎
藩
領
と
幕
府
領
に
ま
た

が
っ
て
い
る
の
で
よ
ん
ど
こ
ろ
な
く
、
出
訴
に
及
ん
だ
と
し

て
い
る
。
年
貢
を
決
め
る
際
に
、
そ
の
年
の
収
穫
高
を
代
官

所
が
調
べ
る

「検
見
」
前
で
、
御
用
向
差
支
え
に
は
恐
れ
入

る
が
、
困
窮
の
百
姓
か
ら
の
願
い
で
聞
き
届
け
て
欲
し
い
―
，

と
し
て
い
る
。
「検
見
」
の
手
続
き
は

『地
方
凡
例
録
』
（近

藤
出
版
社
）
に
詳
し
い
。

【５
】
④

一
、
人
月
十
五
日
入
ツ
時
御
呼
出
し
有
之
、
被
仰
渡
候
義

ハ
、

先
刻
芦
屋
村
罷
出
候
二
付
、
対
談
い
た
し
候
様
申
付
置
候

間
、
五
ケ
村
役
人

一
統

二
明
四
ツ
時
迄
二
対
談
い
た
し
候

様
、
御
利
解
被
仰
渡
候
二
付
、
直
様
芦
屋
村
旅
宿

へ
掛
合

二
参
り
候
ハ
、
水
下
ケ
被
下
候
趣
対
談
二
致
候
処
、
後
刻

返
事
可
致
様
被
申
候
二
付
、
罷
帰
り
申
候
、
其
夜
声
屋
村

庄
屋
九
左
衛
門
殿
、
此
方
宿
へ
被
参
候
而
被
申
候
は
、
先

此
節
日
延
い
た
し
呉
、
帰
村
之
上
熟
談
致
度
趣
被
申
候
■

一
、
翌
日
十
六
日
朝
、
此
方
よ
り
百
姓
ヲ
以
、
随
分
日
延
之

義

ハ
致
候
得
共
、
日
延
日
限
之
間
暮
方
迄
之
水
下
ケ
被
下

候
ハ
ヽ
、
日
延
も
可
致
と
申
遣
し
候
処
、
芦
屋
村
ニ
ハ
何

分
帰
村
之
上
如
何
様
共
可
致
被
申
候
へ
共
、
百
性

一
統
不

承
知
申
候

一
、
右

二
付
、
深
江
村

・
中
野
村
両
村
庄
屋
衆
掛
合
被
申
侯
、

何
分
帰
村
之
上
何
れ
と
も
熟
談
仕
度
段
被
申
、
相
訳
り
不

申
候
二
付
、
■
■
又
々
五
ケ
村
庄
屋
衆
掛
合
被
申
候
処
、

芦
屋
村
庄
屋
九
左
衛
門
殿
被
申
候
は
、
何
分
当
地
二
而
ハ

熟
談
難
致
段
被
申
候
得
共
、
押
而
掛
合
申
候
処
、
今
壱
応

百
性

へ
掛
合
申
、
其
上
返
事
可
致
と
被
申
候
而
罷
帰
申
候

処
、
人
ツ
時
迄
見
合
申
候
得
共
、
何
之
返
事
も
無
之
、
深

江
村
中
野
村
百
性
両
人
、
声
屋
村
之
返
事
承
リ
ニ
遣
し
申

候
処
、
追
付
其
元
へ
可
参
と
返
事
御
座
候
、
追
付
芦
屋
村

庄
屋
九
左
衛
門
殿
被
参
、
エ
ケ
村
庄
屋
掛
合
申
候
得
共
、

弥
対
談
行
不
届
、
双
方
よ
り
対
談
不
行
届
趣
、
木
村
周
蔵

様
御
役
所

へ
申
上
候
口
上
書
、
左
二
印

解
　
説
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そ
の
後
の
い
き
さ
つ
を
し
る
し
た
も
の
で
あ
る
。
十
五
日

入
ツ
時
本
庄
側
が
呼
び
出
さ
れ
て
出
頭
す
る
と
、
芦
屋
村
は

既
に
呼
び
出
さ
れ
た
後
で
、
明
日
四
ツ
時
ま
で
に
村
同
士
で

話
し
合
う
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
民
事
紛
争
に

つ
い
て
、
領
主
の
裁
定
を
待
た
ず
、
紛
争
当
事
者
同
士
の
話

し
合
い
で
解
決
す
る
こ
と
を
内
済
と
い
い
、
近
世
の
紛
争
に

は
し
ば
し
ば
使
わ
れ
た
。

さ
て
本
庄
側
は
、
芦
屋
村
が
滞
在
し
て
い
た
旅
籠
に
出
向

き
、
水
を
下
す
よ
う
要
求
し
た
と
こ
ろ
、
後
で
返
事
を
す
る

と
い
う
の
で
い
っ
た
ん
帰
っ
た
。
夜
、
声
屋
村
庄
屋
が
来
て
、

日
延
べ
を
求
め
て
き
た
。
本
庄
側
は
、
十
六
日
朝
に
な
っ
て
、

日
延
べ
を
し
て
い
る
間
、
要
求
通
り
に
水
を
下
す
の
な
ら
日

廷
べ
に
応
ず
る
と
返
事
を
し
た
が
、
芦
屋
村
は

「
帰
村
の
上

で
」
と
、
明
確
な
解
答
を
し
な
か
っ
た
た
め
、
日
延
べ
に
応

じ
な
か
っ
た
。
交
渉
は
、
は
じ
め
、
深
江

・
中
野
村
庄
屋
が

担
当
し
た
が
進
ま
ず
、
五
カ
村
庄
屋
で
交
渉
し
た
。
芦
屋
村

庄
屋
は
話
し
合
い
の
た
め
帰
っ
た
が

一
向
に
返
事
が
な
く
、

深
江

・
中
野
村
が
催
促
に
行
く
と
、
芦
屋
村
の
庄
屋
が
来
て

話
し
合

っ
た
が
、
結
局
、
折
り
合
い
が
つ
か
ず
、
そ
の
旨
、

木
村
周
蔵
役
所
に
上
申
し
た
、
と
い
う
。

【５
】
⑤
乍
恐
口
上

一
、
声
屋
村
相
手
取
、
用
水
引
取
刻
限
遅
滞
之
儀
、
私
共
五

ケ
村
よ
り
御
願
奉
申
上
候
処
、
別
而
他
領
入
組
二
御
座
候

故
、
押
而
御
願
申
上
候
得
ハ
、
於
当
御
役
所
様
双
方
対
決

御
礼
も
難
相
成
趣
、左
候
得
は
幾
年
相
掛
り
候
程
も
難
斗
、

今
四
ツ
時
迄
否
相
答
候
様
御
利
解
被
　
仰
聞
奉
畏
候
、
依

之
右
芦
屋
村

へ
段
々
及
対
談
二
候
処
、
村
方

へ
罷
帰
り
不

申
候
て
ハ
、
対
談
難
相
成
候
間
、
日
廷
相
願
呉
候
様
被
申

候
得
共
、
是
迄
於
村
方
数
度
掛
合
仕
候
得
共
、
彼
是
頓
着

無
之
、
無
拠
御
願
申
上
候
儀
、
且
又
本
文
二
申
上
候
通
、

用
水
川
筋
御
田
地
殊
外
旱
損
仕
、
亡
消
二
も
相
成
候
田
地

多
分
御
座
候
間
、
対
談
日
延
之
間
、
用
水
終
日
相
下
ケ
被

呉
候
様
、
再
応
芦
屋
村

へ
掛
合
、
別
而
中
ノ
村

・
深
江
村

之
義
は
御
同
料
、
別
段
前
書
之
趣
掛
合
仕
候
得
共
、
行
届

不
申
候
二
付
、
此
段
御
断
奉
申
上
候
、
以
上

寛
政
十

一
未
年
　
　
　
　
　
　
五
ケ
村
々

人
月
十
六
日
　
　
　
　
　
庄
屋
連
印

木
村
周
蔵
様
御
役
所

前
文
通
口
上
書
ヲ
以
罷
出
候
処
、
双
方
差
抽
被
仰
付
、
追
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而
御
呼
出
有
之
、
被
仰
聞
候
ハ
■
■
昨
日
双
方

へ
熟
談
可

致
趣
申
付
候
処
、
双
方
追
々
掛
合
之
上
姑
談
不
届
行
趣
申

上
候
、
依
之
当
御
役
所
二
而
ハ
対
決
御
礼

ハ
無
之
、
其
筋

へ
願
出
候
様
被
　
仰
付
候
、
則
尼
崎
様
よ
り
御
添
勘
之
御

返
書
差
被
出
候
、
猶
又
漑
方
願
書
之
義
共
御
下
ケ
被
成
候
、

右

二
付
、
直
様
小
橋
屋
長
兵
衛

へ
掛
合
、
御
奉
行
所
願
出

侯
、
以
上

人
月
十
六
日

木村周蔵様　　蜘寿獅手代　潮脚藉崩備榊様

右
之
通

二
而
、
御
代
官
所
御
役
所
は
御
下
ケ

ニ
相
成
候

ニ

付
、
同
十
八
日
西
御
番
所
様

へ
願
出
申
候
、
則
願
書
左

ニ

印

解
　
説

こ
れ
は
交
渉
が
決
裂
し
た
こ
と
を
木
村
代
官
所
に
届
け
た

史
料
で
あ
る
。
芦
屋
村
は
、
帰
村
の
上
熟
談
し
た
い
と
す
る

が
、
既
に
村
方
で
数
度
交
渉
し
た
が
ま
と
ま
ら
ず
、
や
む
な

く
訴
え
出
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
芦
屋
村
の
要
求
を
断
っ

た
理
由
を
示
し
て
い
る
。

さ
て
、
木
村
周
蔵
代
官
所
で
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
「当

役
所
で
、
双
方
が
対
決
し
、
そ
れ
を
吟
味
す
る
こ
と
は
し
な

い
。
本
来
の
訴
訟
担
当
へ
願
い
出
る
よ
う
に
」
と
し
て
、
尼

崎
落
か
ら
の
添
状
に
姑
す
る
返
書
を
出
し
、
、
双
方
か
ら
の

願
書
も
返
し
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
本
庄
側
は
、
小
橋
屋
長

兵
衛
に
相
談
し
て
す
ぐ
さ
ま
、大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
出
た
。

こ
の
時
の
月
当
番
は
、
西
御
番
所
だ
っ
た
。

こ
の
相
談
相
手
と
な
っ
た
小
橋
屋
と
は
、
尼
崎
藩
の
用
達

で
あ

っ
た
。

【５
】
⑥
乍
恐
御
訴
詔

（本
書

【６
】
①
と
し
て
所
収
の
た
め
本
文
省
略
）

願
書
惣
代
部
屋
へ
差
出
候
処
、
留

二
差
拍

候
様
被
仰
、
追
御
呼
出
し
御
前

へ
罷
出
候

掛
り
御
役
安
東
丈
之
助
様

右
は
小
橋
長
兵
衛
点
作

二
而
、
西
御
番
所
様

へ
八
月
十
八

日
二
頼
出
候
処
、
御
前
二
而
地
方
役
所
へ
罷
出
候
様
被

仰
付
、
暫
抽
居
申
候
処
、
地
方
御
役
所
よ
り
追
付
御
呼
出
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之
上
罷
出
候
処
、
何
分
右
用
水
之
刻
割
之
証
拠
文
無
之
候

而
ハ
、
今
少
シ
薄
相
聞
候
と
被
仰
候
、
何
分
御
裏
印
被
下

候
と
■
申
候
、
則
刻
罷
出
候
処
、
明
十
九
日
裏
印
被
下
候

間
、
罷
可
出
候
様
被
仰
付
候

解
　
説

こ
れ
が
、
人
月
十
八
日
、
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
訴

状
で
あ
る
。
訴
状
に
つ
い
て
は
、
本
書

【６
】
①
に
収
録
し

た
方
が
、
正
確
と
思
わ
れ
た
の
で
、
本
文
は
省
略
し
た
。
た

だ
、
受
理
の
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
追
筆
が
あ
る
の
で
、

こ
の
部
分
に
つ
い
て
だ
け
掲
げ
た
。

こ
の
追
筆
に
よ
る
と
、
用
達
の
小
橋
屋
長
兵
衛
が
、
訴
状

を
点
削
し
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
訴
状
に
対
し
、
大
坂
町
奉

行
所
で
は
、
「
証
拠
が
な
い
」
こ
と
を
理
由
に
難
色
を
示
し

た
が
、
本
庄
側
は

「裏
印
」
を
求
め
、
翌
十
九
日
に
裏
印
を

下
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
裏
印
と
は
、
本
来
、
文
書
の
裏

倒
に
領
主
な
ど
が
署
名
し
、
保
証
、
証
明
、
承
認
、
指
示
な

ど
を
行

っ
た
も
の
だ
が
、
こ
の
場
合
は
、
訴
状
の
裏
に
書
か

れ
た
被
告

へ
の
召
喚
文
を
さ
す
。

【５
】
⑦
乍
恐
口
上

摂
州
兎
原
郡
　
中
野
村

同
　
村

深
江
村

森
　
村

三
条
村

津
知
村

〆
六
ケ
村

一
、
私
共
六
ケ
村
よ
り
同
州
同
郡
芦
屋
村
相
手
取
、
用
水
引

取
出
入
、
昨
十
八
日
御
訴
詔
申
上
候
処
、
御
聞
届
難
有
奉

存
候
、
然
ル
所
御
裏
印
之
義
は
、
今
日
頂
戴
二
罷
出
候
様

被
仰
付
候
二
付
、
村
々
罷
出
候
間
、
此
段
以
書
付
御
断
奉

申
上
候
、
以
上

寛
政
十

一
未
年
　
　
　
　
中
野
村
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門

八
月
十
九
日
　
同
村
同
断
　
　
紋
　
　
　
治

深
江
村
庄
屋
　
作

右

衛

門

森
村
庄
屋
　
　
利
　
丘
（　
衛

右
は
書

二
不
及
　
　
　
一二
条
村
庄
屋
　
伊
　
　
　
作

津
知
村
庄
屋
　
五

郎

丘
（
衛

御
奉
行
様
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如
斯
訴
状
差
出
侯
間
、
埒
明
事

二
候
ハ
ヽ
可
相
済
、
申
分

有
之
は
致
返
答
書
、
来
月
十
八
日
迄
之
御
用
日
二
可
令
対

決
、
若
於
不
参
は
可
為
曲
事
者
也

未
人
月
十
八
日

解
　
説

こ
の
史
料
は
裏
印
を
受
取
り
に
来
た
、
と
い
う
口
上
書
で

あ
る
。
文
書
は
作

っ
た
も
の
の
、
望
口
不
及
」
と
あ
り
、
日

上
書
は
不
要
だ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
て
こ
れ
に
射
し
、
大

坂
町
奉
行
は
、
訴
状
を
受
理
し
た
十
八
日
付
け
で
、
裏
書
き

を
出
し
た
。
来
月
十
人
日
ま
で
に
、
声
屋
村
に
返
答
書
の
提

出
を
命
じ
た
。
こ
の
文
書
か
ら
し
て
、
実
際
に
裏
書
き
が
出

さ
れ
た
の
は
、
十
九
日
の
こ
と
だ
が
、
書
面
上
は
訴
状
を
受

理
し
た
十
八
日
付
と
な
っ
て
い
る
。

因
幡
、
若
狭
と
は
、

い
ず
れ
も
大
坂
町
奉
行
で
あ
る
。

『柳
営
補
任
』
３
大
日
本
近
世
史
料
』
所
収
）
に
よ
る
と
、

因
幡
は
、
成
瀬
正
存

（『寛
政
重
修
諸
家
譜
』
『徳
川
実
紀
』

で
は
、
正
定
と
す
る
）
で
、
西
町
奉
行
。
寛
政
九
年
四
月
四

日
、
堺
奉
行
か
ら
就
任
し
、
享
和
元
年
四
月
三
日
、
長
崎
奉

行
と
な
っ
た
。
知
行
高
二
千
四
百
石
。　
一
方
、
若
狭
は
、
水

野
忠
道

（同
、
忠
通
）
で
東
町
奉
行
。
寛
政
十
年
三
月
二
十

一
日
、
日
光
奉
行
か
ら
就
任
し
、
文
化
三
年
入
月
十
二
日
、

小
普
請
奉
行
に
な
っ
た
。
知
行
高
千
三
百
石
。

【５
】
③

一　
札

一
、
私
義
東
川
上
二
之
井
手

二
而
水
車
仕
度
存
候
二
付
、
水

掛
り
各
々
村
々
江
相
断
候
得
は
、
若
用
水
之
構

二
罷
成
候

得
は
相
止
さ
セ
可
申
候
、
其
節
難
儀
二
可
有
之
候
間
、
無

用
之
義
と
御
申
被
成
候
段
、
御
尤
二
候
、
併
随
分
用
水
構

二
不
相
成
候
様

二
仕
可
申
候
、
自
然
少
々
二
而
も
構
申
儀

御
座
候
ハ
ヽ
、
被
　
仰
聞
次
第

二
何
時
二
而
も
水
車
相
止

可
申
候
、
其
時

一
言
之
御
詫
言
申
間
敷
候
、
為
後
日
之
如

件

大
坂
山
田
町
播
磨
屋
車
主
与
兵
衛
印

右
之
場
所
何
之
構
も
無
之
様

二
相
見
へ
申

二
付
、
御
願

申
上
候
、
以
上

声
屋
村
年
寄
　
入
左

衛

門
印

享
保
五
子
年
人
月
　
　
　
　
同
断
　
平
　
　
助
　
印

庄
屋
　
太
郎
右
衛
門
印

若 因

狭 幡
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中
野
村
庄
屋
　
甚

　

助

　

殿

同
村
年
寄

　

与

右

衛

門
殿

同
村
庄
屋
　
　
勘

　

平

　

殿

同
村
年
寄

　

権

右

衛

門
殿

小
路
村
庄
屋
　
安
　
丘
（　
衛
殿

同
村
年
寄
　
　
甚
　
丘
　^
衛
殿

森
村
庄
屋
　
　
ロ
ハ
　

七

　

殿

同
村
年
寄
　
　
左
五
右
衛
門
殿

三
条
村
庄
屋
　
源

　

ｒ⊥
　

殿

同
村
年
寄
　
　
久
　
丘
（　
衛
殿

津
知
村
庄
屋
　
半
　
四
　
郎
殿

同
村
年
寄
　
　
太
　
丘
　^
衛
殿

深
江
村
庄
屋
　
土
口
　
丘
（　
衛
殿

同
村
年
寄
　
　
弥
三
右
衛
門
殿

此

一
札
之
本
紙
、
深
江
村
有
之
候

【５
】
③

一　
札

私
義
東
川
上
二
之
井
手

二
而
水
車
仕
度
奉
存

二
付
、
水
掛

り
各
々
村
々
へ
相
断
候
得
は
、
若
用
水
之
構
有
之
候
間
、

無
用
之
儀
と
御
申
被
成
侯
段
、
御
尤
二
候
、
然
少
二
て
も

構
申
義
御
座
候
ハ
ヽ
、
被
仰
聞
次
第

二
何
時
二
而
も
、
水

車
相
止
可
申
候
、
其
時

一
言
之
御
詫
言
申
間
敷
候
、
為
後

日
如
件
正
徳
二
辰
年
　
　
　
　
　
　
水
車
主
打
出
村
　
善
吉
印

三
月
六
日本魅
中
野
庄
屋
　
　
甚

　

助

　

殿

同
村
年
寄

　

半

右

衛

門
殿

小
路
村
庄
屋
　
安
　
丘
（　
衛
殿

同
村
年
寄
　
　
甚
　
丘
（　
衛
殿

深
江
村
庄
屋
　
上
口
　
丘
（　
衛
殿

同
村
年
寄
　
　
十

右

衛

門
殿

津
知
村
庄
屋
　
半
　
四
　
郎
殿

同
村
年
寄
　
　
九
郎
右
衛
門
殿

三
条
村
庄
屋
　
治
　
丘
（　
衛
殿

同
村
年
寄
　
　
五
　
丘
（　
衛
殿

森
村
庄
屋

　

久

左

衛

門
殿

同
村
年
寄
　
　
伊

右

衛

門
殿

此

一
札
之
本
紙
深
江
村
二
有
之
候

【５
】
⑩

一
札
之
事

一
、
私
義
此
度
字
か
い
も
り
と
申
所
二
米
踏
車
御
願
申
上
候

処
、
当
村
井
各
村
方
用
水
川
添
、
殊
二
又
右
水
を
以
水
車
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仕
度
候
二
付
、
及
御
対
談

二
申
候
、
然
ル
処
此
度
御
願
申

上
候
場
所
よ
り
上
、
弐
■
輌
之
水
車
之
間
、
二
之
井
手
下

モ
戸
井
も
り
下
た
れ
有
之
候
二
付
、
末
々
新
戸
井
杯
致
候

ハ
ヽ
、
用
水
之
差
構

二
相
成
候
趣
井
新
溝
付
候
得
は
猶
又

差
構
之
段
、
委
細
承
知
仕
候
、
後
年
二
至
、
右
然
之
義
珈

も
心
掛
申
間
敷
候
、
万

一
左
様
之
義
少
シ
も
有
之
候
ハ
ヽ
、

急
度
御
差
留
可
被
成
候
、
勿
論
私
水
車
よ
り
下
モ
三
輌
是

迄
仕
来
り
同
様

二
相
働
キ
可
申
候
、
万

一
水
車
取
置
候

ハ
ヽ
、
此

一
札
此
方

へ
御
戻
シ
可
被
下
候
、
為
後
日
依
而

一
札
如
件

安
永
五
年
申
八
月
　
　
　
芦
屋
村
水
車
願
人
人
左

衛

門

印

同
村
年
寄
　
庄

一二

郎

印

同
村
同
断

十
左

衛

門

印

同
村
庄
屋
　
市
郎
右
衛
門
印

中
野
村
庄
屋
　
藤
　
丘
（　
衛
殿

同
村
庄
屋
　
　
四
郎
右
衛
門
殿

深
江
村
庄
屋
　
忠
　
丘
（　
衛
殿

森
村
庄
屋
　
　
利
　
丘
（　
衛
殿

津
知
村
庄
屋
　
弥

右

衛

門
殿

三
条
村
庄
屋
　
長
　
丘
（　
衛
殿

解
　
説

こ
の
三
点
の
史
料
は
水
車
を
新
設
す
る
の
に
際
し
て
、
水

車
取
建
の
願
主
ら
か
ら
、
本
庄
の
村
々
へ
差
し
出
し
た

一
札

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

『新
修
声
屋
市
史
』
資
料
篇
二
に
ほ

ぼ
同
文
の
資
料
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

最
初
の
二
点
の
史
料
の
末
尾
に

「
此

一
札
之
本
紙
、
深
江

村
有
之
候
」
と
あ
る
通
り
、
原
本
は
、
深
江
村
が
所
持
し
て

い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
三
点
目
の
史
料
の
末
尾
に
は
、
そ
の

追
筆
が
な
い
。
こ
う
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
確
定
的
な
こ
と

は
分
か
ら
な
い
が
、
深
江
村
の
庄
屋
吉
兵
衛
が
、
享
保
二
年

（
一
七

一
七
）
―
同
十
四
年

（
一
七
二
九
）
の
間
、
大
庄
屋

を
し
て
い
た
こ
と
が
、
あ
る
い
は
関
係
し
て
い
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
一
百
〔目
の
正
徳
二
年
の
文
書
は
、
吉
兵
衛
が
大
庄

屋
に
な
る
前
の
も
の
だ
が
、
大
庄
屋
の
引
き
継
ぎ
文
書
と
し

て
吉
兵
衛
の
元
に
来
て
、
そ
の
ま
ま
深
江
村
に
残
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。
事
実
、
吉
兵
衛
の
残
し
た
古
文

書

（神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
架
蔵
、
水ヽ
井
正
治
氏
文
書
）

の
中
に
は
、
吉
兵
衛
が
大
庄
屋
に
就
任
す
る
前
の
、
大
庄
屋

組
に
ま
つ
わ
る
古
文
書
が
若
千
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

推
定
を
補
強
し
て
い
る
。

な
お
、
『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篤
二
に
引
用
さ
れ
て
い

-24-



る
資
料
は
、
い
ず
れ
も
、
旧
中
野
村
有
文
書
で
あ
り
、
末
尾

】́、右
之
通
証
文
写
奉
差
上
候
、
以
上

寛
政
十
二
年
申
二
月
十
五
日

中
野
村
庄
屋
　
弥
惣
左
衛
門
⑪

同
　
村
庄
屋
　
紋

　

次

　

⑩

御
奉
行
様

と
い
う
追
筆
が
あ
る
。　
一
連
の
水
利
紛
争
は
、
寛
政
十

一
年

十

一
月
二
十
二
日
、
中
野
村
を
除
く
本
庄
四
ヵ
村
と
、
芦
屋

村
と
が
い
っ
た
ん
合
意
に
達
し
た

（『芦
資
』
②
三
五
〇
―

三
五
三
）。
し
か
し
中
野
村
は
抵
抗
を
続
け
、
最
終
的
な
合

意
に
達
し
た
の
は
、
翌
寛
政
十
二
年
四
月
二
十
五
日
だ
っ
た

（同
三
五
四
）
。
こ
う
し
た
い
き
さ
つ
か
ら
考
え
て
、
こ
の

三
点
の
水
車
取
建

一
札
は
、
抵
抗
を
続
け
る
中
野
村
が
、
訴

訟
の
証
拠
資
料
と
し
て
、
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
し
た
史
料

と
考
え
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
か
ろ
う
。

【５
】
①

九
月
十
八
日
対
決
被
仰
付
候
処
、
双
方
申
合
、
声
屋
村
よ

り
病
気
願
二
而
、
十
月
十
八
日
二
罷
出
候
様
被
仰
付
、
又
々

十
月
十
八
日
病
気
願
二
而
十

一
月
十
人
日
迄
廷
し
候
処
、

是
迄
二
打
出
村
庄
屋
勘
太
夫
殿

・
横
屋
村
庄
屋
伊
右
衛
門

殿
取
曖

二
候
得
共
、
双
方
得
心
無
之
、
弥
十

一
月
十

一
日

対
決
二
相
成
候
処
、
魚
崎
村
先
庄
屋
十
兵
衛
殿
取
曖

二
立

合
被
申
、
双
方
相
対
ヲ
以
刻
限
切
い
た
し
、
此
詩
粁
九
日

よ
り
廿
二
日
迄
、水
掛
り
之
村
々
庄
屋
年
寄
頭
百
性
昼
夜
、

深
江
村
魚
屋
市
郎
兵
衛
方

二
而
参
会
い
た
し
候
処
、
魚
崎

村
十
兵
衛
殿
取
曖

二
而
、
工
時
七
時
之
相
対
相
定
り
候
処
、

三
条
村

・
森
村

・
深
江
村

・
津
知
村
右
四
ケ
村
は
承
知
ニ

而
、
相
済
申
候
、
中
野
村
二
は
不
承
知
申
、
段
々
押
合
仕

候
処
、
我
儘
之
望
有
之
二
付
、
此
節
中
野
村
之
義
は
破
談

二
相
成
、
弥
十

一
月
廿
五
日
対
決
之
筈

二
相
定
り
、
則
大

坂
東
御
番
所
様

へ
水
掛
り
村
々
不
残
罷
出
対
決
致
候
え
、

声
屋
村
よ
り
返
答
書
差
上
対
決
仕
候
処
、
五
ケ
村
之
内
右

四
ケ
村
は
対
談
い
た
し
候
二
付
、
可
申
上
事
無
之
、
中
野

村
よ
り
水
末
二
而
難
渋
之
事
申
上
候
処
、
御
奉
行
様
よ
り

芦
屋
村
へ
、
当
夏
早
魃

二
付
我
儘
致
候
二
付
、
水
下
よ
り

右
外
之
義
願
出
候
様
相
見

へ
申
■
段
被
仰
聞
候
而
、
■
格

別
之
義
も
無
之
、
地
方
御
役
所

へ
罷
出
可
申
様
被
　
仰
聞

候
、
翌
十
六
日
地
方
御
役
所

へ
罷
出
申
候
処
、
声
屋
村
返

答
書
御
よ
ミ
聞
し
被
成
、
猶
又
四
ケ
村
よ
り
芦
屋
村
相
印

之
済
口
書
御
よ
ミ
被
成
、
中
野
村

へ
被
仰
聞
候
は
、
右
之
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通
之
義
候
間
、
如
何
之
趣
二
候
哉
と
御
尋
有
之
候
処
、
中

野
村
よ
り
申
上
候
義

ハ
、
何
分
中
野
村
之
義

ハ
水
末
之
村

（
ハ
脱
）

方
二
御
座
候
得
、
甚
難
渋
仕
侯
間
、
四
ケ
村
芦
屋
村
よ
り

少
々
つ
ゝ
ゆ
づ
り
合
致
呉
候
様
被
仰
付
下
候
様
申
上
候

処
、
掛
り
之
御
役
人
荻
野
勘
左
衛
門
様
、
中
野
村

へ
段
々

御
利
害
ヲ
以
御
し
か
り
を
受
申
候
上
、
塁
引
差
上
、
猶
又

先
年
五
ケ
村
内
用
水
呑
割
帳
面
奥
書
二
、
早
魃
之
節
は
五

ケ
村
之
庄
屋
井
田
辺
村
七
左
衛
門
見
分
之
上
、
甲
乙
無
之

様
水
引
可
致
趣
有
之
候
と
申
上
候
二
付
、
此
義
ヲ
以
今

一

応
姑
談
致
候
様
被
仰
付
候
、
依
之
十
二
月
十
日
迄
日
廷
致

罷
帰
申
候
、
此
節
横
屋
村
庄
屋
伊
右
衛
門
殿
取
曖

二
掛
り

被
申
候
得
共
、
対
談
行
不
届
、
同
廿

一
日
迄
日
廷
い
た
し
、

此
間
二
横
屋
村
庄
屋
伊
右
衛
門
殿
段
々
取
曖

二
而
、
中
ノ

村

へ
掛
合
被
成
候
趣
候
得
共
、
中
ノ
村
二
対
談
落
合
不
申
、

依
之
伊
右
衛
門
殿
廿

一
日
之
夜
、
深
江
村
二
而
二
而
取
曖

手
切
被
申
候
、
弥
廿
二
日
二
御
番
所
江
罷
出
申
候
処
、
此

節
私
領
村
々
庄
屋
衆

ハ
御
年
貢
皆
済
御
用
二
而
、
御
地
頭

様
罷
被
出
、
村
々
よ
り
頭
百
性
弐
三
人
つ
ゝ
罷
登
り
、
御

役
所

二
而
双
方
罷
出
、
対
談
難
出
来
趣
申
上
候
処
、
中
野

村
百
性
始
役
人
中
大
キ
ニ
御
し
か
り
を
請
、
夫
よ
り
返
容

書
差
上
候
得
共
御
取
上
無
之
、
中
野
村
へ
対
談
之
上
済
口

差
上
候
様
仰
付
有
之
候
、
其
儘
町
宿
二
而
四
ケ
村
芦
屋
村

よ
り
中
野
村
へ
済
口
之
掛
合
致
申
候
処
、
何
分
洸
方
共
年

内
余
日
無
之
候
得
は
、
来
正
月
十
二
日
迄
之
内

二
済
口
可

致
候
間
、
夫
迄
日
延
致
度
段
申

二
付
、
申
正
月
十
二
日
迄

日
延
之
書
付
差
上
、
証
方
罷
帰
申
候
、
則
申
正
月
九
日
中

の
村
よ
り
森
官
参
会
致
度
趣
廻
状
い
た
し
候
得
共
、
四
ケ

村
打
揃
不
申
候
得
共
、
三
条
村

・
津
知
村
は
此
節
中
野
村

よ
り
相
手
取
候
趣
二
有
之
候
得
は
、
森
官
二
而
三
条
村

ヘ

水
ゆ
づ
り
合
致
呉
候
様
申
掛
候
得
共
、
三
条
村
ニ
ハ
少
し

も
聞
入
不
申
候
得
は
、
中
野
村
よ
り
又
々
日
廷
と
申
候
得

共
、
三
条
村
よ
り
先
月
御
番
所
様
二
而
仰
付
有
之
候
ハ
、

（■
脱
力
）

対
談
い
た
し
済
口
差
申
候
様
被
仰
付
候
間
、
日
延
不
承
知

申
候
、
中
野
村
ニ
ハ
日
廷
申
候
、
此
節
森
村
庄
屋
利
兵
衛

殿
よ
り
先
日
延
被
申
候
様
可
然
と
御
申
候
二
付
、
日
延
之

積
リ
ニ
而
参
会
相
退
申
候
処
、
翌
日
十
日
深
江
村

へ
参
会

い
た
し
、
弥
日
延
不
承
知
申
、
中
野
村
へ
森
村
御
役
方
よ

り
日
廷
不
承
知
之
段
、
中
野
村

へ
御
掛
合
被
下
候
処
、
此

節
中
野
村
ニ
ハ
甚
こ
ま
り
入
様
子
二
相
聞
申
候

一
、
正
月
十
二
日
よ
り
大
坂
江
罷
登
り
、
同
十
三
日
双
方
村
々

御
役
所
江
罷
出
筈
之
処
、
中
野
村
よ
り
彼
是
間
違
い
た
し

候
二
付
、
御
役
所
様
御
引
取
被
成
候
二
付
、
同
十
四
日
ニ

罷
出
候
様

二
相
成
申
候
処
、
中
野
村
よ
り
三
条
村
津
知
村

へ
申
候
は
、
是
迄
は
其
御
村
々
江
用
水
融
通
被
下
侯
様
掛
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合
申
候
得
共
、
此
義
両
村
共
二
御
承
知
無
之
二
付
、
向
後

は
、
用
水
融
通
御
頼
不
申
、
且
又
何
之
意
念
も
無
御
座
候

段
申
、
此
上
は
芦
屋
村

へ
用
水
融
通
御
頼
申
候
と
申
候
ニ

付
、
三
条
村

・
津
知
村
惣
代
人
と
し
て
■
掛
合
、
三
条
村

伊
右
衛
門
、
中
野
村
宿
辰
巳
屋
要
助
宅
参
、
右
之
通
掛
合

相
済
申
候
、
右

二
付
、
則
只
今
御
役
所
罷
出
候
様
掛
合
申

候
得
共
、
中
野
村
よ
り
彼
是
申
、
刻
限
相
延
申

二
付
、
声

屋
村

・
深
江
村

・
三
条
村

・
森
村

・
津
知
村
よ
り
、
御
役

所
様

へ
昨
十
三
日
罷
出
可
申
筈
之
処
、
中
野
村
よ
り
彼
是

申

二
付
、
今
十
四
日
早
朝
よ
り
中
野
村

へ
掛
合
、
早
々
罷

出
申
様
再
三
掛
合
申
候
得
共
、
子
今
出
不
申
候
段
書
付
ヲ

以
申
上
候
処
、
御
役
所
様
よ
り
双
方
之
御
用
達
御
召
被
成
、

中
野
村
両
郷
共
早
々
召
連
罷
出
候
様
御
申
付
被
成
候

ニ

付
、
中
野
村
驚
入
則
刻
罷
出
候
処
、
御
し
か
リ
ヲ
請
、
其

上
誤

一
札
壱
通
差
上
、
遅
刻
之
訳
相
済
、
其
上
右
掛
り
之

村
々

一
統
罷
出
申
候
処
、
中
野
村
よ
り
申
上
候
は
、
三
条

村

・
津
知
村
用
水
融
通
致
呉
候
段
、
是
迄
切
二
而
相
止
申

候
、
此
上
は
芦
屋
村

へ
す
か
り
申
積

二
御
座
候
と
申
候

■
■
、
御
役
人
様
よ
り
被
仰
候
は
、
用
水
融
通
之
儀
は
御

奉
行
様
よ
り
被
仰
付
候
筋
は
無
之
、
下
二
而
対
談
可
致
様

御
申
付
被
成
、
則
今
日
中
二
対
談
可
致
様
御
申
被
成
候
得

共
、
又
十
六
日
二
罷
出
候
様
仰
付
有
之
候
、
此
節
深
江
村

・

三
条
村

・
森
村

・
津
知
村
よ
り
、
右
四
ケ
村
之
義
は
芦
屋

村
と
対
談
行
届
、
中
野
村
ニ
ハ
構
無
之
様
申
立
候
得
は
、

何
卒
四
ケ
村
之
義
は
帰
村
仕
度
段
、
書
付
二
而
奉
願
上
候

処
、
今

一
両
日
相
見
合
セ
候
様
被
仰
付
候
、
十
七
日
御
差

支

二
而
、
十
八
日
二
罷
出
候
様
被
■
■
仰
付
、
同
十
八
日

二
村
々
罷
出
候
処
、
初
御
用
日
故
欺
、
殊
外
御
訴
詔
多
、

凡
六
百
本
と
申
事
二
候
、
右
二
付
、
十
九
日
二
罷
出
候
様

被
仰
付
、
同
十
九
日
二
罷
出
候
処
、
中
野
村

へ
被
仰
付
候

は
、
対
談
可
致
候
様
申
付
置
候
、
未
射
談
不
致
哉
と
被
仰

付
、
中
野
村
何
角
書
付
ヲ
以
、
水
末
二
而
難
渋
之
趣
申
立

候
得
共
、
御
取
上
無
之
、
声
屋
村

へ
す
か
り
、
下
二
而
対

談
可
致
様
被
仰
付
、
中
野
村
二
も
致
方
無
之
候
得
は
、
同

十
五
日
迄
之
日
延
村
々
申

二
付
、
無
拠
村
々
よ
り
合
印
遣

し
罷
帰
り
申
候

此
時
代
人
大
二
郎

一
、
先
四
ケ
村
も
十
六
日
迄
は
掛
り
合
二
相
成
申
候

○
右
正
月
十
六
日
二
罷
出
候
所
、
段
々
掛
合
致
候
得
共
、
中

野
村

・
芦
屋
村
対
談
行
届
不
申
、
二
月
五
日
迄
之
日
廷
ニ

而
、
廿
八
日
二
罷
帰
申
候
、
則
二
月
三
日
よ
り
代
人
二
而

罷
登
り
、
右
両
村
段
々
対
談
行
届
不
申
、
同
十
五
日
迄
之

日
延
二
罷
帰
申
候
、
此
節
■
中
野
村
二
弥
御
裁
許
請
申
度

段
、
村
方
末
々
百
性
迄

一
決
致
候
と
申
上
ル
、
依
之
此
節
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芦
屋
村

へ
御
利
■
害
被
仰
聞
、
中
野
村
二
も
言
イ
掛
リ
ニ

候
得
は
、
芦
屋
村
よ
り
少
々
二
而
も
水
融
通
致
遣
シ
候
様

之
趣
二
而
、
下
二
而
紺
談
可
致
と
仰
付
有
之
候
得
共
、
何

分
対
談
不
行
届
二
付
、
同
十
五
日
二
壱
人
々
ツ
ヽ
罷
登
り

申
候
処
、
何
分
芦
屋
村

へ
段
々
利
害
仰
付
有
之
、
中
野
村

ニ
ハ
段
々
相
■
募
、　
一
向
姑
談
は
出
来
不
申

二
付
、
芦
屋

村
よ
り
四
ケ
村

へ
取
付
、
四
ケ
村
之
義

ハ
対
談
相
済
候
得

共
、
此
度
中
野
村
と
■
対
談
出
来
不
申

二
付
、
四
ケ
村
之

義
も
中
野
村
同
様
二
御
裁
許
請
申
度
と
申
、
右
相
済
有
之

為
取
替

一
札
印
形
戻
し
呉
候
様
申

二
付
、
四
ケ
村
参
会
之

上
二
而
芦
屋
村
■
■
■

二
致
遣
ス
と
申
、
此
趣
暖
人
魚
崎

村
山
路
十
兵
衛
殿
へ
掛
合
申
候
処
、
早
速
芦
屋
村

へ
御
掛

合
有
之
、
此
節
十
八
日
よ
り
廿
五
日
迄
之
日
延
二
相
成
、

此
間
二
二
月
十
日
二
右
四
ケ
村
深
江
村

へ
参
会
、
山
路
十

兵
衛
殿
へ
手
紙

二
而
、
弥
破
談
二
致
度
趣
掛
合
申
置
候
処
、

同
十
四
日
深
江
村
右
之
返
事
有
之
二
付
、
深
江
村
よ
り
廻

状
二
而
四
ケ
村
と
芦
屋
村
と
同
道

二
而
、
魚
崎
村

へ
参
会

致
度
趣
村
々
承
知
と

一
統
魚
崎
村
参
候
処
、
対
談
済
方
之

為
取
替

一
札
之
文
言
二
、
暁
六
ツ
時
よ
り
昼
人
ツ
時
迄
と

芦
屋
村
よ
り
申
募
り
、
四
ケ
村
よ
り
■
申
候
は
、
暁
六
ツ

時
よ
り
昼
人
ツ
時
限
と
申
、
右
之
限
と
言
字
、
声
屋
村
ニ

不
承
知
二
而
、
是
迄
之
対
談
破
談
二
相
成
候
得
は
、
右
為

取
替

一
札
之
本
紙
、
山
路
十
兵
衛
殿
引
や
ふ
り
被
申
、
万

何
事
も
双
方
御
勝
手
次
第

二
可
被
成
と
被
申
候
二
付
、
又

是
よ
り
四
ケ
村
と
芦
屋
村
と
之
公
事

二
相
成
、
二
月
十
五

日
よ
り
訳
方
村
々
出
坂
い
た
し
、
同
十
六
日
鈴
木
町
近
江

（屋
力
）

村
清
兵
衛
方
二
而
四
ケ
村
相
談
之
上
、
芦
屋
村
へ
掛
合
申

積
り
之
処
、
山
路
十
兵
衛
殿
よ
り
も
双
方
村
々
へ
、
右

一

件
取
曖
之
義
弥
御
断
之
書
面
参
、
同
日
昼
後
、
芦
屋
村
よ

り
四
ケ
村

へ
廿
八
日
迄
之
日
延
致
呉
候
様
、
段
々
相
頼
申

二
付
、
無
拠
承
知
致
遣
シ
申
候
、
然
ル
所
廿
七
日
朝
四
ツ

時
魚
崎
村
十
兵
衛
殿
出
坂
被
致
、
双
方
村
々
へ
段
取
暖
被

致
、
芦
屋
村
よ
り
四
ケ
村
之
申
通
、
限
と
言
字
承
知
二
御

座
候
と
申

二
付
、
此
節
又
四
ケ
村

・
芦
屋
村
対
談
二
相
成
、

本
之
通
二
済
口
致
候
筈
二
而
、
則
山
路
十
兵
衛
殿
へ
双
方

村
々
よ
り
互
二
申
分
無
之
趣
之

一
札
壱
通
、
連
印
二
而
差

入
申
候

同
十
八
日
芦
屋
村
と
中
野
村
之
出
入
、
双
方
罷
出
候
処
、

芦
屋
村
よ
り
末
々
百
性
迄
　
御
裁
許
請
申
度
書
付
■
■
■

差
上
候
処
、
何
歎
前
書
有
之
二
付
、
御
奉
行
様

へ
差
上
候

事
相
成
不
申
段
被
仰
聞
、
御
下
二
相
成
、
依
之
同
十
九
日

書
付
認
替
差
上
申
候
処
、
三
月
■
二
罷
出
候
処
、
御
奉
行

様
よ
り
六
ケ
村

一
統
二
罷
出
候
様
、
御
奉
行
様
よ
り
御
利

害
と
し
て
村
々

一
統
対
談
之
上
、
芦
屋
村
よ
り
中
野
村

ヘ
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少
々
水
遣
候
様
之
対
談
可
致
様
被
仰
聞
候
■
■
何
分
封
琺

出
来
不
申
、
此
節
三
月
十
三
日
迄
之
日
廷
二
而
、
村
々
村
々

三
月
二
日
二
帰
村
仕
候

三
月
八
日
深
江
村
二
而
四
ケ
村
参
会
有
之
候
処
、
何
分
四

ケ
村
ニ
ハ
長
論

二
相
成
候
段
、
甚
こ
ま
り
入
候
、
然
共
、

四
ケ
村
よ
り
曖
も
出
来
不
申
候
と
申
所

へ
、
内
々
二
而
芦

屋
村
庄
屋
九
左
衛
門
殿
被
参
、
何
卒
御
私
領
之
内
よ
り
取

曖
も
被
下
候
ハ
ヽ
、
対
談
も
致
度
趣
二
相
聞
申
候

右
之
様
子
相
聞
候
哉
、
同
十

一
日
岡
本
村
庄
屋
喜
左
衛
門

殿
初
而
取
曖

二
罷
出
被
申
、
中
野
村

・
芦
屋
村
両
村

へ
掛

合
被
致
、
段
々
取
曖
之
上
限
日
十
三
日
二
罷
出
候
筈
之
処
、

暫
之
日
廷
致
候
様
相
成
、
村
々
よ
り
壱
人
宛
出
坂
致
、
大

坂
二
而
申
合
之
上
三
月
十

一
日
迄
之
日
延
二
致
、
村
々
罷

帰
申
候
、
然
ル
所
岡
本
村
庄
屋
、
追
々
掛
合
被
致
候
得
共
、

中
野
村

・
芦
屋
村
と
も
手
強
ク
申
掛
候
二
付
、
同
十
九
日

よ
り
北
畑
村
庄
屋
若
大
夫
殿
同
道
二
而
、
■
芦
涯
竹
年
中

野
村
両
村

へ
養
水
刻
割
之
義

ハ
、
六
時
ツ
ヽ
之
ほ
う
じ
被

立
候
処
、
中
野
村
ニ
ハ
百
性
分
不
承
知
申
候
得
共
、
村
役

人
よ
り
差
お
さ
ゑ
大
方
得
心
二
相
成
、
芦
屋
村
ニ
ハ
村
役

人
百
性

一
統
二
不
承
知
二
而
、　
一
向
取
あ

へ
不
申
、
四
ケ

村
之
内
よ
り
も
少
々
融
通
致
候
ハ
ヽ
、
芦
屋
村
二
も
少
々

融
通
致
申
様
相
聞
候
二
付
、
右
取
暖
人
被
申
候
は
、
夫
は

思
召
違
二
存
候
、
左
様
之
思
召
有
之
候
得
は
、
手
前
共
之

存
心
二
不
能
、
此
節
差
如
申
候
段
、
芦
屋
村
庄
屋
九
左
衛

門
殿

へ
掛
合
、
弥
差
加
被
申
候
、
依
之
限
日
十

一
日
二
村
々

出
坂
致
候
得
共
、何
分
芦
屋
村
と
中
野
村
と
之
掛
合
之
義
、

御
純
有
之
斗
二
而
、
外
四
ケ
村
ハ
付
添
同
様
二
而
罷
出
候

斗

二
御
座
候
、
此
節
日
延
二
相
成
、
四
月
五
日
二
罷
登
り

候
得
共
、
四
ケ
村
之
義

ハ
、
何
之
用
事
無
之
、
芦
屋
村

。

中
野
村
両
村
段
々
御
礼
有
之
候
、
双
方
共
二
相
募
申

二
付
、

四
月
八
日
双
方
御
地
頭
江
御
下
二
相
成
、
同
十

一
日
よ
り

掛
り
村
々
罷
出
候
処
、
十
二
日
御
双
方
御
地
頭
御
立
会
之

場
所
、
木
村
周
蔵
様
御
役
所
二
而
御
立
会
有
之
所
、
木
村

周
蔵
様
直

二
御
勤
、
尼
崎
よ
り
山
口
伝
兵
衛
様
御
出
役
有

之
、
御
立
会
之
上
木
村
周
蔵
様
直
二
御
利
害
被
仰
聞
、
中

野
村

・
芦
屋
村
両
村
之
義

ハ
町
宿

へ
差
抽
被
　
仰
付
、
外

四
ケ
村
ハ
帰
村
被
　
仰
付
候
二
付
、
罷
帰
申
候

一
、
四
月
十
六
日
三
条
村

・
森
村

・
深
江
村

・
津
知
村
、
右

四
ケ
村
急
々
出
坂
致
候
様
被
　
仰
付
候
二
付
、
罷
登
り
候

処
、
此
節
魚
崎
村
十
兵
衛
殿

・
岡
本
村
喜
左
衛
門
殿
、
右

両
人

へ
双
方
御
地
頭
様
よ
り
取
曖
被
　
仰
付
、
依
之
御
請

申
上
、
芦
屋
村

・
中
野
村

へ
追
々
掛
合
被
致
、
猶
又
御
代

官
様
御
役
所
二
而
尼
崎
御
郡
代
御
立
会
度
々
有
之
、
何
分

大
坂

二
而
急
々
取
曖
可
致
様
被
　
仰
付
候
二
付
、
両
人
芦
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屋
村

へ
急
々
掛
合
被
致
候
得
共
、
双
方
落
合
不
申
、
段
々

押
而
掛
合
被
致
候
処
、
少
し
や
わ
ら
ぎ
段
々
掛
合
有
之
処
、

四
月
十
六
日
二
芦
屋
村
よ
り
明
十
七
日
迄
相
廷
呉
候
様
申

二
付
、
取
暖
人
相
延
見
候
処
、
声
屋
村
百
性
精
々
参
、
段
懸

合
有
之
候
二
付
、
芦
屋
村

二
も
無
拠
、
同
十
七
日
二
申
初

候
ハ
、
中
野
村

へ
水
取
候
三
日
之
内
、
半
時
刻
限
相
増
遣

し
申
候
と
、
取
暖
人
迄
懸
合
申
候
、
取
曖
人
直

二
中
野
村

へ
此
趣
懸
合
被
申
候
処
、　
一
向
取
あ
ゑ
不
申
候
、
依
之
取

暖
人
よ
り
双
方
御
地
頭
御
役
人
様

へ
被
申
上
侯
処
、
則
十

八
日
御
代
官
御
役
所
二
而
御
立
会
有
之
、
声
屋
村

。
中
野

村
御
召
二
而
、
段
々
双
方

へ
御
利
害
有
之
候
、
且
又
四
ケ

村
ハ
役
人
壱
人
ツ
ヽ
相
残
、
百
性
分
之
も
の
ハ
帰
村
被

仰
付
候
、
此
節
先
四
ケ
村
ハ
何
之
用
事
も
無
之
候
得
共
、

懸
り
合
二
候
得

ハ
済
ロ
ニ
相
成
候
故
、
出
坂
致
罷
有
候
得

共
相
済
不
申
候
哉
、
同
十
九
日
二
四
ケ
村
役
人
分
も
罷
帰

候
様
被
仰
付
、
帰
村
致
候
、
跡
二
而
取
暖
人
追
々
芦
屋
村

。

中
野
村
懸
合
被
申
候
処
、
御
代
官
所
よ
り
中
野
村

・
深
江

村

（
・
隼
屋
村
、
此

三
ケ
村

へ
先
年
御

土
地
以
来
之

村
々
名
細
帳
二
、
則
東
川
用
水
之
刻
限
書
上
有
之
義
被

仰
聞
候
様

ハ
、
深
江
村
よ
り
差
上
来
候
帳
面
ニ
ハ
、
明
六

ツ
時
よ
り
七
ツ
時
迄
用
水
引
来
り
有
之
候
得

ハ
、
先
五
ツ

時
也
、
旦
又
中
野
村
よ
り
差
上
来
候
帳
面
ハ
、
明
七
ツ
時

よ
り
暮
六
ツ
時
迄
と
有
之
候
得
は
、
先
六
時
也
、
且
又
芦

屋
村
よ
り
差
上
来
候
帳
面
ハ
、
明
六
ツ
時
よ
り
四
時
遣
し

申
候
様
書
上
来
り
有
之
、
右
三
ケ
村

へ
名
細
帳
面
ヲ
以
、

用
水
刻
割
申
付
候
得
は
相
済
候
、
四
ケ
村
之
分
ハ
、
五
時

二
而
ハ
随
分
宜
敷
相
見

へ
申
候
と
被
　
仰
聞
候
、
且
又
中

野
村
ニ
ハ
五
時
半
二
而
ハ
相
当
り
之
刻
限
な
れ
ハ
、
此
刻

割
之
積
リ
ヲ
以
、
仲
人
江
取
曖
可
致
様
被
　
仰
付
候
故
、

仲
人
段
々
芦
屋
村

・
中
野
村

へ
懸
合
被
申
候
処
、
芦
屋
村

よ
り
申
候
ハ
、
中
野
村
二
承
知
致
相
済
申
候
二
相
違
無
之

候
得

ハ
、
中
野
村
当
番
三
日
之
間
ハ
、
工
時
半
遣
し
申
候
、

不
承
知
二
御
座
候
ハ
ヽ
、
右
半
時
ツ
ヽ
も
得
遣
し
不
申
候

と
内
々
相
聞
申
候
二
付
、
仲
人
存
寄
書
相
認
、
双
方
御
地

頭
様
江
差
上
候
処
、
御
地
頭
様
方
二
而
も
十
九
日
四
ツ
時

よ
り
御
立
会
有
之
、
其
上
御
代
官
様
御
役
所
二
而
両
村
御

召
被
成
、
御
利
害
之
上
御
代
官
様
直

二
中
野
村

へ
五
時
半

二
而
相
済
候
様
、
御
利
害
厚
ク
被
仰
付
候
得
共
、
中
野
村

ニ
ハ
御
請
不
申
■
■
仲
人
へ
御
下
願
申
候
二
付
、
願
之
通

御
下
二
相
成
候
処
「
翌
廿
日
朝
、
中
野
村
よ
り
仲
人
へ
申

来
り
候

ハ
、
頭
番
之
日
ハ
五
時
、
跡
之
番
二
日
ハ
六
時

ツ
ヽ
、
声
屋
村

へ
一
日
之
休
日
ハ
不
承
知
二
御
座
候
、
■

押
而
芦
屋
村
よ
り
休
日
ヲ
■
被
申
候
ヘ
ハ
、
其
替
下
と
し

て
芦
屋
村
よ
り
中
野
村

へ
植
付
水
と
し
て
、
勝
手

二
一
夜
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水
下
呉
候
、
又
用
水
芦
屋
村
二
不
用
之
節

ハ
、
何
時
二
而

も
水
下
呉
候
ハ
ヽ
、
右
之
通
承
知
致
申
候
様
申
来
、
依
之

仲
人
此
節
思
案
致
居
申
候

解
　
説

そ
の
後
の
い
き
さ
つ
を
記
し
た
史
料
で
あ
る
。
日
を
追
っ

て
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
に
な
る
。

９

・
‐８
ヽ
‐０

。
‐８
　
対
決
の
日
だ
っ
た
が
芦
屋
村
が
病
欠
。

打
出
、
横
屋
村
庄
屋
の
仲
裁
失
敗
。

「

。
‐９
～
２２
　
魚
崎
村
先
庄
屋
十
兵
衛
取
曖
に
よ
り
、
深
江

村
魚
屋
市
郎
兵
衛
方
で
話
し
合
い
。
「本
庄
五
時
、
声
屋

七
時
」
と
す
る
案
が
出
る
が
、
中
野
村
だ
け
が
反
対
。
破

談
。

１‐

．
２５
　
大
坂
町
奉
行
所
で
対
決
。
中
野
村
が
流
末
の
不
利

を
主
張
。

１‐

．
２６
　
地
方
役
所
で
、
中
野
村
が
特
別
待
遇
を
要
求
。
役

人
の
荻
野
勘
左
衛
門
は
、
貞
享
四
年
の
番
割
帳
に
田
辺
村

七
左
衛
門
と
庄
屋
が
立
ち
会
い
、
公
平
に
水
を
引
く
と
い

う
取
り
決
め
が
あ
る
の
で
、
再
度
話
し
合
う
よ
う
指
示
。

横
屋
村
庄
屋
が
仲
介
に
入
っ
た
が
ま
た
も
失
敗
。

‐２

・
２２
　
大
坂
町
奉
行
所
出
頭
。
中
野
村
返
答
書
却
下
。
再

度
話
し
合
う
よ
う
指
示
。

寛
政
十
二
年

１

・
９
　
中
野
村
の
呼
び
か
け
で
、
森
稲
荷
社
で
会
合
。
中

野
村
は
三
条
村
に
融
通
を
要
求
し
た
が
三
条
村
は
拒
否
。

１

・
１０
　
深
江
村
で
会
合
。

‐

・
‐２
　
大
坂

へ
。
中
野
村
は
三
条

・
津
知
に
融
通
を
頼
ん

だ
が
話
が
つ
か
な
い
の
で
、
や
は
り
芦
屋
村
を
相
手
に
し

た
い
と
主
張
し
対
決
の
日
ず
れ
込
む
。

‐

・
‐４
　
出
頭
の
遅
れ
に
つ
い
て
御
役
所
か
ら
中
野
村
に
お

し
か
り
。
中
野
村
詑
状
提
出
。
中
野
村
の
主
張
に
対
し
て

は
、
「用
水
融
通
は
奉
行
所
か
ら
命
じ
る
筋
合
い
の
も
の

で
は
な
い
」
と
内
済
を
指
示
。

‐

・
‐６
　
中
野
村
を
除
く
四
ヵ
村
は
和
解
済
を
理
由
に
帰
村

を
願
う
が
却
下
。

‐

・
‐９
　
役
所
に
出
頭
。
１
月
２５
日
、
２
月
５
日
、
同
１５
日

と
次
々
に
日
延
べ
。
中
野
村
裁
決
を
希
望
。
芦
屋
村
に
少
々

融
通
を
と
い
う
命
が
出
た
が
、
芦
屋
村
拒
否
。

２

・
‐５
　
芦
屋
村
も
裁
決
を
望
み
、
和
解
の
済
ん
だ
四
ヵ
村

に
和
解
証
文
返
却
を
要
求
。
四
カ
村
も
納
得
。

２

●
２４
　
魚
崎
村
で
、
芦
屋
村
と
四
カ
村
会
合
。
仲
裁
人
の

手
で
合
意
文
書
破
却
。

２

・
２５
　
大
坂

へ
。
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２

●
２６
　
魚
崎
村
山
路
十
兵
衛
、
仲
裁
人
返
上
。

２

・
２７
　
魚
崎
村
十
兵
衛
再
度
仲
裁
人
と
な
り
、
芦
屋
村
、

本
庄
四
ヵ
村
は
再
度
和
解
。

２

・
２８
　
芦
屋
村
正
式
裁
決
を
望
む
文
書
を
奉
行
所
に
出
す

が
、
奉
行
所
が
拒
否
。

２

●
２９
　
書
改
め
た
願
書
を
芦
屋
村
よ
り
奉
行
所
に
提
出
。

３

●
１
　
奉
行
所
、
声
屋
村
に
水
融
通
の
和
解
案
提
示
。

３

・
８
　
深
江
村
で
四
カ
村
会
合
。
芦
屋
村
和
解
を
希
望
。

岡
本
村
庄
屋
、
仲
裁
人
に
な
る
。
Ｈ
日
か
ら
交
渉
を
始
め
、

‐９
日
か
ら
は
北
畑
村
庄
屋
も
参
加
。
コ
ハ
時
ず
つ
」
と
い

う
傍
示
を
建
て
る
案
も
出
た
が
、
芦
屋
村
が
反
対
。
芦
屋

村
は
本
庄
四
カ
村
が
融
通
す
る
な
ら
、
芦
屋
村
も
融
通
し

て
よ
い
と
譲
歩
。

３

●
２‐
、
４

●
５
　
大
坂

へ
。
決
裂
。

４

●
８
　
地
頭

（尼
崎
藩
、
代
官
所
）

へ
差
し
戻
し
。

４

●
‐２
　
代
官
所
で
尼
崎
藩
役
人
立
会

い
の
も
と
事
情
聴

取
。

４

●
‐６
　
和
解
命
令
。

４

●
‐７
　
芦
屋
村
の
譲
歩
条
と
し
て
中
野
村
の
取
水
日
三
日

の
内
半
時
延
長
す
る
と
い
う
案
を
提
示
。
中
野
村
拒
否
。

４

ｏ
‐８
　
代
官
所
出
頭
。
決
裂
。

４

・
‐９
　
明
細
帳
の
記
述
が
問
題
化
。
本
庄
側
の
取
水
時
間

に
つ
い
て
深
江
村
の
明
細
帳
に
は
五
時
、
中
野
村
の
明
細

帳
に
は
六
時
、
芦
屋
村
の
明
細
帳
に
は
四
時
、
と
書
か
れ

て
い
て
食
い
違

っ
て
い
た
た
め
。
代
官
所
は
中
間
の
五
時

と
い
う
柔
を
提
示
。
中
野
村
に
は
、
五
時
半
で
話
を
つ
け

る
よ
う
、
仲
裁
人
に
指
示
。
芦
屋
村
は
承
知
す
る
が
中
野

村
拒
否
。

４

・
２０
　
中
野
村
は
、
仲
裁
人
に
意
志
表
示
。
中
野
村
の
取

水
日
三
日
間
の
う
ち
、
初
日
は
五
時
、
二
、
三
日
目
は
六

時
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
芦
屋
村
が
要
求
し
て
い
る
「本

庄
側
の
番
水
に

一
日
の
休
日
を
設
け
芦
屋
村
の
取
水
日
と

す
る
」
は
拒
否
。
休
日
を
要
求
す
る
の
な
ら
、
植
付
水
と

し
て

一
晩
余
分
に
水
を
渡
し
、芦
屋
村
が
不
用
の
時
に
は
、

い
つ
で
も
中
野
村
に
水
を
回
す
こ
と
を
要
求
し
、
仲
裁
人

も
思
案
し
て
い
る
。

お
お
む
ね
、
以
上
の
通
り
で
あ
っ
た
。
奉
行
所
が
、
水
利
慣

行
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
奉
行
所
の
管
轄
外
と
し
て
い
た
こ

と
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
和
解
を
さ
せ
る
た
め
に
、
仲
裁
案
と

し
て
用
水
の
取
水
時
間
の
案
を
提
示
し
て
い
た
こ
と
、
明
細

帳
の
記
載
が
各
村
ま
ち
ま
ち
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
が
注
目
さ

れ
る
。
特
に
、
明
細
帳
の
問
題
は
、
意
味
す
る
と
こ
ろ
大
き

く
、
そ
れ
ま
で
取
水
に
つ
い
て
の
時
間
を
め
ぐ
る
合
意
が
成

立
し
て
い
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
自
ら
の
立
場
を
有
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利
に
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
の
か
が
興
味
が
ひ
か
れ
る
。
東

川
用
水
で
の
取
水
時
間
を
め
ぐ
る
紛
争
は
こ
れ
以
前
は
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
あ
る
い
は
合
意
が
あ

っ
た
と
し
て
も
ぁ
い
ま

い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
生
産
力
の
向
上
、
農
業
の
集

約
化
が
進
む
と
農
業
用
水
の
占
め
る
位
置
は

一
層
大
き
く
な

り
、
水
利
慣
行
も
あ
い
ま
い
で
は
す
ま
な
く
な
っ
て
く
る
。

こ
の
程
度
の
合
意
で
も
水
利
慣
行
が
成
り
立
っ
て
い
た
時
代

か
ら
、
矛
盾
が
表
面
化
す
る
新
し
い
時
代
へ
と
、
移
行
し
た

と
い
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
紛
争
の
持

っ
て
い
た

本
質
的
な
性
格
を
如
実
に
物
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。

【６
　
本
庄
六
ヵ
村
用
水
引
方
出
入

一
件
】
①
小
阪
家
文
書

本
庄
六
ケ
村
用
水
引
方
出
入

一
件

乍
恐
御
訴
詔

木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

用
水
引
方
出
入

摂
州
兎
原
郡

願
方
　
　
中
野
村

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡

同
断
　
　
同
村

木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

同
州
同
郡

同
断
　
　
深
江
村

松
平
遠
江
守
殿
領
分
森
村

同
断
　
　
一二
条
村

津
知
村

右
六
ケ
村
　
　
庄
屋
年
寄
百
姓
代

木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

同
州
同
郡

相
手
　
　
芦
屋
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代
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一
、
私
共
村
々
井
相
手
芦
屋
村
御
田
地
用
水
之
儀
は
、
字
六

甲
山
谷
川
之
流
、
東
川
よ
り
引
取
来
、
尤
毎
年
稲
作
植
付

水
之
儀
は
、
二
月
節
よ
り
村
々
江
勝
手
次
第

二
引
取
植
付

後
、
養
水
之
儀
は
、
五
月
夏
至
之
日
よ
り
毎
日
朝
七
ツ
時

よ
り
暮
六
ツ
時
迄
取
始
、
七
ツ
時
宛
日
々
私
共
村
々
江
日

割
ヲ
以
引
取
、
相
手
芦
屋
村
江
は
、
夏
至
之
日
暮
六
ツ
時

よ
り
同
夜
暁
七
ツ
時
迄
取
始
、
毎
夜
五
ツ
時
宛
引
取
候
仕

来
二
御
座
候
、
然
ル
処
、
右
芦
屋
村
之
儀
は
水
上
二
付
、

近
年
我
儘
右
仕
来
之
時
割
ヲ
相
破
り
、
右
東
川
筋
ヲ
水
上

二
而
堰
留
、
私
共
村
々
江
可
引
取
時
割
ヲ
も
芦
屋
村
江
引

取
、
甚
迷
惑
仕
候
二
付
、
仕
来
通
二
仕
候
様
掛
合
侯
得
共
、

彼
是
我
儘
ヲ
申
、
容
易
二
取
敢
不
申
、
私
共
村
々
ハ
水
下

之
儀
故
、
水
上
二
而
堰
留
候
而
は
、
■
下
水
不
仕
、
乍
併

他
村
々
之
儀
二
付
、
私
共
よ
り
堰
取
払
水
引
取
候
而
は
、

彼
是
騒
動
二
も
可
及
と
存
差
如
、
掛
合
而
已
二
仕
居
候
ニ

付
、
年
々
我
儘
増
長
仕
、
右
水
掛
り
外
、
芦
屋
村
新
田
場

江
水
切
落
候
儀
毎
々
有
之
、
且
又
右
東
川
用
水
井
手
堰
場

上
下
■
二
而
新
規
川
中
之
石
ヲ
堀
出
シ
、
彩
敷
売
出
シ
申

候
、
依
之
右
川
筋
相
狂
、
井
手
堰
之
破
損
強
御
座
候
二
付
、

右
普
請
入
用
多
分
相
掛
り
、
甚
難
渋
仕
候
、
右
等
は
芦
屋

村
不
埒
之
致
方

二
御
座
侯
、
殊
二
当
年
之
儀
は
早
魃
故
、

縦
令
仕
来
り
通
二
養
水
引
取
候
共
、
私
共
村
々
は
早
損
可

仕
之
処
、
取
訳
芦
屋
村
二
お
ゐ
て
弥
我
儘
二
水
引
取
候
ニ

付
、
私
共
村
々
之
内
御
田
地
多
分
亡
消
仕
、
百
姓

一
同
相

歎
罷
在
候
、
元
来
右
東
川
水
上
芦
屋
村
支
配
所
井
手
堰
場
、

毎
年
普
請
仕
候
節
、
入
用
割
方
之
儀
は
芦
屋
村
よ
り
弐
歩
、

私
共
村
々
よ
り
人
歩
出
銀
仕
候
義
二
御
座
候
、
依
之
年
々

右
普
請
入
用
割
方
帳
、
井
右
普
請
中
芦
屋
村
役
人
よ
り
差

越
候
書
面
等
、
為
証
拠
奉
入
御
覧
候
、
右
之
通
芦
屋
村
井

二
私
共
村
々
用
水

二
付
、
無
甲
乙
平
等

二
引
取
可
申
答
之

処
、
先
規
よ
り
右
之
通
昼
夜
と
相
分
引
来
在
之
候
二
付
、

珈
芦
屋
村

二
而
我
儘
仕
間
敷
儀
二
御
座
侯
処
、
年
々
我
意

増
長
仕
、
右
外

二
而
は
此
上
私
共
村
々
用
水
乍
在
之
、
御

田
地
亡
消
為
致
候
段
、
百
姓

一
同
歎
ケ
敷
奉
存
候
二
付
、

無
拠
御
訴
詔
奉
申
上
候
間
、
何
卒
右
芦
屋
村
庄
屋
年
寄
百

姓
代
等
御
召
之
上
、
古
来
よ
り
仕
来
通
時
割
養
水
引
方
相

崩
不
申
、
勿
論
新
規
之
我
儘
之
儀
共
不
仕
様
被
仰
付
被
下

度
奉
願
上
候
、
右
之
段
御
聞
届
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
仕

合
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十

一
未
年
八
月
十
八
日

中
野
村
庄
屋
　
　
弥
惣
左
衛
門
印

年
寄
　
　
一景

兵

衛
　
印

百
姓
代
　
弥

丘
（
衛
　
印

同
　
村
庄
屋
　
　
紋
　
　
治
　
印
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年
寄

　

半

右

衛

門
印

百
姓
代
　
五

丘
（
衛

印

深
江
村
庄
屋

　

作

右

衛

門

印

年
寄
　
　
新

丘
＾
衛

印

百
姓
代

利

右

衛

門
印

森
　
村
庄
屋
　
　
利

丘
（
衛

印

年
寄

　

久

左

衛

門

印

百
姓
代
　
土
口

丘
（
衛

印

三
条
村
庄
屋
　
　
伊

　

作

　

印

年
寄

　

七

郎

兵

衛

印

百
姓
代
　
エハ

丘
＾
衛

印

津
知
村
庄
屋
　
　
五
郎

兵

衛

印

年
寄
　
　
与

丘
ハ
衛

印

百
姓
代

佐

次

兵

衛

印

解

説

寛
政
十

一
年
に
起
き
た
東
川
用
水
を
め
ぐ
る
芦
屋
村
と
本

庄
五
カ
村

（深
江

・
中
野

・
森

・
三
条

・
津
知
）
の
水
論
の

や
り
と
り
を

一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
【５
　
東
川

用
水
出
入
諸
願
控
帳
】
（以
下

【５
】
と
略
記
）
で
は
、
提

訴
以
前
の
動
き
に
つ
い
て
は
、　
一
紙
文
書
を
写
し
、
そ
の
後

の
動
き
に
つ
い
て
は
、
経
過
を
記
す
に
と
ど
め
て
い
る
の
に

対
し
、
こ
の
史
料
で
は
、
提
訴
後
に
つ
い
て
の
み
、　
一
紙
文

書
を
写
し
て
作
成
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
。

①
は
、
翌
寛
政
十
二
年
四
月
ま
で
続
く
紛
争
の
出
発
点
と

な
っ
た
訴
状
で
あ
り
、
【５
】
で
省
略
し
た
⑥
の
文
書
と
同

文
で
あ
る
。
こ
の
訴
状
は
、
【５
】
⑥

の
解
説
の
項
で
も
述

べ
た
通
り
、
大
坂
町
奉
行
所
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
が
、
訴

訟
の
動
き
は
、
寛
政
十

一
年
の
四
月
か
ら
あ

っ
た

（『芦
資
』

②
三
四
人
頁
）
。
四
月
以
来
の
詳
し
い
経
過
は
不
明
だ
が
、

人
月
十
四
日
に
な
っ
て
、
木
村
周
蔵
代
官
所
に
ま
ず
訴
状
を

出
し

（
【５
】
①
）
、
四
日
後
、
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
し
た

の
が
、
こ
の
訴
状
で
あ
る
。
こ
の
三
種
類
の
訴
状
を
比
較
す

る
と
、
芦
屋
村
を
批
判
す
る
事
柄
が
少
し
ず
つ
増
し
て
い
く

傾
向
を
持

つ
。
【５
】
①
の
訴
状
よ
り
、
さ
ら
に
増
え
た
点

を
示
す
と
、

芦
屋
村
は
、
上
流
で
東
川
用
水
を
せ
き
止
め
、
年
々
増
長

し
て
、
最
近
で
は
本
来
の
権
利
の
あ
る
田
畑
の
他
、
権
利
の

な
い
新
田
に
ま
で
水
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

古
来
、
芦
屋
村
が
こ
の
よ
う
な
無
法
を
は
た
ら
い
た
こ
と

は
全
く
な
か
っ
た
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
本
庄
側
の
主
張
の
当
否
は

別
に
し
て
、
本
庄
側
の
主
張
は
い
ず
れ
も
、
新
儀
の
禁
止
、
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慣
例
重
視
の
幕
藩
領
主
の
発
想
に
か
な
う
も
の
で
あ
り
、
紛

争
を
経
る
中
で
、
徐
々
に
巧
妙
に

″
理
論
武
装
〃
し
て
い
く

過
程
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。

【６
】
②

相
手
方
返
答

乍
恐
返
答
木
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡芦
屋
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
三
条
村

・
森
村

・
津

知
村

。
中
野
村
、
井
木
村
周
蔵
御
代
官
所
同
郡
深
江
村

・

中
野
村
、
右
六
ケ
村
よ
り
私
共
村
方
相
手
取
、
用
水
引
方

出
入
当
八
月
十
八
日
御
願
被
申
上
、
今
日
御
召
被
為
成
奉

畏
、
乍
恐
左

二
返
容
奉
申
上
候

一
、
右
村
々
よ
り
被
願
上
候
儀
は
、
養
水
引
方
六
甲
山
谷
川

流
東
川
よ
り
引
取
来
り
、
植
付
用
水
之
儀
は
五
月
節
よ
り

村
々
江
勝
手
次
第
二
引
取
、
植
付
後
養
水
之
儀
は
、
五
月

夏
至
よ
り
毎
日
朝
七
ツ
時
よ
り
暮
六
ツ
時
迄
、
七
時
宛

村
々
江
日
割
ヲ
以
五
ケ
村
江
引
取
、
声
屋
村
は
暮
六
ツ
時

よ
り
夜
暁
七
ツ
時
早
々
引
取
候
仕
来
リ
ニ
御
座
侯
処
、
水

上
二
而
近
年
我
儘
二
相
妨
時
刻
相
破
り
、
東
川
筋
水
上
ニ

而
堰
留
、
五
ケ
村
江
引
取
候
時
刻
も
引
取
候

二
付
、
掛
合

候
得
は
、
我
儘
申
取
敢
不
申
、
水
上
二
而
堰
留
候
二
付
迷

惑
仕
、
右
堰
取
払
候
而
は
彼
是
騒
動
二
も
及
可
申
と
差
如
、

掛
合
而
已
二
仕
候
処
、
我
儘
増
長
仕
、
水
掛
り
之
外
新
田

場
江
水
切
落
候
儀
在
之
様
被
願
上
候
得
共
、
大

二
相
違
之

儀
二
御
座
候
事

一
、
六
甲
山
之
続
、
芦
屋
村
持
山
之
山
内
谷
々
よ
り
出
水

ニ

而
、
不
用
之
節
は
大
水
悪
水
共
芦
屋
川
江
流
レ
落
、
芦
屋

村

一
村
之
差
支
御
座
候
二
付
、
川
普
請
等
年
々
手
入
難
渋

も
在
之
候
得
共
、
用
水
之
儀
は
相
互
之
事
と
奉
存
、
右
村
々

江
日
割
ヲ
以
差
遣
来
候
処
、
井
組
合
立
会
之
用
水
同
様

ニ

被
願
上
候
儀
難
心
得
、
心
底
之
程
不
容
二
奉
存
候
、
勿
論

右
用
水

二
付
、
先
規
よ
り
証
拠
書
物
等
無
之
、
前
文
之
通

毎
日
朝
七
ツ
時
よ
り
暮
六
ツ
時
迄
、
七
時
宛
日
割
ヲ
以
右

村
々
江
引
取
候
仕
来
り
杯
と
申
儀
、
跡
形
も
無
之
、
大

ニ

偽
り
御
座
候
、
右
用
水
ヲ
新
田
江
も
切
落
候
儀
、
決
而
無

御
座
候
、
芦
屋
村

へ
引
取
候
用
水
之
内
ヲ
以
新
田
は
相
養

候
得
は
、
是
迪
も
右
村
々
よ
り
申
分
は
無
之
様
奉
存
候
事

一
、
東
川
用
水
井
手
堰
場
上
下
二
而
も
、
新
規
二
川
中
之
石

ヲ
掘
出
し
彩
敷
売
出
シ
候
二
付
、
川
筋
相
狂
ひ
、
井
堰
破
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損
入
用
多
分
二
而
難
渋
仕
、
右
等
は
芦
屋
村
不
埒
之
致
方

二
被
申
上
候
得
共
、
右
外
之
儀
は

一
切
無
之
、
大
偽
り
御

座
候
、
近
年
芦
屋
川
筋
大
水
出
候
而
井
堰
流
落
、　
一
村
ニ

而
は
普
請
出
来
難
致
、
右
井
堰
よ
り
村
々
江
も
用
水
引
取

遣
候
故
、
手
伝
致
呉
候
様
及
対
談
候
処
、
承
知
致
呉
相
対

之
上
手
伝
致
シ
候
儀
二
御
座
候
、
然
ル
処
、
右
入
用
帳
面

井
村
役
人
よ
り
差
遣
シ
候
書
面
等
ヲ
、
為
証
拠
被
奉
入
御

覧
、
用
水
無
甲
乙
平
等

二
引
取
可
申
筈
之
処
、
声
屋
村
我

意
増
長
仕
候
故
、
御
田
地
亡
消
仕
候
杯
と
、
右
帳
面
井
書

物
ヲ
以
立
会
組
合
之
用
水

二
取
可
定
心
底
難
得
其
意
、
右

用
水

二
付
、
入
用
之
儀
は
年
々
多
分
入
用
有
之
候
得
共
、

組
合
立
会

二
而
は
無
之
、
年
々
私
共
村
方
斗
引
請
罷
在
候

事
、
右
用
水
引
方
右
村
々
被
願
候
儀
は
、
大
二
相
違
二
御

座
候
二
付
、
乍
恐
前
文
奉
申
上
候
通
、
私
共
村
方

一
村
之

用
疱
二
御
座
候
故
、
毎
年
諸
入
用
銀
人
足
等
は
勿
論
、
井

溝
料
杯
割
合

一
切
相
掛
不
申
候
処
、
畢
党
大
水
二
而
井
堰

流
落
及
大
破
、　
一
村
二
而
は
普
請
出
来
難
相
成
御
座
候
ニ

付
、
其
井
堰
ょ
り
右
村
々
江
水
仕
分
ケ
遣
候
故
及
対
談
、

得
心

二
而
手
伝
呉
候
儀
二
御
座
候
処
、
右
帳
面
等
ヲ
以
証

拠
ケ
間
敷
被
申
上
候
儀
、
甚
心
外
二
奉
存
候
、
全
外
私
共

村
方
前
々
よ
り
右
村
々
江
唯
々
分
ケ
遣
来
候
事

二
候
得

は
、
是
迄
故
障
出
来
不
仕
、
用
水
分
ケ
遣
候
時
刻
、
其
村

方
よ
り
肝
煎
と
唱
候
者
壱
人
罷
出
、
私
共
村
方
よ
り
も
肝

煎
壱
人
罷
出
、
無
相
違
分
ケ
遣
来
、
無
事

二
相
済
来
候
儀

二
御
座
候
所
、
私
共
村
方
我
意
増
長
仕
候
而
、
御
田
地
亡

消
仕
候
様
被
願
上
候
義
は
、
大
二
偽
リ
ニ
御
座
候
、
別
而

当
夏
之
儀
は
雨
降
り
不
申
、
夫
々
順
谷
之
出
水
も
自
然

と
減
少
仕
、
追
日
用
水
無
之
様
相
成
候
得
共
、
何
れ
之
村

方
二
而
も
農
末
之
御
田
地
江
は
用
水
行
届
兼
、
亡
消
仕
候

儀
は

一
外
之
義

二
御
座
候
、
私
共
村
方
之
仕
業
二
而
は
無

之
候
処
、
右
外
我
意
増
長
杯
と
被
申
上
候
儀
は
、
願
方
勝

手
而
己
之
御
事

二
御
座
候
、
右
外

二
御
座
候
処
如
何
之
趣

意

二
御
座
候
哉
、
当
七
月
十
四
日
中
ノ
村
百
姓
凡
七
八
十

人
斗
り
銘
々
手
道
具
ヲ
持
、
井
堰
場
江
罷
越
候
而
、
様
々

之
悪
ロ
ヲ
申
、
壱
人
二
而
も
出
合
候
も
の
在
之
は
、
相
手

取
騒
動

二
可
及
相
催
二
御
座
候
故
、
私
共
村
方
申
合
、
壱

人
も
出
合
不
申
、
相
手

二
相
成
候
も
の
無
之
候
二
付
、
井

堰
江
手
ヲ
掛
、
存
分
二
養
水
引
取
候
儀
狼
藉
之
致
方
二
御

座
候
得
共
、
騒
動
二
及
可
申
義
奉
入
恐
、
村
方
百
姓
取
慎

差
押
罷
在
候
、
中
野
村
二
限
り
右
然
之
事
ヲ
好
候
儀
、
何

と
も
難
其
意
奉
存
候
、
且
又
右
出
入
奉
満
　
御
苦
労
二
候

儀
奉
恐
入
、
何
分
下
済
対
談
仕
度
、
願
方
村
々
江
追
々
掛

合
候
処
、
森
村

。
三
条
村

・
津
知
村

・
深
江
村
、
右
四
ケ

村
前
々
之
通
二
而
対
談
相
調
申
候
得
共
、
中
野
村

一
村
は
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得
心
不
仕
候
二
付
、
無
拠
右
返
答
奉
申
上
候
、
全
私
共
我

儘
仕
侯
儀
決
而
無
御
座
候
、
依
之
右
四
ケ
村
々
紺
談
相
調

申
候
処
、
中
ノ
村
之
儀
は
如
何
之
心
底
二
御
座
候
哉
、
前

文
申
上
候
通
当
七
月
十
四
日
之
致
方
と
申
、
此
度
願
方

村
々
之
内
ヲ
離
レ

一
存
被
相
立
候
儀
甚
歎
ケ
敷
奉
存
候
、

乍
恐
右
之
段
御
堅
察
被
為
成
下
、
四
ケ
村

一
同
之
趣
ヲ
以

下
済
致
呉
候
様

二
、
中
ノ
村
江
被
為
仰
聞
被
下
候
ハ
ヽ
、

御
慈
悲
難
有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十

一
年
未
十

一
月
十
五
日

声
屋
村
庄
屋
九
左
衛
門

病
気

二
付
代
　
　
市
郎
右
衛
門
印

年
寄

　

　

庄

左

衛

門
印

百
姓
代
　
　
をボ

次

郎

印

御
奉
行
様

解
　
説

さ
て
、
【５
】
①
の
史
料
で
分
か
る
よ
う
に
、
訴
え
ら
れ

た
芦
屋
村
は
、
九
月
、
十
月
の
呼
び
出
し
に
紺
し
、
病
気
と

い
う
理
由
で
日
延
べ
を
求
め
た
。
打
出
村
、
横
屋
村
、
魚
崎

村
の
庄
屋
が
仲
裁
に
入
っ
た
が
失
敗
し
た
。
②
の
史
料
は
、

初
の
対
決
と
な

っ
た
十

一
月
二
十
五
日
、
声
屋
村
か
ら
出
さ

れ
た
返
答
書
で
あ
る
。
返
答
書
に
よ
る
と

本
庄
の
主
張
は
大
い
に
間
違
っ
て
い
る
。

芦
屋
川
の
水
は
、
芦
屋
村
の
持
山
か
ら
流
れ
出
て
い
る
も

の
で
、
好
意
的
に
水
を
分
け
て
い
る
の
に
、
共
同
の
用
水
な

ど
と
い
う
の
は
納
得
で
き
な
い
。
ま
た
本
庄
村
が
主
張
し
て

い
る
よ
う
な
時
間
配
分
の
資
料
は
な
い
。
芦
屋
村
が
新
田
の

た
め
に
余
分
に
水
を
取
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

声
屋
村
が
川
中
の
石
を
掘
り
出
し
売

っ
て
い
る
よ
う
な
主

張
は
、
ま
る
で
誤
り
で
あ
る
。
近
年
大
水
で
井
堰
が
流
れ
落

ち
た
た
め
、
本
庄
の
村
々
と
相
談
の
う
え
、
普
請
を
手
伝

っ

て
も
ら
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ま
で
用
水
に
か
か
る
費
用

は
、
芦
屋
村
ば
か
り
が
負
担
し
て
来
た
。
大
水
で
大
破
し
て
、

一
村
で
は
修
復
で
き
ず
、
負
担
し
て
も
ら
っ
た
の
に
、
そ
れ

を
証
拠
に
、
水
利
権
を
主
張
す
る
の
は
、
全
く
心
外
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
相
手
の
村
と
声
屋
村
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
肝

煎
が
出
て
分
水
し
て
き
て
お
り
、
支
障
は
な
か
っ
た
。

今
年
は
、
と
り
わ
け
雨
が
少
な
く
、
ど
の
村
で
も
流
末
の

田
畑
は
水
が
不
足
し
て
お
り
、
声
屋
村
の
せ
い
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
七
月
十
四
日
、
中
野
村
の
百
姓
七
、
八
十
人
が

井
堰
場
に
集
ま

っ
た
。
芦
屋
村
は
申
し
合
わ
せ
て
出
会
わ
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
井
堰
に
手
を
か
け
、
狼
藉
を

働
い
た
。
声
屋
村
は
、
事
を
荒
だ
て
な
い
よ
う
村
々
と
話
し
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合
い
、
森
、
三
条
、
津
知
、
深
江
村
と
は
合
意
が
で
き
た
の

に
、
中
野
村
だ
け
が
納
得
し
な
い
の
で
、
や
む
な
く
返
答
書

を
出
し
た
―
と
し
て
い
る
。

返
答
書

の
中
で
書

い
て
い
る
芦
屋
村
と
中
野
村
を
除
く

四
カ
村
と
の
合
意
に
つ
い
て
は
、
「為
取
替
申

一
札
之
事
」

と
い
う
題
の
史
料
で
、
『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇
二
、
三

五
〇
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

一
札
に
よ
れ
ば
、
本
庄

側
は
、
暁
六
ツ
時
よ
り
昼
八
ツ
時
ま
で
、
五
時
と
し
、
日
割

は
貞
享
四
年

（
一
六
人
七
）
の
取
り
決
め
通
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
四
ヵ
村
と
芦
屋
村
の
和
解
案
は
、
中
野
村
の
反
対
で
翌

年
二
月
、
い
っ
た
ん
破
談
に
な
り
か
け
た
が
、
間
も
な
く
再

和
解
し
た
。
い
き
さ
つ
は

【５
】
①
の
史
料
に
詳
し
い
。

【６
】
③

対
決
之
節
願
方
之
内
、
四
ケ
村
よ
り
差
出
シ
候
書
付
写

乍
恐
口
上

一
、
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
摂
州
兎
原
郡
声
屋
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代
相
手
取
、
用
水
引
方
出
入
、
当
人
月
十
八
日
私
共

村
方
井
右
同
御
代
官
所
松
平
遠
江
守
殿
領
分
入
組
同
州
同

郡
中
ノ
村
よ
り
奉
願
上
、
今
日
対
決
可
仕
候
処
、
下
二
而

仲
人
之
取
曖
ヲ
以
、
左
之
通
下
済
仕
候

一
、
私
共
村
々
用
水
向
後
五
月
夏
至
之
日
よ
り
、
毎
日
朝
六

ツ
時
よ
り
丸
五
時
宛
、
日
々
私
共
村
々
江
日
割
ヲ
以
引
取
、

相
手
芦
屋
村

へ
は
夏
至
之
日
七
ツ
時
よ
り
九
七
時
ツ
ヽ
引

取
、
右
之
通
順
番

二
用
水
引
取
、
且
又
右
用
水
筋
東
川
水

上
芦
屋
村
支
配
所
井
手
堰
場
、
毎
年
普
請
入
用
割
方
之
儀

は
、
是
迄
仕
来
通
之
割
方
可
仕
旨
、
対
談
仕
候

右
之
通
相
手
芦
屋
村
井
私
共
四
ケ
村
舟
談
相
調
候
処
、
願

方
之
内
、
中
ノ
村
之
儀
は
右
対
談
通
不
承
知
二
御
座
候
、

乍
併
私
共
四
ケ
村
之
義
は
、
中
野
村
二
不
抱
、
右
之
通
ニ

而
双
方
無
申
分
下
済
仕
度
奉
存
候
間
、
何
卒
中
野
村
相
除

私
共
四
ケ
村
之
儀
は
、
右
願
御
下
ケ
被
為
成
下
候
様
仕
度

奉
願
上
候
、
右
之
段
御
聞
届
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉

存
候
、
以
上

木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

同
州
同
郡
深
江
村

庄
屋
　
　
作
右
衛
門
印

百
姓
代
　
利
右
衛
門
印

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
森
村

庄
屋

　

利

丘
（
衛

印

百
姓
代
　
吉

兵

衛

印

同
州
同
郡
三
条
村

庄
屋
　
　
伊
　
作
　
印

寛
政
十

一
年

未
年
十

一
月
十
五
日
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百
姓
代
　
一二
郎

兵

衛

印

同
州
同
郡
津
知
村

庄
屋
病
気

二
付

代

　

　

藤

　

七
　

印

百
姓
代

佐

次

兵

衛

印

木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

同
州
同
郡
芦
屋
村

年
寄

　

庄

左

衛

門
印

百
姓
代
　
市
郎
右
衛
門
印

御
奉
行
様

解
　
説

③
は
、
芦
屋
村
と
中
野
村
の
対
決
に
際
し
、
事
前
に
芦
屋

村
と
合
意
に
達
し
て
い
た
本
庄
四
ヵ
村
が
奉
行
所
に
差
し
出

し
た
口
上
書
で
あ
る
。
用
水
の
慣
行
、
普
請
入
用
と
も
に
芦

屋
村
と
本
庄
四
カ
村
は
合
意
に
達
し
て
い
る
の
で
、
中
野
村

の
訴
え
と
切
り
離
し
て
、
願
下
げ
を
願
っ
て
い
る
。
し
か
し

願
下
げ
は
簡
単
に
は
認
め
ら
れ
ず
、
中
野
村
に
引
き
ず
ら
れ

る
形
で
、
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
史
料
は
、
『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篤
二
、
三
五
二

頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
署
名

・
連
印
の
部
分
が

一
部
異

な

る
。

【６
】
④下
　
　
書

乍
恐
以
書
付
御
願
下
奉
申
上
候

木
村
周
蔵
御
代
官
所

訴
詔
方
　
　
摂
州
兎
原
郡
中
野
村

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
　
同
村

木
村
周
蔵
御
代
官
所

同
州
同
郡
　
深
江
村

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
　
森
村
三
条
村

津
知
村

木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

同
州
同
郡

相
　
手
　
　
　
　
　
　
　
芦
屋
村

一
、
木
村
周
蔵
御
代
官
所
摂
州
兎
原
郡
芦
屋
村
相
手
取
、
用

水
引
方
出
入
、去
未
年
八
月
十
八
日
、
同
州
同
郡
中
野
村

・

深
江
村

・
森
村

・
三
条
村

・
津
知
村
、
右
五
ケ
村
よ
り
御
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訴
詔
奉
申
上
、
御
吟
味
御
日
廷
中
、
訴
詔
方
五
ケ
村
之
内

深
江
村

。
森
村

・
三
条
村

。
津
知
村
、
右
四
ケ
村
は
姑
談

相
調
内
済
仕
度
旨
、
去
未
年
十

一
月
廿
五
日
御
願
下
奉
申

上
候
処
、
中
野
村
之
儀
は
、
四
ケ
村
同
様
之
済
方
得
心
難

仕
、
不
顧
恐
願
通
奉
申
上
候
二
付
、
去
未
十

一
月
廿
五
日

相
手
芦
屋
村
よ
り
返
答
書
奉
差
上
、
双
方
段
々
御
紀
御
座

候
上
、
何
れ
二
も
和
談
仕
候
様
被
仰
聞
、
当
月
人
日
御
代

官
役
所

・
領
主
役
人
江
御
引
渡
相
成
候

二
付
、
御
双
方
御

立
会
之
上
、
厚
御
利
害
被
申
聞
、
尚
又
魚
崎
村
十
兵
衛

・

岡
本
村
喜
左
衛
門
取
曖
之
上
、
双
方
和
談
仕
、
当
四
ケ
村

へ
も
申
談
、　
一
統
和
融
仕
候
趣
、
左
之
通
二
御
座
候

一
、
私
共
村
々
字
東
川
用
水
、
先
々
儀
は
年
久
敷
罷
成
、
刻

限
等
双
方
覚
違
ひ
も
有
之
、
申
争
ひ
候
得
共
、
証
拠
相
成

候
儀
も
無
之
候
二
付
、
向
後
毎
年
五
月
夏
至
之
日
よ
り
、

右
用
水
掛
り
五
ケ
村
日
割
順
番
、
前
々
定
之
通
、
十
二
日

一
廻
り
之
内
、
中
野
村

へ
水
引
取
候
日
数
三
日
之
内
、
二

日
は
寅
上
刻
よ
り
未
下
刻
迄
九
六
時
、　
一
日
は
卯
上
刻
よ

り
未
下
刻
迄
九
五
時
宛
、
深
江
村
四
日
、
森
村
三
日
、
三

条
村

一
日
、
津
知
村

一
日
用
水
引
取
、
右
五
ケ
村
引
取
刻

限
以
後
井
夜
分
は
都
而
芦
屋
村
江
用
水
引
之
、
右
通
夏
至

よ
り
十
二
日
宛
二
廻
り
相
済
、
三
廻
り
目
之
頭
二
而

一
日

芦
屋
村
用
水
引
取
、
尤
壱
ケ
年

一
日
之
儀
二
而
、
五
ケ
村

一
統
よ
り
芦
屋
村

へ
差
遣
し
申
候

右
之
通
芦
屋
村

・
中
野
村
対
談
仕
、
外
四
ケ
村
も

一
同
申

談
双
方
和
融
仕
、
無
申
分
下
済
仕
度
奉
存
候
、
然
上
は
右

用
水

二
付
、
以
来
無
差
支
様
相
互
二
申
合
御
願
ケ
間
敷
儀

申
上
間
敷
候
間
、
何
卒
御
吟
味
御
免
、
訴
詔
御
下
ケ
被
下

置
候
様
仕
度
奉
願
上
候
、右
之
段
御
聞
済
被
成
下
候
ハ
ヽ
、

御
慈
悲
難
有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
二
申
年
四
月

御
奉
行
所
様

解
　
説

④
は
、
最
終
的
な
和
解
案
の
下
書
き
で
あ
る
。
こ
の
史
料

に
よ
る
と
、

い
用
水
の
刻
限
に
つ
い
て
は
双
方
と
も
覚
え
違
い
が
あ

っ

て
争

っ
た
が
、
証
拠
と
な
る
も
の
が
な
か
っ
た
。

②
本
庄
側
は
、
十
二
日
で

一
回
り
す
る
よ
う
順
番
に
水
を

引
い
て
い
る
が
、
中
野
村
の
順
番
の
三
日
間
の
う
ち
、
二
日

は
六
時
、
残
る

一
日
は
工
時
と
し
、
深
江
村
は
十
二
日
の
う

ち
四
日
間
、
森
村
は
同
じ
く
三
日
間
、
三
条
村
と
津
知
村
は

同
じ
く

一
日
と
し
、
村
々
の
取
水
時
間
以
外
は
芦
屋
村

へ
引
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水
す
る
。

①
夏
至
の
日
か
ら
二
回
り
が
終
わ
れ
ば
、　
一
日
を
休
み
と

し
、
声
屋
村
が
水
を
取
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
年

一
回
だ
け

で
あ
る
。

ま
ず
、
こ
の
合
意
の
内
容
と
、
貞
享
四
年

（
一
六
人
七
）

に
決
め
ら
れ
た
用
水
番
割

（「貞
享
四
年
東
川
用
水
番
割
帳
」

『芦
資
』
②
三
四
〇
）
と
比
較
す
る
と
、
本
庄
の
各
村
々
の

割
り
当
て
日
数
は
同
じ
だ
が
、
二
廻
り
し
た
後
、　
一
日
休
み

が
あ

っ
て
、
こ
の
日
は
芦
屋
村
が
取
水
す
る
と
し
て
い
る
。

貞
享
四
年
の
取
り
決
め
で
は
、
二
廻
り
後
は
、
す
ぐ
三
廻
り

目
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
声
屋
村
の
取
水
日
が

一
日

増
え
た
勘
定
に
な
る
。

一
方
、
前
年
の
寛
政
十

一
年
十

一
月
二
十
二
日
、
中
野
村

を
除
く
本
庄
四
カ
村
と
、
声
屋
村
だ
け
は
い
っ
た
ん
合
意
に

達
し
て
い
る
が
、
そ
の
文
書

「為
取
替
申

一
札
之
事
」
３
芦

資
』
②
三
五
〇
頁
所
収
）
と
比
べ
て
も
、
芦
屋
村
の

一
日
は

新
し
い
約
束
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
寛
政
十

一
年
の
合
意
で
は
、

本
庄
側
は

一
日
五
時
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
合
意

で
は
、
中
野
村
は
大
時
の
日
二
日
と
五
時
の
日

一
日
に
な
っ

て
お
り
、
番
水
の
順
番
が
十
二
日
で

一
回
り
す
る
間
に
、
中

野
村
は
二
時
だ
け
長
い
時
間
、
水
を
引
け
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

【５
】
①
に
よ
る
と
、
中
野
村
の
取
水
日
三
日
の
う
ち
、

一
日
が
五
時
、
残
る
二
日
が
六
時
と
い
う
の
は
、
中
野
村
の

主
張
で
あ
り
、
領
主
が
示
し
た
和
解
莱

（
一
日
五
時
半
）
よ

り
譲
歩
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。　
一
方
、
二
巡
し
た
後

一
日

″休
番
〃
に
し
て
、
声
屋
村
の
用
水
日
に
す
る
、
と
い

う
取
り
決
め
は
、
解
決
の
間
際
に
な
っ
て
突
然
現
れ
た
条
件

で
あ
り
、
後
掲
の
⑦
の
、
仲
裁
人
ら
の
存
寄
書
に
よ
る
と
、

仲
裁
人
ら
が
考
え
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
存

寄
書
に
よ
る
と
、
仲
裁
人
は
、
当
初
、　
一
巡
後
に
休
番
を
取

る
こ
と
を
考
え
て
い
た
が
、
中
野
村
が
猛
反
対
し
、
結
局
、

二
巡
後
に
、
年

一
回
の
み
と
い
う
条
件
に
な
っ
た
。

【６
】
⑤
乍
恐
口
上

芦
屋
村
相
手
取
、
用
水
引
取
出
入
、
去
未
年
八
月
十
八
日

中
野
村

・
森
村

・
三
条
村

・
津
知
村

・
深
江
村
、
右
五
ケ

村
よ
り
町
奉
行
所
様

へ
御
訴
詔
申
上
、御
吟
味
御
日
延
中
、

深
江

・
森

・
三
条

・
津
知
四
ケ
村
和
談
相
調
候
得
共
、
中

野
村
之
儀
は
同
様
之
済
方
難
仕
、
願
通
被
仰
付
度
旨
申
上

候
二
付
、
芦
屋
村
よ
り
返
答
書
差
出
、
双
方
追
々
御
吟
味

之
上
、
和
談
致
候
様
被
仰
聞
、
当
月
人
日
御
引
渡

二
相
成

候
、
右

二
付
、
双
方
和
談
之
儀
御
立
会
之
上
、
段
々
厚
御

-42-



利
解
被
仰
下
、
且
十
兵
衛

生
詈
左
衛
門
取
扱
之
儀
被
仰
付
、

両
人
よ
り
も
委
細
二
申
聞
呉
、
双
方
得
心
及
和
談
候
段
、

全
御
憐
愁
御
利
解
ゆ
へ
早
速
和
融
相
調
、
深
江

。
森

・
三

条

・
津
知
村

へ
も
申
合
、
一
統
以
来
無
違
失
相
守
可
申
義
、

難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
は
、
御
奉
行
様
御
吟
味
御
願

下
ケ
仕
度
奉
存
候
、
則
願
書
写
差
上
、
此
段
奉
願
上
候
、

以
上

摂
州
兎
原
郡

中
野
村
庄
屋
　
弥
惣
左
衛
門

年
寄
五
兵
衛
病
気
二
付

代
　
丈
　
　
　
助

百
姓
代
　
弥
　
丘
（　
衛

同
村
庄
屋
　
　
紋
　
　
　
治

年
寄
半
右
衛
門
病
気

二
付

代

与

右

衛

門

百
姓
代
　
五
　
丘
（　
衛

深
江
村
庄
屋
　
作

右

衛

門

年
寄

　

利

右

衛

門

百
姓
代

茂

左

衛

門

森
村
庄
屋
　
　
利
　
丘
（　
衛

年
寄

　

久

左

衛

門

百
姓
代
　
十
　
丘
　^
衛

三
条
村
庄
屋
　
伊
　
　
　
作

年
寄
　
　
七

郎

丘
（
衛

百
姓
代
　
エハ
　
丘
（　
衛

津
知
村
庄
屋
　
五

郎

丘
（
衛

年
寄
　
　
与
　
丘
（　
衛

百
姓
代
　
佐

次

丘
（
衛

芦
屋
村
庄
屋
　
九

左

衛

門

木
村
周
蔵
様
御
役
所

前
書
之
通
厚
御
利
解
を
以
、
早
速
和
談
相
調
難
有
奉
存
候
、

御
奉
行
所
御
吟
味
願
下
之
義

一
同
奉
願
候
、
以
上

木
村
周
蔵
御
代
官
所
魚
崎
村

取
曖
人
　
十

丘
（
衛

松
平
遠
江
守
領
分
岡
本
村

同
断
　
　
一号
左
衛
門

解
　
説

⑤
は
、
和
解
が
成
立
し
た
こ
と
を
受
け
、
当
事
者
の
六
ヵ

村
の
代
表
者
と
、
仲
裁
人
の
二
人
が
木
村
周
蔵
代
官
所
に
、

提
訴
の
取
り
下
げ
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
。
年
号
は
欠
け
て

い
る
が
、
寛
政
十
二
年
四
月
で
あ
る
。
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【６
】
⑥差
上
申
済
口
証
文
之
事

木
村
周
蔵
御
代
官
所
摂
州
兎
原
郡
中
野
村

。
松
平
遠
江
守

領
分
同
州
同
郡
同
村

。
木
村
周
蔵
御
代
官
所
同
州
同
郡
深

江
村

・
松
平
遠
江
守
領
分
同
州
同
郡
森
村

・
三
条
村

・
津

知
村
、
右
五
ケ
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代
よ
り
、
木
村
周
蔵
御

代
官
所
同
州
同
郡
芦
屋
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代
相
手
取
、
用

水
引
方
出
入
、
去
未
年
人
月
十
八
日
願
上
、
同
十

一
月
十

五
日
対
決
之
上
、
相
手
方
返
答
之
趣
ヲ
以
御
礼

二
相
成
、

御
吟
味
奉
請
候
所
、
内
済
難
調
候
二
付
、
当
■
月
八
日
両

御
地
頭
御
下
二
相
成
、
段
々
利
解
被
申
聞
候
二
付
、
則
内

済
仕
候
趣
、
左

二
奉
申
上
候

一
、
願
方
五
ケ
村
よ
り
字
東
川
用
水
之
儀
、
毎
年
五
月
夏
至

日
よ
り
、
毎
日
朝
七
ツ
時
よ
り
暮
六
ツ
時
迄
、
七
時
は
五

ケ
村
用
水

二
引
取
、
暮
六
ツ
時
よ
り
同
夜
七
ツ
時
迄
五
時

は
、
相
手
芦
屋
村
用
水

二
引
取
可
申
所
、
芦
屋
村
よ
り
右

東
川
水
上
二
而
堰
留
ぼ
刻
限
不
足
仕
候
二
付
、
御
願
奉
申

上
候
処
、
対
談
之
上
■
来
毎
年
夏
至
之
日
よ
り
相
初
、
十

二
日
壱
廻
り
之
内
、
願
方
中
野
村

へ
水
引
取
日
数
三
日
之

内
、
二
日
ハ
寅
上
刻
よ
り
未
下
刻
迄
九
六
時
、　
一
日
ハ
卯

上
刻
よ
り
未
下
刻
迄
九
五
時
、
合
三
日
中
野
村
江
用
水
引

取
、
残
り
九
日
ハ
卯
上
刻
よ
り
未
下
刻
迄
九
五
時
ツ
ヽ
、

深
江
村
四
日
、
森
村
三
日
、
三
条
村

一
日
、
津
知
村

一
日

用
水
引
取
、
右
五
ケ
村
引
取
刻
限
■
■
井
夜
分
ハ
都
而
芦

屋
村

へ
用
水
引
取
、
右
通
夏
至
よ
り
十
二
日
ツ
ヽ
二
廻
り

相
済
、
三
廻
り
目
之
頭
日
二
而

一
日
芦
屋
村
用
水

二
■
■
、

尤
壱
ケ
年

一
日
之
儀
二
て
も
五
ケ
村

一
統
よ
り
芦
屋
村

ヘ

差
遣
申
候
、
右
之
通
双
方
無
申
分
、
出
入
内
済
仕
、
偏
御

威
光
と
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
上
は
右

一
件

二
付
、
以

来
出
入
ケ
間
敷
儀
仕
間
敷
候
、
傷
而
済
口
証
文
如
件

解
　
説

⑥
は
、
本
庄
五
カ
村
と
芦
屋
村
が
、
和
解
に
達
し
た
内
容

を
証
文
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
規
の
文
書
の
写
し
は
、

『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇
一
一十
三
五
四
頁
に
引
用
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
史
料
と
⑥
の
史
料
を
比
較
す
る
と
、
⑥
の
史
料

は
要
点
の
み
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
あ
る
い
は
最
終
的
な
証

文
を
作
る
過
程
の
柔
文
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

【６
】
⑦存

寄

書

一
、
字
東
川
筋
用
水
之
儀
二
付
、
去
未
人
月
願
方
中
野
村

。
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深
江
村

・
森
村

。
三
条
村

・
津
知
村
〆
五
ケ
村
よ
り
、
芦

屋
村
相
手
取
御
奉
行
所
様

へ
願
出
、
則
願
方
よ
り
申
上
候

趣
は
、
二
月
夏
至
之
日
よ
り
、
毎
日
朝
七
ツ
時
よ
り
暮
六

ツ
迄
七
時
宛
五
ケ
村

へ
用
水
引
取
候
様
申
立
、
芦
屋
村
よ

り
申
立
候
二
は
、
五
ケ
村

へ
分
水
仕
候
は
番
割
相
定
候
日

は
、
毎
日
明
六
ツ
時
よ
り
昼
九
ツ
時
頭
迄
、
前
後
掛
ケ
五

時
宛
分
水
仕
候
様
申
ロ
ニ
御
座
候
而
、
既
二
対
決
二
も
及

可
申
之
処
、
近
村
役
人
取
曖
致
、
和
談
之
儀
相
掛
合
候
得

共
、
行
届
不
申
趣
二
付
、
右
論
所
村
々
懇
意
之
も
の
よ
り

段
々
私
共
江
相
頼
申
候
二
付
、
無
拠
十
二
月
末
之
頃
よ
り

挨
拶
致
か
け
、
五
ケ
村

へ
用
水
引
之
刻
限
、
毎
日
明
六
ツ

時
よ
り
昼
七
ツ
時
頭
迄
九
五
時
二
芦
屋
村
得
心
致
さ
セ
申

候
処
、
右
五
ツ
時
二
而
は
可
成
早
魃
も
相
防
可
申
趣
二
相

見

へ
申
候
間
、
願
五
ケ
村
之
内
四
ケ
村
、
右
之
刻
限
ヲ
以

得
心
致
さ
セ
申
候
、
尤
四
ケ
村
之
内

二
も
深
江
村
二
は
至

而
流
末
之
地
面
在
之
、
則
論
水
掛
田
方
之
内
凡
八
町
歩
、

此
分
は
格
別
之
難
渋
場
二
も
相
見

へ
申
候
得
共
、　
一
外
深

江
村
之
儀
は
、
論
所
田
方
重
立
候
村
方

二
候
得
は
、
地
方

二
よ
り
少
々
は
水
入
宜
敷
場
所
在
之
故
、
平
均
致
候
心
持

二
相
更
り
可
申
義
も
御
座
候

一
、
中
野
村
之
儀
は
、
申
立
之
通
り
流
末
二
御
座
候
へ
共
、

外
村
々
よ
り
も
難
渋
之
余
分
二
御
座
候
、
乍
去
先
達
而
願

一
外
之
儀
二
御
座
候
間
、
中
ノ
村
相
限
り
余
分
二
分
水
芦

屋
村
得
心
不
仕
故
、　
一
村
相
残
り
申
儀
二
御
座
候
間
、
刻

限
六
時
芦
屋
村
よ
り
分
水
致
遣
候
ハ
ヽ
、
早
損
は
有
之
間

敷
哉

二
相
見

へ
申
候

一
、
声
屋
村
之
儀
、
是
又
水
上
村
々
御
座
候
得
共
、
五
ケ
村

早
損
之
歳
柄

ハ
是
以
流
末

ハ
同
様

二
早
損
も
仕
居
罷
在
候

故
、
至
而
難
渋
是
迄
二
も
申
立
候
得
共
、
同
村
義
は
水
上

之
儀
、
殊
二
山
手
二
寄
申
村
柄

二
て
、
別
而
六
甲
山
之
谷

□
受
居
候
場
所
之
事
故
、
村
方
取
締
致
候
ハ
ヽ
、
溜
池
等

二
而
も
村
繕

二
願
上
候
事
も
出
来
候
ハ
ヽ
、
旱
損
之
介
ニ

相
成
候
義
も
可
在
御
座
、
五
ケ
村
之
儀
も
入
用
相
掛
候
共
、

左
様
之
場
所
見
繕
申
所
無
之
故
、
押
而
去
冬
芦
屋
村
百
姓

へ
も
相
談
罷
在
候
儀
二
御
座
候

論
所
水
掛
り
中
野
村
地
面
　
凡
拾
人
丁
弐
反

深
江
村
地
　
　
凡
弐
拾
五
丁
九
反

森
村
地
　
　
　
凡
弐
拾
弐
丁
六
反

三
条
村
地
　
　
凡
八
丁
弐
反

津
知
村
地
　
　
凡
五
丁
壱
反

ハ
ロ
　
凡
　
　
　
人
拾
丁
余

番
水
割
方
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壱
番
　
　
　
　
中
野
村

弐
呑
　
　
　
　
深
江
村

三
番

　

　

　

同
　
村

四
番
　
　
　
　
森
　
村

五
番
　
　
　
　
中
野
村

六
番
　
　
　
　
深
江
村

七
呑
　
　
　
　
同
　
村

八
呑
　
　
　
　
森
　
村

九
番

　

　

　

同
　
村

十
番
　
　
　
　
一二
条
村

十

一
番
　
　
　
中
野
村

十
二
番
　
　
　
津
知
村

〆
日
数
十
二
日

右
之
通
田
地
多
少
井
用
水
遠
近
之
儀
は
、
日
割

二
甲
乙
有

之
、
当
地
面
二
甲
乙
も
相
見

へ
申
候
得
は
、
大
外
平
等

ニ

相
見
江
申
候

一
、
声
屋
村

へ
段
々
相
掛
合
候
上
、
五
ケ
村
分
水
よ
り
中
野

村
江
毎
日
壱
刻
宛
、
承
知
不
仕
時

ハ
毎
日
半
刻
中
野
村

ヘ

相
渡
候
様
取
斗
仕
候
ヘ
ハ
、
既
二
当
時
中
野
村
日
割
三
日

之
内
壱
日
、
半
刻
差
遣
候
様
芦
屋
村
よ
り
申
居
候
間
、
其

余
二
日
半
刻
宛
相
増
候
ハ
ヽ
、
日
割
三
日
平
等

二
半
刻
之

分
水

二
相
成
可
申
、
此
段
は
押
而
相
掛
合
候
ハ
ヽ
、
往
々

凡
壱
町
八
反

三
条
村
地
面

字
か
さ
れ
川

津
知
居
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得
心
不
仕
義

ハ
芦
屋
村
も
御
利
解
相
弁
薄
く
も
相
聞
、
恐

入
候
義

二
も
存
候
、
左
候

へ
は
、
半
刻
ツ
ヽ
之
儀
と
相
調

一可
申
哉
奉
存
候

一
、
中
野
村
日
割
三
日
半
刻
ツ
ヽ
相
増
、
和
談
仕
候
而
も
、

眼
前
四
ケ
村
よ
り
は
余
分
二
相
成
候
間
、
得
心
仕
候
而
も

宜
哉

二
も
奉
存
候
得
は
、
是
又
得
心
可
仕
外

二
も
相
見

ヘ

不
申
哉
御
座
候

一
、
芦
屋
村
よ
り
願
方
五
ケ
村
之
内
、
中
野
村

へ
余
分
二
分

水
仕
候
義
、
右
壱
刻
中
野
村

へ
相
渡
候
義
、
得
心
仕
候

ハ
ヽ
、
私
共
存
寄
ハ
五
ケ
村
よ
り
も
芦
屋
村

へ
為
融
通
、

最
初
十
二
日
日
割
壱
廻
り
相
廻
り
候
ハ
ヽ
、
次
之
番
頭
ニ

九
壱
日
番
水
之
体
致
シ
、
芦
屋
村
用
水

二
相
用
候
様
取
斗

可
仕
哉
二
奉
存
候
へ
共
、
当
時
二
雨
は
芦
屋
村
よ
り
分
水

余
水
相
遣
外
相
見

へ
不
申
候
間
、
其
段
発
言
不
仕
候
、
弥

和
談
相
調
候
心
底
二
治
定
仕
候
ハ
ヽ
、
相
掛
合
可
申
と
存

侯
、
発
言
仕
置
自
然
和
談
不
相
調
侯
而
は
、
如
何
と
奉
存

候
間
、
差
如
罷
在
候
、
以
上

取
暖
人

右
之
趣
相
貪
取
曖
仕
罷
在
候
、
以
上

寛
政
十
二
申
年四
月
十
八
日

木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
御
役
所

・
鈴
木
町
南
御
役
所

へ
差

が

字
東
川
水
上
よ
り
此
末
迄
凡
延
長

三
捨
町
余

（貼

紙
）

「
字
東
川
氷
上
よ
り

深
江
村
流
末
迄

延
長
三
十
Ｔ
斗

中
野
れ
よ
り
此
末
迄

延
長

凡

三
十

丁
餘

」

中
野
村
支
配

凡
給
八
丁
弐
反
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迫追
ンヽ

松
平
遠
江
守
様
大
坂
御
蔵
屋
敷
二
而
、
山
口
伝
兵
衛
様

ヘ

差
遣
し
尤
存
寄
書

二
御
座
侯
二
付
、
御
双
方
無
印

二
而
出
し
申

候
解
　
説

⑦
は
、
存
寄
書
と
あ
り
、
末
尾
の
註
書
に
よ
る
と
、
仲
裁

に
入
っ
た
取
曖
人
が
、
代
官
所
、
尼
崎
藩
に
考
え
方
を
報
告

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
当
初
は
、

本
庄
側
日
本
庄
の
取
水
は
朝
七
ツ
時
か
ら
暮
六
ツ
時
迄

芦
屋
村
日
本
庄

へ
の
分
水
は
朝
六
ツ
時
か
ら
昼
九
ツ
時
迄

と
、
主
張
が
食
い
違

っ
て
お
り
、
十
二
月
末
ご
ろ
か
ら
仲
裁

に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
本
庄

へ
の
分
水
を
朝
六
ツ
時
か
ら
昼
七

ツ
時
ま
で
と
す
る
実
で
芦
屋
村
を
納
得
さ
せ
、
本
庄
の
う
ち

中
野
村
を
除
く
四
ヵ
村
も
了
承
し
た
。
深
江
村
は
、
流
末
に

耕
地
を
持

っ
て
お
り
、
と
り
わ
け
八
町
歩
は
日
照
り
の
害
を

受
け
易
い
が
、
水
を
入
れ
易
い
場
所
も
あ
り
、
平
均
で
考
え

て
納
得
し
た
よ
う
だ
。

中
野
村
は
、
流
末
に
当
た
る
の
で
強
く
抵
抗
し
、
芦
屋
村

も
中
野
村
を
特
別
扱
い
す
る
こ
と
に
難
色
を
示
し
て
い
た

が
、
取
水
時
間
を
他
村
よ
り
少
し
長
く
す
れ
ば
、
日
照
り
の

害
は
免
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

芦
屋
村
も
、
本
庄
五
カ
村
が
早
損
の
年
に
は
、
日
損
に
な

る
こ
と
が
あ
り
、
難
渋
し
て
い
る
―
と
申
し
立
て
て
い
る
が
、

芦
屋
村
の
場
合
は
水
上
で
、
し
か
も
山
手
に
あ
る
の
で
、
溜

池
な
ど
を
村
で
繕
え
ば
、
早
損
の
助
け
に
な
る
。
五
カ
村
の

場
合
は
、
そ
う
し
た
適
地
が
な
い
の
で
、
去
冬
、
芦
屋
村
の

百
姓
と
相
談
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
―
と
書
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
存
寄
書
に
続
い
て
、水
路
の
略
絵
図
、
本
庄
五
カ

村
の
取
水
順
番
を
書
き
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
以
下
は
、
条
件

を
め
ぐ
る
仲
裁
人
の
考
え
方
で
あ
る
。
概
要
は

①
五
ヵ
村

へ
の
分
水
の
内
か
ら
中
野
村

へ
毎
日

一
刻
分
ず

つ
回
す
。
不
承
知
な
ら
、
毎
日
半
刻
ず
つ
中
野
村

へ
渡
す
。

既
に
中
野
村
の
取
り
分
三
日
の
う
ち
、　
一
日
は
半
刻
増
や
す

こ
と
に
つ
い
て
は
、
声
屋
村
も
了
解
し
て
お
り
、
残
る
二
日

増
や
せ
ば
良
い
こ
と
に
な
り
、
押
し
て
か
け
あ
え
ば
芦
屋
村

も
拒
否
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。

②
中
野
村
に
半
刻
ず
つ
増
や
す
と
、
残
る
四
ヵ
村
よ
り
多

い
こ
と
に
な
り
、
中
野
村
と
し
て
も
納
得
し
て
も
い
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
芦
屋
村
か
ら
中
野
村
に
余
分
に
分
水
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
十
二
日

一
巡
し
た
ら
、
次
の
初
め
に

一
日
休
番
に
し
て
、
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芦
屋
村
の
用
水
日
に
す
る
と
い
う
条
を
持

っ
て
い
る
が
、
情

勢
が
整
わ
な
い
の
で
言
い
出
さ
な
か
っ
た
―
と
い
う
。

交
渉
の
最
終
段
階
に
あ
っ
て
、
仲
裁
人
ら
が
か
け
ひ
き
な

ど
も
使
い
な
が
ら
、
和
解
に
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
る
様
子

が
明
解
に
分
か
る
。

【６
】
③
乍
恐
以
書
付
御
伺
奉
申
上
候

一
、
字
東
川
用
水
之
儀
、
中
野
村
よ
り
声
屋
村
相
手
取
及
出

入
候
二
付
、
度
々
御
利
解
被
為
　
仰
付
、
且
私
共

へ
取
曖

被
為
　
仰
付
奉
長
、
其
上
御
利
害
被
為
　
成
下
、
当

一
昨

日
十
九
日
格
別
之
御
利
解
被
為
　
仰
付
難
有
奉
存
候
、
依

之
願
方
中
野
村
之
義
も
用
水
引
取

一
廻
り
十
二
日
之
内
同

村

へ
三
日
、
右
之
内
初
日
は
五
時
、
後
二
日
は
六
時
ツ
ヽ

毎
日
昼
之
刻
二
而
申
受
度
由
申
之
侯
、
芦
屋
村
は
三
日
之

間
五
ツ
時
半
ツ
ヽ
朝
之
刻
二
而
差
遣
度
申
之
、
尤
芦
屋
村

へ
五
ケ
村

一
統
よ
り
用
水
引
取
二
廻
り
之
頭
二
而
、　
一
日

休
致
融
通
致
遣
義
は
、
中
野
村
も
得
心
仕
候
、
当
時
双
方

申
ロ
ニ
而
ハ
半
刻
之
争
二
御
座
候
、
併
芦
屋
村
は
朝
之
刻

二
相
成
不
申
而
は
五
時
半
之
義

ハ
承
知
難
仕
旨
申
之
、
中

野
村
は
昼
之
刻
無
之
而
は
承
知
難
仕
旨
申
之
、
誠
二
珈
之

義

二
御
座
候
間
、
得
心
双
方

へ
為
致
度
奉
存
候
而
、
段
々

相
掛
合
仕
候
得
は
、
双
方
承
知
仕
置
候
、
乍
恐
奉
伺
　
御

堅
慮
候
而
、
双
方

へ
相
談
シ
申
度
奉
存
候
、
何
卒
私
共

ヘ

御
利
解
奉
家
度
奉
存
候
、
此
段
御
聞
済
被
為
　
成
下
候

ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
二
申
年

四
月
十
二
日

取
暖
人
岡
本
村
　
一暑
左
衛
門
印

同
断
　
魚
崎
村
　
十

丘
（
衛

印

鈴
木
町
南

御
役
所
　
　
　
　
　
　
　
・

三
条
村

解
　
説
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③
は
、
残
る
わ
ず
か
な
問
題
を
つ
め
る
た
め
、
仲
裁
に
入
っ

た
二
人
が
、
代
官
所
の
意
向
を
聞
い
て
最
後
の
談
判
を
願
っ

た
願
書
で
あ
る
。

こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
中
野
村
は
三
日
の
取
水
日
の
う
ち

一
日
を
五
時
、
残
り
を
六
時
と
し
て
昼
間
に
水
を
取
り
た
い

と
主
張
し
、
こ
れ
に
対
し
芦
屋
村
は
、
三
日
間
と
も
五
時
半

で
朝
だ
と
す
る
。
も

っ
と
も
、
二
巡
後

一
日
休
番
に
し
て
、

芦
屋
村
の
取
水
日
に
す
る
と
い
う
の
は
中
野
村
も
合
意
し
た

の
で
、
ご
く
わ
ず
か
の
こ
と
で
あ
る
―
と
し
て
い
る
。
こ
の

三
日
後
、
最
終
的
な
和
解
が
成
立
し
た
。

【７
　
病
気
に
つ
き
出
頭
お
断
り
書
】
　
　
　
小
阪
家
文
書

乍
恐
病
気
御
断

木
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
芦
屋
村

庄
屋
九
左
衛
門

病
気

二
付
代
　
市
郎
右
衛
門

年
寄
宗
左
衛
門

同
断
二
付
代
　
佐

左

衛

門

百
姓
代
宗
次
郎

同
断
二
付
代
　
五
　
丘
（　
衛

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
森
村

・
三
条
村

・
津

知
村

・
中
野
村
井
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
同
州
同
郡
深
江

村

。
中
野
村
、
右
村
々
よ
り
当
村
相
手
取
、
先
月
十
八
日

水
論
御
願
被
申
上
、
今
日
御
召
被
為
　
成
奉
畏
候
、
然
ル

処
病
気
二
而
難
罷
出
、
乍
恐
代
人
ヲ
以
御
断
奉
申
上
候
、

以
上

代
　
市
郎
右
衛
門

寛
政
十

一
未
九
月
十
八
日
　
　
　
　
同
　
佐

左

衛

門

同
　
工
　
丘
（　
衛

森
　
村
庄
屋
　
久

左

衛

門

願
方
　
　
一二
条
村
庄
屋
伊
作
病
気
二
付

代
　
甚
　
丘
（　
衛

津
知
村
年
寄
　
与
　
丘
（　
衛

中
野
村
庄
屋
　
弥
惣
左
衛
門

同
　
紋
　
　
　
治

深
江
村
庄
屋
　
作

右

衛

門

御
奉
行
様

解
　
説

既
に
見
た
よ
う
に
本
庄
五
カ
村
が
寛
政
十

一
年
八
月
十
八

日
、
芦
屋
村
を
相
手
取
り
、
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
、
九
月

十
八
日
が
最
初
の
対
決
日
で
あ

っ
た
。
こ
れ
に
姑
し
、
声
屋
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村
で
は
村
役
人
全
員
が
病
気
を
理
由
に
欠
席
、
両
者
の
対
決

は

一
ヵ
月
廷
期
さ
れ
た
。
こ
の
史
料
は
、
病
気
に
よ
り
出
席

で
き
な
い
と
す
る
断
り
書
で
あ
る
。
芦
屋
村
は
、
次
国
の
十

月
十
八
日
に
も
病
気
と
称
し
て
出
頭
し
な
か
っ
た

（【５

東
川
用
水
出
入
諸
願
控
帳
】
①
）
。
以
下
月
日
は
遡
る
が
、

書
冊
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
一
紙
文
書
を
紹
介
す
る
。

【８
　
東
川
用
水
の
新
慣
行
に
つ
き
三
条
村
申
合
】
小
阪
家
文
書

村
中
申
合

一
札
之
事

一
、
此
度
東
川
用
水
出
入
二
付
、
魚
崎
村
重
兵
崎
殿
御
挨
拶

二
而
、
三
条
村
順
水
之
内
、
外
村
と
は
半
時
滅
シ
和
談
可

致
様
御
取
斗
、
依
而
村
中
参
会
致
候
処
、　
一
統

二
不
承
知

故
、
弥
出
入
及
候
、
然
ル
上
は
、
公
事
成
行
要
敷
、
猶
亦

入
用
等
相
嵩
難
渋
二
相
成
候
共
、
相
互
二
違
背
申
間
敷
候
、

依
之
申
合
連
印

一
札
、
如
件

寛
政
十

一
未
年

十

一
月
廿

一
日

源
　
丘
ハ　
衛
◎
　
　
太
　
丘
（　
衛
◎

吉

右

衛

門
⑩

　

差
口
右

衛

門
⑪

嘉
　
丘
ハ　
衛
⑪

　

嘉

右

衛

門
⑪

五
　
丘
（　
衛
⑩
　
　
利
　
丘
（　
衝
⑪

エハ　
丘
（　
衛
⑪
　
　
長
　
丘
　^
衛
⑪

甚

丘
ハ

衛
⑩

　

伊

左

衛

門
⑪

甚

左

衛

門
◎

　

長

右

衛

門
⑪

忠

右

衛

門
⑩

　

市

右

衛

門
⑩

弥
惣
右
衛
門
⑩
　
　
茂
　
丘
（　
衛
⑪

伊
右

衛

門
⑩

　

七

郎

丘
（
衛
⑪

忠
　
丘
（　
衛
⑩
　
　
伊
　
助
　
⑪

利

右

衛

門
⑪

　

長
　
五
　
郎
⑪

兵
右

衛

門
⑪

　

弥
　
丘
（　
衛
⑩

久
　
丘
（　
衛
⑪
　
　
徳
　
丘
（　
衛
⑪

作

右

衛

門
⑩

　

幸
　
助
　
⑩

一二
郎

兵

衝
①

　

（原
文
横

一
段
書
）

御
役
人
中

解
　
説

本
庄
五
カ
村
が
芦
屋
村
を
相
手
取
っ
て
訴
え
た
裁
判
は
、

二
回
の
延
期
後
、
十

一
月
二
十

一
日
に
対
決
す
る
こ
と
に

四 人 弥 宇

郎 郎 惣 丘
兵 兵 兵

′`

6588

吉市又市
兵春兵兵

8888

-51-



な
っ
た
が
、
魚
崎
村
の
十
（重
）
兵
衛
ら
が
仲
裁
に
入
り
、
話

し
合
い
を
続
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
時
、
三
条
村
だ
け

は
他
村
よ
り
取
水
時
間
を
半
時
減
ら
す
よ
う
な
話
が
あ

っ
た

ら
し
い
。
こ
れ
に
対
し
、
三
条
村
の
村
人
は
連
判
状
を
作

っ

て
拒
否
の
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
申
合
書
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
三
条
村
民
た
ち
が
心
配
し
て
い
る

「半
時
減
シ
」

と
い
う
の
が
、
ど
の
程
度
は
っ
き
り
し
た
話
だ

っ
た
の
か
は

明
ら
か
で
な
い
。
本
書
収
録
の

【５
　
東
川
用
水
出
入
諸
願

控
帳
】
①
に
も
、
三
条
村
だ
け
特
別
不
利
に
す
る
よ
う
な
提

案
が
あ

っ
た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
事
実
、
こ
の
申
合
書

を
作
成
し
た
翌
日
に
、
中
野
村
を
除
く
本
庄
側
四
カ
村
と
芦

屋
村
は
い
っ
た
ん
合
意
に
達
し
て
い
る

（『芦
資
』
②
三
五

〇
）
。
交
渉
過
程
に
お
け
る
緊
迫
し
た
状
況
と
、
訴
訟
国
内

部
の
組
織
の
様
子
を
示
す
。

【９
　
水
論
対
決
延
引
願
】　
　
　
　
　
　
　
小
阪
家
文
書

乍
恐
口
上

一
、
摂
州
兎
原
郡
森
村

・
三
条
村

・
中
ノ
村

・
津
知
村

・
深

江
村
、
右
五
ケ
村
庄
屋
年
寄
よ
り
、
同
州
同
郡
芦
屋
村
庄

屋
年
寄
相
手
取
、
東
川
用
水
刻
限
遅
滞
出
入
、
当
人
月
十

八
日
奉
願
上
、
昨
日
対
決
之
上
、
御
紀
御
座
候
、
然
処
何

卒
下
二
而
和
談
仕
度
奉
存
候
間
、
来
月
十
日
迄
御
廷
被
成

下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
已
上

寛
政
十

一
年
未
十

一
月
十
人
日
　
　
　
　
双
方
連
印

御
解
　
説

本
庄
工
ヶ
村
と
芦
屋
村
の
水
論
の
第

一
回
対
決
は
、
十

一

月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
が
、
双
方
の
主
張
は
平
行
線
を
た

ど

っ
た
。
こ
の
時
、
大
坂
町
奉
行
所
で
は
、
貞
享
四
年

（
一

六
人
七
）
の
取
水
順
番
を
取
り
決
め
た
文
書

「東
川
用
水
香

割
帳
」
３
声
資
』
②
三
四
〇
）
の
末
尾
に

一
、
照
続
痛
候
節
は
、
田
辺
村
七
左
衛
門

・
水
掛
り
庄
屋

中
立
会
見
分
之
以
、
高
下
無
之
取
可
申
候

（以
下
略
）

と
あ
る
条
項
を
根
拠
に
、
再
度
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
を
求

め
た

（
【５
】
①
）
。
こ
れ
を
受
け
て
出
さ
れ
た
廷
引
の
願
書

で
あ
る
。

【１０
　
和
解
不
調
に
つ
き
届
書
】　
　
　
　
　
小
阪
家
文
書

乍
恐
口
上
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一
、
私
共
村
々
帰
水
論
出
入
、
先
月
十
五
日
対
決
之
上
御
礼

二
相
成
候
処
、
下
二
而
姑
談
仕
度
、
追
々
御
日
延
奉
願
上
、

尚
又
当
月
十

一
日
よ
り
十
二
日
之
間
、
御
日
延
奉
願
上
候
、

然
ル
処
、
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
摂
州
兎
原
郡
横
屋
村
庄

屋
伊
右
衛
門
取
曖
ヲ
以
、
精
々
掛
合
候
得
共
、
私
共
四
ケ

村
之
内

二
お
ゐ
て
融
通
可
仕
用
水
無
之
、
私
共
村
方
迪
も

中
野
村
同
様
之
早
魃
所
々
御
座
候
故
、　
一
向
致
方
も
無
御

座
候
、
然
ル
処
私
共
四
ケ
村
之
水
上
、
三
条
村
領
内
少
々

水
筋
之
義
も
心
当
り
奉
存
候
付
、
此
所

二
而
水
溜
候
様
之

場
所
ヲ
見
定
、
五
ケ
村

一
統
水
道
ヲ
掘
出
水
仕
候
得
は
、

用
水
順
番

二
差
加

へ
引
渡
可
申
様
掛
合
等
仕
候
得
共
、
何

分
中
野
村
不
得
心
二
而
、
我
儘
斗
り
申
募
り
候
故
、
対
談

行
届
不
申
、
今
日
御
切
日
二
相
成
候
付
、
乍
恐
此
段
御
断

奉
申
上
候
、
以
上

木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

寛
政
十

一
未
年
　
　
　
　
　
同
州
同
郡
深
江
村

十
二
月
十
四
日
　
　
　
年
寄
　
　
新

丘
（
衛
⑩

頭
百
姓
　
利
右
衛
門
⑪

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
三
条
村

役
人
代
頭
百
性
伊
右
衛
門
⑩

同
断
　
　
人
郎
兵
衛
⑩

津
知
村
頭
百
性
　
一騰
　
七
　
⑪

森
　
村
年
寄
　
　
久
左
衛
門
⑪

頭
百
性
　
一二
右
衛
門
⑩

御
奉
行
様

解
　
説

本
庄
五
ヵ
村
と
芦
屋
村
の
第

一
回
対
決
は
寛
政
十

一
年
の

十

一
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た
が
功
を
奏
さ
ず
、
廷
引
し
て

い
た
が
、
十
二
月
二
十
四
日
の
期
限
切
れ
に
な
っ
て
も
話
が

つ
か
な
か
っ
た
こ
と
を
、
大
坂
町
奉
行
所
に
届
け
た
も
の
で

あ
る
。
本
庄
側
の
四
ヵ
村
役
人
が
差
し
出
し
人
で
あ
る
。
最

も
強
硬
に
用
水
を
求
め
る
中
野
村
に
姑
し
、　
一
緒
に
聞

っ
て

き
た
本
庄
側
で
す
ら

「我
儘
だ
」
と
い
い
、
本
庄
側
で
中
野

村
に
融
通
で
き
る
よ
う
な
水
は
な
い
、
と
し
た
う
え
で
、
三

条
村
に
溜
池
を
作
る
案
を
提
案
し
た
が
、
中
野
村
が
反
対
し

た
た
め
に
失
敗
し
た
と
し
て
い
る
。

な
お
、
【５
　
東
川
用
水
出
入
諸
願
控
帳
】
①
に
よ
る
と
、

十
二
月
十
日
ま
で
、
同
二
十

一
日
ま
で
日
延
べ
し
た
が
決
着
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せ
ず
、
仲
裁
に
入
っ
た
横
屋
村
庄
屋
伊
右
衛
門
が
手
を
引
く
、

と
い
う
事
件
も
あ

っ
た
。

【１１
　
和
解
不
調
に
つ
き
届
書
一　
　
　
　
　
小
阪
家
文
書

乍
恐
口
上

一
、
私
共
村
々
用
水
論
出
入
、
先
月
廿
五
日
姑
決
之
上
御
礼

二
相
成
、
双
方
江
厚
ク
御
利
解
被
仰
聞
、
下
二
而
対
談
仕

度
、
追
々
御
日
延
奉
願
上
、
尚
又
当
月
十

一
日
よ
り
十
二

日
之
間
、
御
日
延
奉
願
上
置
、
精
々
掛
合
候
得
共
、
対
談

行
届
不
申
、
尚
又
今
日
御
切
日
二
相
成
候
付
、
乍
恐
此
段

御
断
奉
申
上
候
、
已
上

寛
政
十

一
未
年

十
二
月
十
四
日

松
平
遠
江
守
殿
領
分

摂
州
兎
原
郡
三
条
村
役
人
代

頭
百
性

伊

右

衛

門
⑪

同

断

八
郎

兵

衛
⑩

津
知
村
同
断

頭
百
性
　
一騰
　

七
　

⑪

森
　
村
年

寄

久

左

衛

門
⑪

頭
百
性
　
一二
右

衛

門
⑪

木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

同
州
同
郡
深
江
村

年

寄

新

兵

衛

⑩

頭
百
性
　
利
右

衛

門
⑪

芦
屋
村
年

寄

庄

左

衛

門
⑪

頭
百
性
　
市
郎
右
衛
門
⑪

御
奉
行
様

解
　
説

前
号
の
資
料
と
ほ
ぼ
同
じ
趣
旨
の
文
書
で
あ
る
。
前
号
は

本
庄
四
カ
村
が
作
成
、
こ
の
資
料
は
さ
ら
に
芦
屋
村
が
加

わ
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

【‐２
　
和
解
不
調
に
つ
き
対
決
延
引
願
書
】
　

小
阪
家
文
書

乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
摂
州
兎
原
郡
森
村

・
三
条
村

・

津
知
村

・
中
野
村

・
井

二
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
同
郡
深

江
村

。
中
野
村
、
右
村
々
よ
り
同
郡
芦
屋
村
相
手
取
水
論

一
件
、
当
八
月
十
八
日
御
願
上
、
先
月
廿
五
日
対
決
之
上
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御
礼

二
相
成
、
追
々
御
日
延
願
上
置
、
今
日
双
罷
出
候
所
、

猶
又
御
利
解
被
為

仰
聞
難
有
奉
存
候
、
依
之
何
卒
対
談

仕
度
奉
存
候
間
、
来
正
月
十
二
日
迄
御
日
延
被
為
　
成
下

候
様
奉
願
上
候
、
一
　

　

（船
を

仏
之
双
方
連
印
ヲ
奉
願
上
候
、
以
上

寛
政
十

一
年
未
十
二
月
十
四
日

木
村
周
蔵
様
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
芦
屋
村
頭
百
姓

六
郎
右
衛
門

同
　
断
　
深
江
村
年
寄新
　
丘
（

衛

同
　
断
　
中
野
村
庄
屋弥
三
左
衛
門

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
中
野
村
頭
百
姓
五
　
丘
ハ　
衛

同
　
断
　
森
村
年
寄
久

左

衛

門

同
　
断
　
一二
条
村
頭
百
姓
人

郎

兵

衛

同
　
断
　
津
知
村
頭
百
姓
藤
　
　
　
七

解
　
説

前
号
、
前
々
号
の
文
書
の
提
出
に
続
き
、
さ
ら
に
寛
政
十

二
年
正
月
十
二
日
ま
で
日
延
べ
を
願
い
出
た
文
書
で
あ
る
。

【５
　
東
川
用
水
出
入
諸
願
控
帳
】
①
に
よ
る
と
、
寛
政
十

一
年
十
二
月
二
十
二
日
、
大
坂
町
奉
行
所
に
関
係
者
が
出
頭

し
、
中
野
村
が
答
弁
書
を
出
そ
う
と
し
た
が
、
取
り
上
げ
ら

れ
ず
、
逆
に
和
解
書
を
提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ

を
受
け
、
日
延
べ
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

【‐３
　
一〈
甲
山
水
流
お
尋
ね
に
つ
き
口
上
書
】
小
阪
家
文
書

乍
恐
口
上

一
、
六
甲
山
水
流
之
儀
御
尋
二
付
、
奉
畏
左

二
申
上
候

一
、
六
甲
山
流
之
儀
、
領
境
峯
限
り
北
は
有
馬
郡
、
南
は
兎

原
郡
、
則
芦
屋
村
へ
流
出
し
候
、
此
流
を
以
芦
屋
村

・
森

村

・
深
江
村

・
津
知
村

・
中
野
村
、
右
村
々
養
水
引
取
申

候
、
右
之
段
乍
恐
左

二
奉
申
上
候
、
以
上

寛
政
十
二
申
年

二
月
十
七
日
木
村
周
蔵
殿
御
代
官
所

芦
屋
村
年
寄
　
　
をボ
左

衛

門
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右
同
断
深
江
村
庄
屋
代
　
新
　
丘
（　
衛

同
　
　
中
野
村
庄
屋
　
　
弥
惣
左
衛
門

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
村
庄
屋
　
　
　
紋
　
　
　
治

同

　

森
村
年
寄

　

　

久

左

衛

門

同
　
　
一二
条
村
庄
屋
代
　
清
　
丘
（　
衛

同
　
　
津
知
村
庄
屋
代
　
藤
　
　
　
七

御
奉
行
様

解
　
説

こ
の
文
書
は
、
六
甲
山
か
ら
の
流
水
の
経
路
を
村
々
に
尋

ね
た
こ
と
に
姑
す
る
日
上
書
で
あ
る
。
芦
屋
と
本
庄
五
カ
村

と
い
う
組
み
合
わ
せ
や
、
水
論
が
合
意
に
達
し
た
寛
政
十
二

年
四
月
二
十
五
日
の
わ
ず
か

一
カ
月
前
と
い
う
時
期
か
ら
考

え
て
、
今
回
の
水
利
争
い
に
か
か
わ
つ
た
史
料
と
考
え
ら
れ

′０
。【‐４

　
水
論
和
解
に
つ
き
出
頭
赦
免
願
】
　

　

小
阪
家
文
書

乍
恐
口
上

一
、
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
芦
屋
村
相
手
取

一
、
字
東
川
用
水
刻
限
遅
滞
出
入
、
去
未
人
月
十
八
日
御
奉

行
所

へ
御
訴
訟
奉
申
上
、
御
裏
印
頂
戴
仕
、
芦
屋
村

へ
相

渡
シ
有
之
処
、
尤
用
水
引
取
方
之
義

ハ
、
毎
年
二
月
夏
至

之
日
、
朝
七
ツ
時
よ
り
暮
六
ツ
時
迄
、
七
時
宛
引
取
可
申

段
、
御
願
奉
申
上
侯
処
、
魚
崎
村
十
兵
衛
取
曖

二
而
、
夏

至
之
日
よ
り
暁
六
ツ
時
よ
り
九
五
時
宛
、
私
共
村
々
江
用

水
引
取
、
相
手
芦
屋
村

ヘ
ハ
夏
至
之
日
七
ツ
時
よ
り
九
七

時
宛
引
取
候
筈
、
則
去
十

一
月
廿
五
日
姑
決
之
翻
、
双
方

合
印
ヲ
以
、
御
奉
行
所

へ
済
口
奉
差
上
候
■
、
然
ル
処
願

方
之
内
、
中
野
村
不
得
心
故
、
是
迄
段
々
御
礼

二
相
成
罷

有
候
処
、
今
般
御
支
配
下
ケ
ニ
被
仰
渡
奉
畏
候
、
尤
私
共

射

（
々
乾
義

ハ
、
御
上
様
御
苦
労
恐
入
、
ユ
又
困
窮
之
百
性

諸
失
却
相
歎
キ
、
下
済
仕
候
こ
創
連
候
、
然
ル
処
、
ケ
様

■
長
論

二
相
成
候
段
、
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
右
出
入
済
口
之

翻
迄
、
罷
出
候
義

ハ
御
赦
免
被
為
　
成
下
、
勿
論
御
呼
出

之
節

ハ
、
早
速
罷
出
可
申
候
、
此
段
御
聞
済
被
為
　
成
下

候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以
上

解
　
説

中
野
村
を
除
く
本
庄
四
カ
村
と
芦
屋
村
は
、
寛
政
十

一
年

十

一
月
二
十
二
日
に
い
っ
た
ん
和
解
に
達
し
た

（『芦
資
』

②
三
五
〇
）。
二
月
に
は
、
声
屋
村
か
ら
の
要
望
で
破
談
と
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な
っ
た
が
、
そ
の
月
の
内
に
再
和
解
に
達
し
て
い
る

（本
書

【５
】
①
）
。

こ
の
史
料
は
、
長
び
く
芦
屋
村
と
中
野
村
と
の
水
論
に
、

困
り
果
て
た
本
庄
側
四
ヵ
村
が
、
出
頭
の
赦
免
を
願
い
出
た

文
書
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
史
料
は
控
え
で
、
年
月
日
は
記
入
さ
れ
て
い

な
い
が
、
ズ
▼
般
御
支
配
下
ケ
ニ
被
仰
渡
」
と
い
う
文
言
、

即
ち
大
坂
町
奉
行
か
ら
、
領
主
で
あ
る
木
村
周
蔵
代
官
所
、

尼
崎
藩

へ

〃差
し
戻
し
〃
が
行
わ
れ
た
後
で
あ
る
。
こ
の
差

し
戻
し
は
、
【５
　
東
川
用
水
出
入
諸
願
控
帳
】①
に
よ
る
と
、

寛
政
十
二
年
四
月
八
日
の
こ
と
で
あ
り
、
四
月
二
十
五
日
に

は
和
解
に
達
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
に
作
成
さ
れ
た
文
書

と
分
か
る
。

【‐５
　
芦
屋

・
三
条
両
村
用
水
争
い
一
件
】
　

小
阪
家
文
書

七
月
十
五
日
用
水
故
障
有
之
抽

一
、
東
川
用
水
之
内
七
月
十
五
日
之
水
之
義
は
、
往
古
よ
り

日
割
番
組

二
不
抱
、
三
条
村
江
引
取
来
候
処
、
当
春
芦
屋

村
と
水
下
五
ケ
村
と
用
水
引
取
刻
限
遅
滞
之
申
争
致
候
ニ

付
、
終

二
大
坂
御
番
所
様

へ
下
五
ケ
村
よ
り
御
訴
詔
申
上

候
処
、
御
れ
之
上
双
方
御
地
頭
様

へ
御
下
二
相
成
候
処
、

双
方
御
地
頭
様
よ
り
取
曖
人

へ
下
済
可
致
様
被
　
仰
付
、

対
談
之
上
内
済
致
候
節
、
芦
屋
村

・
水
下
五
ケ
村
為
替
取

証
文
之
内

へ
、
右
七
月
十
五
日
之
用
水
相
洩
、
此
義
前
年

貞
享
年
中
二
五
ケ
村
申
定
、
用
水
番
割
帳
面
二
有
之
候
故

二
相
除
申
候
、
然
ル
処
此
節
右
為
替
取
済
ロ
ニ
声
屋
村

ヘ

壱
年
二
一
日
之
戻
し
水
致
筈

二
而
、
相
対
仕
有
之
候
処
、

則
右

一
日
之
戻
水
、
当
七
月
十
五
日
相
当
り
候
二
付
、
声

屋
村
よ
リ
ハ
戻
水
日
相
当
り
候
付
、
七
月
十
五
日
之
水
は

芦
屋
村

へ
引
取
候
様
申
、
三
条
村
ハ
往
古
よ
り
仕
来
ヲ
以

三
条
村

へ
引
取
候
様
申
、
芦
屋
村

へ
三
条
村
よ
り
内
々
掛

合
申
候
処
、
水
下
五
ケ
村
之
内
よ
り
故
障
無
之
候
得
は
、

如
何
様

二
而
も
不
不
苦
様
芦
屋
村

二
被
申
候
付
、
水
下

村
々
江
掛
合
申
候
処
、
森
村

。
津
知
村
ニ
ハ
如
何
様

二
而

も
不
差
構
候
様
被
申
候
得
共
、
深
江
村
井
中
野
村
両
村
ハ

彼
是
故
障
被
申
候
二
付
、
用
水
差
支
相
成
、
七
月
十
四
日

急
訴
申
上
候
二
付
、
尼
崎
表

へ
相
窺
候
処
、
私
領
中
野
村

ハ
尼
崎
様

へ
急
御
召
二
而
差
支
致
候
段
、
御
礼
義
有
之
、

差
支
不
致
様
被
　
仰
付
被
下
、
深
江
村

・
中
野
村
之
義

ハ

尼
崎
様
御
添
状
二
而
、
木
村
周
蔵
様
御
役
所
急
訴
申
上
候

処
、
早
束
御
聞
届
被
下
、
中
野
村

・
深
江
村

へ
御
差
紙

ニ

御
申
付
被
下
、
則
御
差
紙
趣
三
条
村

へ
も
被
聞
仰
候
ハ
、

去
未
年
迄
仕
来
之
通
可
致
、
十
五
日
之
用
差
支
不
致
様
、

申
分
有
之
ハ
別
段
可
申
出
様
申
遣
し
候
間
、
此
段
相
心
得
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候
様
被
聞
仰
候
、
右
御
差
紙
と
尼
崎
様

へ
之
御
返
状
と
、

三
条
村
庄
屋

へ
御
渡
被
下
、
夫
よ
り
夜
通
し
二
罷
帰
御
差

紙
中
野
村

へ
相
渡
し
候
処
、
深
江
村
と
相
談
致
、
則
十
五

日
四
時
前
よ
り
用
水
引
取
申
候

右
之
通
二
而
相
済
申
候

寛
政
十
二
帳
年
七
月
十
六
日

解
　
説

芦
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
と
の
水
論
は
、
寛
政
十
二
年
四
月

に
よ
う
や
く
決
着
を
み
た
が
、
七
月
に
ち
ょ
っ
と
し
た
ト
ラ

ブ
ル
が
起
き
た
。
そ
の

一
件
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
控
書
に
よ
る
と
、
東
川
用
水
は
、
五
月
の
夏
至
の
日

を
起
点
に
、
順
番
に
取
水
す
る
村
が
決
ま

っ
て
い
た
が

３
芦

資
』②
三
四
〇
）、
七
月
十
五
日
だ
け
は
、
ど
の
村
の
番
で
あ

っ

て
も
三
条
村
が
取
水
す
る
取
り
決
め
に
な
っ
て
い
た
。
貞
享

四
年

（
一
六
人
七
）
の
香
割
帳

翁
芦
資
』
②
三
四

一
）
に
、

一
、
七
月
十
五
日
之
水
、
西
東
香
水
二
不
構
、
例
年
三
条
村

へ
迫追
ス
水

と
あ
る
条
頂
が
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
寛
政
十

一
年
か

ら
十
二
年
に
か
け
て
起
き
た
水
論
の
和
解
書
に
は
、
こ
の
条

項
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
。
「貞
享
四
年
の
番
割
帳
に
記
さ
れ

て
い
る
の
で
、
あ
え
て
記
さ
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
が
、
三

条
村
の
主
張
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
寛
政
十
二
年
四
月
結

ば
れ
た

「為
取
替
証
文
之
事
」
令
芦
資
』
②
三
五
六
）
に
は
、

一
、
エ
ケ
村
江
番
水
弐
遍
相
廻
り
候
ハ
ヽ
、
三
遍
目
之
頭
ニ

而
、
壱
ケ
年

二
壱
日
休
番
い
た
し
、
声
屋
村
用
水

二
引
取

可
申
定

と
い
う
新
条
項
が
加
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
年
、
こ
の
両

村
の
取
水
日
が
重
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
で
あ
る
。
二
ヵ
村
で

話
し
合
い
、
芦
屋
村
が
譲
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
今
度
は
下

流
の
深
江
、
中
野
両
村
が
反
対
に
回
っ
た
。
や
む
を
得
ず
、

三
条
村
が
十
四
日
に
中
野
、
深
江
両
村
の
領
主
に
訴
え
出
る

と
、
「去
年
ま
で
の
通
り
に
」
と
す
る
差
紙
を
下
付
さ
れ
た
、

と
い
う
。
こ
の
差
紙
を
中
野
村
に
示
し
て
よ
う
や
く
予
定
通

り
取
水
で
き
た
―
と
し
て
い
る
。

【‐６
　
東
川
筋
に
家
普
請
に
つ
き
差
入

一
札
】
小
阪
家
文
書

一
札
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、
字
東
川
用
水
五
ケ
村
江
引
取
川
筋
、
此
度
我
等
家
普
請

仕
候

二
付
、
右
川
筋
座
敷
先
江
相
成
候
故
、
為
用
心
囲
仕

度
、
左
候
得
は
、
各
村
々
川
浚

・
用
水
引
取
、
又
ハ
も
り

留
指
支
二
も
相
成
り
候
哉
之
段
、
御
察
当
之
由
御
尤
二
奉

存
候
、
右
新
規
囲
無
御
座
候
而
ハ
、
至
而
不
用
心
二
奉
存

候
間
、
囲
之
儀
御
承
知
被
下
、
然
ル
上
ハ
用
水
引
方
妨

ニ

相
成
不
申
様
可
致
候
、
万

一
川
浚
又
は
用
水
引
取
、
も
り

留
等
之
儀
指
支
候
得
は
、
先
年
之
姿
二
取
払
可
申
候
、
且

又
川
浚
も
り
留
等

二
村
役
人
井
人
足
囲
之
内
江
御
勝
手

ニ

入
込
可
被
成
候
、
為
後
日
”
而

一
札
、
如
件

文
化
三
寅
年
　
　
　
　
　
　
芦
屋
村
　
た
れ
　
印

月
　
日
　
　
　
　
　
　
同
村
請
人
た
れ
　
印

同
村
年
寄
た
れ
　
印

同
村
庄
屋
た
れ
　
印

中
野
村

深
江
村

森
　
村

三
条
村

津
知
村

解
　
説

芦
屋
村
人
が
、
家
普
請
を
計
画
し
た
と
こ
ろ
、
座
敷
の
す

ぐ
先
が
川
筋
で
用
心
の
た
め
囲
を
作
り
た
い
が
、
本
庄
の

五
ヵ
村
か
ら
川
浚
い
等
の
障
害
に
な
る
、
と
い
う
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
た
。
重
ね
て
設
置
を
求
め
、
不
都
合
が
あ
れ
ば
取

り
払
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
川
浚
い
な
ど
で
囲
の
中
に

勝
手
に
入
る
こ
と
も
認
め
て
い
る
。
＞」
う
し
た
設
置
許
可
は
、

例
え
ば
水
車
の
設
置
な
ど
で
も
行
わ
れ
た

（『芦
資
』
②
四

二
四
～
四
二
七
）
。
形
式
的
な
手
続
き
で
あ
る
が
、
そ
の

一

方
で
、
水
を
め
ぐ
っ
て
緊
張
関
係
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
物

語
る
。

【‐７
　
平
十
郎
打
郷

一
件
に
つ
き
願
書
控
】
　

芝
切
家
文
書

文
化
六
年
巳
六
月

東
川
番
水
川
面
口
論
願
書
如

摂
州
蒐
原
郡
中
野
村

百
性
惣
代
　
息

兵

条

年
寄
　
安
右
衛
門 介 衛
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乍
恐
急
訴
奉
願
上
国
上木
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
蒐
原
郡
中
野
村

百
姓
惣
代

願
人
　
　
　
　
忠

丘
（
衛

同
村
年
寄安
右
衛
門

松
平
遠
江
守
様
御
領
分

同
州
同
郡
同
村

相
手
　
　
　
　
平

十

郎

一
、
当
村
之
儀
は
、
木
村
周
蔵
御
代
官
所
井
松
平
遠
江
守
様

御
領
分
二
株

二
而
、
人
家
田
畑
共
入
交

一
村
二
御
座
候
、

然
処
当
稲
作
田
方
早
魃

二
付
、
用
水
引
取
二
付
小
前
百
姓

共
我
儘
い
た
し
、
日
々
口
論
相
止
不
申
候
、
村
役
之
者
罷

出
用
水
掛
引
仕
罷
在
候
、
然
所
字
東
川
と
申
場
所
二
而
、

先
月
十
七
日
御
料
私
領
村
役
立
会
、
用
水
掛
引
仕
候
処
、

私
領
百
姓
安
左
衛
門
枠
平
十
郎
卜
申
者
、
右
場
所
江
罷
越

村
役
之
者
江
色
々
雑
言
申
、
剰
御
料
方
私
共
方
之
庄
屋
弥

三
左
衛
門
井
百
姓
代
弥
平
次
、
右
両
人
之
者
二
打
郵
仕
候

二
付
、
弐
人
共
罷
帰
り
惣
身
痛
出
、
早
束
服
薬
仕
罷
有
候

得
共
、
喰
事
モ
碇
々
不
仕
、
尤
見
当
リ
ニ
疵
等
も
相
見

ヘ

不
申
候
儀
二
候
処
、
無
程
快
気
も
可
仕
卜
奉
存
居
申
候
、

何
レ
ケ
様
之
不
法
之
者
、
勿
論
御
料
村
役
之
者
私
領
百
性

共
よ
り
右
外
不
埒

二
打
郵
仕
儀
と
以
来
村
用
差
支
、
殊
ニ

用
水
之
儀
は
当
夏
中
日
々
追
々
相
互
二
余
水
等
も
往
古
よ

り
融
通
致
合
不
申
候
而
は
下
地
早
魃
之
村
方
、
手
末
之
御

田
地
亡
消
二
相
成
、
依
之
両
村
役
人
と
も
情
々
水
差
賦
い

た
し
候
所
、
右
平
十
郎
儀
村
役
之
者
を
打
郵
仕
候
二
付
、

小
前

一
統
水
入
方

二
出
申
者
共
も
、
又
々
右
同
人
傍
若
無

人
成
事
可
仕
哉
と
差
恐
相
歎
居
申
候
、
其
節
早
々
可
奉
御

訴
処
、
当
村
真
光
寺
取
扱
い
た
し
被
呉
、
先
々
差
如
罷
在

候
得
共
、
何
分
右
平
十
郎
同
寺
之
扱
を
受
不
用
、
剰
伯
父

五
兵
衛
卜
申
者
杯
同
寺

へ
雑
言
杯
申
族
依
、
猶
々
平
十
郎

言
張
無
法
之
心
底
二
而
、
余
水
等
も
差
障
り
、
只
多
年
口

論
を
望
申
族
二
御
座
候
故
、
右
奉
申
上
通
り
夏
中
日
々
入

嚇
側
醐
哉 二
難
牌
撫
す
御
輸
図
棘
効
躍
嘘
孵
嬢
彰
期
蜘
珊
勃

極
二
奉
存
候
、乍
恐
不
得
止
事
奉
願
上
候
、
右
平
十
郎
早
々

被
為
　
御
召
成
下
、
如
何
之
儀
二
而
村
役
之
者
打
郵
仕
候

哉
御
吟
味
程
奉
願
上
候
、
此
段
被
為
　
御
聞
済
成
下
候

ハ
ヽ
、
広
太
之
御
慈
悲
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

文
化
六
年
巳
七
月
　
　
　
　
　
　
　
　
忠

丘
ハ
衛

安
右
衛
門
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御
奉
行
様

右
之
通
之
書
面
を
以
明
五
日
御
呑
所
様

へ
奉
出
訴
度
候

間
、
乍
恐
写
書
奉
差
上
候

乍
恐
何
卒
別
紙
書
面
二
御
奥
印
頂
載
仕
度
奉
存
候
、
此
段

御
聞
済
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
己
上

文
化
六
年
巳
七
月

摂
州
蒐
原
郡
中
野
村

百
姓
惣
代条

　

助

年
　
寄
安
右
衛
門

木
村
周
蔵
様

御
役
所

解
　
説

中
野
村
の
幕
府
領
側
の
村
役
人
が
、
同
じ
村
の
尼
崎
藩
領

の
百
姓
、
平
十
郎
を
相
手
に
訴
え
出
た
紛
争
の
史
料
で
あ
る
。

こ
の
願
書
に
よ
る
と
、
幕
府
領
側
は
、

今
年
は
早
魃
で
、
小
前
百
姓
た
ち
は
用
水
の
引
き
取
り
を

め
ぐ

っ
て
口
論
が
絶
え
な
い
。
そ
の
た
び
に
村
役
人
が
出
て

処
理
を
し
て
い
る
。
さ
て
先
月
十
七
日
、
御
料
私
領
の
村
役

人
が
立
ち
会
い
で
、
字
東
川
か
ら
用
水
を
引
い
て
い
る
と
、

尼
崎
藩
領
の
百
姓
、
安
左
衛
門
の
枠

・
平
十
郎
が
や
っ
て
来

て
あ
れ
こ
れ
雑
言
を
は
き
、
幕
府
領
側
の
庄
屋
と
百
姓
代
を

う
ち
た
た
い
た
。
総
舅
痛
み
薬
を
飲
ん
だ
が
、
食
事
も
ろ
く

に
食
べ
ら
れ
ず
、
き
ず
は
見
当
ら
な
い
の
で
ほ
ど
な
く
治
る

と
は
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
不
法
が
あ

っ
て
は
、
今
後
何
か

と
村
用
に
差
し
支
え
る
。
こ
と
に
用
水
は
、
融
通
し
合
わ
な

い
と
田
地
が
干
上
が
る
の
で
、
両
方
の
村
役
人
も
精
々
水
を

分
か
ち
合

っ
て
い
た
の
に
、
平
十
郎
が
乱
暴
を
働
い
た
の
で
、

百
姓

一
同
恐
れ
入
っ
て
い
る
。
す
ぐ
訴
え
る
べ
き
と
こ
ろ
、

真
光
寺
が
仲
裁
に
入
っ
た
の
で
差
し
控
え
て
い
た
が
、
平
十

郎
が
仲
裁
案
を
受
け
入
れ
ず
、
伯
父
五
兵
衛
が
同
寺
に
雑
言

を
言
い
、
平
十
郎
も
増
長
す
る
あ
り
さ
ま
で
、
水
入
方
役
の

百
姓
も
い
つ
う
ち
た
た
か
れ
る
や
も
し
れ
な
い
の
で
、
や
む

を
得
ず
訴
え
出
た
―
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
史
料
は
、
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
え
出
る
た
め
に
、
木

村
周
蔵
代
官
に
、
奥
書
、
奥
印
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
関
係
史
料
は
他
に
な
く
、
こ
の
訴
え
に
ど
ん
な
背

景
が
あ

っ
た
の
か
、
平
十
郎
側
の
主
張
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
、

ま
た
結
果
は
ど
う
な
っ
た
の
か
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。

し
か
し
中
野
村
内
部
に
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
対
立
が
あ

っ
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た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
野
村
は
、
本
庄
四
ヵ

村
と
連
合
し
て
芦
屋

・
打
出
村
と
、
あ
る
い
は
本
庄
の
う
ち

三
条
村
を
相
手
に
再
三
、
水
論
を
起
こ
し
た
が
、
い
ず
れ
も

幕
府
領
中
野
村
と
、
尼
崎
藩
領
中
野
村
は
共
同
歩
調
を
取
っ

て
い
る
。
と
は
い
え
本
来

一
つ
の
村
で
あ
る
中
野
村
が
、
領

主
が
異
な
る
と
い
う
政
治
上
の
理
由
に
よ
っ
て
、
水
利
慣
行

を
め
ぐ
っ
て
鋭
く
対
立
す
る
こ
と
も
あ

っ
た
。
水
利
紛
争
の

対
立
の
根
深
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。

【‐８
　
東
川
用
水
出
入

一
件
】
①
　
　
　
　
　
小
阪
家
文
書

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
摂
州
兎
原
郡
中
野
村

深
江
村

一
、
私
共
弐
ケ
村
井
尼
崎
御
領
分
同
州
同
郡
中
野
村

・
森

村

・
三
条
村

。
津
知
村
都
合
六
ケ
村
御
田
地
用
水
之
儀

は
、
芦
屋
川
壱
之
井
手
よ
り
東
川
江
引
取
来
り
申
候
、
然

ル
処
、
先
月
十
五
日
同
晦
日
、
両
度
之
大
雨
満
水

二
付
、

井
堰
大
破
二
お
よ
ひ
候
故
、
用
水
引
取
相
成
不
申
、
臨
辟

此
節
稲
作
出
穂
之
時
節
御
座
候
故
、
井
堰
揚
ケ
ロ
場
所
之

義
、
芦
屋
村
井
私
共
村
々
立
会
及
見
、
普
請
取
掛
り
申
度

段
掛
合
申
候
処
、
彼
是
故
障
申
立
甚
難
渋
仕
候
、
全
外
谷

川
之
義

二
御
座
候
而
満
水
度
毎
川
床
相
狂
候
二
付
、
往
古

よ
り

一
之
井
手
と
申
義

ハ
川
筋
立
会
及
見
、
井
堰
揚
口
相

定
引
取
来
り
候
先
例
二
御
座
候
故
、
再
応
掛
合
候
処
、
声

屋
村
よ
り
申
候
ハ
、
東
川
井
堰
揚
口
相
替
り
候
而
ハ
、
声

屋
村
之
内
山
芦
屋
村
新
田
御
田
地
用
水
差
支
候
由
申
立
候

得
共
、
剛
之
御
田
地
勿
論
御
田
地
上
手
油
稼
水
車
四
輌
も

有
之
、
右
水
車
江
相
掛
り
候
水
ヲ
以
用
水
引
取
候
得
は
、

山
芦
屋
新
田
御
田
地
差
支
申
義

ハ
無
之
、
如
何
之
心
底
ニ

御
座
候
哉
、
彼
是
故
障
被
申
立
、
私
共
村
々
之
義

ハ
流
末

二
而
用
水
引
足
不
申
、
芦
屋
村
よ
り
大
破
之
場
所
二
而
井

堰
普
請
致
候
様
申
義

ハ
、
右
入
用
割
方
弐
歩
芦
屋
村
出
銀
、

私
共
よ
り
は
人
歩
之
出
銀
等
之
義
見
込
、
大
造
之
場
所
ニ

而
普
請
仕
候
様
申
義
、
不
得
其
意
、
乍
併
同
用
水
之
義
殊

二
芦
屋
村
は
水
上
二
御
座
候
故
、
私
共
よ
り
精
々
引
合
候

得
共
、
承
知
不
仕
、
無
拠
去
ル
十

一
日
御
奉
行
所
様

へ
右

始
末
御
訴
詔
仕
候
所
、
地
方
御
役
所
二
お
ゐ
て
段
々
御
利

解
二
御
座
候
故
、
直
様
帰
村
仕
芦
屋
村
庄
屋
年
寄
百
性
代

江
精
々
引
合
、
何
分
井
堰
普
請
不
仕
候
而
ハ
用
水
引
取
差

支
可
申
間
、
先
達
而
立
会
候
場
所
承
知
致
被
呉
候
様
掛
合

候
得
共
、
得
心
不
仕
、
依
之
御
奉
行
所
様
江
押
而
御
訴
詔

致
呉
候
様
百
性

一
統
申
候
得
共
、
御
支
配
ハ
相
替
り
候
得

共
隣
村
之
芦
屋
村
、
殊
二
水
上
村
方

二
御
座
候
間
、
且
又

私
共
村
々
困
窮
之
百
性
之
義

二
御
座
候
間
、
何
卒
陸
間
敷
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仕
度
、
尤
小
破
之
場
所
大
造
二
申
立
候
二
而
ハ
無
御
座
候

間
、
乍
恐
辻
甚
太
郎
様
御
役
所
江
御
引
合
之
上
、
井
堰
場

所
御
見
分
被
為
成
下
度
奉
願
上
候
、
前
書
奉
申
上
候
通
、

芦
屋
村
ニ
ハ
差
支
可
申
義

二
は
無
御
座
候
様
奉
存
候
、
則

墨
引
別
紙
二
奉
差
上
候
、
幾
重
二
も
御
堅
慮
被
為
成
下
度
、

何
分
出
入
二
相
成
不
申
様
仕
度
奉
存
候
、
尤
尼
崎
御
地
頭

様

へ
も
御
領
分
村
方
よ
り
是
又
奉
申
上
候
、
乍
恐
右
之
段

被
為
　
聞
召
訳
御
聞
済
被
為
　
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存

候
、
以
上
文
化
八
年
　
　
　
　
　
　
中
野
村

未
七
月
十
四
日
　
　
庄
屋
　
　
弥
三
左
衛
門

年
寄

　

安

右

衛

門

百
性
代
　
弥
　
平
　
次

深
江
村
庄
屋

　

作

右

衛

門

年
寄

　

利

右

衛

門

百
性
代
　
一騰
左

衛

門

木
村
周
蔵
様
御
役
所

解
　
説

東
川
用
水
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
寛
政
十
二
年

（
一
人
○

○
）
四
月
、
和
解
し
た
も
の
の
、
緊
張
関
係
は
な
か
な
か
解

け
ず
、
翌
享
和
元
年

（
一
人
〇

一
）
六
月
、
夏
至
入
り
の
早

い
遅
い
を
め
ぐ
っ
て
、
声
屋
村
か
ら

「故
障
」
を
申
し
立
て

た
。
こ
の
時
は
、
魚
崎
村
十
兵
衛

・
岡
本
村
喜
左
衛
門
が
、

前
年
同
様
、
仲
裁
に
入
っ
て
騒
ぎ
は
収
ま

っ
た

（『芦
資
』

②
一一一九
〇
）
。

さ
ら
に
、
文
化
六
年

（
一
人
〇
九
）
六
月
、
ま
た
も
や
水

を
め
ぐ
る
紛
争
が
起
き
た
。
本
庄
の
村
々
は
、
訴
状
を
作
り
、

訴
訟
費
用
の
割
当
な
ど
を
決
め
て
い
る

（同
、
三
九
三
十
主

九
五
）
。
こ
の
訴
訟
騒
ぎ
が
ど
う
な
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は

詳
し
く
分
か
ら
な
い
。

さ
て
、
文
化
八
年

（
一
人

一
一
）
に
な
る
と
、
六
月
二
十

五
日
と
晦
日
の
二
回
大
雨
が
降
り
、
井
堰
が
大
破
す
る
と
い

う
難
題
が
起
き
た
。
芦
屋
村
、
本
庄
五
カ
村
が
立
ち
合
い
で

修
覆
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
が
合
意
で
き
ず
、
本
庄
五
カ
村

は
、
同
年
七
月
二
十

一
日
、
大
坂
町
奉
行
所
に
声
屋
村
を
訴

え
た
。
本
庄
側
は
、
芦
屋
村
が
あ
れ
こ
れ
理
由
を
つ
け
て
修

理
普
請
に
か
か
ら
な
い
こ
と
を
批
難
し
て
い
る

（同
、
三
九

五
）。
し
か
し
、
奉
行
所
は
こ
れ
を
受
け
付
け
な
か
っ
た
ら

し
い
。
旧
中
野
村
有
文
書

「乍
恐
口
上
」
（同
、
三
九
七
）

に
よ
る
と
、
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不
行
届
之
義
二
御
座
候
二
付
、
願
下
ケ
被
成
下
候
ハ
ヽ
、

難
有
可
奉
存
候

と
、
そ
の
日
の
う
ち
に
取
り
下
げ
を
願
っ
た
。
し
か
し
そ
れ

で
紛
争
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
七
月
二
十
四
日
、
中

野
村
、
深
江
村
は
、
木
村
周
蔵
代
官
所
に
見
分
を
願
い
出
た
。

そ
の
願
書
が
①
の

「乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
」
で
あ
る
。
こ

の
時
、
本
庄
側
が
主
張
し
た
の
は
、
単
な
る
壊
れ
た
井
堰
の

修
覆
で
は
な
く
、
取
水
口
を
も

っ
と
下
流
に
下
げ
る
、
と
い

う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
根
拠
は
、
こ
の
願
書
に
よ
る
と
、

「往
古
よ
り

一
之
井
手
と
申
義
ハ
、
川
筋
立
会
及
見
、
井
堰

揚
口
相
定
引
取
来
り
候
先
例
」
、

つ
ま
り
、
利
用
村
々
が
相

談
し
て
取
水
口
を
決
め
る
の
が
先
例
で
あ
る
と
主
張
し
た
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
声
屋
村
は
、
取
水
口
が
下
流
に
変
わ
れ
ば
、

芦
屋
村
の
山
芦
屋
新
田
の
用
水
が
差
し
支
え
る
と
譲
ら
な

か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
深
江
、
中
野
両
村
は
、
山
芦
屋
新
田

は
面
積
が
狭
い
う
え
に
、
田
地
の
上
流
に
油
稼
水
車
が
四
輌

も
あ
り
、
そ
の
水
を
用
水
に
す
れ
ば
こ
と
足
り
る
は
ず
と
反

論
し
た
の
で
あ
る
。
結
局
こ
の
話
し
合
い
は
平
行
線
を
た
ど

り
、
七
月
二
十
四
日
、
①
の
願
書
で
、
木
村
周
蔵
代
官
所
に

見
分
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
深
江
、
中
野
村
は
二

十
五
日
、
木
村
代
官
所
か
ら
の
添
書
発
行
を
す
け
、
声
屋
村

の
代
官
、
辻
甚
太
郎
の
役
所
に
出
向
い
た
。
な
お
、
同
じ
史

料
が

『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇
二
、
三
九
七
頁
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

【‐８
】
②乍
恐
口
上

先
達
而
御
届
奉
申
上
候
辻
甚
太
郎
様
御
預
り
所
同
州
同
郡

芦
屋
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代
相
手
取
、
当
廿

一
日
　
御
奉
行

所
江
御
訴
詔
奉
申
上
候
所
、
願
書
不
行
届
二
付
、
御
下
ケ

奉
願
上
、
又
々
今
十
五
日
御
訴
詔
奉
申
上
候
筈
之
処
、
御

他
領
村
々
よ
り
俄
二
辻
甚
太
郎
様
御
役
所
江
罷
出
申
度
段

掛
合
二
参
申
候
二
付
、
私
共
村
々
只
今
よ
り
御
地
頭
様

ヘ

右
之
段
御
窺
申
上
度
、
依
之
此
段
御
届
奉
申
上
候
、
已
上

文
化
八
年
　
　
　
　
　
一二
条
村
庄
屋
　
作

丘
ハ
衛

印

未
七
月
十
五
日
　
　
森
村
庄
屋
　
　
源

太

郎

印

津
知
村
庄
屋
　
五
郎

兵

衛

印

中
野
村
庄
屋
　
四
郎
右
衛
門
印

御
蔵
屋
敷
御
奉
行
様
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解
　
説

②
の
口
上
書
は
、
本
庄
側
の
五
カ
村
の
う
ち
、
尼
崎
藩
領

の
村
々
の
動
き
で
あ
る
。
七
月
二
十

一
日
、
大
坂
町
奉
行
所

へ
の
訴
状
を
取
り
下
げ
た
後
、
二
十
五
日
に
再
提
訴
を
考
え

て
い
た
と
こ
ろ
、
深
江
、
中
野
両
村
か
ら
、
芦
屋
村
の
辻
甚

太
郎
代
官
所

へ
交
渉
に
行
く
と
言

っ
て
き
た
の
で
、
同
行
の

可
否
を
尼
崎
藩
に
窺
い
を
立
て
た
文
書
で
あ
る
。

【‐８
】
③
乍
恐
口
上

日
国
私
共
村
々
丼
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
深
江
村

。
中
野
村

右
村
々
よ
り
、
辻
甚
太
郎
様
御
預
り
所
芦
屋
村
相
手
取
、

去
ル
廿

一
日
井
堰
出
入
西
御
番
所
様

へ
御
訴
詔
奉
申
上
候

処
、
願
書
不
行
届
二
付
、
御
下
ケ
奉
願
上
、
又
々
今
廿
五

日
御
訴
詔
可
申
上
筈

二
申
合
仕
候
処
、
俄
二
御
他
領
村
々

よ
り
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所

へ
奉
願
上
、
辻
甚
太
郎
様
御

役
所

へ
御
引
合
被
成
下
度
段
奉
願
上
候
処
、
御
聞
届
有
之
、

則
木
村
周
蔵
様
御
役
所
よ
り
、
御
添
鏡
被
下
、
今
日
御
他

領
村
々
ニ
ハ
辻
甚
太
郎
様
御
役
所

へ
罷
出
申
候
、
依
之
私

（
マ
マ
）

共
村
々
二
も
同
様
之
義
二
御
坐
候
得
は
、
乍
恐
御
添
鏡
奉

願
上
候
、
則
御
他
領
村
々
よ
り
木
村
周
蔵
様
御
役
所
江
差

上
申
候
書
付
之
写
、
別
紙
二
奉
差
上
候
、
右
奉
申
上
候
通
、

御
聞
済
被
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
己
上

文
化
入
未
年
　
　
　
　
一二
条
村
庄
屋
　
作

丘
（
衛

印

七
月
十
五
日
　
津
知
村
庄
屋
　
五
郎

丘
ハ
衛

印

森
村
庄
屋
　
　
源

太

郎

印

中
野
村
庄
屋
　
四
郎
右
衛
門
印

戸
塚
十
郎
右
衛
門
様

解
　
説

③
の
文
書
も
、
②
の
文
書
の
関
係
史
料
で
あ
る
。
本
庄
側

の
五
ヵ
村
は
、
芦
屋
村
の
代
官
で
あ
る
辻
甚
太
郎
役
所

へ
出

か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
木
村
周
蔵
代
官
の
支
配
村
、
深
江
、

中
野
村
が
木
村
周
蔵
の
添
状
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
尼
崎

藩
領
の
村
々
と
し
て
も
、
添
状
を
発
行
し
て
欲
し
い
、
と
い

う
の
で
あ
る
。
宛
先
の
戸
塚
十
郎
右
衛
門
は
、
藩
の
役
人
で
、

文
政
十
三
年

（
一
人
三
〇
）
の

「
分
限
帳
」
３
尼
』
⑤
二
三

九
）
に
よ
る
と
、
隷
高
十

一
石
五
人
扶
持
で
、
勘
定
奉
行
と

な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
そ
の
後
の
動
向
を
、
日
付
け
を
追

っ
て
紹
介
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る

（カ
ッ
コ
内
は
、
『新
修
芦
屋
市
史
』

資
料
篇
二
の
頁
数
）。
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文
化
八
年

（
一
人

一
一
）

７

●
２８
　
芦
屋
村
代
官
辻
甚
太
郎
手
附
鈴
木
小
弥
太
の
元

へ
、
深
江

。
中
野
村
庄
屋
出
頭
。
急
い
で
普
請
を
承
知

し
て
く
れ
る
よ
う
求
め
る
が
、
交
渉
は
平
行
線

（三
九

九
）
。

７

●
３０
　
芦
屋
、
本
庄
双
方
連
名
で
辻
代
官
所
出
張
所
ヘ

８
月
Ｈ
日
ま
で
日
延
べ
願
い

（三
九
九
）
。

３

●
９
　
芦
屋
村
安
楽
寺
に
て
、
訊
方
立
会
。
芦
屋
村
は

打
出
村
も
立
ち
会
う
こ
と
を
求
め
た
が
、
本
庄
側
が
拒

否

（四
Ｏ
Ｏ
。
打
出
村
は
、
声
屋
村
が
芦
屋
川
か
ら
取

水
し
た
用
水
の

一
部
を
利
用
す
る
権
利
を
持
っ
て
い

た
）
。

８

・
‐３
　
芦
屋

・
本
庄
双
方
連
名
で
、
辻
代
官
所
出
張
所

（五
条
御
役
所
）

へ
、
２５
日
ま
で
日
延
べ
願
い

（四
〇

一
）
。

３

・
‐８
　
本
庄
側
、
辻
代
官
出
張
所
へ
重
ね
て
新
取
水
口

の
普
請
場
見
分
願
い

（四
〇
二
）
。

８

・
２２
　
芦
屋
、
本
庄
、
双
方
連
名
で
辻
代
官
出
張
所
ヘ

晦
日
ま
で
日
延
べ
願
い

（四
〇
二
）。

８

●
２３
　
打
出
村
が
木
村
周
蔵
代
官
所
に
紺
し
、　
一
の
井

手
の
普
請
に
は
往
古
よ
り
立
会
権
を
持
ち
費
用
も
負
担

し
て
き
た
こ
と
を
主
張
。
打
出
村
は
当
事
者
で
あ
る
こ

と
を
認
め
、
旧
取
水
国
の
復
元
を
要
求

（四
〇
五
）。

８

●
２４
　
木
村
周
蔵
代
官
所
は
、
打
出
村
が
芦
屋
村
と
共

同
で

一
の
井
手
の
普
請
に
立
ち
会

っ
て
来
た
と
い
う
話

に
基
づ
き
、
深
江
、
中
野
村
に
対
し
、
打
出
村
と
も
話

し
合
う
よ
う
通
達

（四
〇
三
）。

９

・
２０
　
深
江

・
中
野
村
が
打
出
村
へ
出
か
け
、
い
ず
れ

声
屋
村
と
和
解
に
達
す
る
の
で
、
差
し
控
え
て
く
れ
る

よ
う
依
頼

（四
〇
四
）。

９

●
２２
　
森
村
神
主
の
元
で
、
声
屋

。
本
庄
が
会
合
。
下

流
で
の
新
し
い
取
水
口
設
置
に
対
し
芦
屋
村
は
拒
否

（四
〇
四
）
。

９

ｏ
２３
　
本
庄
と
打
出
村
の
交
渉
ま
と
ま
ら
ず

（四
〇

四
）。

９

ｏ
２５
　
打
出
村
が
取
水
口
を
こ
れ
ま
で
と
同
じ
所
に
設

置
す
る
こ
と
を
求
め
、
木
村
代
官
所
に
再
度
日
上
書
を

提
出

（四
〇
五
）。

９

・
２７
　
本
庄
五
カ
村
が
相
談
の
上
、
打
出
村
の
こ
と
に

関
し
、
本
村
代
官
所
へ
口
上
書
を
提
出
。
本
庄
側
は
①

寛
政
Ｈ
年
に
芦
屋
村
と
の
水
論
が
あ
り
、
そ
の
後
年
々

普
請
が
あ

っ
た
が
、
打
出
村
は
立
ち
合
わ
ず
、
費
用
の

分
担
も
し
な
か
っ
た
②
東
川
用
水
は
、
芦
屋
村
と
本
庄
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と
で
井
組
を
作

っ
て
い
る
の
で
、
打
出
村
は
組
合
違
い

で
あ
る
―
を
理
由
に
、
打
出
村
が
芦
屋
村
に
付
き
添
い

と
し
て
出
頭
す
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
立
会
は
認
め
ら

れ
な
い
と
主
張

（四
〇
七
）
。

９

・
３０
　
深
江

。
中
野

・
打
出
三
ヵ
村
が
木
村
周
蔵
代
官

に
、
打
出
村
の
立
会
を
認
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、

他
村
や
小
前
百
姓
と
の
話
し
合
い
が
残

っ
て
お
り
、
１０

月
１０
日
ま
で
日
延
べ
を
申
請

（四
〇
八
）。

‐Ｏ

ｏ
４
　
中
野

・
深
江
村
、
木
村
周
蔵
代
官
所
に
対
し
「
新

し
く
計
画
し
た
取
水
口
に
つ
い
て
は
取
り
や
め
た
い
の

で
、
屈
け
る
」
と
口
上
書
を
提
出

（四
〇
九
）
。

‐Ｏ

ｏ
６
　
本
庄
エ
カ
村
が
、
辻
甚
太
郎
代
官
出
張
所
に
対

し
、
「在
来
之
場
所

二
而
破
損
相
繕
」
と
し
て
、
計
画

断
念
を
届
け
る
。
理
由
は

「水
組
同
志
之
儀
二
争
論

ニ

相
成
候
而
は
何
分
歎
ケ
敷
奉
存
候
」
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
同
日
、
中
野

・
深
江
両
村
が
、
願
い
を
取
り
下
げ

た
旨
、
木
村
代
官
所
に
報
告

（四

一
〇
）
。

こ
う
し
て
、
取
水
国
の
つ
け
か
え
の
計
画
は
、
本
庄
側
が

計
画
を
取
り
下
げ
る
形
で
、
い
っ
た
ん
紛
争
は
収
ま

っ
た
の

で
あ
る
。

【‐９
　
打
出
村
と
の
出
入
に
つ
き
申
合

一
札
】
小
阪
家
文
書

申
合

一
札
之
事

往
古
よ
り
東
川
用
水
之
儀
は
、
本
庄
五
ケ
村
井
芦
屋
村
立

合
分
水

二
御
座
候
処
、
自
然
打
出
村
よ
り
井
堰
立
会
之
義

申
掛
、
出
入
二
相
成
候
ハ
ヽ
、
幾
年
相
懸
り
候
共
、
出
入

中
諸
入
用
割
方
左
之
通
り

一
、
飯
代
井
諸
色

一
日
壱
人
前
、
銀
三
匁
宛

一
、
参
会
之
節
、
銘
々
弁
当
井
酒
持
参

一
、
参
会
席
料
之
俵
は
、
追
而
取
斗
可
致
候

但
シ
五
ケ
村
江
抱
り
候
諸
入
用
分
左
之
通
り

川
割
三
歩
五
厘

反
割
三
歩
五
厘

村
割
三
歩

三
条
村
畦
垣
内
、
是
迄
之
振
合

右
之
通
り
五
ケ
村

一
統
申
合
候
、
然
ル
上
は
、
右
出
入
中

破
談
之
村
方
有
之
候
ハ
ヽ
、
入
用
何
程
相
懸
り
候
共
、
其

村
方
よ
り
急
度
出
銀
可
致
候
、
其
時

一
言
之
子
細
申
間
敷

候
、
尤
連
判
之
人
数
無
不
参
罷
出
可
申
候
、
為
後
日
申
堅

一
札
、
如
件

文
化
八
年
未
十
月
八
日
中
野
村
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門
⑩

同

村

年

寄

安

右

衛

門
⑩

同
村
頭
百
性
　
弥
　
平
　
治
⑩
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同

村

庄

屋

同

村

年

寄

同
村
頭
百
性

深
江
村
庄
屋

同

村

年

寄

同
村
頭
百
性

森

村

庄

屋

同

村

年

寄

同
村
頭
百
性

三
条
村
庄
屋

同

村

年

寄

同
村
頭
百
性

津
知
村
庄
屋

同

村

年

寄

同
村
頭
百
性

都
合
拾
人
人

四
郎
右
衛
門
⑩

義
左
衛

門
⑪

弥

一二

七

⑩

作
右
衛

門
⑪

利
右
衛

門
⑪

茂
左
衛

門
⑪

源

太

郎

⑪

治
左
衛

門
⑪

善
右
衛

門
⑪

作
　
丘
（　
衛
③

エハ
　
丘
（　
衛
⑪

伊
右
衛

門
⑩

五
郎
兵
衛
⑪

四
郎
左
衛
門
⑪

弥
右
衛

門
⑩

解
　
説

一
の
井
堰
の
取
水
口
を
下
流
に
移
す
、
と
い
う
本
庄
側
の

計
画
は
、
前
号
資
料
の
解
説
で
ふ
れ
た
通
り
、
本
庄
側
が
断

念
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
ま
ず
落
ち
着
い
た
が
、
も
う

一
点
、

打
出
村
を
用
水
組
合
の
正
規
の
構
成
員
と
し
て
認
め
る
か
ど

う
か
、
と
い
う
重
要
な
問
題
が
あ

っ
た
。
本
庄
五
カ
村
は
、

芦
屋
村
と
の
紛
争
を
終
結
さ
せ
た
後
で
も
、
や
は
り
こ
の
点

に
は
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
打
出
村
と
の
訴
訟
を
想
定
し

て
作
成
し
た
申
合
書
が
、
こ
の
資
料
で
あ
る
。
主
に
、
会
合

な
ど
の
費
用
の
分
担
と
、
そ
の
誓
約
が
中
心
で
、
こ
の
年
の

七
月
十
八
日
、
声
屋
村
を
相
手
と
し
て
取
り
決
め
た
申
合
書

と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る

（『芦
資
』
②
四
〇
人
）
。
そ
し
て
そ

の
三
日
後
の
七
月
二
十

一
日
、
大
坂
町
奉
行
所
に
訴
状
を
提

出
し
て
い
る

（同
、
三
九
五
）。

こ
う
し
た
前
例
に
習
う
か
の
よ
う
に
、
深
江

。
中
野
両
村

は
、
申
し
合
わ
せ
を
行

っ
た
四
日
後
の
十
月
十
二
日
、
「打

出
村
を
普
請
の
立
会
と
し
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

す
る
口
上
書
を
木
村
代
官
所
に
提
出
す
る
に
至
る

（同
、
四

一
〇
）。
こ
の
口
上
書
は
、
前
号
資
料
の
解
説
の
項
で
も
ふ

れ
た
通
り
、
九
月
晦
日
に
、
十
月
十
日
ま
で
の
日
延
べ
を
申

請
し
て
お
り

（同
、
四
〇
八
）
、
そ
の
結
論
と
し
て
届
け
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
口
上
書
で
は

「
帰
村
之
上
、
小
前
百
姓

へ
御
利
解
之

趣
精
々
申
聞
候
処
、
打
出
村
よ
り
立
会
義
承
知
不
仕
」
と
書

い
て
お
り
、
深
江

。
中
野
両
村
の
村
役
人
が
自
村
の
小
前
百
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姓
を
説
得
し
た
が
、
納
得
し
な
か
っ
た
、
と
し
た
う
え
で
、

そ
の
理
由
と
し
て
、

①
打
出
村
は
、
寛
政
十

一
年
の
声
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
と

の
水
論
に
か
か
わ
ら
な
か
っ
た
。

②
元
来
、
用
水
組
合
に
加
わ
っ
て
お
ら
ず
、
井
堰
入
用
の

分
担
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

③
芦
屋
村
の
取
り
分
の
用
水
の

一
部
を
も
ら
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
見
返
り
に
、
芦
屋
村
に
少
々
分
担
銀
を
出
し
て
い

る
に
過
ぎ
な
い
。

④
寛
政
の
水
論
以
来
、
十
三
年
に
な
り
、
普
請
は
た
び
た

び
行

っ
て
い
る
が
、
打
出
村
に
出
銀
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
は

な
く
、
普
請
に
立
会
っ
た
こ
と
も
な
い
。
今
更
、
立
会
を
認

め
る
と
い
う
の
は
、
全
く
新
規
の
こ
と
に
な
り
、
小
前
百
姓

も
、
私
領
の
村
々
も
認
め
な
い
―
―
な
ど
を
あ
げ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
喪
屋
善
八

（代
人
弥
兵
衛
）
・
田
中
村
庄

屋
彦
右
衛
門

・
近
江
屋
清
兵
衛
が
仲
裁
に
入
り
、
交
渉
が
続

い
た
。
十
月
晦
日
に
は
、
年
貢
上
納
に
差
し
支
え
る
と
の
理

由
で
、
い
っ
た
ん
帰
村
を
願
い
出
、
十

一
月
十
三
日
ま
で
の

日
延
べ
を
申
請
。
十

一
月
十
五
日
ご
ろ
に
は
、
再
び
、
大
坂

に
出
頭
し
た
ら
し
い

（同
、
四

一
二
）。

こ
の
前
後
の
詳
し
い
事
情
は
、
資
料
が
な
く
、
不
明
で
あ

る
。
そ
し
て
、
十
二
月

一
日
、
打
出
村
が
願
い
を
取
り
下
げ

る
と
い
う
形
で
、
合
意
に
達
し
、
打
出

・
中
野

。
深
江
の
三
ヵ

村
、
仲
裁
人
の
三
人
が
そ
れ
ぞ
れ
連
名
で
、
木
村
周
蔵
役
所

に
口
上
書
を
提
出
し
た
。
念
の
た
め
、
そ
の
口
上
の

一
節
を

引
用
す
る
と
、
（同
、
四

一
三
）
、

用
水
井
堰
普
請
立
会
有
無
之
儀
、
打
出
村
よ
り
中
野
村

。

深
江
村
相
手
取
御
利
解
奉
願
上
候
処
、
両
村
役
人
被
召
出

精
々
御
利
解
被
成
下
侯
趣
難
有
奉
恐
入
候
、
以
来
実
意
ヲ

以
取
繕
候
様
可
仕
候
間
、
何
卒
此
度
之
願
御
下
ケ
被
成
下

候
様
仕
度
、
依
之
双
方
連
印
ヲ
以
奉
申
上
候

と
な
っ
て
い
る
。
遠
回
し
の
表
現
に
な

っ
て
い
る
が
、
打
出

村
よ
り
願
い
を
出
し
た
が
、
願
い
を
取
り
下
げ
た
い
、
と
い

う
の
が
骨
子
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
文
化
八
年
七
月
、
ま
ず
本
庄
五
ヵ
村
が
、　
一

の
井
手
の
取
水
口
を
下
流
に
付
け
替
え
た
い
と
し
て
、
声
屋

村
を
相
手
に
起
こ
し
た
訴
訟
は
、
当
初
、
大
坂
町
奉
行
所
に

提
出
さ
れ
た
が
す
ぐ
取
り
下
げ
ら
れ
、
芦
屋
村
の
代
官
辻
甚

太
郎
に
対
し

「
取
水
口
普
請
の
た
め
の
見
分
願
い
」
と
し
て

形
を
変
え
、
十
月
六
日
、
本
庄
側
が
取
り
下
げ
る
と
い
う
形

で
決
着
が
つ
け
ら
れ
た
。

そ
の

一
方
で
、
打
出
村
が
同
年
人
月
、
今
度
は
深
江
、
中
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野
両
村
を
相
手
に
、
水
利
権
と
普
請
で
の
分
担
金
を
根
拠
に
、

普
請
立
会
を
求
め
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
深
江

。
中
野
村

は
納
得
せ
ず
、
十
二
月

一
日
に
至
っ
て
、
今
度
は
打
出
村
が

願
い
を
取
り
下
げ
る
形
で
収
拾
が
つ
い
た
。

な
お
、
『新
修
声
屋
市
史
』
本
篇
で
は
、
こ
の
二
つ
の
紛

争
を
、
全
く
同

一
の
も
の
と
し
て
叙
述
し
て
い
る
た
め
に
、

事
実
経
過
が
不
正
確
で
あ
る

（本
篇
、
五
〇
四
頁
、
【２０
】

①
解
説
参
照
）
。

【２〇
　

一
の
井
堰
普
請
に
つ
き
訴
状
等
控
帳
】
①小
阪
家
文
書

文
化
九
申
年
三
月

東
川
用
水

一
之
井
堰
出
入

三
条
村
庄
屋作
兵
衛

願
人
　
　
　
　
　
　
深
江
村

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
　
中
野
村

同
　
断

　

森
　
村

三
条
村

津
知
村

右
村
々
庄
屋
年
寄
頭
百
姓

辻
甚
太
郎
様
御
代
官
所

同
州
同
郡
　
芦
屋
村

相
手
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
年
寄
頭
百
姓

一
、
右
相
手
芦
屋
村
井
私
共
本
庄
五
ケ
村
、
都
合
六
ケ
村
井

組
御
田
地
用
水
之
儀
は
、
六
甲
山
谷
川
流
芦
屋
川
上
、
字

一
ノ
井
手
よ
り
東
川
江
引
取
罷
在
候
、
然
ル
処
、
昨
未
年

夏
度
々
満
水
二
而
、
右
用
水
井
堰
切
離
、
殊
外
及
大
破
候

二
付
、
当
春
早
々
よ
り
井
堰
普
請
仕
度
段
、
芦
屋
村
へ
再

応
及
懸
合
二
、
催
促
仕
候
得
共
、
同
村
如
何
之
心
底
差
挟

候
哉
、
彼
是
故
障
申
、
右
普
請
取
掛
り
之
儀
差
延
難
渋
至

極
二
奉
存
候
、
尤
容
易
成
普
請
二
而
ハ
無
之
御
座
候
得
は
、

乍
恐
御
訴
詔

用
水
井
堰
普
請
差
障
出
入

木
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
中
野
村
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一
日
成
と
も
過
急
二
取
掛
り
度
奉
存
候
、
最
早
用
水
入
用

之
時
節

二
程
も
無
之
及
折
柄
二
、
殊
之
外
取
急
候
得
共
、

何
分
同
村
よ
り
菟
哉
角
差
障
二
日
ヲ
延
申
候
、
追
日
御
田

地
植
付
二
差
掛
井
堰
無
之
候
段
、
百
姓

一
統
歎
ケ
敷
奉
存

候
、
迪
も
下
と
し
て
可
仕
様
無
御
座
候
間
、
不
得
止
事
、

御
訴
詔
奉
申
上
候
、
右
芦
屋
村

。
本
庄
五
ケ
村
立
会
之
上
、

井
堰
普
請
取
掛
り
呉
候
様
、
乍
恐
何
卒
芦
屋
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代
急
速
被
為
　
御
召
成
、
是
迄
年
々
取
繕
方
之
姿
フ

以
立
会
、
過
急

二
普
請
取
掛
り
候
様
被
為
仰
付
被
下
度
奉

願
上
候
、
右
始
末
被
為
　
聞
召
上
被
為
　
仰
付
被
下
候

ハ
ヽ
、
御
慈
悲
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

文
化
九
年
　
　
　
　
　
　
中
野
村
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門

申
二
月
廿
五
日
　
　
　
　
頭
百
姓
　
条
　
　
　
助

同
村
庄
屋
　
　
四
郎
右
衛
門

百
姓
代
　
甚

右

衛

門

深
江
村
庄
屋
　
作

右

衛

門

頭
百
姓
　
惣
　
次
　
郎

森
村
庄
屋
　
　
源
　
太
　
郎

頭
百
姓
　
土
口
　
丘
（　
衛

三
条
村
庄
屋
　
作
　
丘
ハ　
衛

頭
百
姓

伊

右

衛

門

津
知
村
庄
屋
　
五

郎

丘
（
衛

頭
百
姓
　
弥
右
衛
門

御
奉
行
様

解
　
説

前
号
資
料
の
解
説
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、　
一
の
井
堰
の
破
損

を
契
機
と
し
て
、
本
庄
五
カ
村
が
、
取
水
口
を
下
流
に
付
け

替
え
よ
う
と
す
る
訴
訟
は
、
文
化
八
年
十
月
六
日
に
、
い
っ

た
ん
和
解
に
達
し
た
。
し
か
し
、
翌
年
、
再
発
す
る
こ
と
に

な
る
。
『新
修
芦
屋
市
史
』
で
は
、
八
年
か
ら
の
紛
争
が
解

決
せ
ず
、
年
を
越
し
、
五
月
に
大
坂
町
奉
行
所

へ
再
度
訴
状

を
出
し
た
と
し
て
い
る
が
、
史
料
に
見
落
と
し
が
あ
り
、
事

実
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、
い
っ
た

ん
芦
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
は
、
和
解
に
達
し
た
が
、
翌
九
年

二
月
、
本
庄
側
が
再
提
訴
し
た
の
で
あ
る
。

①
が
、
そ
の
訴
状
で
あ
る
。
訴
状
で
は
、
昨
年
夏
に
用
水

井
堰
が
切
れ
、
春
か
ら
普
請
に
か
か
ろ
う
と
す
る
が
、
声
屋

村
は
着
工
を
差
し
延
ば
し
て
い
る
。
ど
う
か
、
芦
屋
村
を
召

喚
し
、
五
カ
村
と
立
会
の
う
え
、
修
復
す
る
よ
う
命
じ
て
欲

し
い
―
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

【２０
】
②
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乍
恐
口
上

一
、
辻
甚
太
郎
様
御
代
官
所
摂
州
兎
原
郡
芦
屋
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代
相
手
取
、
用
水
井
堰
普
請
差
障
出
入
、
今
日
奉
願

上
候
処
、
御
礼
之
上
不
行
届
之
儀
有
之
二
付
、
御
願
下
仕

度
奉
存
候
、
乍
恐
此
段
御
聞
済
被
為
　
成
下
候
ハ
ヽ
、
難

有
奉
存
候
、
已
上

文
化
九
年
　
　
　
　
　
　
木
村
周
蔵
御
代
官
所

申
二
月
十
五
日
　
　
　
　
摂
州
兎
原
郡
村
々庄
屋
頭
百
姓

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
村
々
庄
屋
頭
百
姓

御
奉
行
様

解
　
説

②
は
、
い
っ
た
ん
出
し
た
訴
状
の
取
り
下
げ
書
で
あ
る
。

「不
行
届
之
儀
有
之
」
と
い
う
だ
け
で
、
理
由
は
記
し
て
い

な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
昨
年
十
月
の
和
解
を
背
景
に
、
奉
行

所
か
ら
、
訴
状
を
取
り
下
げ
、
話
し
合
い
で
解
決
す
る
よ
う

説
得
さ
れ
た
こ
と
は
、
十
分
考
え
う
る
。
前
年
七
月
二
十

一

日
に
、
本
庄
五
カ
村
が
提
訴
し
た
時
も
全
く
同
じ
こ
と
が

あ

っ
た

（『芦
資
』
②
三
九
七
）
。

【２０
】
③

乍
恐
御
訴
詔

木
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
中
野
村

用
水
井
堰
普
請
差
障
出
入
　
　
　
　
願
人
　
　
深
江
村

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
　
中
野
村

森
　
村

三
条
村

津
知
村

右
村
々
庄
屋
年
寄
頭
百
姓

辻
甚
太
郎
様
御
代
官
所

同
州
同
郡
　
芦
屋
村
庄
屋

相
手
　
　
　
年
寄
頭
百
姓

一
、
右
相
手
芦
屋
村
井
私
共
本
庄
五
ケ
村
、
都
合
六
ケ
村
井
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組
御
田
地
用
水
之
義
は
、
六
甲
山
谷
川
流
芦
屋
川
上
字

一

之
井
堰
よ
り
東
川
江
引
取
罷
在
候
、
然
処
、
昨
未
年
夏
以

来
度
々
満
水
二
而
、
右
用
水
井
堰
切
離
、
殊
外
及
大
破
候

二
付
、
当
春
早
々
よ
り
井
堰
普
請
仕
度
由
ヲ
以
、
芦
屋
村

へ
再
三
及
掛
合
、
催
促
仕
候
得
共
、
同
村
如
何
之
心
底
差

挟
候
哉
、
彼
是
故
障
申
、
右
普
請
取
懸
り
之
義
、
為
致
廷

引
難
渋
至
極
奉
存
候
、
尤
容
易
成
普
請

二
而
無
御
座
候
得

ハ
、　
一
日
成
と
も
過
急
二
築
立
致
度
掛
合
申
候
、
尤
右
同

村
私
共
五
ケ
村
都
合
六
ケ
村
立
会
井
堰
と
申
候
は
、
高
山

之
谷
口
山
川
之
出
水
、
大
川
ヲ
堰
留
申
場
所
二
御
座
候
、

依
之
春
夏
は
時
不
成
急
雨
満
水
多
、
時
々
破
損
仕
候
、
且

小
破
修
覆

ハ
私
共
村
々
水
掛
り
多
分
二
付
、
五
ケ
村
よ
り

年
々
致
来
候
、
其
外
可
為
普
請
義

ハ
、
入
用
人
足
割
方
芦

屋
村

へ
弐
歩
、
五
ケ
村

へ
八
歩
、
都
合
六
ケ
村
割
賦
仕
候
、

則
享
和
元
酉
年
以
前

ハ
右
割
方
未
定
か
不
成
故
、
時
之
振

合
ヲ
以
、
割
方
も
仕
候
得
共
、
其
以
来
ハ
右
弐
歩
人
歩
之

割
方

二
相
決
、
右
六
ケ
村
よ
り
出
銀
致
来
候
、
則
右
割
賦

帳
奉
備
御
上
覧
二
候
、
猶
又
今
般
井
堰
普
請
殊
外
成
大
破

二
而
、
下
地
之
井
手
流
落
、
今
は
無
姿
も
荒
、
砂
川
と
相

成
、
至
而
大
仰
成
普
請
、
余
程
之
日
数
無
之
候
而
ハ
、
中
々

難
出
来
と
奉
存
候
而
、
早
春
よ
り
日
毎
二
催
促

二
お
よ
ひ

候
処
、
結
句
隙
取
無
益
之
日
を
費
し
井
堰
築
立
無
覚
束
奉

存
候
、
尤
私
共
五
ケ
村
よ
り
井
堰
普
請

へ
取
懸
り
度
段
百

姓

一
同
申
立
候
得
共
、
菟
角
右
外
芦
屋
村
之
心
底
如
何
敷

奉
存
候

二
付
、
自
然
口
論

二
相
成
候
而
ハ
後
難
之
程
奉
恐

入
、
捨
置
候
而
ハ
無
程
御
田
地
植
付
用
水
差
支
、
迫
も
下

と
し
て
可
仕
様
も
無
御
座
候
間
、
不
得
止
事
、
乍
恐
御
訴

詔
奉
申
上
候
、
何
卒
芦
屋
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代
、
急
速
被

為
御
召
成
下
、
前
書
奉
申
上
候
通
り
、
最
早
追
日
植
付
ニ

程
も
無
御
座
時
節
二
相
成
候
得
は
、
過
急
二
立
会
井
堰
普

請
取
懸
り
候
様
被
為
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候
、
右
■
願
之

始
末
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
広
太
之
御
慈
悲
難
有
奉
存

候
、
以
上

文
化
九
年
　
　
　
　
　
木
村
周
蔵
御
代
官
所

申
三
月
廿
七
日
　
　
摂
州
兎
原
郡
中
野
村

庄
屋
　
　
弥
三
左
衛
門

頭
百
姓
　
条
　
　
　
助

右
同
断
深
江
村

庄
屋

　

作

右

衛

門

頭
百
姓
　
物
心　
次
　
郎

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
中
野
村

庄
屋
　
　
四
郎
右
衛
門

頭
百
姓
　
甚

右

衛

門
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森
村
庄
屋
　
　
源
　
太
　
郎

頭
百
姓
　
土
口
　
丘
（　
衛

三
条
村
庄
屋
　
作
　
丘
（　
衛

年
寄
　
　
エハ
　
丘
（　
衛

津
知
村
年
寄
　
四
郎
左
衛
門

頭
百
姓
　
弥

右

衛

門

御
奉
行
様

解
　
説

③
は
、
②
で
取
り
下
げ
た
願
書
を
、
再
度
提
出
し
た
も
の

で
あ
る
。

訴
状
で
は
、
ま
ず
始
め
に
、
昨
夏
以
来
の
破
損
部
分
を
普

請
し
よ
う
と
し
た
が
、
声
屋
村
が
か
れ
こ
れ
主
張
し
て
、
着

手
で
き
な
い
と
、
①
の
訴
状
で
主
張
し
た
内
容
を
繰
り
返
し

た
後
で
、
次
の
よ
う
に
主
張
し
て
い
る
。

ω
小
破
の
時
は
、
本
庄
五
カ
村
が
修
理
を
し
て
き
た
。

②
そ
れ
以
外
の
時
は
、
入
用

。
人
足
に
つ
い
て
は
、
声
屋

村
が
三
割
、
五
カ
村
が
入
割
で
分
担
し
て
来
た
。

０
享
和
元
年

（
一
人
〇

一
）
ま
で
は
、
そ
の
取
り
決
め
が

な
く
、
そ
の
時
ご
と
に
相
談
し
て
分
担
し
て
来
た
。
こ
の
よ

う
に
、
六
カ
村
で
普
請
し
て
き
た
。

⑭
今
回
は
こ
と
の
ほ
か
大
破
し
て
お
り
、
井
手
は
流
れ
落

ち
、
姿
形
も
な
く
、
砂
川
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

本
庄
の
村
々
は
、
こ
の
よ
う
に
主
張
し
、
早
期
着
工
を
求

め
た
の
で
あ
る
。

【２０
】
④
乍
恐
口
上

一
、
辻
甚
太
郎
様
御
預
り
所
摂
州
兎
原
郡
芦
屋
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代
相
手
取
、
井
堰
普
請
差
障
出
入
、
今
日
御
訴
詔
奉

申
上
侯
所
、
如
何
之
訳
二
而
芦
屋
村
よ
り
普
請
差
延
シ
候

哉
、
御
礼
御
座
候
、
乍
恐
左

二
奉
申
上
候

一
、
字

一
之
井
堰
と
申
候
は
、
芦
屋
川
上
堰
留
不
申
候
而
ハ
、

私
共
五
ケ
村
用
水

一
切
引
取
出
来
不
申
、
千
川
と
相
成
申

候
、
相
手
芦
屋
村
之
儀
ハ
井
堰
其
儘
差
置
候
得
ハ
、
大
川

へ
落
水
仕
候
故
、
御
田
地
大
半
有
之
候
二
付
、
勝
手

二
相

成
申
候
、
右
等
之
心
底
差
挟
候
哉
、
菟
角
私
共
村
々
ケ
様

之
難
義
為
致
候
と
奉
存
候
間
、乍
恐
此
段
被
為
　
聞
召
上
、

急
速
声
屋
村
庄
屋
年
寄
百
姓
代
御
召
之
上
、　
一
日
も
過
急

二
普
請
取
掛
り
候
様
被
為
　
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
仕

合
奉
存
候
、
己
上

文
化
九
年
　
　
　
　
　
　
摂
州
兎
原
郡
村
々

申
三
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
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年
寄
頭
百
姓

御
奉
行
様

解
　
説

④
の
史
料
は
、
訴
状
を
提
出
す
る
に
際
し
て
、
本
庄
の
村
々

が
、
意
見
を
追
加
し
た
形
で
上
申
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
庄

側
は
、
ω
芦
屋
川
の
上
流
で
堰
留
を
し
な
け
れ
ば
、　
一
の
井
堰
用

水
に
は
水
は
流
れ
込
ま
ず
、
千
川
と
な
る

②

一
方
、
声
屋
村
の
方
は
、
そ
の
水
が
行
き
渡

っ
て
い
る

と
主
張
し
て
工
事
の
早
期
着
工
を
求
め
た
の
で
あ
る

さ
て
、
本
庄
五
カ
村
で
は
、
事
態
の
緊
迫
化
を
受
け
、
文

化
九
年
四
月
、
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
た

（『本
山
村
誌
』
史

料
編
、
八
〇
頁
。
な
お
原
史
料
は
、
芝
切
義
寛
氏
文
書
）。

こ
の
申
し
合
わ
せ
で
は
、

①
経
費
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
七
月
の
申
し
合
わ
せ
に
よ

る
が
、
倹
約
に
努
め
る
こ
と
。
禁
酒
で
、
や
む
を
得
な
い
場

合
は
人
数
割
当
に
す
る
こ
と
。

②
関
係
者
が
多
く
、
借
宅
し
て
い
る
の
で
、
野
菜
な
ど
あ

り
あ
わ
せ
の
も
の
で
ま
か
な
い
、
魚
な
ど
買
わ
な
い
こ
と
。

①
参
会
の
時
は
弁
当
持
参
。

い
病
気
は
特
別
と
し
て
、
大
坂
に
出
か
け
る
時
に
は
、
私

用
や
村
用
を
理
由
に
欠
席
し
な
い
こ
と
。

な
ど
が
骨
子
に
な
っ
て
い
る
。
「昨
年

（文
化
八
年
）
七
月

の
申
し
合
わ
せ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
化
八
年
に
も
紛
争
が

あ
り
、
そ
の
事
件
の
経
緯
は
既
に
見
た
よ
う
に
明
ら
か
だ
が
、

こ
こ
に
い
う

「昨
年
七
月
の
申
し
合
わ
せ
」
の
資
料
は
未
見

で
あ
る
。

さ
て
、
＞」う
し
て
本
庄
側
は
結
束
を
固
め
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
訴
訟
は
意
外
に
早
く
、
五
月
に
は
決
着
を
見
た
Ｓ
芦
資
』

②
四

一
五
）
。
こ
の

「為
取
替
証
文
之
事
」
に
よ
る
と
、

ω
訴
訟
は
、
例
の
如
く

「
地
頭
下
げ
」
と
な
り
、
木
村
周

蔵
代
官
所
で
、
「御
三
分
御
立
会
」
の
う
え
、
純
明
が
行
わ

れ
た
。
本
庄
五
カ
村
が

「
一
の
井
堰
は
本
庄
五
カ
村
と
芦
屋

村
の
計
六
ヵ
村
の
立
会
水
利
施
設
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
の

に
対
し
、
声
屋
、
打
出
両
村
は
「本
庄
五
カ
村
と
芦
屋
庄
ニ
カ

村

（芦
屋

・
打
出
村
）
の
計
七
ヵ
村
の
立
会
水
利
施
設
」
と

反
論
し
た
。
そ
こ
で
、
山
本
村
（現

・
宝
塚
市
）
、
大
西
村
（現

・

尼
崎
市
）、
大
石
村

（現

・
神
戸
市
）
、
今
津
村

（現

。
西
官

市
）
の
四
人
の
庄
屋
の
仲
裁
で
和
解
し
た
。

図

一
の
井
堰
が
破
損
し
た
場
合
の
普
請
は
、
今
後
打
出
村

も
含
め
た
七
ヵ
村
立
会
で
相
談
し
て
行
う
。
我
意
を
主
張
し
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て
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
い
時
は
、
そ
の
村
を
除
外
し
て
、
早

急
に
着
工
す
る
。

倒
急
な
雨
で
大
破
の
時
は
早
急
に
堰
止
め
、
差
し
支
え
な

い
よ
う
す
る
こ
と
。

い

一
の
井
堰
に
関
わ
る
普
請
が
生
じ
た
時
、
少
破
の
場
合

は
、
取
水
番
の
村
が
急
い
で
繕
い
、
そ
の
旨
を
廻
状
で
村
々

に
知
ら
せ
、
程
度
に
よ
り
立
会
す
る
こ
と
。
た
だ
し
急
に
破

損
し
た
場
合
で
も
芦
屋
村
に
は
届
け
る
こ
と
。

⑬

一
の
井
堰
に
関
わ
る
普
請
の
入
用
、
人
足
割
は
、
本
庄

五
ヵ
村
で
人
割
、
芦
屋
庄
二
ヵ
村
で
三
割
を
負
担
す
る
。

０
今
回
の
合
意
は
、
普
請
に
関
し
て
で
あ

っ
て
、
水
利
権

に
ま
つ
わ
る
も
の
で
は
な
い
。

以
上
の
和
解
の
文
書
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
文
化
九
年

の
紛
争
は
、
打
出
村
を
水
利
権
の
あ
る
村
と
し
て
認
知
す
る

こ
と
を
求
め
、
さ
も
な
く
ば
工
事
に
協
力
し
な
い
と
す
る
芦

屋
村
と
、
早
期
着
工
を
求
め
る
本
庄
五
カ
村
と
の
紛
争
だ
っ

た
。
文
化
八
年
の
紛
争
は
、
下
流
へ
の
取
水
口
付
け
替
え
を

求
め
た
本
庄
五
カ
村
と
、
そ
れ
を
新
規
と
し
て
反
対
す
る
芦

屋
村
の
紛
争
、　
一
の
井
堰
普
請

へ
の
立
会
を
求
め
る
打
出
村

と
そ
れ
を
拒
む
深
江

・
中
野
村
の
紛
争
。
こ
の
二
つ
が
、
深

い
か
か
わ
り
を
も
ち
な
が
ら
、
別
の
も
の
と
し
て
同
時
並
行

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
文
化
八
年
と
九
年
の
三
つ
の
紛
争
は
、

争
点
の
異
な
る
紛
争
で
あ

っ
た
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

も
っ
と
も
、
文
化
九
年
の
紛
争
に
於
い
て
、
本
庄
側
は
取
水

国
の
下
流
へ
の
付
け
替
え
を
徹
底
的
に
要
求
し
て
い
な
い
。

一
方
、
芦
屋
村
の
方
も
、
本
腰
を
入
れ
て
工
事
の
拒
否
を
主

張
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
わ
ず
か
二
ヵ
月
で
紛

争
が
決
着
し
た
原
因
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
本
庄
の
村
々
は
、
こ
の
和
解
を
行
う
に
際
し
て
、

申
し
合
わ
せ
を
行

っ
た

（『芦
資
』
②
四

一
三
）
。
そ
の
史
料

に
よ
る
と
、

①
普
請
を
め
ぐ
っ
て
、
芦
屋
村
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
し

た
が
、
「地
頭
下
げ
」
に
な
り
、
芦
屋
村
が

「
打
出
村
も
立

会
村
と
し
て
加
え
な
け
れ
ば
、
和
解
し
な
い
」
と
譲
ら
な
い

の
で
、
譲
歩
す
る
。
し
か
し
、
普
請
に
と
ど
ま
ら
ず
、
用
水

の
取
水
に
も
拡
大
し
よ
う
と
す
る
の
は
必
至
の
こ
と
と
思
わ

れ
る
の
で
、
申
し
合
わ
せ
を
行
う
。

②
打
出
村
は
芦
屋
村
の
用
水
の
内
か
ら
取
水
し
、
本
庄

五
ヵ
村
と
は
井
組
が
違
う
の
で
、
も
し
寛
政
年
間
の
六
ヵ
村

の
取
り
決
め
に
準
じ
て
権
利
を
主
張
し
た
り
、
芦
屋
村
と
本

庄
五
カ
村
の
証
文
に
背
き
、
用
水
の
日
割
、
刻
限
に
支
障
を

申
せ
ば
、
そ
の
日
の
当
番
の
村
か
ら
廻
状
を
回
し
て
、
参
会

し
そ
の
場
で
す
ぐ
打
出
村
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
。

①

一
の
井
堰
が
急
破
の
時
は
五
ヵ
村
か
ら

一
十
二
人
駆
け
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つ
け
、
早
く
繕
う
こ
と
。
但
し
紛
争
に
な
れ
ば
、
費
用
は
取

り
決
め
通
り
負
担
す
る
こ
と
。

い
打
出

・
芦
屋
村
と
争
論
に
な
っ
た
時
、
こ
の
議
定
に
違

背
す
る
村
は
、
用
水
の
不
用
な
村
と
み
な
し
、
処
置
に
つ
い

て
地
頭
に
届
け
て
、
そ
の
村
の
分
の
用
水
は
他
の
村
に
預
か

る
。
な
お
、
争
論
中
の
費
用
は
、
そ
の
村
に
分
担
さ
せ
る
こ

レ⊂
。こ
こ
で
の
申
し
合
わ
せ
の
骨
子
は
、
①
打
出
村
を
普
請
で

は
立
会
を
認
め
た
が
、
用
水
の
面
で
は
権
利
を
認
め
ず
、
芦

屋
村
と
本
庄
五
カ
村
だ
け
で
管
理
す
る
②
こ
の
定
め
に
反
す

る
村
が
出
な
い
よ
う
に
す
る
―
の
二
点
に
絞
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
い
う
寛
政
年
間
の
取
り
決
め
と
は
、
寛
政
十

一
年

か
ら
同
十
二
年
に
か
け
て
続
け
ら
れ
、
十
二
年
四
月
二
十
五

日
和
解
を
み
た
紛
争
の
こ
と
で
あ
る

３
芦
資
』
②
三
五
四
）。

既
に
繰
り
返
し
ふ
れ
た
よ
う
に
、　
一
の
井
堰
を
め
ぐ
る
水
利

慣
行
は
、
寛
政
十
二
年
に
取
水
の
時
間
が
決
ま
る
こ
と
で
最

終
的
に
確
定
し
た
。
こ
の
水
利
慣
行
の
秩
序
は
、
本
庄
側
が

再
三
訴
訟
を
起
こ
す
形
で
定
ま
っ
て
き
た
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。　
こ
貝
し
て
被
告
の
立
場
に
立
た
さ
れ
続
け
た
芦

屋
村
は
、
最
後
に
な
っ
て
、
打
出
村
を
立
会
村
と
し
て
認
め

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
。
し
か
し
本
庄
の
五
カ
村
に
と
っ
て

み
れ
ば
、
既
に
確
定
し
た
は
ず
の
水
利
慣
行
の
秩
序
を
根
底

か
ら
く
つ
が
え
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
芦
屋
村
と

し
て
も
あ
ま
り
強
い
主
張
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
、

取
水
と
普
請
と
を
分
け
て
普
請
の
み
打
出
村
が
立
会
に
加
わ

る
と
い
う
、
中
途
半
端
な
形
で
決
着
を
み
る
。
し
か
し
、
本

庄
側
は
、
こ
れ
を
打
出
村
水
利
権
拡
大
の
突
破
日
と
見
た
。

こ
の
た
め
、
芦
屋

・
打
出
村
と
和
解
の
証
文
を
作
る

一
方
で
、

本
庄
側
内
部
の
結
束
を
固
め
る
申
し
合
わ
せ
を
行

っ
た
の
で

あ
る
。
な
お
、
最
終
的
な
和
解
文
書
に
は

「
文
化
九
年
申
二
月
」

と
あ
る
だ
け
で
、
日
付
け
を
欠
く
が
、
三
条

・
小
阪
正

一
氏

文
書
に
は
、
前
文
だ
け
が
異
な
る
全
く
同
趣
旨
の

「差
上
申

済
口
証
文
之
事
」
が
あ
り
、
二
月
八
日
付
け
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
資
料
中
に
あ
る

「御
三
分
」
に
つ
い
て
は
、
『本

庄
村
史
』
資
料
編
第
二
巻
で
検
討
を
加
え
た
が
、
大
坂
代
官

（鈴
木
町
南
、
同
町
北
、
谷
町
の
三
ヵ
所
に
役
宅
、
天
保
期

か
ら
鈴
木
町
、
谷
町
の
二
ヵ
所
）
の
管
轄
単
位
に
置
か
れ
た

組
合
村
の
組
織
だ
と
考
え
ら
れ
る

（九
二
頁
）
。
そ
の
ト
ッ

プ
は
郡
中
惣
代
と
呼
ば
れ
た
。

一２‐
　
一
の
井
堰
普
請
立
会
に
つ
き
口
上
書
】
芝
切
家
文
書

乍
恐
口
上
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一
、
辻
壱
太
郎
様
御
預
り
所
摂
州
兎
郡
芦
屋
村
領
字

一
ノ
井

手
卜
申
用
水
井
堰
及
大
破
候

二
付
、
普
請
之
儀
井
掛
り

村
々
談
之
趣
芦
屋
村
よ
り
打
出
村

へ
及
通
達
候
二
付
、
打

出
村
之
儀
も
前
々
立
会
場
所
二
付
、　
一
同
立
会
之
上
可
相

談
旨
、
同
村
よ
り
深
江
村

・
中
野
村
外
御
私
領
三
ケ
村
ヘ

及
掛
合
候
処
、
井
組
五
ケ
村
よ
り
相
答
候
は
、
打
出
村
之

儀
は
右
井
堰
場
所

へ
相
携
候
筋
無
之
旨
申
之
候
二
付
、
無

拠
奉
行
所

へ
御
訴
詔
可
仕
処
、
左
候
而
は
右
五
ケ
村
之
内

（隣
）

深
江
村

。
中
野
村
は
同
御
支
配
所
之
由
、
殊
二
憐
村
組
合

二
御
座
候
得
は
、
争
論

二
不
及
様
仕
度
、
深
江
村

・
中
野

村
へ
御
利
解
被
　
仰
聞
度
段
、
打
□
□
よ
り
奉
願
上
候
処
、

両
村
被
召
出
御
調
二
御
座
候
処
、
寛
政
十

一
未
七
月
中
、

井
組
エ
ケ
村
井
地
元
芦
屋
村

・
打
出
村
立
会
、
井
堰
入
用

致
割
賦
帳
面
所
持
罷
在
候
ハ
ヽ
、
打
出
村
不
立
会
場
所
共

難
申
上
候
得
共
、
寛
政
十

一
未
年
右
井
堰
用
水
引
取
方
ニ

付
及
出
入
、
御
奉
所

へ
御
訴
詔
申
上
候
処
、
取
暖
ヲ
以
刻

割
等
相
定
、
以
来
無
申
分
対
談
下
済
仕
候
、
其
節
打
出
村

何
故

一
同
不
仕
哉
、
其
後
立
会
儀
決
而
無
御
座
候
、
全
芦

屋
村
之
内
引
取
候
儀
同
村
卜
相
対
二
御
座
候
、
井
組
五
ケ

村

へ
対
シ
候
而
は
、
立
会
と
申
儀
無
之
旨
申
上
候
得
共
、

前
書
割
合
帳
面
二
而
打
出
村
所
持
仕
罷
在
候
上
は
、
対
談

下
済
可
仕
様
厚
御
利
解
被
為
　
仰
聞
難
有
承
知
仕
候
、
尤

御
私
領
三
ケ
村
之
儀
は

い
ケ
何
相
心
得
候
哉
難
斗
候
得

共
、
私
共
両
村
は
立
会
之
儀
は
承
知
仕
候

跡
よ
り
書
入

難
斗
候
得
共
、
段
々
御
利
解
之
趣
難
黙
止
奉
存
候
間
、
先

私
共
両
村
は
同
御
支
配
組
合
村
之
意
味
ヲ
以
承
り
置
候
様

可
仕
候

書
入
　
水
上
芦
屋
村
井
本
庄
五
ケ
村

一
、
右
用
水
引
取
之
儀
は
、
寛
政
十
二
申
年
訳
方
相
対
を
以

相
定
メ
置
候
故
、
其
後
差
支
之
儀
無
御
座
候

二
付
、
以
来

共
右
定
之
通
り
、
於
打
出
村
も
少
も
申
分
無
御
座
候
、
向

後
無
異
失
和
融
相
調
候
儀
、
全
御
憐
愁
之
厚
御
利
解
故
之

御
儀
卜
難
有
奉
存
候

本
庄
書
入

猶
又
用
水
本
庄
五
ケ
村

へ
引
取
刻
限
中
急
雨
等
有
之
井

堰
、
井
掛
戸
井
等
破
損
有
之
節
、
本
庄
五
ケ
村
よ
り
堰
留

遅
刻

二
不
相
成
様
仕
、
声
屋
村

へ
用
水
刻
限
続
引
渡
し
可

申
候
、
然
上
は

本
庄
書
入

向
後
此

一
件
之
儀
、
用
水
井
組
違

二
候
得
共
、
同
御
支
配

村
之
意
味
有
之

二
付
、
無
異
変
相
調
候
儀
、
全
御
憐
愁
之

厚
御
利
解
故
之
儀
難
有
奉
存
候
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解
　
説

史
料
に
年
号
を
欠
い
て
い
る
が
、
東
川
用
水

一
の
井
堰
の

大
破
を
め
ぐ
っ
て
、
打
出
村
の
立
会
を
認
め
る
か
否
か
が
争

点
に
な

っ
て
お
り
、
前
号
の

【１９
　
一
の
井
堰
普
請
に
つ
き

訴
状
等
控
帳
】
の
解
説
で
ふ
れ
た
通
り
、
文
化
九
年
三
月
に

始
ま
り
、
五
月
に
決
着
し
た
紛
争
の
史
料
と
考
え
ら
れ
る
。

文
中
に

御
私
領
三
ケ
村
之
儀
は
い
ケ
何
相
心
得
候
哉
難
斗
候
得

共
、
私
共
両
村
は
立
会
之
儀
は
承
知
仕
候

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
幕
府
領
の
中
野
村
、
深
江
村
か
ら
出
さ

れ
た
日
上
書
と
推
定
で
き
る
。

こ
の
口
上
書
に
よ
れ
ば
、
深
江
村
な
ど
の
主
張
は
、

い
打
出
村
が
水
利
権
を
持
つ
村
と
し
て
立
会
を
行
っ
た
こ

と
は
な
く
、
総
て
芦
屋
村

へ
の
取
り
分
を
さ
ら
に
分
け
て
も

ら
う
と
い
う
二
次
的
な
権
利
し
か
な
か
っ
た
。

②
し
か
し
打
出
村
が
、
割
合
銀
の
帳
面
を
所
持
し
、
分
担

し
た
事
実
が
明
ら
か
な
以
上
、
和
解
す
る
よ
う
に
と
い
う
奉

行
所
の
意
向
に
従
う
。

①
用
水
の
取
水
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
が

合
意
し
て
定
め
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
は
差
し
支
え
も
な
く

ま
た
、
打
出
村
に
も
異
存
が
な
い
。

い
本
庄
五
カ
村
が
取
水
中
、
井
堰
な
ど
が
破
損
し
た
時
に

は
、
本
庄
五
カ
村
で
堰
留
め
を
行
い
、
時
間
に
狂
い
が
出
な

い
よ
う
に
す
る
。

①
打
出
村
は
、
用
水
組
合
の
構
成
員
と
は
異
な
る
が
、
同

じ
代
官
所
の
支
配
村
な
の
で
、
今
後
紛
争
が
起
き
な
い
よ
う

に
す
る
。

以
上
か
ら
明
ら
か
な
様
に
、
文
言
は
穏
や
か
で
あ
る
が
、

打
出
村
の
取
水
権
に
つ
い
て
は

一
切
認
め
る
言
質
を
与
え
て

い
な
い
。
そ
の
主
張
に
打
出
村
な
ど
も
納
得
、
前
号
史
料
の

ご
と
く
、
取
水
に
は
立
会
わ
な
い
が
、
普
請
に
は
立
会
う
と

い
う
変
則
的
な
形
で
決
着
す
る
の
で
あ
る
。

【２２
　
東
川
用
水
の
石
掘
出
し

一
件
に
つ
き

一
札
】
小
阪
家
文
書

一
札

一
、
東
川
用
水
井
堰
近
辺
之
儀
は
、
往
古
よ
り
石
等
堀
出
し

候
儀
ハ
相
成
不
申
候
、
然
ル
処
此
度
心
得
違
二
而
、
右
用

水
井
手
下
近
辺
二
而
、
石
壱
ツ
堀
出
し
候
処
、
当
時
之
姿

二
而
は
差
障

ニ
ハ
相
成
間
敷
哉
二
候
得
共
、
川
表
満
水
之
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節
川
床
流
水
難
斗
候
二
付
、
此
節
之
石
堀
出
し
候
義
御
差

留
御
尤
二
存
候
、
依
之
右
石
堀
出
し
候
跡
、
以
前
之
通
取

繕
可
申
候
、
猶
又
以
来
石
等
堀
出
し
候
儀
、
決
而
致
間
敷

候
、
為
後
日
差
入
申

一
札
、
”
而
如
件

文
化
十
三
生
‐　
　
　
　
　
芦
屋
村
石
稼
人

子
一
一月

理

平

次
⑪

同
村
親
類
　
理
左
衛
門
⑩

右
同
断
　
　
理

丘
（
衛
⑩

五
ケ
村
御
役
人
中

解
　
説

東
川
用
水
堰
近
辺
で
、
石
を
掘
り
出
し
た
芦
屋
村
理
平
次

が
、
本
庄
五
カ
村

（深
江

。
中
野

・
三
条

・
津
知

・
森
）
の

抗
議
で
、
元
に
戻
し
た
う
え
、
以
後
掘
り
出
さ
な
い
こ
と
を

誓
約
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
に
あ
る
通
り
、
東
川
用

水
井
堰
近
辺
は
、
往
古
か
ら
石
を
掘
り
出
す
こ
と
が
禁
じ
ら

れ
て
い
た
。
満
水
の
時
な
ど
に
川
の
水
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ

ず
、
井
堰
を
破
損
さ
せ
る
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
し
か

し
、
本
庄
側
で
は
、
寛
政
十

一
年
人
月
に
、
芦
屋
村
を
提
訴

し
た
時
も
、
「
川
中
・之
石
等
を
我
儘
切
取
」
と
主
張

（【５

東
川
用
水
出
入
諸
願
控
帳
】
①
）
、
こ
れ
に
対
し
、
芦
屋
村

は

「右
外
之
儀
は

一
切
無
之
、
大
偽
り
」
と
真
っ
向
か
ら
反

論
し
て
い
る

（【６
　
本
庄
六
カ
村
用
水
引
方
出
入

一
件
】

②
）
。
そ
の
真
偽
は
定
か
で
な
い
が
、
も
し
発
覚
し
た
場
合

に
は
、
原
状
に
復
帰
さ
せ
た
う
え
、
こ
の
よ
う
に

一
札
を
提

出
さ
せ
る
な
ど
、
か
な
り
厳
し
く
追
及
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

之０
。な
お
、
石
稼
人
に
つ
い
て
は
、
「明
和
六
年
芦
屋
村
差
出

明
細
帳
」
３
芦
資
』
②
六

一
）
に
、

一
、
稼
小
百
姓
、
農
業
手
透
之
節
は
、
油
屋
稼

・
酒
造
峠
、

或
は
石
掘
梓
、
野
山
二
而
柴
苅
是
ヲ
売
代
、
日
雇
持
仕

渡
世
仕
候
、
女
は
着
用
木
綿
等
仕
峠
二
候

と
あ
り
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
段
階
で
は
、
専
業
で
は

な
く
、
農
間
余
業
と
し
て
携
わ
っ
て
い
た
、
と
し
て
い
る
。

【２３
　
森
村
百
姓
用
水
妨
に
つ
き
詫
証
文
】
　

芝
切
家
文
書

差
入
申

一
札
之
事

一
、
声
屋
谷
よ
り
引
取
来
り
候
字
東
川
と
唱
候
用
水
は
、
五

ケ
村
組
合
二
有
之
、
日
割
を
以
引
取
来
り
候
所
、
其
御
村

二
は
早
損
場
所
二
有
之
候
儀
は
兼
而
相
心
得
罷
在
候
、
折
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柄
当
年
は
別
而
早
魃

二
而

一
統
難
渋
致
居
候
所
、
其
御
村

方
用
水
引
取
之
節
、
当
村
百
性
四
郎
左
衛
門

・
太
右
衛
門

両
人
之
も
の
共
、
其
御
村
方
之
用
水
川
端

二
新
規
二
隠
樋

ヲ
棒
、
用
水
妨
仕
候
処
、
中
野
村
水
呑
之
人
二
見
附
ら
れ
、

直
様
私
村
方

へ
引
合
被
下
、
当
村
役
人

・
深
江
村
役
人
三

ケ
村
立
会
之
上
見
改
候
所
、
用
水
妨
二
は
相
違
無
之
候
、

其
段
早
々
谷
町
御
役
所
様

へ
御
願
被
上
、
則
御
聞
済
二
相

成
候
所
、
此
段
重
々
驚
入
、
早
速
右
両
人
之
者
共
よ
り
村

役
人
江
罷
出
、
用
水
妨
候
段
ハ
重
々
不
調
法
仕
、
何
卒
両

村
江
御
詫
呉
候
様
相
頼
候
故
、
其
段
申
立
相
縫
り
、
両
村

よ
り
下
済
被
成
下
度
御
頼
申
上
候
所
、
御
相
談
之
上
下
済

二
可
相
成
様
、
谷
町
御
役
所
様
江
御
願
下
ケ
被
　
成
下
候

段
ハ
恭
奉
存
候
、
尤
已
後
は
急
度
心
得
違
致
間
敷
候
、
為

後
証
誤

一
札
依
而
如
件

元
治
元
年

森
村
百
姓

子
人
月
　
　
　
　
　
　
　
　
四
郎
左
衛
門
⑪

太

右

衛

門
⑩

右
前
書
之
通
相
違
無
御
座
候
二
付
、
已
後
は
其
御
村
方
ニ

用
水
之
儀
二
付
、
当
村
百
性

一
同
二
至
迄
用
水
之
妨
ハ
一

切
為
致
間
敷
候
、
為
後
念
奥
印
如
件
年
寄
　
一詈
平
治
⑪

同
断
　
一景
平
治
⑪

庄
屋
　
金
兵
衛
⑪

中
野
村
庄
屋

嘉
兵
衛
殿

深
江
村
庄
屋

茂
左
衛
門
殿

解
　
説

森
村
百
姓
四
郎
左
衛
門
と
太
右
衛
門
が
、
中
野
村

。
深
江

村
の
用
水
川
端
に
隠
樋
を
作
り
、
用
水
の
妨
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
中
野
村
の
水
番
人
に
見

つ
け
ら
れ
た
。
中
野

・
深

江

・
森
村
の
三
ヵ
村
の
役
人
が
、
改
め
た
と
こ
ろ
、
用
水
妨

げ
は
明
白
だ

っ
た
。
谷
町
代
官
所
に
届
け
た
と
こ
ろ
両
人
が

「
中
野

・
深
江
両
村
に
詫
び
て
欲
し
い
」
と
森
村
役
人
に
頼

ん
で
来
た
。
中
野
村

・
深
江
村
は
相
談
の
う
え
、
内
済
す
る

こ
と
に
し
た
の
で
、
森
村
か
ら
詫
状
を
出
す
―
と
い
う
内
容

で
あ
る
。

文
書
形
式
は
、
不
調
法
な
用
水
妨
げ
を
行
っ
た
四
郎
左
衛

門
と
太
右
衛
門
が
作
成
し
、森
村
役
人
が
奥
印
の
上
、
中
野

・
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深
江
村
に
提
出
し
た
形
に
な
っ
て
い
る
が

「当
村
百
性
四
郎

左
衛
門

・
太
右
衛
門
両
人
之
も
の
共
」
「
私
村
方

へ
引
合
」

「
此
段
重
々
驚
入
、
早
速
右
両
人
之
者
共
よ
り
村
役
人
江
罷

出
者
御
詫
呉
候
様
相
頼
」
な
ど
の
記
述
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、

文
書
の
主
語
は
、
森
村
役
人
で
あ
る
。
村
役
人
が
文
書
を
作

成
し
、
四
郎
左
衛
門
ら
に
署
名
を
さ
せ
た
う
え
、
奥
印
を
し

て
提
出
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
ろ
は
、
水
利
慣

行
が
完
全
に
固
定
し
、
事
実
関
係
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
、
争

う
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
四
郎
左
衛
門

ら
か
ら
見
れ
ば
、
同
村
の
村
役
人
に
わ
び
状
を
書
か
さ
れ
た

と
い
う
形
に
な
っ
て
お
り
、
わ
び
ご
と
の
作
法
、
不
法
行
為

を
め
ぐ
る
庄
屋
と
農
民
の
関
係
、
水
利
秩
序
と
村
役
人
、
村

民
の
関
係
な
ど
の
諸
点
か
ら
も
興
味
深
い
。
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一
一　
唯
垣
内
を
め
ぐ
る
紛
争
十
三
条
村
を
中
心
に

【２４
　
唯
垣
内

。
観
音
田
用
水
由
緒
書
】
　

　

小
阪
家
文
書

一
、
東
川
番
水
之
時
、
官
の
垣
内
田
地
へ
用
水
取
ル
子
細
ハ

其
昔
御
八
幡
之
社
内

二
観
音
堂
有
、
其
観
音
堂
之
宮
持
之

坊
主
之
田
地
也
、
然
ル
ニ
此
坊
主
本
庄
之
年
寄
衆

へ
御
断

申
候
は
、
人
幡
様
之
御
供
田
井

二
観
音
之
御
ふ
ち
田
、
此

あ
れ
地
迄
ひ
ら
き
申
度
候
間
、
呑
水
之
時
分
水
被
下
候

ハ
ヽ
、
恭
奉
存
候
と
申
候
由
、
然
れ
ハ
年
寄
中
御
同
心
之

上
、
番
水
之
時
何
方
之
呑

二
而
も
水
も
ら
い
取
来
候
事
、

左
候
ヘ
ハ
其
坊
主
、
右
も
ら
い
水
之
礼
法
と
し
て
年
寄
中

東
川
之
普
請
之
節
年
寄
中
迄
申
入
、
御
茶
酒
迄
も
り
候
由
、

其
引
例
、
今
、
佐
兵
衛
迄
相
勤
来
者
也

一
、
天
和
二
年
成
五
月
、
番
水
中
野
村
取
候

一
番
水
之
時
、

水
落
ル
迄
給
り
不
被
申
候

二
付
、
田
主
佐
次
兵
衛
罷
出
、

中
野
村
伊
藤
善
左
衛
門
庄
屋
弥
三
左
衛
門
、
青
山
大
膳
様

庄
屋
作
左
衛
門
方
へ
、
右
之
断
段
々
申
候

へ
共
、
両
人
之

衆
中
年
若
年

二
而
、
御
存
な
く
承
引
無
之
二
付
、
其
儘
御

年
寄
頭
深
江
村
甚
右
衛
門
参
、
段
々
申
所
二
甚
右
衛
門
殿

合
点

二
而
早
速
中
野
村
江
被
仰
付
、
無
相
違
水
取
来
候

一
、
其
日
之
呑
水
刻
限
相
違
之
儀
二
付
、
声
屋
村
と
申
分
有

帷暉艤鰤敦焼帥脚御へ聰脚ノ、寄玲晦体獅甚（、熱髄醐睡獅

劇触勲陣諦脚醐候へ職二取Ⅵ甚（申紳徽ｒ雌勲額二衛ノ、御螂脱

得二』秘触～曲醐二御嗣悦瀬嚇脚ギ脚勲螂勝締リニ脚恥

其尉産騰合滅耕柳鶴門　　田辺村　市左衛門

紳野脚　獅洋純呻脚　　『知榊　識左岸撥晰

在濤醐二耐膨鮮繰一輔事

解
　
説

三
条
村
の
宮
の
垣
内
と
い
う
田
地
に
東
川
用
水
か
ら
水
を

取
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
の
由
来
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
か
つ
て
入
幡
宮
境
内
に
観
音
堂
が
あ
り
、

そ
の
僧
の
持

っ
て
い
た
田
地
が
宮
の
垣
内
で
あ
っ
た
。
こ
の

僧
が
あ
る
時
、
本
庄
の
年
寄
衆
に
、
荒
地
を
切
り
開
い
て
八

幡
宮
の
御
供
田
や
観
音
堂
の
御
扶
持
田
と
し
た
い
の
で
、
本

庄
の
村
々
が
番
水
で
取
水
す
る
時
に
は
水
を
分
け
て
欲
し
い
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と
頼
む
と
、
年
寄
衆
も
同
意
し
て
ど
の
村
の
順
番
で
あ

っ
て

も
水
を
分
け
る
約
束
を
し
た
。
僧
は
そ
の
礼
と
し
て
東
川
の

普
請
の
際
に
は
酒
食
の
も
て
な
し
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

天
和
二
年
五
月
、
中
野
村
の
番
水
の
時
に
宮
の
垣
内

へ
の

取
水
を
申
し
入
れ
た
が
認
め
ら
れ
ず
、
田
主
佐
次
兵
衛
が
中

野
村
の
庄
屋
に
頼
み
込
ん
だ
が
こ
れ
ま
で
の
仕
来
り
を
知
ら

ず
取
水
を
認
め
な
か
っ
た
が
、
年
寄
頭
の
深
江
村
甚
右
衛
門

の
指
示
で
無
事
取
水
で
き
た
。
そ
の
際
に
番
水
の
時
間
を
変

更
し
た
こ
と
を
芦
屋
村
が
問
題
に
し
、
森
村
の
久
左
衛
門
方

に
集
ま

っ
た
。
中
野
村
弥
三
左
衛
門
の
問
い
に
対
し
深
江
村

甚
右
衛
門
が
改
め
て
三
条
村
の
主
張
を
認
め
る
発
言
を
し
、

権
利
が
追
認
さ
れ
た
と
い
う
。

細
川
道
草
氏
の

『芦
屋
郷
土
誌
』
に
は
、
畦
垣
内
に
つ
い

て

「
人
幡
社
あ
り
て
宮
垣
内
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
観
音

田
と
は
、
畦
垣
内
の
北
東
の

一
角
で
、
声
屋
村
と
の
境
界
に

あ
る
。
貞
享
四
年

（
一
六
人
七
）
の
番
割
に
よ
る
と
、
畦
垣
内
と

観
音
田
七
畝
歩
に
は
毎
日
取
水
の
特
権
が
認
め
ら
れ
て
お

り
、
＞」
の
特
権
の
成
立
状
況
を
物
語
る
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
、
こ
の
文
書
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
作
成
さ
れ
た
の

か
が
不
明
の
た
め
、
ど
の
程
度
信
頼
を
置
い
て
よ
い
も
の
か

判
断
が
つ
き
に
く
い
。
お
そ
ら
く
、
貞
享
四
年
の
番
割
を
決

め
る
時
か
ら
、
三
条
村
の
特
権
に
つ
い
て
は
再
三
、
論
議
を

呼
ん
だ
と
思
わ
れ
る
。
畦
垣
内
で
は
、
早
く
も
享
保
十

一
年

（
一
七
二
六
）
に
は
紛
争
が
持
ち
上
が
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る

（『芦
資
』
②
三
四
三
）
。
そ
の
後
も
、
畦
垣
内
を
め
ぐ
る

紛
争
は
た
び
た
び
起
き
て
お
り
、
寛
政
十
二
年

（
一
人
○
○
）

の
紛
争
で
は
、
仲
裁
人
が

「
観
音
田
の
用
水
権
は
隔
日
と
す

る
」
な
ど
の
調
停
案
を
示
す
あ
り
様
だ

っ
た

（
【３０
】
、
【割
】

解
説
参
照
）。
お
そ
ら
く
、
本
号
資
料
は
、
＞こ
う
し
た
畦
垣
内

・

観
音
田
へ
の
用
水
特
権
を
奪
お
う
と
す
る
動
き
に
抗
し
て
作

成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
文
面
通
り
全
部
信
じ
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

ま
た
、
史
料
中
現
れ
る
人
名
に
つ
い
て
も
若
子
の
疑
間
が

あ
る
。
つ
ま
り
、
田
地
主
佐
兵
衛
と
佐
次
兵
衛
の
混
用
、
年

寄
頭
深
江
村
甚
右
衛
門
と
甚
左
衛
門
の
混
用
、
中
野
村
伊
藤

善
左
衛
門
で
あ
る
。
甚
右
衛
門

・
甚
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、

偶
然
、
天
和
二
年
三
月
の
田
畑
名
寄
帳
新
田
名
寄
帳
が
現
存

し
て
い
る

（永
井
正
治
氏
文
書
、
神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料

館
架
蔵
）。
こ
の
名
寄
帳
に
は
甚
右
衛
門
、
甚
左
衛
門
と
も

に
登
場
す
る
が
、
石
高
か
ら
み
て
甚
右
衛
門
が
正
し
い
と
思

わ
れ
る
。

一
方
、
中
野
村
伊
藤
氏
に
つ
い
て
は
、
当
時
、
中
野
村
を
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知
行
し
て
い
た
大
和
小
泉
藩
片
桐
氏
の
三
与
力
の

一
人
で
あ

る
。
中
野
村
は
元
和
元
年

（
一
六

一
五
）
、　
一
部
が
片
桐
氏

領
と
な
り
、
同
三
年
、
残
部
が
尼
崎
藩
領
と
な
っ
た
。
こ
の

う
ち
片
桐
氏
領
は
、
実
際
に
は
伊
藤
氏
が
支
配
し
、
貞
享
元

年

（
一
六
人
四
）
、
幕
府
に
よ
っ
て
伊
藤
氏
が
追
放
さ
れ
、

同
四
年
、
片
桐
氏
領
は
収
公
さ
れ
た
。
元
和
三
年
ご
ろ
の
状

況
を
記
し
た

「摂
津

一
国
高
御
改
帳
井
領
主
村
名
附
」
や
正

保
年
間
の

「正
保
郷
帳
」
に
は
伊
藤
氏
領

（知
行
）
と
み
え

る
。
た
だ
、
伊
藤
氏
は
代
々
猪
左
衛
門
と
名
乗
っ
て
お
り
、

片
桐
家
の
諸
記
録
で
は
、
追
放
時
も
猪
左
衛
門
と
な
っ
て
い

て
、
善
左
衛
門
は
誤
り
で
あ
る
。

と
は
い
う
も
の
の
、
こ
こ
に
登
場
す
る
人
物
は
い
ず
れ
も

当
時
の
実
在
の
村
役
人
と
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
何
ら
か
の
由

緒
書
な
ど
が
そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
特
に
、
観
音
田
へ
の
毎
日
取
水
の
権
利
は
、
近
世
初
期

の
新
田
開
発
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
特
権
は
慣

習
的
な
も
の
で
、
本
庄
の
村
々
も
古
老
を
除
け
ば
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
遅
く
と
も
天
和
二
年

（
一
六
人

三
）
に
は
、
東
川
用
水
の
香
割
制
度
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
、

天
和
二
年
が
畦
垣
内
と
観
音
田
へ
の
用
水
特
権
の
確
立
の

一

つ
の
節
目
の
年
に
当
た
る
こ
と
―
な
ど
の
諸
点
に
つ
い
て

は
、
こ
の
資
料
が
語
る
通
り
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
う
し
て
見
る
と
、
貞
享
四
年

（
一
六
人
七
）
に

確
立
し
た
東
川
用
水
の
番
割
制
度
は
、
近
世
初
期
を
通
じ
て

徐
々
に
定
め
ら
れ
た
慣
習
を
明
文
化
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
い

う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
明
文
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
用
水
権
が
確
立
し
た
と
い
う
こ
と
自
体
は
意
義
深
い

が
、
全
く
新
し
い
用
水
ル
ー
ル
が
生
ま
れ
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

な
お
、
畦
垣
内

・
観
音
田
に
、
な
ぜ
本
庄
の
村
々
が
こ
れ

ほ
ど
の
理
解
と
協
力
を
示
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い

が
、
参
考
の
た
め
に
記
す
れ
ば
、
三
条
村
に
は
、
普
門
山
宗

円
寺
と
い
う
禅
寺
が
あ
り
、
一死
禄
五
年

（
三
ハ
九
二
）
の
コ
寸

社
御
改
如
」
に
よ
る
と
、
本
庄
九
カ
村
の
氏
寺
と
あ
る
。
さ

ら
に
、
本
尊
の
観
音
菩
薩
は
、
万
治
三
年

（
一
六
六
〇
）
当

時
の
住
持
好
純
が
本
庄
中
に
奉
加
さ
せ
て
作
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
が
、
延
宝
二
年

（
一
六
七
四
）
大
雨
風
で
寺
は
つ
ぶ

れ
て
廃
絶
し
た
と
い
う
。
あ
る
い
は
、
観
音
田
―
本
庄
中
奉

加
の
観
音
菩
薩
―
本
庄
九
カ
村
氏
寺
の
宗
円
寺
―
が
何
ら
か

の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

【２５
　
唯
垣
内
分
水
に
つ
き
中
野
村
願
書
】
　

芝
切
家
文
書

乍
恐
御
願
奉
申
上
候小
堀
数
馬
殿
御
代
官
所

-85-



摂
州
蒐
原
郡
中
野
村

御
領
分
　
相
手
　
一二
条
村

一
、
東
川
用
水
之
儀
は
、
本
庄
之
内
中
野
村

・
森
村

・
深
江

村

・
津
知
村

・
三
条
村
、
右
五
ケ
村
御
田
地
凡
七
拾
町
程

之
用
水
二
而
、
水
掛
り
之
内
日
割
を
以
呑
水

二
仕
候
、
然

所
三
条
村
あ
セ
か
い
ち
御
田
地
人
反
歩
御
座
候
を
、
右
五

（
マ
マ
）

ケ
村
よ
り
七
拾
拾
町
程
之
分
水

二
而
、
毎
日
水
掛
り
よ
り

わ
け
遣
シ
申
候
所
、
享
保
年
中
二
我
儘
二
大
水
を
し
か
け

申

二
付
、
大
庄
屋
深
江
村
告
兵
衛
殿
よ
り
急
度
被
申
渡
、

合
石
御
座
候
所
、
近
年
又
々
我
儘
二
右
合
石
を
引
お
こ
し
、

剰
川
筋
江
是
迄
年
々
井
手
／
ヽ
を
上
ケ
、
番
水
之
節
は
三

条
村
よ
り
大
勢
罷
出
、
相
手

二
致
我
儘
斗
仕
候
、
中
野
村

之
義

ハ
水
末
之
村
方

二
而
、
番
水
毎

二
人
足
三
拾
人
程
宛

差
出
シ
、
壱
弐
ヶ
所
も
井
手
上
ケ
取
申
候
用
水
二
而
御
座

候
二
付
、
水
掛
り
之
御
田
地
近
年
日
損
致
迷
惑
仕
候
、
掛

り
よ
り
人
足
毎
日
差
出
し
川
筋
等
も
右
例
之
通
二
急
度
致

申
儀
も
仕
兼
申
候
得
共
、
三
条
村
ハ
其
所
故
、
自
引
請
我

儘
致
候
儀
御
座
候
得
共
、
及
口
論
事
や
か
ま
し
く
可
相
成

と
奉
存
候
故
、
年
々
水
掛
り
よ
り
人
足
差
出
シ
、
用
水
川

さ
ら
へ
仕
候
二
付
、
其
節
三
条
村
庄
屋
年
寄
中
へ
取
払
之

義
申
候
得
共
、
何
分
取
払
不
申
候
、
依
之
当
年
も
外
村
々

二
は
早
ク
根
付
仕
廻
、
中
野
村
斗
根
付
水
無
之
候
故
、
無

是
悲
芦
屋
村
二
而
水
も
ら
い
候
而
根
付
仕
候
、
三
条
村
は

根
付
仕
廻
候
後
、
右
あ
セ
か
い
ち
用
水
川
へ
横
セ
き
仕
、

此
川
筋
水
通
り
候

ヘ
ハ
取
可
申
、
と
申
様
成
我
儘
半
仕
候

二
付
、
番
初
二
三
条
村
へ
も
右
井
手
／
ヽ
不
残
取
払
、
あ

セ
か
い
ち
用
水
之
義
は
先
例
之
通
、
水
わ
け
遣
シ
候
間
、

人
足
等
差
出
シ
候
義
無
用
二
可
致
と
申
遣
シ
候

へ
共
、
新

規
我
儘
被
致
候
儀
難
差
置
奉
存
候
候

二
付
、
水
掛
り
深
江

村

・
森
村

・
津
知
村

へ
相
談
仕
候
処
、
内
々
二
而
対
談
可

申
遣
、
先
十
九
日
迄
差
延
二
く
れ
候
様
二
被
申
候
而
、
取

曖
不
申
候
儀
は
、
右
三
ケ
村
共
外
之
用
水
も
多
ク
御
座
候

村
方
故
、
立
会
二
も
庄
屋
分
立
会
不
申
候
、
何
分
中
野
村

用
水
と
申
は
、
東
川

一
筋
二
而
、
外
二
無
之
候
故
、
得
待

不
申
候
二
付
、
乍
恐
奉
御
願
申
上
候
、
急
々
御
見
分
之
上
、

相
手
御
領
分
庄
屋
年
寄
惣
百
性
中
被
為
　
召
出
、
御
吟
味

之
上
右
七
拾
町
之
割
合
ヲ
以
、
分
石
二
被
為
　
仰
付
被
下

候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

明
和
元
年
申
七
月

小
堀
数
馬
殿
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
中
野
村

庄
屋弥
三
左
衛
門

年
寄
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藤
百
性
代
勘

兵

助衛

松
平
遠
江
守
様

御
役
人
中
様

解
　
説

東
川
用
水
を
め
ぐ
る
番
水
制
度
は
、
既
に
詳
し
く
ふ
れ
た

よ
う
に
、
貞
享
四
年

（
一
六
人
七
）
に
取
り
決
め
ら
れ
、
近

世
を
通
じ
て
守
ら
れ
て
行
く
が
、
こ
の
香
割
帳

（『芦
資
』

②
一一西

Ｏ

に

一
、
三
条
村
あ
ゼ
が
い
ち
毎
日
分
水

と
い
う
取
り
決
め
が
あ

っ
た
。
こ
の
特
権
が
、
ど
の
よ
う
な

背
景
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
か
、
当
時
の
資
料
は
欠
い
て
い
る
。

た
だ
、
番
割
が
確
定
し
て
か
ら
四
十
年
ば
か
り
経
た
享
録
十

一
年

（
一
七
二
六
）
、
三
条
村
と
残
る
本
庄
五
ヵ
村

（中
野

・

津
知

・
森

・
深
江

・
小
路
）
が
水
論
を
起
こ
し
た
。
こ
の
時
、

本
庄
五
カ
村
か
ら
三
条
村
を
相
手
取
っ
て
大
坂
町
奉
行
所
に

宛
て
た
願
書

（同
、
三
四
三
頁
）
に
よ
る
と
、

此
川
筋

（東
川
用
水
）
長
川
二
而
、
殊

二
三
条
村
よ
り
上

一
之
井
手
迄
ハ
別
而
川
筋
悪
敷
、
穴
も
り
等
多
御
座
候
ニ

付
、
香
村
よ
り
井
手
／
ヽ

へ
番
人
付
ケ
申
儀
人
足
多

つ
い

ゑ
申
二
付
、
三
条
村
よ
り
穴
も
り
等
留
さ
せ
、
其
か
わ
り

二
三
条
村
田
地
之
内
あ
せ
か
い
ち
人
反
へ
毎
日
三
反
水
宛

遣
シ
申

（以
下
略
、
カ
ッ
コ
編
者
註
）

つ
ま
り
、
東
川
用
水
は

一
の
井
手
か
ら
三
条
村
ま
で
の
川
筋

が
悪
く
て

「
穴
も
り
」
な
ど
が
多
く
、
番
水
の
村
々
で
人
足

を
出
せ
ば
経
費
高
に
な
る
た
め
、
最
寄
の
三
条
村
に
補
修
を

任
せ
る
代
わ
り
に
、
三
条
村
畦
垣
内
人
反
に
対
し
、
毎
日
三

反
分
ず
つ
分
水
す
る
と
い
う
取
り
決
め
に
な
っ
て
い
た
と
い

うヽノ。こ
の
享
録
期
の
願
書
に
よ
る
と
、
本
庄
五
カ
村
は
①
三
条

村
が
近
年

「穴
も
り
」
の
補
修
を
し
な
い
②
畦
垣
内
周
辺
で

耕
地
を
開
き
、
川
筋
を
付
け
替
え
て
我
儘
に
大
水
を
引
い
て

い
る
③
三
反
分
だ
け
に
な
る
よ
う
本
庄
五
カ
村
か
ら
番
人
が

出
て
畦
垣
内
へ
の
分
水
を
せ
き
止
め
て
も
、
三
条
村
か
ら
大

勢
の
村
人
が
来
て
我
儘
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
④
去
年
も
今
年

も
、
庄
屋
年
寄
ら
が
集
ま
っ
て
三
条
村
に
改
善
を
申
し
入
れ

た
が
、　
一
向
に
改
ま
ら
な
い
―
な
ど
と
批
難
し
、
①
水
の
流
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れ
を
合
理
的
に
分
け
る
方
法
と
し
て

「
分
石
」
を
据
え
て
欲

し
い
②
古
来
通
り

「穴
も
り
」
を
ふ
せ
ぐ
よ
う
申
し
渡
し
て

欲
し
い
と
要
求
し
た
。

こ
の
訴
え
が
、
ど
の
程
度
正
確
だ

っ
た
の
か
、
三
条
村
が

ど
う
反
論
し
、
ど
ん
な
結
果
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
で
な

い
。
た
だ
こ
の

「分
石
」
の
設
置
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と

み
え
、
さ
ら
に
約
四
十
年
後
の
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
七

月
十

一
日
、
尼
崎
藩
領
中
野
村
が
、
ま
ず
、
「水
分
ケ
所
」

を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
よ
う
、
尼
崎
藩
に
願
い
出
た

（同
、
三

四
四
頁
）
。
時
を
相
前
後
し
て
、
幕
府
領
中
野
村
も
、
「分
石
」

を
願
い
出
た
。
こ
れ
が
こ
の
史
料
で
あ
る
。
こ
の
幕
領
中
野

村
の
願
書
の
方
が
尼
崎
藩
領
中
野
村
の
願
書
よ
り
も
中
味
が

豊
富
で
あ
り
、
異
な
る
分
を
中
心
に
紹
介
す
る
と
、

ま
ず
、
前
述
の
享
保
期
の
紛
争
に
つ
い
て
は

「大
庄
屋
吉

兵
衛
殿
よ
り
急
度
被
申
渡
、
合
石
御
座
候
」
と
あ
る
。
詳
細

は
不
明
だ
が
、
奉
行
所
が
判
断
を
示
す
の
を
避
け
、
大
庄
屋

が
取
り
な
す
と
い
う
形
で
、
あ
い
ま
い
な
ま
ま
決
着
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
近
年
、
三
条
村
の
我
儘
が

一
層
つ
の
り
中
野
村
か

ら
は
番
水
の
た
び
に
人
足
を
三
十
人
も
出
し
取
水
す
る
よ
う

な
事
態
な
の
で
、
手
が
回
ら
ず
千
害
と
な
り
迷
惑
し
て
い
る
。

毎
年
、
川
浚
え
に
人
足
を
出
し
て
お
り
、
三
条
村
に
勝
手
に

作

っ
た
井
手
の
取
り
払
い
を
要
求
し
た
が
聞
き
入
れ
な
い
。

水
が
不
足
し
、
声
屋
村
か
ら
も
ら
い
水
を
し
て
根
付
け
を
す

る
あ
り
さ
ま
だ
と
し
て
、
「分
石
」
を
願
い
出
て
い
る
。

三
条
村
は
、
尼
崎
藩
領
で
あ
り
、
支
配
違
い
の
幕
府
領
中

野
村
が
願
書
を
出
す
場
合
、
原
則
的
に
は
大
坂
町
奉
行
所
に

出
す
の
が
本
来
の
形
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
際
に
は
尼
崎

藩
に
願
い
出
て
い
る
。

【２６
　
唯
垣
内
分
水
吟
味
に
つ
き
中
野
村
願
書
】芝
切
家
文
書

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
申
上
候

小
堀
数
馬
殿
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
中
野
村

庄
屋
年
寄
百
性
代

一
、
東
川
用
水
川
筋
三
条
村
あ
セ
か
い
ち
用
水
入
日
、
井
川

筋
井
手
／
ヽ
之
儀
二
付
、
書
付
を
以
御
願
奉
申
上
候
所
、

十
八
日
二
水
掛
り
五
ケ
村
共
御
召
出
シ
被
遊
、
御
吟
味

被
被
下
候
趣
承
申
候
、
此
上
御
吟
味
等
も
御
座
候
ハ
ヽ
、

私
共
村
方
も

一
同
二
御
召
出
被
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉

存
候
、
以
上

明
和
元
年
申
七
月

中
野
村
庄
屋
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弥
三
左
衛
門

同
村
年
寄
藤
　
　
　
助

同
村
百
性
代

勘
　
丘
（　
衛

松
平
遠
江
守
様

御
役
人
中
様

解
　
説

前
号
史
料
の
解
説
で
述
べ
た
よ
う
に
、
幕
領
中
野
村
も
尼

崎
藩
に
三
条
村
を
相
手
取
っ
て
願
書
を
提
出
し
た
が
、
そ
の

狙
い
は
成
功
し
、
七
月
十
八
日
、
尼
崎
藩
は
本
庄
五
カ
村

全
二

条

。
尼
崎
藩
領
中
野

・
深
江

・
津
知

。
森
）
を
呼
ん
で
吟
味

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
支
配
違
い
と
い
う
理
由
で
、

幕
府
領
中
野
村
に
は
呼
び
出
し
状
が
来
な
か
っ
た
。
こ
れ
を

不
服
と
し
た
幕
府
領
中
野
村
が
、
参
画
を
願
い
出
た
も
の
で

あ
る
。

【２７
　
畦
垣
内
分
水

一
件
に
つ
き
中
野
村
口
上
書
】
芝
切
家
文
書

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
申
上
候

辻
六
郎
左
衛
門
殿
御
代
官
所

摂
州
蒐
原
郡
中
野
村

御
領
分
　
相
手
　
　
　
一二
条
村

、
去
ル
申
七
月
二
書
付
を
以
奉
願
上
候
三
条
村
あ
セ
か
い

ち
合
石
之
儀
、
横
屋
村
大
庄
屋
三
右
衛
門
殿
御
取
曖
二
而

借
合
入
申
二
付
、
私
共
立
会
見
申
候
所
、
切
口
九
寸
五
分

二
御
切
被
成
候
上
、
又
々
壱
寸
相
増
申
様
二
と
の
御
取
曖

二
而
御
座
候
得
共
、
中
野
村
之
儀
は
水
末
難
儀
之
村
方
ニ

而
御
座
候
得
は
、
只
今
之
水
程
は
分
水
遣
シ
申
儀
は
無
御

座
候
、
外
三
村
之
儀
ハ
外
二
用
水
も
御
座
候
村
方
二
御
座

候
故
、
い
か
程
二
而
も
差
遣
候
得
共
、
中
野
村
之
義

ハ
是

迄
仕
来
り
之
通
分
水
遣
申
二
付
、
其
段
申
入
候
、
私
共
よ

り
申
候
義

ハ
知
は
坤
醤
対

へ
勢
番ヽ
球
不
舗

ミ候
日ヽ
い
壱
寸
御

取
被
成
候
上
ハ
、
下
二
清
水
中
野
村
之
番
水

へ
取
申
様
ニ

成
り
共
、
又
は
中
野
村
番
水
ニ
ハ
壱
寸
セ
わ
め
と
成
り
共
、

御
取
暖
可
被
下
候
様
二
申
候
共
、
此
義
相
済
不
申
上
ハ
、

（
マ
マ
）

壱
歩
二
而
も
切
ひ
ろ
け
申
義

ハ
ハ
成
り
不
申
段
申
候
、
三

条
村
二
も
此
度
あ
セ
か
い
ち
日
損
之
様

二
申
立
候
儀
ハ
、

以
外
成
ル
義

二
御
座
候
、
外
々
二
も
あ
れ
よ
り
少
分
水

ニ

而
も
、
あ
セ
か
い
ち
反
歩
よ
り
多
ク
候
而
も
、
水
入
立
申

義
二
出
入
罷
成
候
義
故
、
水
之
セ
わ
も
不
仕
候
義

二
御
座

候
、
何
分
切
口
ひ
ろ
け
申
義
成
り
不
申
候
、
御
取
暖

二
も
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成
り
申
義

二
御
座
候
得
は
、
右
之
切
ロ
ニ
而
相
済
申
事
ニ

御
座
候
得
は
、
奉
請
候
、
同
断
壱
寸
取
ひ
ろ
け
申
義
二
御

座
候
ハ
ヽ
、
右
之
清
水
か
、
壱
寸
せ
わ
め
候
様
成
り
共
、

両
様
共
御
見
分
之
上
、
い
ケ
様
共
仕
候
付
、
其
上
合
石
お

ち
合
罷
成
候
様

二
奉
願
上
候
、
何
分
三
条
村
へ
日
損
い
た

し
候
故
と
申
候
義

ハ
、
大
キ
成
ル
大
度
二
而
御
座
候
、
急
々

御
見
分
之
上
急
度
被
為
　
仰
付
被
下
候

ハ
ヽ
難
有
可
奉
存

候

解
　
説

年
号
の
記
載
は
な
い
が
、
明
和
二
年
の
史
料
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
辻
六
郎
左
衛
門
が
中
野
村
の
代

官
だ
っ
た
の
は
、
明
和
元
年
十

一
月
―
同
五
年
十

一
月
と
、

文
政
十
年
十

一
月
―
天
保
三
年
三
月
の
二
回
で
あ
る
が
３
本

山
村
誌
』

一
四
人
頁
）
、
横
屋
村
が
尼
崎
藩
の
大
庄
屋
を
務

め
た
の
は
、
享
保
十
五
年
十
寛
保
二
年
、
寛
延
二
年
十
明
和

六
年
の
二
回
で
あ
り

（『尼
崎
市
史
』
二
巻
、
三
〇
六
頁
）

両
者
か
ら
明
和
元
年
か
ら
同
五
年
ま
で
の
も
の
と
分
か
る
。

冒
頭

「去
ル
申
七
月
」
と
あ
る
が
、
明
和
元
年
が
申
年
に
当

た
り
、
七
月
、
中
野
村
な
ど
が
三
条
村
を
相
手
に
訴
訟
を
起

こ
し
て
お
り
、
東
川
用
水
の
分
石
と
合
石
が
紛
争
の
種
に

な
っ
た
。
こ
の
紛
争
は
明
和
三
年
八
月
に
決
着
し
て
お
り
、

「
去
ル
申
七
月
」
と
い
う
書
き
出
し
の
表
現
か
ら
し
て
、
明

和
二
年
の
交
渉
過
程
に
お
け
る
幕
府
領
中
野
村
の
回
上
書
と

断
定
し
て
よ
い
。

さ
て
こ
の
口
上
書
に
よ
る
と
、
東
川
用
水
か
ら
三
条
村
の

畦
垣
内

へ
の
取
水
日
の
規
模
が
紛
争

の
争
点
に
な
っ
て
お

り
、
仲
介
に
入
っ
た
横
屋
村
大
庄
屋
三
右
衛
門
が
、
切
口
九

寸
工
分
を
さ
ら
に

一
寸
増
や
す
仲
裁
案
を
提
示
し
て
来
た
。

し
か
し
中
野
村
は
流
末
の
村
で
水
不
足
に
な
り
が
ち
で
あ

る
。
他
三
ヵ
村

（深
江

・
森

・
津
知
の
三
ヵ
村
）
は
他
に
も

用
水
が
あ
る
が
、
中
野
村
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
分
け
て
来

た
以
上
の
分
の
水
は
分
水
し
が
た
い
。
も
し
ど
う
し
て
も
三

条
村
畦
垣
内

へ
の
取
水
口
を

一
寸
広
げ
る
の
で
あ
れ
ば
、
①

三
条
村
の
清
水
を
中
野
村
の
番
水
と
す
る
か
②
中
野
村
が
取

水
す
る
時
に
は
三
条
村

へ
の
取
水
口
を

一
寸
狭
め
る
―
こ
と

を
要
求
す
る
。
三
条
村
は
今
回
畦
垣
内
が
日
損
だ
と
申
し
出

て
は
い
る
が
、
全
く
で
た
ら
め
で
あ
る
。

以
下
は
繰
り
返
し
に
な
る
の
で
省
略
す
る
が
、
畦
垣
内

ヘ

の
取
水
日
の
大
き
さ
を
九
寸
五
分
と
す
る
か
、　
一
尺
五
分
と

す
る
か
に
つ
い
て
、
中
野
村
と
三
条
村
及
び
仲
裁
人
と
が
対

立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

宛
先
も
欠
け
て
い
る
が
、
三
条
村
を

「
御
領
分
」
と
表
記
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し
て
い
る
こ
と
が
手
が
か
り
に
な
る
。
即
ち
、
三
条
村
は
近

世
を
通
じ
て
尼
崎
藩
領
で
あ
り
、
こ
こ
で
い
う

「御
領
分
」

と
は
、
幕
府
領
の
意
味
で
は
な
い
。
つ
ま
り
尼
崎
藩
主
の
こ

と
を

「御
」
と
表
記
し
て
い
る
わ
け
で
、
当
然
宛
先
も
、
尼

崎
藩
と
考
え
て
よ
い
。

前
号
資
料
も
そ
う
だ
が
、
明
和
元
十
二
年
に
ま
た
が
る
三

条
村
と
中
野
村
の
紛
争
は
、　
一
貫
し
て
交
渉
姑
象
と
し
て
の

領
主
は
尼
崎
藩
主
で
あ
り
、
仲
裁
の
労
を
取

っ
た
の
も
尼
崎

藩
の
大
庄
屋
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
、
畿
内
周

辺
八
カ
国
の
支
配
違
い
の
村
々
の
紛
争
を
本
来
裁
く
の
は
、

享
保
期
以
前
は
京
都
町
奉
行
、
以
後
は
三
分
さ
れ
て
、
京
都

町
奉
行

。
大
坂
町
奉
行
で
あ
る
は
ず
で
あ

っ
た
。
今
回
は
、

尼
崎
藩
領
の
三
条
村
村
域
内
の
用
水
施
設
が
紛
争
の
種
で
あ

る
と
い
う
問
題
の
性
格
上
の
特
殊
性
も
あ
る
が
、
本
来
幕
府

領
で
あ
る
中
野
村
の
農
業
生
産
の
安
定
に
、
尼
崎
藩
が

「公

儀
」
と
し
て
の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
は
、

や
は
り
重
要
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
、
入
組
領
の

多
い
い
わ
ゆ
る
畿
内
の

「非
領
国
」
地
域
に
お
け
る

「公
儀
」

の
存
在
の
あ
り
方
、
尼
崎
藩
の
独
自
性
を
め
ぐ
る
問
題
と
も

か
か
わ
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
紛
争
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
明
和
二
年
人

月
、
決
着
す
る
こ
と
に
な
る
。
「為
取
替

一
札
之
事
」
翁
芦
資
』

②
一一面

こ

に
よ
る
と
、

一
、
あ
ぜ
垣
内
江
わ
か
れ
候
本
川
幅
四
尺
六
寸

但
底
石
幅
九
寸
、
川
底
よ
り
高
壱
尺
二
伏
置

一
、
あ
せ
垣
内
江
分
水
溝
口
壱
尺
五
分

但
溝
口
底
石
本
川
伏
石
水
流

一
面
之
切
抜

と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
東
川
用
水
の
本
流
は
幅
四
尺
六
寸

で
、
川
底
か
ら
高
さ

一
尺
の
所
に
幅
九
寸
の
底
石
を
据
え
る
。

一
方
、
本
流
か
ら
分
か
れ
畦
垣
内

へ
注
ぐ
溝
は
幅

一
尺
五
分

と
す
る
と
い
う
の
が
骨
子
で
、
畦
垣
内

へ
の
取
水
日
の
幅
と

い
う
点
で
は
、
中
野
村
の
主
張
は
退
け
ら
れ
、
幅
九
寸
五
分

か
ら
さ
ら
に

一
寸
増
え
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
中
野

村
は
別
の
条
件
を
引
き
出
し
て
お
り
、
同
月
付
け
の
も
う

一

つ
の

「為
取
替

一
札
之
事
」
（同
、
三
四
七
頁
）
が
残

っ
て

い
る
。
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、

然
ル
処
中
野
村
之
義
は
水
末

二
而
も
有
之
、
外
二
用
水
も

無
之
村
方
二
候
故
、
三
条
村
と
内
々
相
対
を
以
、
中
野
村

呑
水
三
度
取
候
内
、
三
条
村
清
水
掛
り
之
水
頭
番

二
壱
度

指
添
遣
候
様
内
々
相
対
仕
候
、
尤
刻
限
之
儀
は
、
声
屋
谷

東
川
井
手
落
候
節
を
限
双
方
立
会
、
三
条
村
江
取
可
申
候
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と
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
条
村
と

「内
々
」
の
交
渉
の
結
果
、

中
野
村
は
東
川
用
水
か
ら
の
番
割
が

一
巡

（十
二
日
間
で

一

巡
、
「貞
享
四
年
東
川
用
水
番
割
帳
」
同
、
三
四
〇
頁
参
照
）

す
る
間
に
三
日
間
取
水
す
る
権
利
が
あ
る
が
、
そ
の
初
日
に

「
三
条
村
清
水
掛
之
水
」
を
時
間
を
限
っ
て
取
水
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。
貞
享
四
年

（
一
六
人
七
）
に
決
め
ら
れ
た
番

割
制
度
の
初
の

一
部
修
正
で
あ
り
、
今
後
、
三
条
村
の
畦
垣

内
の
特
権
に
対
す
る
切
り
崩
し
は
、
ジ
ワ
ジ
ワ
と
進
め
ら
れ

て
い
く
。

な
お
、
『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇
二
、
三
四
五
頁
の

「為

取
替

一
札
之
事
」
は
、
御
料
中
野
村
、
尼
崎
領
中
野
村

・
深

江
村

。
津
知
村

・
森
村
の
村
役
人
か
ら
三
条
村
役
人
へ
宛
て

た
史
料
で
あ
る
が
、
之
切
義
寛
氏
文
書
の
中
に
、
三
条
村
か

ら
宛
て
ら
れ
た
同
文
の
証
文
が
あ
る
。
こ
の
証
文
は
さ
ら
に

写
さ
れ
、
同
月
幕
府
領
中
野
村
庄
屋
、
年
寄
か
ら
代
官
辻
六

郎
左
衛
門
に
届
け
ら
れ
た
。
合
意
内
容
を
よ
り
強
く
確
認
す

る
た
め
、
同
じ
文
面
で
そ
れ
ぞ
れ
が
署
名
し
相
手
に
差
し
出

し
た
の
で
あ
る
。

【２８
　
唯
垣
内
出
入
に
つ
き
三
条
村
申
合
証
文
】小
阪
家
文
書

村
中

一
統
申
合
証
文
之
事

一
、
此
度
東
川
筋
用
水
出
入
出
来
二
付
、
役
人
衆
中
井
百
姓

惣
代
と
し
て
両
人
相
頼
申
候
処
、
相
違
無
御
座
候
、
右
出

入
成
行
悪
敷
、
猶
又
年
数
相
掛
り
諸
入
用
銀
相
嵩
、
銘
々

及
難
渋
候
共
、
我
儘
申
致
破
談
間
敷
、
諸
入
用
銀
別
紙
帳

面
割
方
之
通
急
度
出
銀
可
致
候
、依
之
村
中

一
統
致
参
会
、

末
々
迄
承
知
之
上
為
後
日
依
而
連
判
如
件

寛
政
十
二
庚
申
年

関
四
月
七
日宇

丘
（
衛

◎

　

久

丘
（
衛

⑩

八
郎

兵

衛
⑩

　

徳

丘
（
衛

◎

弥
惣

兵

衛
⑪

　

一二
郎

兵

衛
⑪

四
郎

兵

衛
⑪

　

市

丘
ハ
衛

⑪

弥
惣
右
衛
門
⑪

　

市
左

藍

門
◎

伊

右

衛

門
⑪

　

太

丘
＾
衛

⑪

立
口

平

治
⑩

　

韮
［
右

衛

門
⑪

甚
左

衛

門
⑪

　

一黒
右

衛

門
⑪

忠

右
衛

門
⑩

　

利

丘
（
衛

⑪

源

兵

衛

⑪

　

長

兵

衛

⑩

五

兵

衛

③

　

伊

左

衛

門
⑪

吉
右

衛

門
◎

　

長

右

衛

門
⑪

一矛

兵

衛

◎

　

茂

丘
（
衛

⑪
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甚

兵

衛

⑩

市

右

衛

門
⑪

兵
右

衛

門
⑪

七

郎

兵

衛
⑪

吉

兵

衛

⑪

伊

　

助

⑪

又

兵

衛

⑪

長

五

郎

⑪

利

右

衛

門
⑪

弥

兵

衛

⑪

作

右

衛

門
⑪

（原
文
横

一
段
書
）

同
村
庄
屋
　
伊
　
作
殿

同
断
年
寄
　
一ハ
兵
衛
殿

惣
代
人
　
八
郎
兵
衛

伊
右
衛
門

三
郎
兵
衛

解
　
説

芦
屋
川
の

一
の
井
堰
か
ら
取
水
す
る
時
間
を
め
ぐ
っ
て
、

本
庄
五
カ
村

（深
江

・
中
野

・
森

・
津
知

。
三
条
）
と
芦
屋

村
の
紛
争
が
寛
政
十

一
年
四
月
に
起
き

（本
書

【５
】
①
、

【６
】
①
、
『芦
資
』
②
三
四
人
）

一
年
が
か
り
で
よ
う
や

く
決
着
を
み
た

（本
書

【６
】
④
、
『声
資
』
②
三
五
四
）
。

と
こ
ろ
が
そ
の
直
後
、　
一
緒
に
訴
訟
を
戦
っ
た
三
条
村
を
相

手
に
、
深
江

。
中
野

・
津
知
村
が
訴
訟
を
起
こ
す
。
関
四
月

十
八
日
の
こ
と
で
あ
る

（『芦
資
』
②
三
五
七
）
。
そ
の
前
段

階
の
い
き
さ
つ
を
記
し
た

「
畦
垣
内
分
水
出
入
日
記
」
令
芦

資
』
（⑫
三
七
工
）
に
よ
る
と
、

深
江
村
の
菩
右
衛
門

・
善
左
衛
門

・
仁
左
衛
門

・
惣
左
衛

門
が
三
条
村
に
来
て
、
「深
江
の
西
の
方
の
二
本
の
川
は
、

東
川
用
水
の
流
末
で
中
野
村
と
同
様
、
用
水
の
届
き
に
く

い
所
で
あ
る
。
深
江
村
の
取
水
時
間
は
、
五
時
で
合
意
に

達
し
た
が
、
村
方
の
百
姓
た
ち
は
歎
か
わ
し
く
思
っ
て
い

る
」
と
こ
の
二
つ
の
川
へ
用
水
を
回
し
て
く
れ
る
よ
う
求

め
た
。

と
あ
る
。
既
に
記
し
た
よ
う
に

（本
書

【６
】
④
）
、
寛
政

十
二
年
四
月
に
合
意
し
た
史
料
に
よ
る
と
、
本
庄
五
カ
村
の

取
水
時
間
は
、
深
江
村
な
ど
が
全
部

一
日
当
た
り
五
時
だ
っ

た
の
に
対
し
、
中
野
村
だ
け
は

「
流
末
」
と
い
う
主
張
が
認

め
ら
れ
、
三
日
間
の
取
水
日
の
う
ち
、　
一
日
は
五
時
、
残
る

二
日
は
六
時
と

〃増
刻
〃
し
た
の
で
あ
る
。
深
江
村
は
前
年

の
十

一
月
、
五
時
で
よ
し
と
す
る
条
件
を
の
み

（『芦
資
』

②
三
五
二
）
、
最
終
的
に
寛
政
十
二
年
四
月
、
証
文
に
も
調

印
し
た
が
、
中
野
村
だ
け
が
特
別
扱
い
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

深
江
村
の
小
前
百
姓
た
ち
が
、
村
役
人
た
ち
の
結
ん
だ
合
意

内
容
に
不
満
を
募
ら
せ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
三
条
村
に
し

て
み
れ
ば
応
じ
る
筋
合
い
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
断
る
と
、

今
度
は
深
江
村
の
年
寄
利
右
衛
門
が
重
ね
て
頼
み
に
来
た
。
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そ
れ
も
断
る
と
、
関
四
月
七
日
、
中
野

・
深
江

。
森

・
津
知

の
四
カ
村
が
深
江
で
会
合
を
開
き
、
四
カ
村
の
村
役
人
の
代

理
と
い
う
百
姓
四
人
が
来
て
、
「
紛
争
に
な
っ
た
の
で
、
畦

垣
内
が
特
別
に
取
水
時
間
を
増
や
さ
れ
て
い
る
分
に
つ
い
て

は
、
取
水
口
を
開
じ
る
よ
う
に
」
と
要
求
し
た
が
重
ね
て
断
つ

た
、
と
い
う
。

こ
の
史
料
は
、
こ
う
し
た
本
庄
四
カ
村
か
ら
の
要
求
に
対

し
、
三
条
村
の
村
中

一
統
が
、
結
束
し
て
い
く
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
た
証
文
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

今
回
の
紛
争
で
は
、
村
役
人
と
、
人
郎
兵
衛
ら
を
惣
代
と

し
て
頼
む
。
旗
色
が
悪
く
な
っ
た
り
、
年
数
が
か
か
っ
て
費

用
が
か
さ
ん
で
も
、
入
用
銀
は
別
紙
帳
面
の
分
割
通
り
に
納

入
す
る
こ
と
―
と
申
し
合
わ
せ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
申
し
合
わ
せ
を
行

っ
た
の
は
、
紛

争
継
続
が
、
経
済
的
に
も
困
難
だ
っ
た
か
ら
な
の
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
し
か
し
畦
垣
内
の
地
主
が
八
人
だ
け
と
い
う
の

も
関
係
し
て
い
よ
う
。
畦
垣
内
の
地
主
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

三
条
村
全
体
の
問
題
と
し
て
対
応
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

Ｚや
。【２９

　
唯
垣
内
分
水

一
件
に
つ
き
四
ヵ
村
申
合
】芝
切
家
文
書

四
ケ
村
申
合

一
札
之
事

一
、
字
東
川

一
ノ
井
手
堰
普
請
是
迄
諸
入
用
、
井
此
後
猶
又

養
水
出
入
諸
入
用
、
三
条
村
畔
垣
内
合
石
分
水

二
応
シ
三

条
村
よ
り
出
銀
致
候
ハ
ヽ
、
森
村

。
津
知
村
之
儀
ハ
、
分

水
二
差
構
無
之
、
尤
中
野
村

・
深
江
村
之
儀
ハ
流
末
之
村

方
故
、
諸
入
用
銀
割
方
ハ
勿
論
、
是
迄
井
堰
入
用
割
を
以

分
水
致
度
由
、
右
両
様
之
趣
を
以
、
三
条
村
へ
及
対
談
、

万

一
彼
是
争
論
二
相
成
、
及
御
公
訴
候
ハ
ヽ
、
右
ニ
ケ
条

之
趣
返
答
書
戴
、
四
ケ
村

一
統
二
可
致
候
、
然
上
ハ
熟
談

二
相
成
候
節
、
森
村

。
津
知
村
之
儀
は
、
分
水

二
申
分
無

之
候
、
然
共
前
書
井
堰
入
用
、
井
此
節
之
出
入
諸
入
用
銀

之
儀
ハ
、
用
水
引
方

二
応
シ
、
引
方
致
置
可
申
候
、
為
後

日
”
而
如
件
寛
政
十
二
年

申
間
四
月
八
日
深
江
村
庄
屋

　

作
右

衛

門
⑪

年
寄

　

利

右
衛

門
⑩

百
性
代

仁
左

衛

門
⑩

中
野
村
庄
屋
　
　
弥
三
左
衛
門
⑩

年
寄
　
　
又

丘
（
衛

◎
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百
性
代
　
丈

　

助

　

⑪

森
　
村
庄
屋
　
　
利
　
丘
（　
衛

（貼
紙
ヽ
尼
崎
表
御
用
二
付
他
行

代
判
百
性
告
兵
衛
⑪
」

年
寄

　

久

左

衛

門
⑪

百
性
代
　
上
口

丘
（
衛

⑪

津
知
村
庄
屋

　

五
郎

兵

衛
⑪

年
寄

　

市

右

衛

門
⑪

百
性
代
　
佐

二
丘
（
衛
⑪

中
野
村
庄
屋
　
　
紋

　

治

　

⑪

解
　
説

前
号
資
料
の
よ
う
に
、
三
条
村
の

「村
中

一
統
」
が
申
し

合
わ
せ
を
行
っ
た
の
に
姑
し
、
紛
争
を
仕
掛
け
た
深
江

。
中

野

・
森

。
津
知
の
四
ヵ
村
が
、　
一
致
団
結
を
す
る
た
め
に

行

っ
た
申
し
合
わ
せ
で
あ
る
。

史
料
に
よ
れ
ば
、

⑪
森

・
津
知
村
は
、
こ
れ
ま
で
の
普
請
と
今
後
の
紛
争
の

経
費
に
つ
い
て
、
三
条
村
が
畦
垣
内

へ
の
分
水
に
応
じ
て
負

担
す
る
の
な
ら
畦
垣
内

へ
の
分
水
に
は
同
意
す
る
。

②
深
江

。
中
野
村
は
、
流
末
で
水
が
不
足
が
ち
な
の
で
、

出
入
諸
入
用

・
井
堰
普
請
入
用
を
負
担
し
て
き
た
分
だ
け
分

水
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

０
訴
訟
に
な
っ
た
場
合
は
、
四
ヵ
村

一
緒
に
事
に
当
た
る
。

上
流
の
森

。
津
知
村
と
下
流
の
深
江

。
中
野
村
は
、
用
水

に
対
す
る
必
要
度
が
異
な
っ
て
い
た
。
深
江
村
な
ど
は
、
三

条
村
が
負
担
な
し
で
畦
垣
内
に
取
水
し
て
い
る
と
し
て
、
こ

の
特
権
を
制
限
す
る
こ
と
を
狙

っ
て
負
担
に
応
じ
た
分
水
を

主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
申
し
合
わ
せ
は
、
こ
う
し
た

微
妙
な
四
ヵ
村
の
間
の
食
い
違
い
を
糊
塗
し
、
共
同
し
て
三

条
村
を
相
手
取
る
こ
と
に
目
的
が
あ

っ
た
。

そ
れ
か
ら
後
の
経
緯
に
つ
い
て
、
主
な
動
き
を
日
付
け
順

に
追
い
か
け
て
み
よ
う
。
カ
ッ
コ
内
は
、
い
ず
れ
も

『新
修

芦
屋
市
史
』
資
料
篤
二
の
頁
数
で
あ
る
。

関

４

・
‐０
　
東
川
水
論
諸
入
用
割
方
に
付
い
て
、
深
江
村
よ

り
廻
状
が
来
た
の
で
、
〓
一条
村
よ
り
出
向
い
た
と
こ
ろ
、

深
江

。
中
野
が
用
水
を
要
求
し
、
三
条
村
は
拒
否

（三

七
五
）。

関

４

●
‐１
　
中
野

・
深
江

・
津
知
村
出
坂
。
江
戸
表
五
百
姫
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若
様
御
逝
去
の
た
め
い
っ
た
ん
帰
村

（三
七
六
）。

間
４

ｏ
ｌ８
　
深
江

・
中
野

・
津
知
村
が
三
条
村
を
大
坂
町
奉

行
所
に
提
訴
。
三
ヵ
村
は

「
こ
れ
ま
で
は
用
水
が
か
な

り
あ
る
時
は
分
水
し
て
来
た
が
、
三
条
村
は
毎
日
用
水

を
要
求
す
る
の
で
困
る
」
と
主
張

全
一一五
七
、
一二
七
六
）。

し
か
し
畦
垣
内

へ
は
毎
日
取
水
す
る
権
利
が
あ
っ
た
の

は
、
既
に
見
た
通
り
で
あ
る

（本
書

【２５
】
解
説
）
。

間

４

ｏ
２５
　
一二
条
村
が
返
答
書
を
大
坂
町
奉
行
書
に
提
出
。

三
条
村
は
、
①
古
来
か
ら
五
月
夏
至
の
日
か
ら
毎
日
、

自
由
に
取
水
し
て
き
た
②
貞
享
年
中
の
取
り
決
め
証
文

（三
四
〇
）
は
中
野
村
が
所
有
し
て
い
る
③
明
和
年
間

に
も
三
条
村
が
訴
え
ら
れ

（三
四
四
）
、
分
水
石
を
置

く
こ
と
で
決
着
し
た
が
、
以
来
用
水
が
減

っ
た

（三
六

〇
）
④
前
年
の
芦
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
と
の
紛
争
で
も

中
野
村
は
畦
垣
内
分
の
用
水
融
通
を
要
求

（三
六
〇
）。

聞

４

●
２８
　
地
方
御
役
所
に
て
双
方
対
決
。
中
野

・
深
江

・

津
知
村
が
明
和
二
年
八
月
の

「
為
取
替

一
礼
之
事
」

含
２７
】
解
説
、
『芦
資
』
②
三
四
五
）
を
筆
写
し
て
奉

行
所
に
証
拠
書
類
と
し
て
提
出

（之
切
義
寛
氏
文
書
）。

役
人
荻
野
勘
左
衛
門
は

「
三
条
村
に
証
拠
あ
り
」
と
認

定

全
二
七
工Ｏ
。

関
一４

・
２９
　
深
江
村
な
ど
願
方
村
々
、
５
月
１５
日
ま
で
日
廷

べ
願
い
。
荻
野

「宜
し
き
思
案
。
三
条
村
も
な
る
べ
く

な
ら
少
々
用
水
を
融
通
す
る
よ
う
」
０
一七
六
十
七
）
。

５

・
４
　
深
江
村
な
ど
四
カ
村
の
使
者
が
三
条
村
に
来
て

内
済
を
要
望
。
し
か
し
交
渉
ま
と
ま
ら
ず

（三
七
七
）。

５

・
‐３
　
深
江

。
中
野
村
役
人
の
使
者
、
三
条
村
に
来
て

「
少
々
用
水
融
通
し
て
く
れ
る
な
ら
内
済
」
と
要
望
す

る
が
、
や
は
り
交
渉
ま
と
ま
ら
ず

（三
七
七
）
。

５

ｏ
‐６
　
御
役
所
に
て
双
方
対
決

（三
七
七
）
。

５

ｏ
‐８
　
深
江

。
中
野

・
津
知
村

「
畦
垣
内
へ
の
取
水
は

隔
日
が
し
き
た
り
。
し
か
も
畦
垣
内
は
１
町
歩
ほ
ど
し

か
な
い
」
と
い
う
主
張
を
行
い
、　
一
の
井
堰
普
請
帳
を

証
拠
と
し
て
提
出
す
る
が
、
奉
行
所
は
認
め
ず
、
森
村

が
願
い
方
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
理
由
、
畦
垣
内
が
毎
日

分
水
を
受
け
る
根
拠
の
提
出
を
命
令
。
２‐
日
ま
で
に
求

め
ら
れ
た
書
類
を
提
出
す
る
と
、
双
方
に
帰
村
の
指
示

（三
六

下
十
二
、
三
七
〇
―
上
、
三
七
七
十
八
）。

６

・
４
　
奉
行
所

「
地
頭
下
げ
」
と
し
和
解
を
命
ず

（三

七
八
）。

６

・
８
　
木
村
周
蔵
代
官
所
に
て
、
尼
崎
藩
郡
代
立
会
の

も
と
、
和
解
命
令
。
夜
、
近
江
屋
方
で
交
渉
す
る
が
、

ま
と
ま
ら
ず
。
翌
９
日
、
こ
の
旨
、
三
条
村
よ
り
尼
崎

藩
郡
代

へ
上
申

（三
六
三
、
三
七
八
）。
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【３０
　
唯
垣
内
出
入
熟
談
返
答
に
つ
き
請
書
】
芝
切
家
文
書

乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
摂
州
兎
原
郡
三
条
村
相
手
取
、

分
水
出
入
御
奉
行
所
江
御
願
申
上
候
え
、
追
々
御
純
之
上

双
方
　
御
地
頭
様
江
和
融
之
儀
被
仰
達
、
依
之
当
　
御
支

配
所
魚
崎
村
十
兵
衛
御
召
被
為
成
、
取
曖
可
被
仰
付
候
処
、

同
人
義
病
気
之
趣
二
而
、
暫
御
猶
予
御
願
申
上
候
二
付
、

私
共
帰
村
之
上
得
と
懸
合
、
双
方
熟
談
い
た
し
、
否
之
儀

当
月
十
五
日
迄

二
可
申
上
旨
被
仰
渡
奉
畏
候
、
依
之
御
請

印
形
差
上
申
候
、
以
上

寛
政
十
弐
年
申
六
月
十
四
日深
江
村
年
寄

利

右

衛

門

中
の
村
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門

木
村
周
蔵
様

御
役
所

解
　
説

前
号
資
料
の
解
説
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
六
月
八
日
、
木

村
周
蔵
代
官
所
で
、
尼
崎
藩
郡
代
立
会
の
も
と
、
重
ね
て
両

方
に
和
解
す
る
よ
う
指
示
が
あ

っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
六
月

十
日
、
中
野
村
と
深
江
村
は
、
木
村
周
蔵
代
官
所
に
、
仲
裁

人
の
任
命
を
願
い
出
た

（『芦
資
』
②
三
七

一
）
。
こ
の
結
果
、

魚
崎
村
十
兵
衛
と
八
幡
村
市
郎
兵
衛
が
呼
び
出
さ
れ
、
六
月

十
四
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
間
に
内
済
を
す
る
よ
う
申
し

渡
さ
れ
た

（同
、
三
六
四
、
三
七
九
頁
）。

こ
の
史
料
は
、
こ
れ
を
受
け
て
、
深
江

。
中
野
両
村
が
二

十
五
日
ま
で
に
内
済
の
返
事
を
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、
承
諸

し
た
請
書
で
あ
る
。
こ
の
史
料
で
は
、
十
兵
衛
は
病
気
を
理

由
に
延
期
を
願
い
出
て
い
る
。
水
論
に
つ
い
て
は
、
領
主
は

積
極
的
な
判
断
を
示
す
の
を
極
力
避
け
た
た
め
に
、
内
済
が

成
立
す
る
か
ど
う
か
は
、
仲
裁
人
の
力
に
か
か
っ
て
い
た
。

病
気
と
い
う
の
が
事
実
か
ど
う
か
は
別
に
し
て
、
相
当
な
精

神
的
負
担
と
な
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

そ
の
後
の
経
過
を
、
前
号
資
料
同
様
ま
と
め
る
と
次
の
通

り
で
あ
る

（カ
ッ
コ
内
は
同
じ
く

『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料

篇
二
の
頁
数
）
。

６

ｏ
‐６
　
住
吉
村
茶
屋
太
兵
衛
方
で
話
し
合
う
が
不
調

（三
七
九
）。

６

●
２６
　

「
三
条
村
は
養
水
豊
富
の
う
え
、
寛
政
十
二
年

四
月
に
芦
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
と
が
水
論
の
和
解
に
達
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し
た
こ
と
で
、
取
水
時
間
が
増
え
た
」
と
す
る
中
野

・

津
知
村
の
主
張
に
対
し
、
三
条
村
が
全
面
的
に
否
定
。

文
書
で
尼
崎
藩
郡
代
に
提
出

（三
六
四
、
三
七
九
）
。

６

●
２７
　
仲
裁
人
が
和
解
案
を
両
方
に
提
示
。
「番
水

一

回
り
十
二
日
間
の
う
ち
、
中
野

・
深
江
村

へ
一
時
ず
つ
、

計
二
時
増
刻
し
、
二
廻
り
目
に
は
増
刻
せ
ず
、
三
回
り

目
に
は
ま
た
増
刻
す
る
」
と
い
う
案
だ

っ
た
が
、
双
方

が
拒
否

（三
七
九
）
。

６

●
２８
　
尼
崎
藩
が
三
条
村
に
、
仲
裁
人
の
和
解
案
を
の

む
よ
う
求
め
る
。
２９
日
に
村
方
参
会
の
上
、
や
は
り
拒

否
す
る
こ
と
を
決
め
る

（三
人
○
）。

７

・
１
　
深
江

・
中
野
村

「畦
垣
内
の
分
水
の
う
ち
、
毎

日
三
時
ず
つ
融
通
し
て
く
れ
る
な
ら
和
解
す
る
」
と
要

求

（三
人

一
）
。

７

●
２
　
尼
崎
藩
、
口
」
の
ま
ま
で
は
両
地
頭
が
用
水
見

分
を
行
う
こ
と
に
な
る
が
、
三
条
村
は
分
水
が
多
い
の

で
勝
ち
目
は
薄
い
」
と
再
び
和
解
を
要
求

（三
人

一
）
。

７

・
３
　
三
条
村
村
方
参
会

（三
人

一
）
。

７

・
４
　
重
ね
て
の
尼
崎
藩
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
三
条

村
は
和
解
を
の
む
旨
、
郡
代
に
回
答
す
る
が
、
相
手
方

不
承
知
に
て
、
２０
日
ま
で
の
日
延
べ
を
願
い
、
７
日
帰

村

（三
人
三
）
。

７

●
‐４
　
一二
条
村
が

「
７
月
１５
日
の
番
水
は
ど
の
村
の
順

番
で
あ

っ
て
も
三
条
村
が
取
水
す
る
こ
と
が
貞
享
年
中

に
取
り
決
め
て
い
る
の
に
、
深
江
村

。
中
野
村
が
取
水

に
同
意
し
な
い
」
と
、
深
江
村
な
ど
の
代
官
木
村
周
蔵

役
所
に
急
訴

（三
六
五
、
三
人
三
）
。
な
お
、
寛
政
十

二
年
四
月
二
十
五
日
、
芦
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
と
が
取

り
替
わ
し
た
用
水
出
入
内
済
の
証
文

（三
五
四
）
に
、

「
本
庄
五
カ
村
の
番
水
が
二
廻
り
し
た
後
は
、
三
廻
り

目
の
冒
頭
を

一
日
休
番
と
し
、
芦
屋
村
が
取
水
す
る
」

と
い
う

一
項
が
あ
り
、
こ
の
三
廻
り
目
の
冒
頭
の
日
が

７
月
１５
日
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、
声
屋
村
も
こ
れ
を
根

拠
に
、
水
利
権
を
主
張

（二
人
二
）
。
木
村
周
蔵
代
官

所
で
は

「
昨
年
通
り
に
」
と
回
答
し
、
無
事
三
条
村
が

取
水
し
、
声
屋
村
が
１６
日
に
取
水
し
た

（三
六
六
、
三

人
三
）。

７

●
‐９
　
魚
崎
村
十
兵
衛
方
に
て
話
し
合
い

（三
人
三
）
。

７

・
２０
　
２６
日
ま
で
日
延
べ
を
両
地
頭
に
願
い
出
る
が
、

認
め
ら
れ
ず

（三
六
六
、
三
人
四
）。

７

・
２‐
、
２４
　
大
坂
で
話
し
合
う
が
不
調

（三
六
七
、
三

人
四
）。

ァ

．
２５
　
深
江

。
中
野
村
ｒ
一条
村
は
番
水
が

一
廻
り
（十

二
日
間
）
す
る
う
ち
、　
一
時
ず
つ
両
村
に
増
刻
す
る
と
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い
う
が
、
六
時
ず
つ
増
刻
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
和

解
で
き
な
い
」
と
木
村
代
官
所
に
要
求

（三
七
三
）
、

両
地
頭
に
よ
る
論
所
の
見
分
を
行
う
こ
と
が
決
定

（三

六
七
、
三
七
二
、
三
人
四
）
。

７

・
２７
　
木
村
代
官
手
附
池
田
冨
右
衛
門

・
尼
崎
藩
郡
代

杉
浦
久
平
ら
見
分
。
仲
裁
人
か
ら
の
和
解
案
は
「
中
野

・

深
江
へ
と
も
に
番
水

一
廻
り
の
う
ち
、
二
時
ず
つ
取
水

時
間
を
増
や
す
。
貞
享
四
年
の
取
り
決
め
で
、
毎
日
取

水
す
る
と
な
っ
て
い
た
観
音
田
に
つ
い
て
は
隔
日
」
な

ど
と
す
る
も
の
で
、
深
江
村
な
ど
願
い
方
の
村
々
は
承

知
し
た
が
、
三
条
村
が

「観
音
田
は
毎
日
取
水
で
き
る

の
が
し
き
た
り
」
と
し
て
不
承
知
。
中
野
村
は

「観
音

田
の
用
水
権
は
こ
れ
ま
で
通
り
と
す
る
の
で
、
貞
享
年

中
の
申
定
書
が
あ
れ
ば
事
足
り
る
。
新
証
文
に
は
盛
り

込
む
必
要
は
な
い
」
と
、
新
証
文
に

「
観
音
田
は
毎
日

分
水
」
と
い
う
水
利
慣
行
を
明
記
す
る
の
を
渋

っ
た
が
、

三
条
村
は
こ
れ
も
拒
否
し
た
。
中
野

・
深
江
村
は
強
く

要
求
を
主
張
し
た
が
、
観
音
田
に
つ
い
て
は
地
頭
は
取

り
上
げ
ず
、
仲
裁
人
で
決
め
る
よ
う
に
指
示
が
あ

っ
た

の
で
、
よ
う
や
く
対
立
が
や
わ
ら
ぎ
、
願
い
出
た
深
江

な
ど
の
村
々
は

「少
し
で
も
用
水
の
引
き
方
が
変
わ
る

の
な
ら
和
解
す
る
」
と
折
れ
た
の
で
、
よ
う
や
く
２９
日
、

取
替
証
文
を
二
通
作
り
、
代
官
所
と
尼
崎
藩
に
提
出
し

た

（三
六
七
、
三
人
四
十
六
）。

８

・
１
　
関
係
者
、
大
坂

へ

（三
六
七
、
三
人
六
）
。

こ
う
し
て
、
よ
う
や
く
紛
争
は
終
結
へ
と
向

っ
た
の
で
あ
る
。

【割
　
畦
垣
内
分
水
出
入
内
済
に
つ
き
口
上
書
】
①
小
阪
家
文
書

畦

垣

内

済

回

書

上

抽

乍
恐
口
上

一
、
三
条
村
相
手
取
、
字
畦
垣
内
分
水
引
方
出
入
、
当
申
聞

四
月
十
八
日
中
野
村

・
深
江
村

・
津
知
村
右
三
ケ
村
よ

り
、
町
御
奉
行
所
様
江
御
訴
訟
申
上
候
付
、
同
月
十
五
日

相
手
三
条
村
よ
り
返
答
書
奉
指
上
、
段
々
御
吟
味
之
上
和

談
仕
候
様
被
　
仰
聞
、
六
月
四
日
御
引
渡
二
相
成
候
、
右

二
付
、
双
方
和
談
之
儀
段
々
厚
御
利
解
被
　
仰
下
、
且
十

兵
衛

・
市
郎
兵
衛
取
暖
之
儀
被
仰
付
、
両
人
よ
り
も
段
々
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相
掛
合
呉
、
猶
場
所
御
見
分
被
成
下
侯
上
、
格
別
之
御
利

解
被
　
仰
下
、
早
速
和
融
相
調
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル

上
は
、
　

御
奉
行
所
様
御
吟
味
御
願
下
仕
度
奉
存
候
、
則

願
書
写
差
上
、
此
段
奉
願
上
候
、
以
上

寛
政
十
二
年

　

　

　

深
江
村
庄
屋
　
作

右

衛

門
印

申
八
月
二
日
　

　

　

年
寄
　
利
右

衛

門
印

百
姓
代

仁
左

衛

門
印

中
野
村
庄
屋
　
紋

　

治

　

印

年
寄

半

右

衛

門
印

百
姓
代
　
五

丘
（
衛

印

同
村
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門
印

年
寄
　
又

丘
（
衛

印

百
姓
代
　
丈

　

助

　

印

津
知
村
庄
屋
　
工
郎

兵

衛

印

年
寄

市

右

衛

門
印

百
姓
代

佐

次

兵

衛

印

三
条
村
庄
屋
　
伊

　

作

　

印

年
寄
　
エハ

丘
（
衛

印

百
姓
代
　
入
郎

兵

衛

印

杉
浦
久
平
様

前
書
之
通
厚
以
御
利
解
早
速
和
談
相
調
、
難
有
奉
存
候
、

御
奉
行
所
御
吟
味
願
下
之
儀
、　
一
同
奉
願
上
候
、
以
上

魚
崎
村
取
暖
人
　
十

丘
（
衛

印

人
幡
村
同
断
　
　
市
郎
兵
衛
印

右
同
文
言
二
而
、
木
村
周
蔵
様

へ
も

一
通
上
ル

【３‐
】
②
乍
恐
書
付
ヲ
以
御
願
下
奉
申
上
候

木
村
周
蔵
御
代
官
所

訴
訟
方
　
　
　
摂
州
兎
原
郡
中
野
村

松
平
遠
江
守
領
分

同
　
　
　
　
　
同
州
同
郡
　
同
　
村

木
村
周
蔵
御
代
官
所

同
　
　
　
　
　
同
州
同
郡
　
深
江
村

松
平
遠
江
守
領
分

同
　
　
　
　
　
同
州
同
郡
　
津
知
村

同
領
分

相
手
方
　
　
　
同
州
同
郡
　
一二
条
村

右
訴
訟
方
中
野
村

・
深
江
村

・
津
知
村
訴
上
候
は
、
字
東

川
用
水
之
内
三
条
村
字
畦
垣
内
と
申
場
所

へ
、
ケ
成
二
用

水
有
之
節
は
分
水
い
た
し
、
既
去
未
年
中
野
村
外
四
ケ
村

よ
り
、
同
郡
芦
屋
村
相
手
取
候
用
水
出
入
、
当
申
年
済
口

刻
限
定
書
二
も
、右
分
水
之
儀
日
割
等
之
差
別
定
無
之
処
、

日
々
分
水
可
仕
旨
三
条
村
申
分
難
心
得
段
訴
之
、
相
手
三
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条
村
答
上
候
ハ
、
字
畦
垣
内
田
地
之
儀
至
而
早
魃
所
二
而
、

日
々
用
水
無
之
候
而
は
、
立
毛
難
生
立
場
所
二
付
、
往
古

よ
り
毎
日
用
水
勝
手

二
引
取
来
、
則
貞
享
年
中
定
書
等
有

之
候
処
、
明
和
年
中
右
分
水
之
儀
及
出
入
、
熟
談
之
上
水

量
分
石
有
之
旨
返
答
書
指
上
、
双
方
御
純
御
座
候
上
、
何

レ
ニ
も
和
談
仕
候
様
被
　
仰
渡
、
御
代
官
所
領
主
役
人
江

御
引
渡
相
成
候
二
付
、
御
双
方
御
立
会
厚
御
利
解
之
上
、

猶
又
同
郡
魚
崎
村
十
兵
衛

。
人
幡
村
市
郎
兵
衛
取
曖
双
方

和
融
内
済
仕
候
趣
、
左
之
通
御
座
候

一
、
字
東
川
用
水
引
方
日
割
、
毎
年
二
月
夏
至
日
よ
り
相
始

候
、
番
割
日
数
十
二
日
壱
遍
、
中
野
村
三
日
之
内
二
日
相

除
、　
一
日
午
上
刻
よ
り
未
下
刻
迄
九
弐
時
、
番
割
五
番
ニ

相
当
候
日
、
三
条
村
分
水
之
内
ヲ
以
廻
番
度
毎
、
中
野
村

へ
融
通
可
仕
、
右
同
断
深
江
村
四
日
之
内
三
日
相
除
、　
一

日
午
上
刻
よ
り
未
下
刻
迄
九
弐
時
、
番
割
弐
番
二
相
当
候

日
、
一三
条
村
分
水
ヲ
以
廻
番
度
毎
、
深
江
村

へ
融
通
可
仕
、

尤
三
条
村
分
石
切
石
之
儀
は
、
融
通
刻
限
之
間
、
塞
留
置

可
申
積
、
且
右
弐
ケ
村
之
儀
は
流
末
之
村
方
故
三
条
村
よ

り
融
通
仕
候
得
共
、
津
知
村
之
儀
は
水
元
江
近
寄
候
場
所

二
而
、
中
ノ
村

・
深
江
村
両
村
七
見
く
ら
べ
候
得
は
用
水

ケ
成

二
引
取
相
成
候
村
方
故
、
三
条
村
よ
り
分
水
融
通
不

仕
積
熟
談
内
済
仕
候
、
然
ル
上
は
右
分
水

二
付
以
来
双
方

無
差
支
様
相
互
二
申
□
、
御
願
ケ
間
敷
儀
申
上
間
鋪
候

間
、
何
卒
御
吟
味
御
免
訴
答
御
下
ケ
被
下
置
候
様
仕
度
奉

願
上
候
、
右
之
段
御
聞
済
被
成
下
候

ハ
ヽ
、
御
慈
悲
難
有

奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
二
申
年
　
　
　
　
摂
州
兎
原
郡

八
月
　
　
　
　
中
野
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代

同
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代

深
江
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代

津
知
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代

三
条
村
庄
屋
年
寄

百
姓
代

松
平
遠
江
守
領
分

摂
州
兎
原
郡
八
幡
村

弥
三
左
衛
門

又
　
丘
（　
衛

文

　

　

助

紋

　

　

治

半

右

衛

門

五
　
丘
　^
衛

作

右

衛

門

利

右

衛

門

仁

左

衛

門

五

郎

兵

衛

市

右

衛

門

佐

次

兵

衛

伊
　
　
　
作

一ハ
　
丘
（

衛

人

郎

兵

衛
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取
曖
人
　

　

　

市

郎

丘
（
衛

木
村
周
蔵
御
代
官
所

同
州
同
郡
魚
崎
村

右
同
断
　
　
　
　
十
　
丘
　^
衛

御
奉
行
様

右
之
通
御
奉
行
所
様

へ
差
上
候
付
、
写
奉
指
上
候
、
以
上

申
八
月
二
日

中
野
村
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門
印

年
寄
　
又

丘
（
衛

印

百
姓
代
　
丈

　

助

　

印

同
村
庄
屋
　
紋

　

治

　

印

年
寄

半

右

衛

門
印

百
姓
代
　
五

丘
（
衛

印

深
江
村
庄
屋
　
作

右

衛

門
印

年
寄

利

右

衛

門
印

百
姓
代

仁

左

衛

門
印

解

説

畦
垣
内
の
分
水
を
め
ぐ
る
紛
争
は
、
七
月
末
に
な
っ
て
よ

う
や
く
和
解
に
達
し
、
訴
え
た
中
野

・
深
江

・
津
知
村
、
訴

え
ら
れ
た
三
条
村
と
仲
裁
人
が
、
尼
崎
藩
郡
代
杉
浦
久
平
と

木
村
周
蔵
代
官
に
、
和
解
す
る
旨
を
届
け
出
た
日
上
書
で
あ

る

３
声
資
』
②
三
六
七
、
二
人
六
参
照
）
。
そ
し
て
尼
崎
藩
、

代
官
所
の
許
し
を
得
た
う
え
で
、
人
月
三
日
、
大
坂
東
町
奉

行
所
に
、
内
済
証
文
と
、
訴
え
の
取
り
下
げ
願
い
を
提
出
し

た

（同
三
六
七
、
三
七
三
）
。

な
お
、
和
解
内
容
を
記
し
た
②
は
、
「為
取
替
証
文
之
事
」

（同
三
人
七
）
や
人
月
三
日
、
大
坂
町
奉
行
所
に
提
出
し
た

「差
上
申
済
口
証
文
之
事
」
（同
三
六
七
）
と
骨
子
は
同
じ

で
あ
り
、　
一
の
井
堰
か
ら
本
庄
五
カ
村
が
取
水
す
る
の
は
、

毎
年
五
月
の
夏
至
の
日
か
ら
始
ま
り
、
十
二
日
で

一
巡
す
る

が
、①
中
野
村
の
取
水
日
三
日
の
う
ち
、　
一
日

（第
五
日
目
）

は
、
午
上
刻
か
ら
未
下
刻
ま
で
、
二
時
、
三
条
村
へ
の
用
水

を
中
野
村
へ
融
通
す
る
。

②
深
江
村
の
取
水
日
四
日
の
う
ち

一
日

（第
二
日
目
）
を

同
じ
く
融
通
す
る
。
こ
の
間
は
い
ず
れ
も
三
条
村
へ
の
分
水

回
は
ふ
さ
ぐ
。
ま
た
こ
の
融
通
は
毎
回
行
う
。

③
津
知
村
は
、
上
流
で
用
水
の
引
き
取
り
易
い
場
所
な
の

で
、
三
条
村
か
ら
遣
わ
す
こ
と
は
し
な
い
。

と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
ほ
ぼ
同
文
の
史
料
が
中
野
村
側
に
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も
残
さ
れ
て
お
り
、
『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇
二
に
収
録

さ
れ
て
い
る

全
二
七
三
頁
）
。
こ
う
し
て
、
事
件
は
落
着
し
た
。

結
局
、
三
条
村
畦
垣
内

へ
の
分
水
を
現
行
の
毎
日
か
ら
隔
日

に
減
ら
す
、
と
い
う
深
江
村
な
ど
の
主
張
は
退
け
ら
れ
た
も

の
の
、
十
二
日
間
で
中
野
村
と
深
江
村

へ
二
時
ず
つ
の
用
水

融
通
を
約
束
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
条
村
の
持

っ
て
い

た
特
権
は
せ
ば
め
ら
れ
、
中
野
村
に
と

っ
て
は
、
同
年
四
月
、

芦
屋
村
か
ら
融
通
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
に
続
く
事
実

上
の
勝
訴
で
あ

っ
た
。
中
野
村
や
深
江
村
な
ど
の
主
張
は
、

先
例
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
何
ら
法
的
根
拠
に
基
づ
か
な

い
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
地
頭
下
げ
と
な
り
仲
裁
の
労

を
取
る
尼
崎
藩

・
木
村
周
蔵
代
官
所
も
既
し
て
深
江

・
中
野

村
寄
り
の
立
場
を
と

っ
た
。
例
え
ば

「畦
垣
内
分
水
出
入
日

記
」
七
月
二
日
条
で
は
、
三
条
村
に
少
々
用
水
を
融
通
す
る

よ
う
求
め
た
う
え
三
条
村
が
拒
否
す
る
と
、

三
条
村
不
承
知
二
而
ハ
、
両
御
地
頭
よ
り
東
川
水
掛
之
田

地
用
水
引
方
、
十
二
日
之
間
立
会
見
分
可
致
候
様
被
為
仰

聞
、
其
上
御
番
所
様

へ
返
上
可
申
候
由
、
右
外

二
相
成
候

而
ハ
、
三
条
村
分
水
多
場
所
二
御
座
候

ヘ
ハ
、
利
分
も
薄

く
相
成
候
様
、
仮
御
裁
許
迄
行
詰
候
而
も
三
条
村
用
水
増

刻
之
様
子
ハ
見

へ
不
申
、
左
候

ヘ
ハ
入
用
相
嵩
、
百
姓

一

統
難
渋
二
相
成
、
若
入
用
水
減
刻
二
相
成
候
時
ハ
、
尚
々

御
地
頭
表

へ
差
支
二
相
成
候

（同
、
三
人

一
）

と
説
得
し
た
。
つ
ま
り
、
三
条
村
が
融
通
し
な
い
の
な
ら
、

①
見
分
し
て
大
坂
町
奉
行
所
に
戻
す
こ
と
に
な
る
が
、
三
条

村
は
分
水
が
多
い
の
で
利
が
薄
い
②
仮
に
判
決
に
な
っ
て
も

三
条
村
に
有
利
な
判
決
が
出
る
見
通
し
は
な
い
③
不
利
な
判

決
が
出
れ
ば
、
経
費
ば
か
り
か
か
つ
て
百
姓
の
難
渋
に
な
る

④
も
し
不
利
な
判
決
が
出
て
、
取
水
時
間
を
減
少
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
れ
ば
、領
主
で
あ
る
尼
崎
藩
も
困
る
―
な
ど
と
、

和
解
を
強
要
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
尼
崎
藩

・
木
村
代
官
所
か
ら
仲
裁
人
に
命
じ
ら
れ

た
人
幡
村
市
郎
兵
衛

・
魚
崎
村
十
兵
衛
に
し
て
も
同
じ
こ
と

で
あ

っ
た
。
例
え
ば
七
月
二
十
七
日
の
仲
裁
案
で
は
、
中
野

・

深
江
村
へ
の
二
時
ず
つ
の
用
水
融
通
に
加
え
、貞
享
四
年
盆

六
人
七
）
の
取
り
決
め
で
、
毎
日
分
水
の
権
利
が
明
文
化
さ

れ
た
観
音
田
へ
の
用
水
に
つ
い
て
も
、
何
の
法
的
な
根
拠
も

な
い
ま
ま
、
「隔
日
分
水
」
案
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

一
緒
に
紛
争
を
争
い
抜
い
た
津
知
村
に
対
し
て
は
、

津
知
村
之
儀
ハ
、
水
元
へ
近
寄
候
場
所
二
而
、
中
野
村

。

深
江
村
両
村
と
見
競
候
得
は
、
用
水
可
成

二
引
取
相
成
候
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村
方
故
、
三
条
村
よ
り
分
融
通
不
仕

（同
、
三
七
四
）

と
あ
る
よ
う
に
、
中
野
村

・
深
江
村
に
比
べ
て
川
上
で
、
用

水
も
豊
富
で
あ
る
と
い
う
、
水
利
の
現
況
に
基
づ
い
て
仲
裁

案
が
作
ら
れ
た
の
で
あ

っ
て
、
貞
享
四
年
以
来
か
ら
続
く
水

利
慣
行
や
法
か
ら
は
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
り
、
用
水
の
再
分

配
が
行
わ
れ
た
、
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。

即
ち
、
用
水
の
届
き
に
く
い
流
末
で
の
新
田
開
発
、
上
流

で
の
水
車
の
新
設
な
ど
に
よ
る
水
流
の
変
化
な
ど
、
新
し
い

農
業
生
産
の
環
境
を
反
映
し
、
こ
う
し
た
環
境
に
適
応
し
た

水
利
慣
行
の
秩
序
を
生
も
う
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。

【３２
　
東
川
用
水
掛
り
田
地
町
歩
書
上
】
　

　

小
阪
家
文
書

東
川
用
水
掛
り
田
地
覚

一
、
人
町
弐
反
　
　
　
　
　
　
　
相
手
　
一二
条
村

但
し
壱
川

一
、
拾
人
町
壱
反
　
　
　
　
　
　
願
人
　
中
野
村

但
し
三
川

一
、
弐
拾
五
町
三
反
　
　
　
　
　
同
断
　
深
江
村

但
し
四
川

一
、
弐
拾
弐
町
七
反
　
　
　
　
　
同
断
　
森
　
村

但
し
三
川

一
、
五
町
壱
反
　
　
　
　
　
　
　
同
断
　
津
知
村

但
し
壱
川

川
数
〆
十
弐
川

反
数
〆
七
拾
九
町
四
反

解
　
説

東
川
用
水
掛
り
の
各
村
々
の
耕
作
面
積
と
、
東
川
用
水
か

ら
流
れ
出
る
河
川
の
数
の
書
き
上
げ
で
あ
る
。
「相
手
　
一二

条
村
」
と
あ
る
通
り
、
畦
垣
内

へ
の
分
水
を
め
ぐ
る
紛
争
に

際
し
、
本
庄
四
カ
村
が
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

-104-



〓
一　
水
論
雑
用
銀
割
方
紛
争
十
三
条
村
を
中
心
に

【３３
　
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
に
つ
き
党
】小
阪
家
文
書

覚

一
、
水
論
入
用
割
方
出
入
二
付
、
当
村
畦
垣
内

へ
此
度
初
メ

而
入
用
相
掛
り
候
様
、
下
四
ケ
村
よ
り
申

二
付
、
当
村
ニ

ハ
往
古
よ
り
掛
り
不
申
場
所
故
、
不
承
知
申
候
処
四
ケ
村

よ
り
出
入
ケ
間
敷
申
掛
候
得
共
、
当
村
ニ
ハ
一
向
不
承
知

申
捨
置
候
処
、
十

一
月
廿
四
日
津
知
村
庄
屋
五
郎
兵
衛

・

森
村
年
寄
久
左
衛
門
右
両
人
、
当
村
罷
被
越
申
被
聞
候
ハ
、

今
日
深
江
村
二
而
水
論
入
用
割
方
之
義

二
付
、
四
ケ
村
参

会
致
候
処
、
右
割
方
当
村
ニ
ハ
不
承
知
二
付
、
出
入
相
成

候
哉

二
付
、
気
毒
存
、
段
々
咄
合
致
候
処
、
格
別
之
趣
意

も
無
之
、
又
銀
子
と
て
も
格
別
多
分
相
掛
ケ
候
様

二
も
無

之
候
得

ハ
、
御
互
二
少
々
つ
ゝ
了
簡
付
合
候
得
ハ
事
済
致

侯
哉
二
存
、
何
欠
膊
下
之
手
前
共
故
二
参
り
申
候
、
何
卒

少
々
出
銀

二
而
相
済
被
下
候
様
、
右
両
人
挨
拶
被
下
候
ニ

付
、
畦
垣
内
掛
り
参
会
致
候
処
、
只
何
と
な
く
手
伝
銀
か

又
助
銀
力
、
出
銀
力
、
右
■
之
名
ロ
ニ
而
相
成
候
得
は
、

銀
壱
枚
位
迄
之
内
二
而
相
済
申
度
と
申
、
又
何
歩
と
言
割

方
二
相
成
候
得
ハ
、　
一
向
不
承
知
二
而
罷
帰
り
申
候
と
申

合
、
同
十
四
日
夜
、
深
江
村
掛
合
参
候
処
、
津
知
村
庄
屋

五
郎
兵
衛
殿

・
森
村
年
寄
久
左
衛
門
殿
御
目
掛
り
、
右
之

通
掛
ケ
合
候
処
、
百
目
位
力
、
人
拾
匁
位
迄
と
被
申
、
其

内
を
森
村

・
津
知
村
よ
り
少
々
三
条
村
へ
手
伝
申
相
済
被

下
候
様
被
申
、
当
村
不
承
知
二
而
、
其
義
な
く
罷
帰
申
候
、

然
ル
所
、
同
十
五
日
早
朝
、
森
村
よ
り
使
参
候

二
付
、

早
癖
森
村
へ
参
候
処
、
弥

一
件
出
入
二
相
成
候
様
承
リ
ニ

付
、
気
之
毒
存
候
故
、
内
済
二
而
も
相
成
候
ハ
ヽ
御
互
ニ

大
慶

二
存
候
と
被
申
候
二
付
、
十
四
日
之
夜
之
様
子
承
り

候
処
、
互
二
心
得
違
も
有
之
候
哉

二
存
候
二
付
、
中
野
村

庄
屋

・
津
知
村
庄
屋
、
森
村
よ
り
呼

二
被
遣
候
処
、
最
早

尼
崎

へ
御
届
二
被
参
候
二
付
、
咄
会
も
出
来
不
申
、
翌
廿

六
日
朝
七
ツ
立
二
而
、
尼

へ
参
候
処
、
郷
廻
り
方
参
り
掛

合
之
趣
申
上
候
処
、
何
分
少
々
之
銀
子
出
入
二
付
、
御
上

之
御
苦
労
二
相
成
候
義
、
甚
難
相
済
、
兎
角
御
領
分
四
ケ

村
庄
屋
参
会
之
上
二
而
、
随
分
取
斗
も
出
来
申
候
様
被
存

候
間
、
其
旨
二
而
内
済
可
致
候
と
、
津
久
井
源
太
夫
様
被

聞
申
候
、
依
之
森
村
へ
参
会
致
、
咄
合
致
見
申
候
処
、
随

分
先
方
四
ケ
村
ニ
ハ
内
済
致
度
様
見
申

二
付
、
三
条
村
畦

垣
内
■
よ
り
金
弐
百
疋
手
伝
銀
欺
、
又
ハ
助
銀
欺

二
名
目

帳
面
二
あ
ら
わ
し
被
下
度
と
、
右
之
通
二
相
済
被
下
候
様

発
言
致
候
処
、
三
ケ
村
庄
屋
衆
よ
り
銀
壱
枚

二
取
斗
見
申
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度
被
申
候
付
、
任
其
義
候
処
、
他
領
深
江
村

・
中
野
村
庄

屋
御
役
所
右

一
件
御
届
二
被
参
、
留
主
二
候
得
ハ
、
右
両

人
罷
帰
被
申
次
第
、
掛
合
可
申
候
得
ハ
、
先
夫
迄
御
見
合

と
被
申
候
二
付
、
退
参
致
候

解
　
説

年
号
は
欠
い
て
い
る
が
、
一二
条
村
畦
垣
内
田
地
主
に
対
し
、

下
流
の
本
庄
四
カ
村

（中
野

・
深
江

・
森

・
津
知
）
が
、
水

論
で
か
か
っ
た
費
用
を
負
担
さ
せ
よ
う
と
す
る
出
入
り
に
か

か
わ
る
交
渉
経
緯
の
覚
書
で
あ
る
。
こ
の

一
件
は
、
後
述
す

る
よ
う
に
寛
政
十
二
年

（
一
人
○
○
）
十
二
月
十
三
日
に
提

訴
さ
れ
、
翌
十
三
年
二
月
九
日
に
解
決
し
て
い
る
の
に
対
し
、

本
史
料
は
、
十

一
月
下
旬
の
交
渉
経
緯
を
記
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
寛
政
十
二
年
十

一
月
の
記
事
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容

を
箇
条
書
き
に
す
る
と
、

①
水
論
に
か
か
っ
た
費
用
の
集
担
問
題
で
、
東
川
掛
り
の

下
流
四
カ
村
が
、
初
め
て
三
条
村
の
畦
垣
内
に
も
分
担
さ
せ

よ
う
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
前
例
が
な
く
三

条
村
で
は
捨
て
置
い
た
。

②
十

一
月
二
十
四
日
、
津
知
村
庄
屋

・
森
村
年
寄
が
三
条

村
に
来
て
言
う
に
は

「今
日
、
深
江
村
で
四
カ
村
が
会
合
を

開
い
た
。
た
い
し
た
金
額
で
も
な
い
の
で
、
負
担
し
て
欲
し

い
。
隣
村
で
も
あ
り
、
訴
訟
に
な
れ
ば
気
の
毒
と
思
い
や
っ

て
来
た
」
。

①
畦
垣
内
の
田
地
主
で
会
合
を
開
い
た
と
こ
ろ
、
手
伝
銀
、

助
銀
な
ど
の
名
目
で
、
銀

一
枚
程
度
な
ら
い
い
が
、
何
割
か

の
分
担
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
な
ら
納
得
で
き
な
い
と
申
し
合

わ
せ
た
。

い
二
十
四
日
夜
、
深
江
村
で
津
知
村
庄
屋

・
森
村
年
寄
と

か
け
合

っ
た
が
、
銀
百
匁
か
八
十
匁
ぐ
ら
い
を
要
求
さ
れ
た
。

森
村

・
津
知
村
が
、
そ
の
う
ち
少
し
を
負
担
す
る
と
言

っ
た

が
断

っ
て
帰
村
し
た
。

０
二
十
五
日
早
朝
、
森
村
か
ら
使
い
が
来
て
、
出
向
く
と

い
よ
い
よ
訴
訟
に
な
る
と
い
う
。
お
互
い
心
得
違
い
の
部
分

も
あ

っ
た
の
で
、
も
う

一
度
話
し
合
お
う
と
、
中
野

・
津
知

村
庄
屋
を
森
村
か
ら
呼
び
に
行

っ
た
が
、
既
に
尼
崎
に
届
け

出
た
後
だ
っ
た
。

０
二
十
六
日
朝
、
三
条
村
が
尼
崎
藩
役
所
に
出
向
く
と
、

郷
廻
り
方
の
役
人
は

「
少
々
の
銀
子
の
こ
と
な
の
で
、
内
済

に
す
る
よ
う
に
」
と
命
じ
た
。

０
森
村
で
会
合
を
開
い
て
、
負
担
金
に
つ
い
て
話
し
合
っ

た
が
、
幕
府
領
の
深
江
村

。
中
野
村
が
こ
の
紛
争
を
代
官
所

に
届
け
る
た
め
留
守
だ
っ
た
の
で
、
帰
る
ま
で
見
合
わ
せ
る
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こ
と
に
な
り
、
帰
村
し
た
。

こ
こ
で
の
三
条
村
の
姿
勢
は
、
手
伝
銀
、
助
銀
な
ど
の
名

目
な
ら
多
少
の
出
費
は
や
む
な
し
、
と
い
う
姿
勢
で
あ

っ
た
。

別
の
名
目
や
何
割
と
い
っ
た
分
担
な
ら
出
せ
な
い
と
い
う
。

本
来
な
ら
出
す
筋
合
で
は
な
い
が
、
正
式
の
訴
訟
に
な
れ
ば

出
費
も
か
さ
む
し
、
「手
伝
」
な
ど
、
三
条
村
の
好
意
に
よ
っ

て
臨
時
に
出
費
し
た
、
と
い
う
形
で
の
決
着
を
図
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
後
の
交
渉
の
経
過
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

本
庄
四
カ
村
は
、
畦
垣
内

へ
毎
日
分
水
を
引
い
て
い
る
と
い

う
現
実
に
照
ら
し
、
当
然
の
義
務
と
し
て
費
用
分
担
を
求
め

た
の
で
あ
り
、
交
渉
は
決
裂

へ
と
向
か
う
。
そ
し
て
翌
十
二

月
十
三
日
、
正
式
の
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

【３４
　
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
訴
訟

一
件
控
帳
】
①
小
阪
家
文
書

辛
寛
政
十
三
歳

酉
正
月
吉
日

東
川
水
論
諸
雑
用
銀
割
方
出
入
訴
返
抽

三
条
村

乍
恐
御
訴
詔木
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡甲

中
野
村
庄
屋

水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
　
願
方

弥
三
左
衛
門

代
年
寄
　
又
　
丘
（　
衛

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
同
村
庄
屋紋
　
　
　
治

木
村
周
蔵
御
代
官
所

同
州
同
郡
深
江
村

庄

屋

作

右

衛

門

代
年
寄

利

右

衛

門

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
森
村
津
知
村

庄

屋

五

郎

兵

衛

森
村
年
寄
　
七

郎

丘
（
衛

松
平
遠
江
守
様
御
領
分

同
州
同
郡
三
条
村

相
手
　
畦
垣
内
田
地
主
庄
屋
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伊

右

衛

門

宇
　
丘
（　
衛

兵

右

衛

門

五
　
丘
（　
衛

長
　
丘
　^
衛

市

丘
（　
衛

弥

三

兵

衛

都
合
八
人

一
、
私
共
井
相
手
三
条
村
都
合
六
ケ
村
よ
り
、
同
郡
芦
屋
村

相
手
取
用
水
引
方
出
入
、
去
未
八
月
御
訴
詔
奉
申
上
候
所
、

追
々
御
れ
之
上
、
双
方
御
地
頭
様
江
和
融
内
済
之
儀
御
達

有
之
候
二
付
、
取
曖
人
立
入
、
当
四
月
下
済
仕
候
段
、
偏

二
御
威
光
難
有
奉
存
候
、
尤
右
雑
用
銀
願
方
村
々
立
会
之

上
、
追
而
割
方
可
仕
趣
申
合

一
札
取
極
置
候

二
付
、
割
方

可
仕
と
存
追
々
寄
合
候
処
、
三
条
村
不
得
心

二
付
私
共

村
々
割
方
難
出
来
歎
ケ
敷
奉
存
候
、
則
諸
入
用
割
方
儀
は

用
水
引
方
分
量
二
応
し
割
方
仕
度
候
、
何
分
三
条
不
埒
斗

申最
早
下
二
而
可
仕
様
も
無
御
座
候
二
付
、
無
拠
御
訴
詔
奉

ミ願
上
候
、
何
卒
相
手
三
条
村
庄
屋
年
寄
田
地
主
急
々
御
召

之
上
、
用
水
引
方
二
応
し
出
銀
可
仕
様
被
為
　
仰
付
被
下

候
ハ
ヽ
、
御
慈
悲
難
有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
二
年

申
十
二
月
十
三
日
　
中
野
村
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門

代
年
寄
　
又
　
丘
（　
衛

同
村
庄
屋
　
　
紋
　
　
　
治

深
江
村
庄
屋
　
作

右

衛

門

代
年
寄

利

右

衛

門

森
村
庄
屋
　
　
利
　
丘
（　
衛

代
年
寄
　
七

郎

丘
（
衛

津
知
村
庄
屋
　
五

郎

丘
（
衛

御
奉
行
様
御
裏
印
写

如
斯
訴

ミ書
状
差
出
候
間
、
埒
明
事

二
候

ハ
ヽ
可
相
済
、
申

分
有
之

ハ
返
答
書
来
正
月
十
五
日
迄
之
御
用
日
可
令
対

決
、
若
於
不
参
は
可
為
曲
事
者
也

申
十
二
月
　
　
　
若
　
狭

十
三
日
　
　
因
　
幡

表
書
八
人
相
手

右
庄
屋
年
寄
頭
百
姓

解
　
説

寛
政
十
二
年

（
一
人
○
○
）
人
月
三
日
、
畦
垣
内
を
め
ぐ

る
三
条
村
と
深
江

・
中
野

・
津
知
村
と
の
紛
争
は
決
着
が
つ
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い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十
二
月
、
形
を
変
え
て
再
燃

す
る
こ
と
に
な
る
。

①
が
、
中
野

・
深
江

。
津
知

・
森
村
か
ら
出
さ
れ
た
訴
状

の
写
し
で
あ
り
、
『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇
二
、
三
九

一

頁
に
も
ほ
ぼ
同
文
の
史
料
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
深
江
村
な

ど
の
主
張
は
、

い
昨
年

（寛
政
十

一
年
）
人
月
、
中
野

・
深
江

・
津
知

・

森

。
三
条
の
村
で
、　
一
の
井
堰
の
取
水
権
を
め
ぐ
っ
て
芦
屋

村
を
相
手
取
っ
て
訴
訟
を
起
こ
し
、
今
年
四
月
に
和
解
に
達

し
た
。
こ
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
追

っ
て
村
々
立
会
の
う
え

分
担
額
を
決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
三
条
村
だ
け
が

全
く
同
意
し
な
い
。

②
費
用
分
割
は
、
用
水
を
引
く
分
量
に
応
じ
て
決
め
た
い
。

と
い
う
も
の
で
、
相
手
は
、
い
ず
れ
も
三
条
村
畦
垣
内
の
地

主
で
あ
る
。

即
ち
、
本
庄
側
か
ら
み
る
と
、
前
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に

寛
政
十
二
年
間
四
月
に
始
め
た
畦
垣
内
用
水
出
入
は
、
三
条

村
か
ら
中
野

・
深
江
村
へ
の
用
水
融
通
と
い
う

一
定
の
譲
歩

を
引
き
出
し
た
。
し
か
し
畦
垣
内
や
観
音
田
は

「毎
日
分
水
」

と
い
う
特
権
を
持

っ
て
お
り
、
「
隔
日
分
水
」
の
目
論
見
は

失
敗
し
た
。
そ
こ
で
、
前
年
か
ら

一
年
が
か
り
で
続
い
た
芦

屋
村
相
手
の
訴
訟
の
経
費
を
、
三
条
村
畦
垣
内
の
地
主
た
ち

に
用
水
引
取
量
に
応
じ
こ
れ
ま
で
以
上
に
負
担
さ
せ
よ
う
と

し
た
の
で
あ
る
。

【３４
】
②
乍
恐
返
答
松
平
遠
江
守
領
分

摂
州
兎
原
郡
三
条
村

畦
垣
内
田
地
主
人
人
名
前

一
、
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
同
州
同
郡
中
野
村

・
深
江
村
、

松
平
遠
江
守
殿
領
分
同
州
同
郡
中
野
村

。
津
知
村

。
森
村

右
村
々
よ
り
私
共
相
手
取
、
水
論
雑
用
割
方
出
入
、
去
申

十
二
月
十
三
日
被
願
上
、
依
之
今
日
対
決
被
為
仰
付
候
ニ

付
、
乍
恐
左
二
返
答
奉
申
上
候

一
、
右
水
論

一
件
之
儀
は
、
畦
垣
内
地
主
斗
二
抱
り
候
水
論

二
而
は
無
御
座
候
、
此
度
之
願
方
五
ケ
村
、
都
合
六
ケ
村

よ
り
、
水
上
声
屋
村
相
手
取
、
及
出
入
候
儀
は
、
願
人
共

能
承
知
二
御
座
候
、
然
ル
所
、
其
節
之
入
用
割
方
難
出
来

趣
ヲ
以
、
畦
垣
内
地
主
と
限
相
手
取
候
段
、
筋
違
候
様
奉

存
候
、
当
村
中
江
抱
り
候
儀

二
付
、
其
趣
相
心
得
候
様
被

為
　
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候

一
、
右

一
件
雑
用
銀
願
方
村
々
立
会
之
上
、
追
而
割
方
可
仕
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趣
申
合

一
札
取
極
有
之
候
所
、
当
村
不
得
心
之
旨
被
願
上

候此
段
右
外

一
札
取
極
置
候
儀
相
違
無
御
座
候
、
勿
論
右
出

入
中

二
も
入
用
銀

ハ
村
々
よ
り
凡
積
リ

ニ
而
出
銀
有
之

候
、
既
二
当
村
之
儀
も
出
銀
仕
置
候
儀
二
付
、
割
方
仕
候

義
は
得
心
之
儀
二
御
座
候

一
、
諸
入
用
割
方
之
儀
は
、
用
水
引
方
分
量
二
応
し
割
方
仕

度
趣
被
願
上
候

此
段
新
規
成
儀

二
付
、
当
村
不
承
知
二
御
座
候
間
、
前
々

よ
り
諸
入
用
割
方
仕
来
も
御
座
候
得
ハ
、
右
仕
来
通
リ
ニ

割
方
仕
候
様
、
被
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候

前
書
申
上
候
通
、
畦
垣
内
地
主
半
相
手
□
被
願
上
候
筋
ニ

ハ
有
之
問
敷
、
当
村
中
江
相
抱
り
候
儀
、
殊
二
困
窮
之
百

姓
共
多
人
数
罷
出
候
儀
ハ
、
乍
恐
甚
難
渋
仕
候
間
、
何
卒

庄
屋
年
寄
江
相
掛
り
、
其
外
ハ
相
手
取
候
儀
相
止
メ
候
様
、

被
為
　
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
三
年
　
　
　
一二
条
村
庄
屋

酉
正
月
十
五
日
　
　
伊
作
病
気

二
付

代
　
入
郎
兵
衛

伊
右
衛
門

弥
三
兵
衛

宇
兵
衛
病
気
二
付

代
　
一二
郎
兵
衛

市
兵
衛
病
気

代
　
伊
左
衛
門

兵
右
衛
門
病
気
付

代

七

兵

衛

長
兵
衛
病
気

二
付

代

太

兵

衛

五
兵
衛
病
気

代

甚

兵

衛

付
添
　
年
寄六

兵

衛

西
御
番
所
也

御
奉
行
様

解
　
説

三
条
村
か
ら
す
れ
ば
、
前
の
慣
例
や
法
的
根
拠
も
な
い
の

に
中
野

・
深
江
村
に
用
水
を
融
通
し
た
だ
け
で
も
相
当
な
譲

歩
で
あ
る
。
こ
の
上
さ
ら
に
訴
訟
費
用
分
担
の
割
り
増
し
を

し
ろ
と
い
う
。
こ
う
し
た
要
求
を
す
ん
な
り
の
め
る
は
ず
は

な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
訴
訟
と
な
り
、
寛
政
十
三
年

一
月
二

十
五
日
、
大
坂
西
町
奉
行
所
で
対
決
が
行
わ
れ
た
。
②
は
、
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三
条
村
畦
垣
内
の
地
主
人
人
か
ら
出
さ
れ
た
返
答
書
で
あ

る
。
＞こ
の
返
答
書
に
よ
る
と
三
条
村
畦
垣
内
地
主
の
主
張
は
、

い
芦
屋
村
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
し
た
の
は
、
本
庄
六
ヵ

村

（幕
領
中
野
村

・
尼
崎
藩
領
中
野
村

・
深
江

・
森

・
津

知

・
三
条
村
）
全
体
で
あ
る
の
に
、
そ
の
際
の
費
用
が
う
ま

く
割
れ
な
い
か
ら
と
い
つ
て
、
三
条
村
の

一
部
の
畦
垣
内
の

地
主
だ
け
に
負
担
増
加
を
求
め
る
の
は
お
か
し
い
。
三
条
村

全
体
に
か
か
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

②
芦
屋
村
相
手
の
訴
訟
で
、
訴
え
た
村
々
が
立
ち
会
い
、

後
で
費
用
を
負
担
し
合
う
と
い
う
取
り
決
め
が
あ
る
の
に
、

三
条
村
が
こ
れ
に
応
じ
な
い
と
本
庄
側
は
主
張
す
る
。
し
か

し
訴
訟
中
の
入
用
は
三
条
村
も
出
費
し
て
き
た
。
だ
か
ら
、

こ
の
取
り
決
め
そ
の
も
の
に
応
じ
な
い
と
主
張
し
て
い
る
訳

で
は
な
い
。

０
経
費
の
分
担
は
、
用
水
量
に
応
じ
て
行
う
と
本
庄
側
は

主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は

「
新
規
」
の
こ
と
で
あ
り
、

三
条
村
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
の
し
き
た
り
通
り
を
希
望
す

夕０
。三
条
村
畦
垣
内
の
地
主
人
人
は
、
こ
う
主
張
し
て
こ
と
ご

と
く
反
論
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
畦
垣
内
地
主
だ
け
を
相
手

と
す
る
の
は
筋
違
い
で
、
困
窮
民
も
多
い
の
で
、
三
条
村
役

人
を
相
手
と
す
る
よ
う
求
め
た
。
な
お
、
八
人
の
地
主
の
う

ち
、
病
気
を
理
由
に
代
理
を
立
て
な
か
っ
た
の
は
、
伊
右
衛

門

・
弥
三
兵
衛
の
二
人
の
み
で
あ

っ
た
。
畦
垣
内
地
主
だ
け

を
相
手
と
す
る
本
庄
側
の
戦
術
に
対
す
る
対
策
と
も
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
庄
屋
伊
作
は
、
畦
垣
内
の
地
主
で
も
あ
り
、

三
条
村
側
の
村
役
人
と
し
て
は
、
六
兵
衛
が

「
付
添
」
と
い

立
肩
書
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
小
阪
家
文
書
の
中
に
は
、
こ
の
時
の
別
の

「乍
恐

返
答
」
の
文
柔
が
残
っ
て
い
る
の
で
掲
載
し
よ
う
。

乍
恐
返
答

松
平
遠
江
守
殿
領
分

摂
州
兎
原
郡
三
条
村
　
庄
屋
年
寄
頭
百
性

同
村
畦
垣
内
田
地
主
惣
百
姓

一
、
木
村
周
蔵
様
御
代
官
所
同
国
同
郡
中
野
村

・
深
江
村
井

松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
森
村

。
中
野
村

。
津
知

村
、
右
村
々
よ
り
私
共
村
方
之
内
字
畦
垣
内
と
申
所
之
田

地
主
相
手
取
、
字
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
、
去
ル
申

十
二
月
十
三
日
被
　
願
上
、今
日
　
御
召
被
為
　
成
奉
長
、

乍
恐
左
二
返
答
奉
申
上
候
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一
、
右
村
々
よ
り
被
願
上
候
儀
は
、
去
未
八
月
よ
り
申
四
月

迄
、
水
上
芦
屋
村
相
手
取
、
字
東
川
用
水
刻
限
遅
早
之
出

入
仕
候
諸
雑
用
銀
割
方
、
用
水
引
方
分
量
二
応
し
割
方
致

度
旨
、
新
規
成
儀
被
願
上
候
得
共
、
往
古
よ
り
三
条
村
畦

垣
内
田
地
之
儀
は
、
諸
入
用
割
賦
請
不
申
場
所
二
而
御
座

候
、
勿
論
右
東
川
用
水
論
済
口
証
文
二
も
堰
留
諸
入
用
銀

人
足
等
、
前
々
よ
り
仕
来
之
通
相
用
可
申
段
、
申
合
書
等

御
座
候
得
は
、
新
規
成
儀
不
申
様
、
仕
来
之
通
相
用
候
様

被
為
　
仰
付
被
下
候

ハ
ヽ
、
御
慈
悲
難
有
可
奉
存
候
、
以

上

ＩＵ

地

主

寛
政
十
三
年
酉
正
月
十
五
日

代

七

兵

衛

同
村
庄
屋
伊
作
病
気
二
付

代
頭
百
性
　
人
郎
兵
衛

年
寄
　
エハ
兵

衛

頭
百
性
　
伊
右
衛
門

御
奉
行
様

こ
の
返
答
書
は
、②
の
返
答
書
の
下
書
き
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
返
答
書
で
の
三
条
村
の
主
張
は
、

０
用
水
分
量
に
応
じ
て
訴
訟
費
用
の
分
担
を
行
う
と
い
う

「新
規
」
を
深
江
村
な
ど
四
カ
村
が
要
求
し
て
い
る
が
、
三

条
村
の
畦
垣
内
は
古
来
か
ら
諸
入
用
を
割
り
か
け
ら
れ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
。

②
堰
留
諸
入
用
銀
人
足
な
ど
に
つ
い
て
は
、
芦
屋
村
と
本

庄
五
カ
村
が
合
意
し
た
内
済
証
文

（『芦
資
』
②
三
五
四
）

で
も

「前
々
仕
来
之
通
立
会
割
合
可
致
事
」
と
あ
る
の
で
、

新
規
の
こ
と
は
言
い
出
さ
ぬ
よ
う
申
し
付
け
て
欲
し
い
。

こ
の
下
書
き
が
、
な
ぜ
、
②
の
よ
う
な
返
答
書
に
修
正
さ

れ
た
の
か
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
両
者
を
比
較
す

る
と
、
下
書
の
方
か
ら

「畦
垣
内
に
は
か
つ
て
費
用
の
分
担

を
し
た
こ
と
が
な
く
…
」
と
い
う
く
だ
り
が
消
え
て
い
る
。

当
初
は
、
「
過
去
に
経
費
を
負
担
し
た
こ
と
な
し
」
と
い
う

三
条
村
畦
垣
内
■
■
■

伊
右
衛
門

弥
三
兵
衛

兵
右
衛
門

代
人
　
一二
郎
兵
衛

市

兵

衛

代

甚

兵

衛

五

兵

衛

代
　
伊
左
衛
門

一不
丘
傘
何

代

太

兵

衛

長

兵

衛
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主
張
を
す
る
こ
と
が
、
先
例
を
重
視
す
る
幕
藩
体
制
の
も
と

で
の
判
決
で
は
有
利
と
考
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
実
に
は
、

芦
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
と
の
分
水
刻
限
出
入
り
の
和
解

（同

三
五
四
頁
）
や
、
三
条
村
と
残
る
本
庄
四
ヵ
村
と
の
出
入
り

の
和
解

（同
三
六
七
、
三
七
三
、
三
人
七
頁
）
な
ど
、
近
年

の
事
例
を
見
れ
ば
、
前
例
や
法
的
根
拠
よ
り
も

「流
末
故
、

百
姓
難
儀
」
と
い
う
生
産
優
先
の
論
理
の
方
が
勝
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
不
本
意
な
が
ら
も
受
け
入
れ

る
水
利
慣
行
の
秩
序
観
念
が
育

っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
新
田
開
発
や
人
口
の
増
加
、
産
業
構
造
の

変
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
変
化
、
生
産
構
造
の
変
化

が
背
景
に
な
っ
て
い
る
。

【３４
】
③
乍
恐
口
上

一
、
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
、
今
日
双
方
対
決
之
上
御
吟
味

二
相
成
、
然
ル
所
右
雑
用
銀
高
之
儀
は
、
先
達
申
合
相
極

候
通
、
双
方
申
分
無
御
座
候
候
得
共
、
入
用
割
方
之
分
御

座
候
所
、
証
拠
物
差
上
候
様
被
仰
付
候
得
共
、
今
日
持
参

不
仕
候
間
、
証
拠
書
物
之
儀
ハ
明
日
奉
差
上
候
間
、
此
段

御
聞
済
被
下
成
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候

寛
政
十
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
村
庄
屋

酉
正
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
弥
三
左
衛
門

同
村
庄
屋
紋

　

　

次

森
村
庄
屋
利
　
丘
（　
衛

津
知
村
庄
屋

五

郎

兵

衛

三
条
村
年
寄

一ハ
　
丘
　^
衛

同
村
頭
百
姓

八

郎

兵

衛

西
地
方
御
役
所
也

御
奉
行
様

是
よ
り
東
地
方
御
役
所
二
御
ふ
リ
ニ
相
成

【３４
】
④

乍
恐
口
上

一
、
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
、
今
日
双
方
対
決
之
上
御
吟
味

二
相
成
、
然
ル
所
、
右
雑
用
銀
高
之
儀
は
、
先
達
而
申
合

相
極
候
通
、
双
方
申
分
無
御
座
候
得
共
、
入
用
割
方
之
分

御
座
候
所
、
証
拠
物
差
出
候
様
被
仰
付
候
得
共
、
今
日
持
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参
不
仕
候
間
、
証
拠
書
物
之
儀
は
、
明
日
差
上
候
間
、
此

段
御
聞
済
被
下
成
候

ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
村
庄
屋

酉
正
月
廿
五
日
　
　
　
　
　
　
弥
三
左
衛
門

同
村
同
断
紋

　

　

次

森
村
庄
屋
利
　
丘
（　
衛

津
知
村
庄
屋

工

郎

兵

衛

三
条
村
年
寄

エハ
　
丘
（　
衛

同
村
百
姓
代

入

郎

兵

衛

御
奉
行
様

解
　
説

③
、
④

の
回
上
書
は
、
ほ
ぼ
同
文
で
あ
り
、
奉
行
所
か
ら

提
出
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
証
拠
書
類
の
提
出
を
明
日
ま
で

延
ば
す
よ
う
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
境
に
、
担
当

が
大
坂
西
町
奉
行
所
の
地
方
役
所
か
ら
、
大
坂
東
町
奉
行
所

の
地
方
役
所

へ
と
変
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
同
じ
趣
旨

の
文
書
が
二
通
差
し
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
双

方
の
署
名
者
の
中
に
深
江
村
の
名
が
見
え
な
い
。

【３４
】
⑤

乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
三
条
村
相
手
取
、
水

論
諸
造
用
銀
割
方
出
入
、
去
申
十
二
月
十
三
日
奉
願
上
、

当
正
月
廿
五
対
決
之
上
御
礼

二
相
成
、
追
々
御
礼
之
上
双

方
江
御
利
解
被
為
　
仰
聞
対
談
可
仕
様
被
為
　
仰
渡
難
有

奉
畏
、
種
々
掛
合
対
談
仕
候

へ
共
、
何
分
難
行
届
、
当
月

六
日
否
可
申
上
筈
之
処
、
今

一
応
対
談
仕
度
今
日
迄
御
日

延
奉
願
上
、
尚
又
精
々
掛
合
対
談
仕
候

へ
共
、
何
分
難
行

届
、
此
上
可
仕
様
も
無
御
座
候
間
、
乍
恐
右
諸
入
用
如
何

様
と
も
被
為
　
仰
付
被
下
度
奉
願
上
候
、
以
上

木
村
周
蔵
御
代
官
所

寛
政
十
三
年
　
　
　
摂
州
兎
原
郡
深
江
村
庄
屋
代

酉
二
月
九
日
　
　
　
　

年
寄
　
利

右

衛

門

同
断
中
野
村
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
森
村
年
寄
七

郎

丘
（
衛

同
断
津
知
村
年
寄
　
市

右

衛

門
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相
手
方
三
条
村
庄
屋
代

頭
百
姓
　
八

郎

丘
（
衛

百
姓
惣
代
　
伊

右

衛

門

御
奉
行
様

解
　
説

⑤
は
、
何
度
話
し
合

っ
て
も
合
意
に
到
ら
な
い
双
方
の
村

が
、
奉
行
所
に
裁
決
を
求
め
た
口
上
書
で
あ
る
。
双
方
の
村

は
、
正
月
二
十
五
日
に
、
奉
行
所
で
対
決
し
、
奉
行
所
か
ら

和
解
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
二
月
六
日
ま
で
に
返
事
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
話
し
合

っ
た
が
折
り
合
え
ず
、
九
日

ま
で
日
廷
べ
し
て
も
ら
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
合
意
で
き
な
い
。

か
く
な
る
う
え
は
、
奉
行
所
の
裁
決
を
仰
ぐ
し
か
な
い
―
と

い
う
結
論
に
達
し
た
の
で
あ
る
。

【３４
】
⑥

ミ差
上
坤
一
ミ本し
之ヽ
導

差
上
申
一
札
摂
州
兎
原
郡

訴
詔
方
　
中
野
村

外
　
一一ア

村

相
手
方
　
一二
条
村

右
村
々
庄
屋
年
寄
百
姓
代

其
方
先
達
芦
屋
村
と
之
水
論
公
事
中
諸
入
用
銀
割
方
出
入

之
儀
、
双
方
村
高
ヲ
以
割
合
可
致
出
銀
候

右
之
通
申
渡
候
条
、
双
方
井
用
聞
共
可
令
承
知
者
也

右
之
通
被
仰
渡
候
趣
、
私
共

一
同
奉
畏
候
、
”
而
御
請
書

如
件寛
政
十
三
年
　
　
　
　
中
野
村
庄
屋

酉
二
月
九
日
　
　
　
　
弥
三
左
衛
門
印

同
村
庄
屋紋

　

次

　

印

深
江
村
年
寄
利

右

衛

門
印

森
村
年
寄七

郎

兵

衛

津
知
村
年
寄
市

右

衛

門

三
条
村
庄
屋
代

入

郎

兵

衛

-115-



同
村
百
性
惣
代

伊

右

衛

門

小
橋
屋
長
　
丘
（　
衛

芳
屋
佐
兵
衛
代

才

　

　

助

御
奉
行
様

解
　
説

⑤
の
口
上
書
を
受
け
て
、
大
坂
町
奉
行
所
は
、
即
日
の
う

ち
に
、
費
用
は
、
分
水
の
量
で
は
な
く
、
村
高
に
応
じ
て
負

担
す
る
よ
う
案
を
提
示
。
⑥
の
史
料
は
、
こ
の
柔
に
異
存
な

い
旨
を
上
申
し
た
請
書
で
あ
る
。
村
高
に
準
じ
て
費
用
を
分

担
す
る
方
式
は
、
当
時

一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。
三
条
村

に
と

つ
て
、
と
り
あ
え
ず
毎
日
取
水
を
理
由
に
畦
垣
内
の
田

畑
主
に
こ
れ
ま
で
以
上
に
費
用
を
負
担
さ
せ
る
―
と
す
る
中

野
村
な
ど
の
思
惑
は
阻
止
し
た
の
で
あ
る
。

【３４
】
⑦
乍
恐
以
書
附
御
届
奉
申
上
候

一
、
私
村
方
水
論
諸
雑
用
銀
割
方
出
入
二
付
、
正
月
十
四
日

罷
越
、
同
甘
五
日
対
決
仕
、
段
々
御
礼

二
相
成
、
其
上
対

談
可
致
候
様
被
為
　
仰
付
、、
精
々
掛
合
仕
候

へ
共
、
何
分

対
談
行
届
不
申
、
昨
九
日
罷
出
候
所
、
於
御
前
二
右
諸
雑

用
銀
、
誤
方
村
高
ヲ
以
割
合
可
致
出
銀
候
様
被
　
仰
渡
、

此
段

一
同
承
知
仕
御
請
書
奉
差
上
、
今
日
帰
村
仕
候
、
依

之
右
之
段
御
届
奉
申
上
候
、，
己
上

寛
政
十
三
年

三
条
村
庄
屋
代

酉
二
月
十
日

伊
右
衛
門

庄
屋
代
入
郎
兵
衛

御
蔵
屋
鋪

右
同
断
御
代
官
様

右
之
通
差
上
候

解
　
説

⑦
は
、
水
論
の
費
用
分
担
を
め
ぐ
る
紛
争
が
、
解
決
し
た

旨
を
、
領
主
に
届
け
た
も
の
で
あ
る
。

【３５
　
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
に
つ
き
口
上
】
小
阪
家
文
書

乍
恐
口
上
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松
平
遠
江
守
殿
領
分

摂
州
兎
原
郡
三
条
村

年
寄
　
エハ
兵
衛

、
本
村
周
蔵
様
御
代
官
所

。
松
平
遠
江
守
殿
領
分
入
組
同

州
同
郡
中
野
村
、
井
同
御
代
官
所
同
州
同
郡
深
江
村

・
松

平
遠
江
守
殿
領
分
同
州
同
郡
森
村

・
津
知
村
、
右
村
々
よ

り
当
村
畦
開
地
田
地
主
庄
屋
伊
作
井
外
十
人
相
手
取
、
水

論
雑
用
銀
割
方
出
入
、
当
月
十
三
日
被
願
上
御
裏
判
奉
請

候
、
然
り
処
、
右
相
手
之
内
、
忠
右
衛
門
義

ハ
右
畦
開
地

田
地
主
二
而
は
無
御
座
、
且
又
喜
兵
衛

・
十
兵
衛
と
申
者

当
村
二
無
御
座
候
二
付
、
乍
恐
双
方
申
合
此
段
御
断
奉
申

上
候
、
以
上

寛
政
十
二
申
年
十
二
月
十
二
日
　
　
　
　
　
年
寄
六
兵
衛
⑩

御
奉
行
様

解
　
説

芦
屋
村
と
本
庄
五
カ
村
が
争

っ
た

一
の
井
堰
水
論
の
訴
訟

賢
の
負
担
を
め
ぐ
っ
て
、
三
条
村
と
残
る
本
庄
四
カ
村
の
関

係
が
こ
じ
れ
、
寛
政
十
二
年

（
一
人
○
○
）
十
二
月
十
三
日
、

三
条
村
を
相
手
取
り
、
本
庄
四
ヵ
村
が
大
坂
町
奉
行
所
に
提

訴
し
前
号
、
前
々
号
資
料
の
よ
う
に
決
着
を
み
た
。
も

っ
と

も
提
訴
の
際
に
ち
ょ
っ
と
し
た
行
き
違
い
が
あ

っ
た
。
本
庄

側
が
畦
垣
内
地
主
を
十

一
人
と
し
て
提
訴
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
史
料
は
、
訴
訟
相
手
方
と
し
て
名
前
を

あ
げ
ら
れ
た
三
条
村
十

一
人
の
う
ち
、
忠
右
衛
門
は
畦
垣
内

の
地
主
で
は
な
く
、
喜
兵
衛
、
十
兵
衛
と
い
う
人
物
は
三
条

村
に
は
い
な
い
―
と
す
る
三
条
村
か
ら
の
口
上
書
で
あ
る
。

こ
の
三
条
村
の
指
摘
は
正
し
く
、
同
日
、
本
庄
五
ヵ
村
は

訂
正
す
る
こ
と
に
な
る

（本
書

【３７
】
③
史
料
）。

な
お

『新
修
芦
屋
市
史
』
資
料
篇
二
、
三
九

一
頁
所
収
の

十
二
月
十
三
日
付
の

「乍
恐
御
訴
訟
」
に
は
、
畦
垣
内
田
地

主
は
人
人
し
か
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
一条
村
の
口
上
書
の
「当

村
畦
開
地
田
地
主
庄
屋
伊
作
井
外
十
人
相
手
取
」
と
い
う
内

容
と
矛
盾
す
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
庄
四
カ
村
は
、
畦

垣
内
田
地
主
を
十

一
人
と
し
て
訴
状
を
提
出
し
た
が
、
今
回

の
よ
う
な
指
摘
を
受
け
、
人
人
と
訂
正
の
う
え
、
最
初
の
日

付
に
逆
の
ぼ
っ
て
提
出
し
た
の
で
あ
る

（本
書

【３７
】
①
、

③
史
料
）。

【３６
　
水
論
雑
用
銀
割
方
に
つ
き
口
上
書
】
　

小
阪
家
文
書

乍
恐
口
上
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松
平
遠
江
守
殿
領
分

摂
州
兎
原
郡
　
一二
条
村

一
、
同
州
同
郡
入
組
中
野
村
井
外
三
ケ
村
よ
り
、
当
村
畦
垣

内
地
主
共
相
手
取
、
及
争
論
候
水
論
雑
用
割
方
出
入
之
義
、

当
終
　
御
番
所
御
礼

二
相
成
候
処
、
下
二
而
熟
談
仕
度
趣

奉
申
上
、
及
掛
合
候
処
、
右
雑
用
銀
高
之
内

二
而
畦
垣
内

分
割
方
銀
を
引
、
残
銀
高
双
方
五
ケ
村
之
内
東
川
水
掛
り

田
地
高
又
ハ
反
別
割
二
仕
候
趣
、
願
方
村
々
申
之
罷
有
候
、

左
候
而
は
畦
垣
内
分
ハ
ニ
重

二
割
方
請
候
義

二
付
、
右
願

通
用
水
引
方
分
量
二
応
し
候
割
方

二
相
成
申
候
、
右
之
通

割
方
可
仕
趣
、
願
方
申
張
罷
有
、
右

二
而
は
私
共
不
承
知

二
付
、
所
詮
対
談
相
調
不
申
、
依
之
乍
恐
此
段
御
断
奉
申

上
候
、
已
上

寛
政
十
三
酉
年
　
　
　
　
　
一二
条
村

二
月
三
日
　
　
　
　
庄
屋
病
気

二
付

頭
百
性
　
八
郎
兵
衛
⑪

解
　
説

芦
屋
村
を
相
手
取
っ
た
水
論
の
経
費
を
、
本
庄
五
カ
村
で

ど
う
負
担
し
合
う
べ
き
か
―
と
い
う
紛
争
で
、
三
条
村
か
ら

提
出
さ
れ
た
反
論
の
口
上
書
で
あ
る
。
【３４
　
東
川
水
論
雑

用
銀
割
方
訴
訟

一
件
控
帳
】

の
②

「乍
恐
返
容
」
で
、
三
条

村
の
畦
垣
内
田
地
主
人
人
は
、
用
水
量
に
応
じ
て
水
論
の
費

用
負
担
を
行
う
の
は

「
新
規
」
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
、
と

す
る
反
論
を
行

っ
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
こ
の
返
答

書
は
、
は
じ
め

「
畦
垣
内
に
は
か
つ
て
諸
入
用
を
割
り
か
け

ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
文
某
が
作
ら
れ
た
が
、

「
訴
訟
作
戦
上
、
不
利
」
と
す
る
判
断
が
働
い
て
、
作
り
か

え
ら
れ
た
可
能
性
を
推
定
し
た

（本
書

【３４
】
②
解
説
）
。

今
回
作
ら
れ
た
日
上
書
は
、
い
つ
た
ん
前
面
に
押
し
出
す
の

を
取
り
や
め
た
主
張
を
、
や
や
形
を
変
え
て
出
し
て
来
た
も

の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、

い
中
野
村
な
ど
四
カ
村
は
、
畦
垣
内
分
の
負
担
銀
を
全
体

か
ら
差
し
引
い
て
畦
垣
内
田
地
主
に
割
り
当
て
、
残
り
を
三

条
村
も
含
め
た
五
カ
村
で
割
ろ
う
と
主
張
し
て
い
る
。

②
こ
う
す
る
と
、
畦
垣
内
に
つ
い
て
は
、
は
じ
め
に
単
独

で
費
用
を
負
担
さ
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
三
条
村
と
し
て
負
担
銀

が
回
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
、
結
局
二
重
に
負
担
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
、
用
水
の
分
量
に
応
じ
て
費
用
分
担
を
求
め

る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
承
知
で
き
な
い
Ｉ
Ｌ
主
張
し
た
の
で

あ
る
。
「畦
垣
内
は
か
つ
て
諸
入
用
を
負
担
し
た
こ
と
が
な

か
っ
た
」
と
い
う
の
と

「
三
条
村
全
体
と
し
て
負
担
し
て
い

る
の
で
、
畦
垣
内
に
割
り
付
け
を
す
れ
ば
、
二
重
取
り
に
な
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る
」
と
い
う
主
張
は
、
表
現
は
違
う
が
、
狙
い
と
す
る
の
は

同
じ
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
三
条
村
の
畦
垣
内
が

他
村
よ
り
用
水
の
面
で
恵
ま
れ
て
い
る
の
は
だ
れ
が
見
て
も

明
ら
か
だ
が
、
そ
の
優
遇
に
対
す
る
見
返
り
と
し
て
費
用
分

担
を
求
め
る
本
庄
側
に
対
し
、
三
条
村
は
い
ろ
い
ろ
な
論
理

を
構
築
し
な
が
ら
対
決
し
た
。
こ
う
し
て
三
条
村
が
強
く
抵

抗
を
続
け
た
結
果
、
【３４
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
訴
訟

一
件

控
帳
】
⑤
の

「乍
恐
口
上
」
の
ご
と
く
、
大
坂
町
奉
行
所
に

裁
決
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。

【３７
　
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入

一
件
控
帳
】
①
芝
切
家
文
書

寛
政
十
弐
年

諸
入
用
銀
割
方
出
入
諸
願
抽
帳

申
十
二
月

庄
屋
弥
惣
左
衛
門

乍
恐
御
訴
詔

本
書

【３４
　
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
訴
訟

一
件
控
帳
】

①
史
料
と
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
省
略

右
之
通
以
書
付
ヲ
御
願
奉
申
上
侯
、
弄
御
役
所
様

へ
も
右

願
書
写
以
御
届
奉
申
上
候
、
以
上

但
し
御
役
所
様

へ
之
奥
書
左
之
通
り

右
之
通
此
度
御
奉
行
所

へ
御
願
申
上
度
候
二
付
、
乍
恐

右
之
段
御
届
奉
申
上
候
、
以
上

中
野
村
庄
屋

代
　
年
寄
　
印

深
江
村
庄
屋

代
　
年
寄
　
印

木
村
周
蔵
様御
役
所

解
　
説

以
下
の
史
料
は
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た

一
連
の
水
論
入
用

銀
を
め
ぐ
る
三
条
村
と
本
庄
五
カ
村
の
紛
争
に
関
し
、
幕
府

領
中
野
村
の
庄
屋
弥
惣
左
衛
門
が
残
し
た
史
料
で
あ
る
。
重

複
は
避
け
、
新
史
料
だ
け
を
紹
介
し
よ
う
。

①
は
、
こ
の
紛
争
の
訴
状
で
あ
る
。
本
文
は
本
書
頁
の
史

料
と
宛
先
の

「
御
奉
行
様
」
ま
で
、
ほ
ぼ
同
文
の
た
め
省
略
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し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
三
条
村
側
に
残
さ
れ
た
小
阪
家
文
書

の
史
料
で
は
、
畦
垣
内
の
地
主
が
入
人
で
あ
る
の
に
対
し
、

中
野
村
側
の
史
料
で
は
十

一
人
と
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ

て
い
る
。
当
初
、
本
庄
五
カ
村
は
畦
垣
内
地
主
を
十

一
人
と

勘
違
い
し
訴
状
を
出
し
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る

（
【３５
Ｊ
ｏ

な
お
こ
の
史
料
は
、
中
野

・
深
江
の
両
村
が
、
大
坂
町
奉
行

所
に
訴
え
た
訴
状
を
写
し
取
り
木
村
周
蔵
代
官
所
に
届
け
た

も
の
の
写
し
で
あ
る
。

【３７
】
②

乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
摂
州
兎
原
郡
三
条
村
相
手
取
、

同
御
領
分
同
郡
中
野
村

・
森
村

・
津
知
村
、
井
私
共
両
村

よ
り
水
論
雑
用
銀
出
入
、　
一
昨
十
三
日
御
奉
行
所

へ
御
願

申
上
候
処
、
来
ル
酉
正
月
十
五
日
御
呼
出
御
裏
印
被
下
置

候
、
依
之
御
届
奉
申
上
候
、
以
上

寛
政
十
弐
年

申
十
二
月
十
五
日
　
摂
州
兎
原
郡
深
江
村

年
寄
　
利
右
衛
門

中
野
村
年
寄
　
又

丘
（
衛

木
村
周
蔵
様

御
役
所

解
　
説

②
は
、
①
の
訴
状
に
対
し
、
大
坂
町
奉
行
か
ら

「
来
年
の

正
月
二
十
五
日
に
出
頭
し
、
主
張
が
あ
れ
ば
提
出
す
る
よ
う

に
」
と
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
、
木
村
代
官
所
に
報
告
し
た
史

料
で
あ
る
。

【３７
】
③

乍
恐
口
上

木
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡

中
野
村

深
江
村

松
平
遠
江
守
領
分
森
　
村

津
知
村

中
野
村

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
三
条
村
庄
屋
年
寄
田

地
主
拾
壱
人
相
手
取
、
水
論
造
用
割
方
銀
之
儀
御
願
申
候

所
、
右
拾
壱
人
之
内
忠
右
衛
門

・
喜
兵
衛

・
十
兵
衛
儀
ハ
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改
名
い
た
し
、
尤
畔
垣
内
田
地
残
人
人
之
内
所
持
仕
候
間
、

三
条
村
よ
り
申
立
候
処
相
違
無
御
座
候
、
此
段
御
届
奉
申

上
候
、
御
聞
済
被
為
　
成
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以

上

寛
政
十
弐
年
十
二
月
十
二
日
　
　
中
野
村
年
寄又

兵

衛

同
村
頭
百
姓
代
利

兵

衛

深
江
村
百
姓
代
新

兵

衛

森
村
年
寄
七
郎
兵
衛

津
知
村
百
姓
代
太

兵

衛

三
条
村
年
寄六

兵

衛

御
奉
行
様

右
御
聞
済
有
之
相
手
人
人
二
相
成
、
三
人
之
分
ハ
願
書

ニ

下
札
二
相
成
候
、

解
　
説

③
は
、
当
初
畦
垣
内
の
地
主
が
十

一
人
と
思
い
訴
え
た
こ

と
に
対
し
、
三
条
村
か
ら
反
論
さ
れ

（本
書
所
収

【３５
】
史

料
）
、
人
人

へ
と
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
条
村
は

「忠

右
衛
門
義

ハ
右
畦
開
地
田
地
主
二
而
ハ
無
御
座
、
且
又
喜
兵

衛

・
十
兵
衛
と
申
者
当
村
二
無
御
座
候
」
と
し
て
い
る
の
に
、

「忠
右
衛
門

・
喜
兵
衛

・
十
兵
衛
儀
ハ
改
名
い
た
し
」
と
本

庄
五
カ
村
が
訂
正
の
口
実
を
つ
け
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。

【３７
】
④

乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
郡
三
条
村
相
手
取
、
同
御
領

分
同
郡
森
村

・
津
知
村

・
中
野
村
、
井
私
共
両
村
よ
り
雑

用
ぎ
ん
出
入
、
去
申
十
二
月
十
三
日
御
奉
行
所
江
御
願
申

上
、
今
日
双
方
罷
出
候
二
付
、
乍
恐
此
段
御
届
奉
申
上
候
、

以
上

寛
政
十
三
年
酉
正
月
廿
五
日長
州
兎
原
郡
中
野
村

庄
屋
　
弥
惣
左
衛
門

深
江
村
庄
屋

作

右

衛

門
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木
村
周
蔵
様

御
役
所

正
月
廿
五
日
双
方
対
決
御
紅
之
上
、
地
方
御
役
所
へ
相
廻

り
候
様
被
仰
渡
候
、
直
様
罷
出
候
、
則
御
掛
り
杉
浦
兵
左

衛
門
様
御
礼
左
之
通
書
付
差
上
申
候

解
　
説

④
は
、
大
坂
町
奉
行
に
出
頭
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
正
月

二
十
五
日
に
な
り
、
幕
府
領
中
野
村

・
深
江
村
の
役
人
が
代

官
所
に
宛
て
て
、
奉
行
所
へ
出
頭
す
る
旨
、
報
告
し
た
資
料

で
あ
る
。
出
頭
す
る
と
、
地
方
役
所

へ
回
る
よ
う
指
示
さ
れ

た
。
担
当
役
人
は
、
杉
浦
兵
左
衛
門
で
あ
っ
た
。

【３７
】
⑤

乍
恐
口
上

本
書
所
収

【３４
　
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
訴

訟

一
件
控
帳
】
③
史
料
と
同
文
の
た
め
省
略

解
　
説

⑤
は
、
本
書

【３４
】
③
史
料
と
本
文
が
同
文
の
た
め
省
略

し
た
。
た
だ
、
⑤
の
史
料
で
は
、
深
江
村
庄
屋
作
右
衛
門
が

署
名
に
加
わ
っ
て
い
る
点
が
、
【３４
】
③
史
料
と
異
な
っ
て

い
る
。
証
拠
資
料
の
提
出
を
翌
日
ま
で
延
期
し
て
く
れ
る
よ

う
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

【３７
】
⑥

乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
三
条
村
相
手
取
、
水

論
雑
用
銀
割
方
出
入
奉
願
上
候
処
、
双
方
御
礼
之
上
対
談

可
仕
旨
被
仰
聞
候
二
付
、
相
手
三
条
村

へ
段
々
及
対
談
候

処
、
彼
是
行
届
キ
不
申
候
間
、
何
卒
奉
願
上
候
通
り
、
村
々

用
水
引
方
分
量
二
応
し
割
方
仕
候
様
、
相
手
三
条
村

へ
御

利
解
被
　
仰
聞
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
三
年

酉
弐
月
朔
日
　
　
　
摂
州
兎
原
郡
中
野
村

庄
屋
　
弥
惣
左
衛
門

同
村庄
屋
　
紋
　
　
　
治

深
江
村
庄
屋
　
作

右

衛

門
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森
村庄
屋
　
利
　
丘
（　
衛

津
知
村
庄
屋
病
気

代
百
姓
　
庄
　
　
　
人

御
奉
行
様

解
　
説

⑥
は
、
三
条
村
と
よ
く
話
し
合
っ
た
が
決
着
が
つ
か
ず
、

し
び
れ
を
切
ら
し
た
本
庄
四
カ
村
が
、
用
水
の
分
量
に
応
じ

て
費
用
を
分
担
す
る
よ
う
大
坂
町
奉
行
所
か
ら
命
じ
て
欲
し

い
と
再
度
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

【３７
】
⑦
乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
三
条
村
相
手
取
、
水

論
諸
雑
用
銀
割
方
出
入
、
去
申
十
二
月
十
三
日
奉
願
上
候

処
、
双
方
御
礼
之
上
、
対
談
可
仕
旨
被
仰
渡
難
有
、
則
相

手
三
条
村

へ
対
談
仕
候
趣
左
之
通
り

一
、
字
畦
垣
内
弐
歩
之
諸
入
用
相
掛
候
場
所
、
然
ル
処
厚
御

利
解
二
付
、
壱
歩
人
り
之
出
銀
相
手
三
条
村

へ
及
対
談
候

得
共
、
不
承
知
申
立
候

、
宇
勧
音
田
七
畝
歩
之
儀

ハ
、
惣
反
別
割
掛
ヲ
以
及
対
談

候、
例
年
七
月
十
五
日
、　
一
日
用
水
之
儀
ハ
入
用
相
除
キ
可

申
及
対
談
候

右
之
通
段
々
掛
合
、
及
対
談
候
得
共
、
利
不
尽
申
立
取
敢

不
申
、
可
仕
様
無
御
座
候
間
、
何
卒
相
手
三
条
村

へ
御
利

解
被
仰
聞
被
下
、
対
談
仕
候
様
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難

有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
三
年
酉
二
月
三
日
木
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
中
野
村

庄
屋
　
弥
惣
左
衛
門

深
江
村庄
屋

作

右

衛

門

松
平
遠
江
守
殿
領
分

森
村
年
寄
　
七

郎

丘
ハ
衛

津
知
村
百
姓
代
　
佐

一
一
兵

衛

御
奉
行
様

解
　
説
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⑦
は
、
本
庄
四
カ
村
側
の
和
解
条
件
で
あ
る
。
結
果
的
に

は
、
三
条
村
が
拒
否
し
、
本
庄
側
は
こ
の
条
件
で
和
解
に
応

ず
る
よ
う
、
大
坂
町
奉
行
に
裁
定
を
求
め
た
。

そ
の
条
件
と
は

⑪
畦
垣
内
は
本
来
な
ら
二
歩
の
費
用
負
担
を
す
べ
き
と
こ

ろ
だ
が
、　
一
歩
八
厘
と
す
る
。

②
観
音
田
の
七
畝
歩
に
毎
日
分
水
し
て
い
る
分
に
つ
い
て

は
、
三
条
村
の
惣
反
別
に
含
め
、
別
立
て
の
負
担
を
求
め
な

い
。①
七
月
十
五
日
に
三
条
村
は
必
ず
取
水
す
る
と
い
う
特
権

を
持

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
特
別
の
負
担
を
求
め

な
い
。
②
、
０
の
三
条
村
の
取
水
の
特
権
は
、
い
ず
れ
も
貞
享
四

年

（
三
ハ
八
七
）
の
番
割
帳

Ｓ
新
修
声
屋
市
史
』
資
料
篤
二
、

三
四
〇
頁
）
に
見
え
る
も
の
で
、
本
庄
四
カ
村
も
、
あ
え
て

負
担
増
を
求
め
ず
、
合
意
に
達
し
た
。
し
か
し
、
畦
垣
内
に

つ
い
て
は
、
要
求
額
を
減
ら
し
な
が
ら
も
あ
く
ま
で
別
立
て

の
分
担
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
姑
す
る
三
条
村
の
考
え
は
、

同
日
付
け
で
出
さ
れ
た
日
上
書

（
【３６
Ｊ

に
見
ら
れ
る
ご
と

く
、
村
と
し
て
負
担
金
を
出
し
て
お
り
、
畦
垣
内
で
別
立
て

の
負
担
を
行
え
ば
、
一
一重
払
い
に
な
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。

【３７
】
⑥

乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
三
条
村
相
手
取
、
水

論
諸
雑
用
銀
割
方
出
入
、
去
申
十
二
月
十
三
日
奉
願
上
候

処
、
双
方
御
礼
之
上
対
談
可
仕
旨
被
仰
渡
難
有
、
相
手
三

条
村

へ
対
談
仕
候
趣
左
之
通
り
御
座
候
、

一
、
七
拾
九
丁
四
反
歩
　
但
し
五
ケ
村
割
惣
反
別

内
人
丁
弐
反
歩
　
一二
条
村
日
割
反
別

外
二
弐
丁
五
反
歩
　
畦
垣
内
反
別

七
畝
歩
　
　
　
勧
音
田
反
別

反
別
合
人
拾
壱
丁
九
反
七
畝
歩

但
し
諸
雑
用
銀
此
反
別
江
割
方
可
仕
様
御
願
申
上
候
、

右
之
通
惣
反
別
江
入
用
割
懸
候
対
談
仕
候
得
と
も
、
何
分

三
条
村
利
不
尽
申
立
候
、
尤

一
昨
三
日
御
礼
之
節
、
右
畦

（
マ
マ
）

垣
内
井
勧
音
田
反
別
江
用
水
引
取
候
二
付
、
雑
用
銀
も
割

合
ヲ
以
可
相
懸
様
、
三
条
村
よ
り
申
上
候

二
付
、
私
共
江

被
仰
聞
候
間
、
右
之
通
可
相
懸
趣
申
之
候
上
ハ
、
申
分
在

之
間
敷
旨
被
為
仰
聞
難
有
奉
承
知
、
双
方
引
取
、
右
之
趣

懸
合
候
処
、
申
上
侯
と
わ
相
違
仕
、
畦
垣
内
勧
音
田
之
儀

は
右
八
丁
弐
反
之
内
之
由
申
立
、　
一
向
取
敢
不
申
候
、
全

人
丁
弐
反
之
内

二
而
ハ
無
之
場
所
ヲ
右
之
通
利
不
尽
申
立
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候
故
、
対
談
出
来
不
仕
候
、
乍
恐
御
紀
被
成
下
、
相
手
三

条
村

へ
御
利
解
被
為
　
仰
聞
、
何
分
対
談
仕
候
様
被
為

仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
三
年
酉
二
月
五
日本
村
周
蔵
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
深
江
村

年
寄
　
利
右
衛
門

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
中
野
村

庄
屋
　
紋
　
　
治

森
村
　
年
寄
　
七
郎
兵
衛

津
知
村
百
姓
代
伊

丘
＾
衛

御
奉
行
様

解
　
説

③
は
畦
垣
内
、
観
音
田
が
、
三
条
村
の
割
当
銀
算
出
基
準

の
人
町
二
反
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
本
庄
四
カ

村
と
三
条
村
と
の
間
で
意
見
の
対
立
が
あ
り
、
本
庄
側
が
重

ね
て
畦
垣
内
、
観
音
田
が
別
立
て
で
取
水
し
て
い
る
こ
と
を

主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
庄
側
の
論
理
か
ら
す
れ
ば
、
別

立
て
で
取
水
し
て
い
る
以
上
、
別
立
て
で
費
用
を
負
担
す
べ

き
と

い
う

こ
と

に
な
る
。

【３７
】
③

乍
恐
口
上

一
、
先
達
而
御
願
申
上
候
水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
御
願
申
上

候
所
、
段
々
御
利
解
之
上
対
談
仕
候
所
、
何
分
行
届
不
申

候
故
、
惣
方
と
も
今
日
否
之
儀
連
印
二
て
申
上
候
様
被
為

仰
渡
候
所
、
何
卒
今

一
応
対
談
仕
度
様
奉
存
候
間
、
乍

恐
明
後
八
日
迄
御
日
延
奉
願
上
候
、
願
之
通
り
御
聞
済
被

為
成
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

寛
政
十
三
年
酉
二
月
六
日
深
江
村
年
寄
　
　
利
右
衛
門

中
野
村
庄
屋
　
　
紋
　
　
治

森
村
年
寄
　
　
　
七
郎
兵
衛

津
知
村
百
姓
代
　
伊

丘
（
衛

三
条
村
百
姓
代
　
入
郎
兵
衛

御
奉
行
様

解
　
説

⑨
は
、
大
坂
町
奉
行
に
和
解
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
双
方
合

意
に
達
せ
ず
、
八
日
ま
で
廷
期
を
願
い
出
た
口
上
書
で
あ
る
。
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【３７
】
⑩

乍
恐
口
上

【３４
　
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
訴
訟

一

件
控
帳
】
⑤
史
料
と
同
文
の
た
め
省
略

【３７
】
①

乍
恐
口
上

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
摂
州
兎
原
郡
三
条
村
相
手
取
、

水
論
雑
用
銀
割
方
出
入
、
私
共
ミよ
ミリ
■
■
■
両
村
井
右
御

領
分
同
郡
津
知
村

。
中
野
村

・
森
村
よ
り
去
申
十
二
月
十

三
日
御
奉
行
所
へ
御
願
申
上
、
当
正
月
十
五
日
対
決
之
上
、

追
々
御
紀
二
■
御
座
候
得
共
、
出
入
相
済
不
申
候
二
付
、

如
何
様
と
も
被
仰
付
被
下
度
段
、
双
方
連
印
書
付
ヲ
以
奉

申
上
候
処
、
昨
九
日

一
統
御
召
出
之
上
、
左
之
通
被
仰
渡

候

差
上
申

一
札

【３４
　
東
川
水
論
雑
用
銀
割
方
訴
訟

一
件

控
帳
】
⑥
史
料
と
本
文
同
文
の
た
め
省
略

右
之
通
昨
九
日
東
御
奉
行
所
御
白
洲
二
お
ゐ
て
被
仰
渡

候
、
依
之
御
届
奉
申
上
候
、
以
上

二
月
十
日
　
　
　
　
　
　
　
中
野
村
庄
屋
弥
惣
左
衛
門

深
江
村
年
寄
利

右

衛

門

木
村
周
蔵
様
御
役
所東

御
奉
行
若
狭
守

懸
り
与
力
荻
野
勘
左
衛
門

解
　
説

⑩
は
省
略
し
た
が
、
双
方
の
主
張
は
平
行
線
を
た
ど
り
、

奉
行
所
の
裁
断
に
従
う
と
い
う
請
書
を
提
出
さ
せ
ら
れ
、
同

日
の
二
月
九
日
、
大
坂
東
町
奉
行
所
の
白
洲
で
、
村
高
に
準

じ
て
出
銀
を
す
る
と
い
う
裁
定
が
出
さ
れ
、
双
方
の
村
々
も

納
得
し
て
請
書
を
提
出

（
【３４
】
⑥
）
、
翌
十
日
、
中
野
村
と

深
江
村
は
、
こ
の
請
書
を
写
し
た
う
え
で
、
①
の
口
上
書
を

木
村
周
蔵
代
官
に
提
出
し
て
結
果
を
報
告
し
た
。
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な
お
、
【３４
】
⑥
の
署
名
者
の
う
ち
、
末
尾
の
小
橋
屋
長

兵
衛

・
芳
屋
佐
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
省
略
し
た

【３７
】
①
の

「差
上
申

一
札
」
に
ょ
、

「木
村
周
蔵
御
代
官
所

用
聞
蔑
屋
佐
兵
衛

代
　
斉
　
助

松
平
遠
江
守
殿
用
聞

小
橋
屋
長
兵
衛
」

と
な
っ
て
い
る
。
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四
　
天
上
川

・
横
川
を
め
ぐ
る
村
々

【３８
　
横
川
川
違
中
野
村
庄
屋
勘
平
願
書
】
　

芝
切
家
文
書

乍
恐
書
付
を
以
御
願
奉
申
上
候

平
岡
彦
兵
衛
殿
御
代
官
所
摂
州
兎
原
郡

願
人
　
　
中
野
村
庄
屋
　
勘
平

一
、
当
村
御
料
私
領
御
田
地
中
へ
、
岡
本
村

・
田
辺
村
之
山

よ
り
出
申
山
川
筋
横
川
二
水
流
申
候
、
先
年
よ
り
山
崩
ニ

而
土
砂
多
流
出
、
御
田
地
よ
り
川
弐
間
も
高
ク
罷
成
、
度
々

堤
切
込
御
田
地
荒
申
候
、
其
上
左
□
之
御
田
地
し
つ
け
地

二
罷
成
、
毎
年
損
毛
仕
候
、
此
川
田
中
村
領
二
而
壱
丁
程

新
川
付
ケ
申
候
得
は
、
其
末
ハ
先
年
よ
り
有
之
候
田
中
村

悪
水
川
へ
流
申
候
、
千
田
川
と
申
が
、
右
横
川
へ
流
込
申

候
、
是
も
先
年
よ
り
有
之
候
小
路
村
悪
水
川
へ
落
、
川
末

二
而
東
青
木
村
領
二
而
壱
丁
程
新
川
付
ケ
申
候
得
は
海

へ

落
申
候
、
然
ル
上

ハ
川
す

ヘ
ニ
罷
成
、
何
も
海

二
落
申

候
□
付
、
水
落
能
土
砂
も
留
り
不
申
、
川
高
ク
成
不
申
候
、

則
絵
図
仕
指
上
ケ
申
候
、
此
川
御
付
替
被
為
遊
被
下
候
而
、

右
横
川
凡
長
拾
五
丁
程
、
横
平
均
拾
間
程
之
場
所
、
私
ヘ

新
開
二
被
為
　
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、
難
有
可
奉
存
候
、
然

ル
上

ハ
御
冥
加
銀
壱
反

二
付
金
子
壱
歩

つ
ゝ
之
積
り
を

以
、
上
納
可
仕
候
、
右
横
川
故
当
村
御
田
地
人
分
程
ハ
悪

水
海

へ
可
落
川
無
御
座
候
二
付
、
此
横
川
下
二
内
法

一
尺

弐
寸
四
方
、
長
拾
間
つ
ゝ
之
悪
水
抜
伏
越
樋
、
度
々
御
公

儀
様
よ
り
御
伏
替
被
下
候
、
尤
小
路
村
領
二
も
内
法

一
尺

四
五
寸
四
方
、
五
十
間
余
之
伏
越
樋
二
艘
御
座
候
、
是
ハ

先
年
よ
り
尼
崎
御
領
主
様
よ
り
御
伏
替
被
成
候
、
此
度
川

違
被
為
遊
被
下
候
上
ハ
、
此
御
伏
替
可
奉
願
様
も
無
御
座
、

御
田
地
ハ
か
わ
き
地
二
罷
成
候
故
、
毎
年
之
損
毛
も
無
御

座
、
川
御
田
地
よ
り
ひ
き
く
罷
成
候
上
ハ
洪
水

二
堤
切
込
、

御
田
地
荒
可
申
様
も
無
御
座
、
秀
以
毎
年
村
々
大
分
之
徳

用
二
御
座
候
、
其
上
御
田
地
か
こ
い
の
た
め
毎
年
川
普
請

人
足
杭
木
野
柴
等
大
分
入
、
代
銀
秀
百
姓
共
殊
外
迷
惑
仕

候
、
尤
新
川
床
ハ
古
川
二
而
替
地
被
遣
被
下
、
川
違
被
為

仰
付
被
下
候
得
は
、
村
々
之
百
姓
迄
難
有
奉
存
候
儀
ニ

御
座
候
、
右
之
旨
被
為
　
聞
召
上
、
乍
恐
御
見
分
之
上
、

川
違
被
為
　
遊
被
下
候
而
、
古
川
私

へ
新
開
二
被
為
　
仰

付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

享
保
九
年
辰
正
月

願
人
中
野
村
庄
屋
勘
　
平
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解
　
説

横
川
の
流
路
変
更
の
工
事
を
中
野
村
勘
平
が
計
画
し
、
願

い
出
た
願
書
で
あ
る
。

横
川
は
か
つ
て
の
天
丼
（上
）
川
の
中
下
流
部
分
を
さ
し
て

呼
ん
だ
川
名
で
あ
る
。
現
在
は
真
す
ぐ
南
下
、
海
に
注
い
で

い
る
が
、
当
時
天
上
川
は
、
田
中
村
付
近
か
ら
東

へ
等
高
線

と
並
行
し
て
流
れ
、
要
玄
寺
川

・
四
ツ
松
川
な
ど
と
合
流
し

て
高
橋
川
に
合
流
し
て
い
た
。
こ
の
東

へ
流
れ
て
い
る
部
分

を
横
川
と
呼
ん
だ
。
当
然
高
低
差
が
少
な
く
土
砂
が
堆
積
し

易
く
、
周
辺
の
田
地
は
湿
地
に
な
り
易
く
、
ま
た
堤
は
切
れ

易
く
な
っ
て
い
た
。

勘
平
の
計
画
で
は
、
ま
ず
田
中
村
内
で

一
町
ほ
ど
新
川
を

作
り
、
天
上
川
の
主
な
流
れ
を
南

へ
流
れ
る
田
中
村
悪
水
川

に
排
水
す
る
。
さ
ら
に
途
中
で
横
川
に
合
流
し
て
来
る
千
田

川

（要
玄
寺
川
の
下
流
）
に
つ
い
て
も
小
路
村
の
悪
水
川
ヘ

つ
な
ぎ
、
東
青
木
村
内
で

一
丁
ほ
ど
の
新
川
を
つ
け
れ
ば
海

へ
流
れ
落
ち
る
―
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
横
に
流

れ
て
い
る
川
を
、
二
ヵ
所
に
南
北
の
新
川
を
つ
く
る
こ
と
で
、

縦
に
流
そ
う
と
い
う
抜
本
的
な
計
画
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
河

川
敷
を
再
開
発
す
る
こ
と
で
、　
一
反
に
金
子

一
分
の
冥
加
銀

も
上
納
す
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
横
川
の
水
を
排
出
す
る

改修前の主要河川図
(「本山村誌」本編巻頭所収図より作成)
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た
め
に
各
村
に
設
け
ら
れ
て
い
る
伏
越
樋
の
維
持
管
理
費
も

不
要
と
な
る
―
と
そ
の
利
点
を
強
調
し
て
い
る
。

確
か
に
勘
平
の
主
張
は
的
を
得
た
部
分
も
あ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
事
実
、
横
川
の
流
れ
て
い
る
あ
た
り
は
湿
地
が

広
が
っ
て
お
り

３
本
山
村
誌
』

一
〇
四
十
五
、
二
七
六
頁
）
、

こ
の
川
の
流
れ
て
い
る
場
所
に
は
、
北
畑
村
字
芦
原
、
同
味

泥
、
小
路
村
南
深
田
な
ど
、
低
湿
地
に
ま
つ
わ
る
小
字
名
が

残

っ
て
い
る

（同
二
七
七
、
二
人
四
頁
、
巻
頭
小
字
別
地
区

図
）
。し
か
し
、
新
た
に
川
が
つ
け
ら
れ
る
田
中
、
東
青
木
村
に

と
っ
て
は
重
大
事
で
あ
る
。
横
川
上
流
の
天
上
川
自
体
が
、

土
砂
が
堆
積
し
て
い
わ
ゆ
る
天
丼
川
に
な
っ
て
お
り
、
工
事

の
内
容
に
よ
っ
て
は
増
水
し
た
場
合
に
は
田
中
、
東
青
木
両

村
の
田
地
に
直
接
被
害
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
願
書
の
そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
今
だ
史
料

を
見
い
出
せ
な
い
が
、
元
文
三
年

（
一
七
三
人
）
に
も
ま
た

願
書
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

【３９
　
横
川
川
違
了
承
に
つ
き
六
ヵ
村
口
上
書
】芝
切
家
文
書

乍
恐
口
上
書
を
以
奉
申
上
候

一
、
今
度
横
川
筋
川
違
之
儀
中
野
村
御
料
方
よ
り
疋
田
庄
九

郎
様

へ
御
願
被
申
候
二
付
、
当
月
四
日
御
会
所
様

へ
私
共

被
為
遊
　
御
召
、
庄
九
郎
様
よ
り
被
遣
候
絵
図
書
付
為
御

見
被
為
遊
、
右
川
筋
之
村
々
勝
手
不
勝
手
之
訳
有
之
は
下

ハ
丈

二
而
も
吟
味
仕
、　
念ヽ

ミ入
相
考
候
上
二
而
委
細
書
付
差
上
候

様
被
為
　
仰
付
奉
畏
候
、
依
之
村
々
立
会
、
下
二
而
も
吟

味
仕
候
所
、
私
共
村
方
右
川
違
二
付
何
之
構
も
無
御
座
候
、

勿
論
川
違
二
成
り
候
ハ
ヽ
、
御
田
地
之
痛
も
無
御
座
、
其

上
年
々
奉
願
候
横
川
表
御
普
請
等
も
相
止
ミ
申
、
破
損
御

損
毛
も
無
御
座
、
永
々
迄
勝
手

二
相
成
り
可
申
と
、
普
百

姓
共
得
心
仕
候
御
事

一
、
絵
図
之
表
拝
見
仕
候
処
、
東
青
木

・
北
畑

・
小
路

。
中

野
ハ
御
料
御
領
分
共
四
ケ
村

へ
往
古
よ
り
取
来
り
候
お
ち

こ
と
申
用
水
川
相
見

へ
不
申
候
、
此
川
筋
中
絶
仕
候
義
は

難
成
川
二
付
、
中
野
村
御
料
庄
屋
弥
三
左
衛
門
へ
相
尋
候

所
、
庄
屋
被
申
候
ハ
、
此
度
差
上
候
絵
図
之
儀
は
危
絵
図

之
儀
二
候
得
は
、
有
来
り
候
用
水
川

は
書

入
不
申
、
先

達
而
庄
九
郎
様

へ
御
断
申
上
置
候
、
尤
御
見
分
之
節
右
古

川
筋
御
案
内
申
上
、
伏
越
樋
等
御
願
可
申
上
旨
申
上
置
候

由
、
其
外
迪
も
御
見
分
之
節
、
関
数
方
角
等
も
御
改
被
成
、

本
絵
図
出
来
申
由
二
御
座
候
ヘ
ハ
、
右
お
ち
こ
川
筋
も
中

絶

ハ
御
座
有
間
舗
奉
存
候
得
共
、
写
之
絵
図
二
付
紙
仕
奉
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入
御
覧
、
御
断
申
上
候
御
事

一
、
岡
本
村
之
儀
は
、
横
川
之
川
続
、
其
上
往
還
下
二
枝
郷

嘘
粥
二 等
耐
脚
麹
雌
候 二
耐
す
薩
一新
騰
倒
螂
鰊
嘘
職
腰
都
瀑
伽

と
申
候
二
付
、
則
日
上
書
二
印
形
仕
差
上
ケ
申
候
、
則
岡

本
村
支
配
之
堤
井
家
居
等
之
儀
絵
図
二
是
又
付
紙
仕
、
奉

入
御
覧
候
御
事

一
、
小
路
村
之
儀
、
絵
図
之
表
拝
見
仕
候
所
、
味
泥
深
田
よ

り
出
申
候
川
南
之
悪
水
川
へ
、
此
度
片
田
川
違
之
新
川
右

之
悪
水
川
と

一
所
二
相
見

へ
申
候
、
比
川
筋

一
所
二
成
り

申
候
而
は
、
深
田
味
泥
之
悪
水
抜
ケ
申
間
敷
と
奉
存
候
得

報ば爾幽蜘購二之棚付二解備乾期傲劃脚Ⅶ醐耶秘赫陸

横
川
よ
り
南
二
而
は
、
小
路
村
領
御
田
地
東
西
南
北
長
弐

丁
御
座
候
、
右
領
内
之
中

へ
新
川
請
申
候
而
は
、
左
右

之
田
地
悪
地
二
相
成
り
可
申
と
難
義

二
奉
存
候
、
然
レ
共

横
川
相
止
ミ
申
候
上
ハ
叫
だ
川
之
難
義
も
相
止
ミ
可
申
と

奉ヽ
奉
候
故
損
益
相
考
申
候
ヘ
ハ
、
川
違
成ヽ
坤
之
儀

騨
江
耕
か鰐
瑚
伴
候
御
事

一
、
田
中
村
之
儀
、
是
迄
横
川
二
差
支
、
田
中
川
之
土
砂
は

き
兼
、
年
々
大
分
之
御
普
請
等
御
願
申
上
候
所
二
、
横
川

筋
川
違
二
相
成
り
候
ハ
ヽ
、
田
中
川
土
砂
無
滞
、
大
分
之

御
普
請
等
相
止
ミ
�
坤
１ヽょ
勝ヽ
手

ミ筋
工
奉ヽ
幸
候ヽ

ミ御
導
永
々
迄

勝
手

二
成
り
可
申
と
奉
存
候
御
事

「
考響
硼
ぱ
脚
瑳
卜
附
ド
阿
騨
封
耐
凡‐．二「
『
剤
曲
政
珈
卿
ノ、本目

御
田
地
減
り
可
申
と
奉
存
候
、
中
野
村
御
領
分
川
南
之

内
、
下
々
田
壱
反
歩
川
敷
二
相
成
り
可
申
と
相
見
申
候
、

此
外
之
村
々
御
田
地
構
無
御
座
と
奉
存
候
御
事
」

右
之
通
村
々
立
合
、
下
二
而
吟
味
仕
候
所
、
如
此
二
御
座

候
二
付
、
乍
恐
口
上
書
を
以
申
上
候
、
以
上

「
萄
ド
峨
ぱ
川
違
二
付
、
私
村
方

二
而
御
領
分
之
御
田
地
、

川
敷
二
成
り
可
申
と
相
見

へ
申
候
ハ
、
小
路
村
川
南
ニ

而
几
長
弐
丁
之
間
ハ
両
堤
■
■
■
可
申
と
奉
存
候
、
中

野
村
二
而
ハ
御
領
分
御
田
地
川
南
之
内
二
而
、
下
々
田

壱
反
歩
新
川
筋

へ
相
当
り
相
見

へ
申
候
、
此
外
之
村
之

御
田
地
之
構
無
御
座
様
二
奉
存
候
御
悔
特

ノ
御
川
地

一
、
此
度
川
違
二
付
、
絵
図
之
表
私
村
方
二
而
新
川
二
相
当

り
候
ハ
小
路
村
川
南
之
内
二
而
凡
長
弐
丁
之
間
新
川
筋
ニ

相
当
り
申
候
、
中
野
村
二
而
ハ
御
領
分
之
御
田
地
、
川
南

之
内
下
々
田

一
反
歩
御
座
候
所
川
筋
二
相
当
り
相
見

へ
申

候
、
此
外
村
々
川
筋
二
相
当
り
候
御
田
地
相
見

へ
不
申
候

御
事
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元
文
三
年
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
村

深
江
村

小
路
村

北
畑
村

田
中
村

岡
本
村

増
村
与
三
右
衛
門
様
　
　
　
　
　
右
村
々
庄
屋
年
寄

解
　
説

中
野
村
の
幕
府
領
側
の
農
民
た
ち
が
代
官
疋
田
庄
九
郎
に

横
川
の
付
け
替
え
を
申
請
、
こ
れ
に
対
し
、
中
野

・
深
江

・

小
路

。
北
畑

・
田
中

・
岡
本
村
が

「
差
し
支
え
な
し
」
と
了

承
し
た
回
答
書
で
あ
る
。
そ
の
経
過
は
、

今
月
四
日
、
会
所
に
呼
び
出
さ
れ
、
疋
田
か
ら
説
明
を
受

け
た
。
何
の
異
論
も
な
く
、
川
の
付
け
替
え
が
行
わ
れ
れ
ば
、

田
地
の
被
害
も
な
く
、
毎
年
お
願
い
し
て
い
る
御
普
請
も
必

要
が
な
く
な
る
―
と
し
、
各
村
ご
と
の
問
題
点
と
し
て
、

①
絵
図
に
は
、
東
青
木

・
北
畑

・
小
路

・
尼
崎
藩
領
中
野

村
が
取
水
し
て
い
る

「
お
ち
こ
」
と
い
う
川
が
見
え
な
い
。

幕
府
領
中
野
村
の
庄
屋
に
尋
ね
る
と
、
そ
の
絵
図
は
縫
絵
図

で
あ
り
、
古
い
川
筋
に
つ
い
て
は

一
切
廃
止
し
な
い
と
の
返

事
。
そ
こ
で
付
紙
を
し
て
、
普
請
に
合
意
し
た
。

②
岡
本
村
は
横
川
の
川
続
き
で
、
往
遠
下
の
枝
郷
に
家
居

が
あ
る
が
、
や
は
り
問
題
が
な
い
と
い
う
返
事
で
あ
る
。

０
小
路
村
の
場
合
は
、
横
川
近
く
に
味
泥

。
深
田
と
い
う

小
字
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
の
排
水
路
と
今
回
の
川
違
の
新
川

と
が
同
じ
所
に
見
え
る
が
、
同
じ
に
な
れ
ば
味
泥

・
深
田
か

ら
の
排
水
能
力
が
低
下
す
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し

中
野
村
は
、
新
川
西
堤
の
外
に
別
に
深
田
、
味
泥
か
ら
の
排

水
路
を
つ
け
る
と
し
、
こ
れ
に
も
付
紙
を
行
っ
た
。
小
路
村

に
は
、
横
川
の
南
に
は
二
丁
四
方
の
田
地
が
あ
り
、
新
川
が

こ
こ
を
通
る
こ
と
で
、
こ
の
二
丁
四
方
の
田
地
は
悪
地
に
な

る
が
、
横
川
が
東
西
型
か
ら
南
北
型
の
河
川
と
な
れ
ば
、
損

得
を
考
え
れ
ば
、
結
果
的
に
得
に
な
る
―
と
し
て
い
る
。

い
田
中
村
の
場
合
は
、
天
上
川
が
急
に
方
向
を
変
え
、
横

川
と
な
る
所
だ
っ
た
の
で
、
土
砂
が
た
ま
り
易
か
っ
た
。
当

然
川
違
に
は
賛
成
で
あ
る
。

０
普
請
の
結
果
、
減
少
す
る
田
地
は
、
小
路
村
の
二
丁
四

方
と
、
中
野
村
の
川
南
の

一
反
歩
だ
け
で
あ
る
。

な
お
、
小
路
村
の
小
字
味
泥

・
深
田
に
つ
い
て
は
、
北
畑

村
と
の
境
付
近
だ
っ
た
。
明
治
時
代
の
字
限
図
を
も
と
に
し

た

「
字
別
地
区
図
」
３
本
山
村
誌
』
本
編
、
巻
頭
）
に
よ
る

と
、
北
畑
村
と
の
境
界
の
小
路
村
内
に
南
深
田
、
小
路
村
と
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の
境
界
の
北
畑
村
内
に
味
泥
と
い
う
小
字
が
あ
る
。
ま
た
要

玄
寺
川
に
合
流
す
る
味
泥
川
と
い
う
川
も
あ

っ
た
。

さ
て
、
こ
の
計
画
は
、
周
辺
の
各
村
か
ら
賛
成
さ
れ
た
わ

け
だ
が
、
ど
の
よ
う
な
結
末
を
迎
え
た
の
か
、
今
の
と
こ
ろ

明
確
な
資
料
は
見
い
出
せ
な
い
。
し
か
し
、
近
世
を
通
じ
て

横
川
は
周
辺
村
々
を
苦
し
め
続
け
、
抜
本
的
な
改
修
は
、
昭

和
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た

（『本
』
、　
一
〇
四
）。

【４０
　
横
川
堤
争
論
内
済
に
つ
き
為
取
替
証
文
】松
田
家
文
書

為
取
替

一
札
之
事

一
、
北
畑
村
領
字
横
川
と
唱
候
場
所
堤
、
去
ル
文
化
八
年
未

六
月
洪
水
二
而
切
所
出
来
、
右
普
請
之
義

（
及
指
輪
、
北
畑

村
よ
り
西
青
木
村
相
手
取
御
公
訴
二
及
、
御
再
許
後
再
願

以
来
、
当
時
御
紅
中
二
御
座
候
処
、
中
野
村
庄
屋
弥
三
左

衛
門

・
小
路
村
庄
屋
幸
助
井

二
双
方
御
用
達
差
加
り
、
取

曖
対
談
行
届
、
出
入
下
済
仕
候
処
左
之
通

一
、
横
川
筋
両
堤
川
欠
破
損
所
之
内
、
西
青
木
村
引
受
東
西

壱
丁
之
間
、
蔀
北
両
堤
長
廷
百
弐
拾
間
、
此
度
対
談
之
趣

意
二
依
而
、
地
元
北
畑
村
よ
り
右
之
内
四
拾
五
間
此
度
普

請
可
申
、
西
青
木
村
よ
り
残
七
十
五
間
は
来
ル
九
月
朔
日

よ
り
十

一
月
晦
日
迄
之
内
二
普
請
可
致
候
、
此
以
後
右
之

場
所
東
西
壱
丁
南
北
両
堤
長
廷
百
弐
拾
間
之
間
及
破
損
候

節
は
、
大
破
小
破
共
西
青
木
村

へ
引
請
無
遅
滞
普
請
可
致

候
事但
、
其
余
之
義

ハ
寛
政
年
中
規
定
証
文
相
用
可
申
事

右
之
通
双
方
無
申
分
和
融
仕
候
上
は
、
相
互
二
睦
敷
い
た

し
、
急
水
之
節
は
北
畑
村
よ
り
も
心
を
添
可
申
候
、
全

御
上
様
厚
御
憐
愁
之
御
理
解
奉
承
知
候
上
は
、
此
後
我
意

違
乱
不
申
立
、
出
入
ケ
間
敷
儀
致
間
敷
候
、
為
後
々
年
為

取
替

一
札
、
”
而
如
件

文
政
七
申
年
九
月

松
平
遠
江
守
殿
領
分
摂
州
蒐
原
郡
北
畑
村

庄
屋
　
若

太

夫

年
寄
　
善
右
衛
門

同

　

徳

兵

衛

辻
六
郎
左
衛
門
殿
御
代
官
所
同
州

同
郡
西
青
木
村

庄
屋
　
太
郎
兵
衛

年
寄
　
利
　
　
助

同
　
　
十
左
衛
門

前
書
之
通
下
済
相
整
上
は
、
永
々
無
違
失
双
方
堅
相
守
可

被
申
候
、
以
上
辻
六
郎
左
衛
門
殿
御
代
官
所
同
州
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同
郡
中
野
村

取
暖
人
　
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門

御
用
達
　
大
坂
屋
善
助
代

清
　
　
蔵

松
平
遠
江
守
殿
領
分
同
州
同
郡
小
路
村

取
曖
人
　
庄
屋
　
幸
　
　
助

小
橋
屋
長
兵
衛
代
一黒

丘
恋
何

解
　
説

北
畑
村
領
内
の
横
川
堤
が
文
化
八
年
の
洪
水
で
切
れ
、
そ

の
普
請
を
め
ぐ

っ
て
、
北
畑
村
が
普
請
を
担
当
し
た
西
青
木

村
を
相
手
取
り
訴
訟
を
起
こ
し
た
。
い
っ
た
ん
裁
許
が
出
さ

れ
た
後
、
再
度
願
い
を
出
し
、
そ
の
吟
味
中
、
中
野
村
庄
屋

弥
三
左
衛
門
と
小
路
村
の
庄
屋
ら
が
仲
裁
に
入
り
解
決
し

た
。
そ
の
和
解
の
史
料
で
あ
る
。

ω
西
青
木
村
の
引
請
と
な
っ
て
い
る
東
西

一
町
の
間
、
南

北
延
べ
百
二
十
間
の
両
堤
は
、
地
元
北
畑
が
四
十
五
間
、
残

る
七
十
五
間
を
西
青
木
村
が
十

一
月
末
ま
で
に
普
請
を
行

つヽ
。②
今
後
、
こ
の
場
所
が
破
損
し
た
場
合
は
、
大
破
、
小
破

に
限
ら
ず
西
青
木
村
が
担
当
す
る
。

①
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、寛
政
年
間
の
取
り
決
め
に
従
う
。

以
上
の
三
点
が
骨
子
に
な
っ
て
い
る
。
　

文
化
八
年

（
一
人

一
一
）
の
破
損
が
、
な
ぜ
文
政
七
年

（
一
人
三
四
）
ま
で
放

置
さ
れ
た
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
、
西
青
木

村
が
直
接
自
村
に
損
害
が
な
い
た
め
、
放
置
し
て
お
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
今
回
だ
け
と
い
う
特
例
で
、
北
畑
村
が
、　
一
部

自
己
負
担
を
行
う
こ
と
で
決
着
し
た
。
な
お
史
料
中
の

「寛

政
年
中
規
定
証
文
」
は
未
見
で
あ
る
。

【４‐
　
横
川
伏
越
樋

一
件
に
つ
き
留
書
】
①
　
芝
切
家
文
書

嘉
永
申
歳

九
月

字
横
川
伏
越
普
請

一
作
深
江
村

中
野
村

東
青
木
村

尼
ヶ
崎
御
領
分
小
路
村
よ
り
大
造
成
新
樋
横
川
二
伏
越
可
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仕
候
処
、
中
野
村
百
姓
喜
左
衛
門
見
請
候
二
付
、
其
段
村

方
庄
屋
藤
助
方

へ
相
知
ら
せ
候
二
付
、
右
藤
助
よ
り
深
江

村
庄
屋
庄
左
衛
門
相
知
ら
せ
候
二
付
、
其
段
両
村
百
姓

ヘ

咄
合
仕
候

へ
は
、
右
百
姓
共
申
候
義

ハ
、
往
古
よ
り
有
来

候
樋
よ
り
大
造
新
樋
相
成
候
而
は
、
両
村
百
姓
御
田
地
大

水
相
掛
、
難
義
仕
場
所
二
御
座
候
処
、
夫
故
御
田
地
相
続

難
相
成
、
普
請
差
留
呉
候
様
申
之
候

二
付
、
其
段
小
路

村
請
々
引
合
罷
越
候
処
、
不
得
止
事
普
請
仕
候
二
付
右
新

造
火
蓋
預
り
置
、
対
段
仕
候
処
、
右
之
段
御
上
様

へ
達
御

聞
、
御
出
役
被
遊
、
右
初
末
御
尋
二
付
、
乍
恐
有
外
奉
左

申
上
候

一
、
私
村
々
御
田
地
悪
水
大
水
相
成
場
所
之
義

二
付
、
右
横

川
堤
下
往
古
よ
り
有
来
候
樋
伏
越
し
之
樋
大
ゐ
二
難
渋
仕

候
処

へ
、
又
候
大
樋
伏
替
仕
候
而
は
、
大
水
之
制
ニ
ハ
御

田
地
水
込
二
も
相
成
候
、
御
田
地
相
続
難
相
成
候
二
付
、

深
江
村
百
姓
代
惣
左
衛
門

。
頭
百
姓
清
兵
衛

。
中
野
村
頭

百
姓
丈
之
助
右
三
人
之
者
小
路
村
引
合
二
罷
越
し
候
処
、

右
先
方
被
申
候
義

ハ
、
庄
屋
幸
左
衛
門
義

ハ
尼
ケ
崎
罷
越

候
趣
申
、
夫
故
同
村
年
寄
七
郎
兵
衛
呼
寄
引
合
仕
候
所
、

右
七
郎
兵
衛
申
義

ハ
、
先
達
而
北
畑
村
安
兵
衛

・
小
路
村

菩
右
衛
門
弐
人
之
者
共
両
村

へ
引
合
罷
越
候
処
、
水
下
義

故
差
支
無
之
候
様
被
申
候
二
付
、
其
趣
ヲ
以
私
御
領
分

ヘ

御
届
ケ
奉
申
上
候
ハ
ヽ
、
御
聞
済
二
相
成
候
故
、
此
度
樋

普
請
仕
候
と
右
之
趣
申
候
二
付
、
私
村
方

ヘ
ハ
右
樋
付
而

は
先
方
よ
り
掛
合
之
義

一
切
無
之
候
、
然
ル
処

一
昨
廿
二

日
夜
中
、
右
場
所
火
焼
立
相
見

へ
候
二
付
、
当
村
之
小
前

之
者
夜
中
二
呼
寄
相
談
仕
候
義
、
樋
普
請
之
義
故
前
書
申

上
候
通
、
大
ゐ
二
難
義
二
相
成
候
処
故
、
相
止
呉
候
様
引

合
罷
越
候
処
、
不
得
止
事
夜
中
二
普
請
仕
候
様
可
仕
候
様

相
見
江
候
二
付
、
我
々
共
此
儘
見
届
ケ
罷
越
し
候
趣
ヲ
以
、

右
場
所
見
届
ケ
罷
越
候
処
、
小
路
村
人
足
之
者
共
其
儘
逃

さ
り
、
其
場
所
二
大
ゐ
成
新
造
樋
有
之
候
故
、
其
儘
致
置

候
而
は
何
時
二
而
も
伏
替
埋
候
様
と
存
候
二
付
、
私
方

ヘ

一
応
掛
合
、
大
■
造
成
樋
込
埋
候
而
ハ
私
方
大
ゐ
二
難
儀

二
相
成
候
故
、
迪
も
御
田
地
相
続
相
成
不
申
と
相
心
得
、

何
分
右
新
樋
持
帰
り
候
而
、
翌
十
三
日
中
野
村
勘
兵
衛
ヲ

以
、
小
路
村
庄
屋
方

へ
右
新
樋
何
程
両
村
江
持
帰
り
相
断

ヲ
立
申
遣
し
候
、
然
ル
処
廿
三
日
五
ツ
時
よ
り
小
路
村
人

（近
力
）

足
不
得
止
事
普
請
仕
候
二
付
、
夫
故
両
村
百
姓
逃
付
、
右

様
之
新
樋
伏
込
候
而

ハ
水
下
御
田
地
相
続
難
相
成
候

ニ

付
、
右
場
所
両
村
百
姓
共
右
場
所
二
居
候
処
、
小
路
村
庄

屋
幸
左
衛
門
両
村

へ
罷
越
し
申
義

ハ
、
今
日
尼
ケ
崎
よ
り

御
出
役
被
遊
御
越
し
候
趣
申
侯
間
、
何
分
両
村
小
前
之
者

共
引
取
呉
候
様
申
呉
候
義
相
頼
候
二
付
、
其
段
申
聞
セ
候
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而
引
取
申
候
、
然
し

一
村
よ
り
弐
人
ツ
ヽ
場
所
二
番
付
置

候
、
小
路
村
不
得
止
事
大
造
新
樋
伏
越
仕
候
而
ハ
、
両
村

百
姓
人
気
相
立
、
猶
又
右
憐
村
青
木
村
よ
り
右
伏
越
之
樋

出
来
候
ハ
ヽ
、
御
田
地
は
不
及
申
、
人
家

へ
も
相
か

ゝ
わ

り
義

二
付
、
打
峰
罷
越
し
右
三
ケ
村
よ
り
御
役
所
様
御
届

ケ
ニ
罷
出
候
筈
之
処
、
人
気
相
立
混
雑
、
御
上
様
恐
入
奉

存
候
二
付
、
何
分
人
気
取
お
さ
へ
右
三
ケ
村
よ
り
小
路
村

へ
段
々
及
掛
合
候
処
、
明
十
四
日
何
時
天
さ
い
之
程
難
斗

候
二
付
、
陣
々
掛
合
仕
候

ヘ
ハ
、
先
方
其
村
々
よ
り
埋
被

下
候

へ
は
普
請
差
止
、
有
来
之
樋
二
而
其
儘
仕
置
、
新
造

（愁

樋
被
為
持
候
様
申
之
候
二
付
、
右
対
段
行
届
候
故
、
私
村
々

預
り
置
候
樋
板
、
元
々
江
差
戻
し
、
右
堀
場
所
少
々
埋
置

人
足
も
引
取
、
右
対
段
幾
届
申
候
、
右
尼
ケ
崎
御
領
分
小

路
村
大
造
成
新
樋
横
川
江
伏
越
仕
候
二
付
、
当
村
よ
り
差

止

二
罷
越
候
処
、
御
達
聞
御
出
役
被
遊
御
越
、
右
初
末
御

尋
二
付
、
乍
恐
有
外
奉
申
上
候
、
何
卒
此
段
御
聞
済
被
為

成
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上

嘉
永
元
申
九
月
廿
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
深
江
村

中
野
村

竹
垣
三
右
衛
門
様
手
代

山
口
瀬
左
衛
門
様

解
　
説

小
路
村
が
横
川
に
新
し
い
樋
を
埋
め
る
作
業
を
し
て
い

た
。
こ
れ
を
見
か
け
た
中
野
村
百
姓
の
知
ら
せ
に
よ
り
、
深

江

。
中
野
村
が
協
議
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
樋
よ
り
相

当
大
き
く
、
両
村
の
田
地
に
大
水
が
流
れ
込
む
こ
と
に
な
る

と
、
工
事
の
差
し
止
め
を
求
め
た
。
こ
の
紛
争
が
、
幕
府
に

聞
こ
え
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
役
人
が
事
情
聴
取
に
出
向
い
て

き
た
。
最
初
の
文
書
は
タ
イ
ト
ル
は
な
い
が
、
事
情
聴
取
に

訪
れ
た
手
代
に
対
す
る
深
江

・
中
野
両
村
の
主
張
で
あ
る
。

①
両
村
は
水
は
け
の
悪
い
田
地
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
横

川
堤
下
の
樋
の
た
め
に
難
渋
し
て
来
た
。
こ
の
上
大
き
な
樋

に
替
え
ら
れ
る
と
、
も
っ
と
困
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
深
江

。

中
野
村
役
人
三
人
が
小
路
村
に
交
渉
に
行
く
と
、
小
路
村
年

寄
が
い
う
に
は
、
先
日
、
北
畑
村
と
小
路
村
の
者
が
中
野

・

深
江
両
村
に
説
明
に
い
っ
た
と
こ
ろ
差
し
支
え
な
い
と
い
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
両
村
は
こ
の
作
に
つ
い
て
小
路
村
か
ら

相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
こ
と
は

一
切
な
い
。　
一
昨
日
の
二

十
二
日
夜
中
に
、
火
を
た
い
て
樋
の
普
請
を
し
て
い
た
の
で

工
事
を
中
止
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。
小
路
村
の
人
足
は
逃

げ
去
り
、
現
場
に
新
造
の
樋
が
置
い
て
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
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ま
ま
工
事
が
進
め
ら
れ
る
と
困
る
と
思
い
持
ち
帰
っ
た
。
翌

二
十
三
日
、
小
路
村
庄
屋
に
こ
の
旨
を
伝
え
た
が
、
同
日
ま

た
工
事
を
始
め
た
の
で
抗
議
す
る
と
、
小
路
村
庄
屋
が
今
日
、

尼
崎
藩
の
役
人
が
来
る
と
い
う
の
で
、　
一
村
二
人
ず
つ
の
番

を
つ
け
引
き
下
が
っ
た
。
し
か
し
隣
村
の
青
木
村
も
こ
の
普

請
は
困
る
と
い
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
三
ヵ
村
よ
り
小
路
村

ヘ

交
渉
し
た
結
果
、
＞」
れ
ま
で
通
り
の
樋
に
す
る
と
い
う
の
で
、

預
か
っ
た
樋
を
元
に
戻
し
、
話
し
合
い
が
ま
と
ま
っ
た
。

こ
の
史
料
は
、
深
江

。
中
野
村
か
ら
事
件
の
い
き
さ
つ
を

代
官
、
竹
垣
三
右
衛
門
の
手
代
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。

【４‐
】
②
乍
恐
書
附
ヲ
以
御
詫
奉
申
上
候

一
、
今
般
尼
ケ
崎
御
領
分
同
郡
小
路
村
字
横
川
堤
伏
越
樋
伏

替
之
儀
、
私
共
村
々
江
〓
言
之
引
合
不
仕
、
在
来
之
樋
よ

リ
ハ
格
別
取
広
ケ
候
様
と
相
見

へ
候
二
付
、
私
共
両
村
之

内
田
掛
之
者
共

一
同
及
難
渋
候
義

二
付
、
何
卒
右
新
樋
伏

込
不
申
内

二
早
々
村
方

へ
掛
合
候

へ
は
相
止
呉
候
心
得
ヲ

翻ＦⅧ陣冊醐耐騰方二期呻相（へ醜↓廟二樋嘘蒔樋ノ、渕御脚

役
様
御
見
分
二
付
、
早
々
普
請
仕
上
候
様
杯
と
申
答
候
ニ

付
、
右
掛
合
二
罷
越
候
者
共
当
惑
外
二
而
村
方
へ
引
取
之

内
、
右
普
請
場
へ
早
々
人
足
差
出
し
、
堤
土
砂
取
除
候
外

二
見
請
候
二
付
、
暫
時
難
捨
置
候
様
地
主
よ
り
申
立
候
故
、

両
村
共
役
人
共
前
書
取
失
、
地
主
共
よ
り
任
申
取
敢
夫
々

取
配
ヲ
以
、
小
路
村
役
人
方

へ
両
三
人
井
北
畑
村

へ
三
人
、

外
普
請
場
所

へ
も
見
届
ケ
寿
罷
越
し
候
処
、
小
路
村
よ
り

御
地
領
様

へ
如
行
申
偽
り
相
願
候
哉
、
御
役
所
江
被
仰
達

候
趣
、
御
出
役
被
成
下
、
右

一
件
御
役
所
へ
御
注
進
申
上

候
、
御
差
図
ヲ
以
可
取
斗
様
両
村

へ
自
己
之
取
斗
仕
候
段

御
察
当
奉
請
、
何
共
奉
恐
入
候

へ
共
、
何
分
前
書
奉
申
上

候
通
、
右
樋
自
然
伏
込
候
而
は
水
下
之
溜
池
不
残
水
押
ニ

相
成
候
間
、
半
時
間
も
捨
置
か
た
く
心
得
而
已
二
而
前
後

忘
却
仕
、
御
役
所

へ
奉
申
上
候
、
自
己
之
取
斗
仕
候
義

ニ

私
夫
ま
か
せ
心
得
違
之
段
、
今
更

一
言
之
申
分
無
御
座
候

義
と
先
非
後
悔
仕
、　
一
同
重
々
奉
恐
入
、
此
上
重
キ
御
吟

味

二
も
被
仰
付
候
而
ハ
、
最
早
秋
取
入
之
時
節

二
も
相
成
、

一
同
迷
惑
至
極
之
段
何
と
も
奉
恐
入
候
得
共
、
格
別
之
御

憐
愁
ヲ
以
、
右
心
得
違
不
行
届
之
段
幾
重
二
も
御
赦
免
之

程
偏

二
奉
願
上
候
、
乍
恐
此
段
御
聞
済
被
為
　
成
下
候

ハ
ヽ
、
右
地
主
共
ハ
不
及
奉
申
上
候
、
両
村
之
小
前
末
々

迄
広
太
御
仁
恵
難
有
奉
存
候
、
以
上

嘉
永
元
申
歳
九
月
廿
九
日
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当
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡

中
野
村
百
姓
代
安
右
衛
門

年
寄
　
土
口
兵

衛

庄
屋
　
藤
　
　
助

深
江
村
百
姓
代
惣
左
衛
門

惣

五

郎

年
寄
　
甚
右
衛
門

同
断
　
伊

丘
（
衛

庄
屋
　
庄
左
衛
門

前
書
両
村
よ
り
申
上
候
通
、
右

一
件
其
節
は
前
後
不
相
弁
、

自
己
之
取
斗
仕
候
義
心
得
違
之
旨
、　
一
同
後
悔
奉
恐
入
罷

居
、
私
共
御
詫
奉
申
上
呉
候
様
相
頼
上
候
、
此
段
御
憐
愁

ヲ
以
御
聞
済
被
為
　
成
下
候
ハ
ヽ
、　
一
同
難
有
奉
存
候
、

以
上

組
合
惣
代

横
屋
庄
屋
与
左
衛
門

竹
垣
三
右
衛
門
様

御
役
所

解
　
説

②
は
、
深
江

・
中
野
両
村
か
ら
支
配
代
官
竹
垣
三
右
衛
門

に
対
し
、
紛
争
を
起
こ
し
た
こ
と
を
わ
び
た
口
上
書
で
あ
る
。

人
数
を
繰
り
出
し
、
小
路
村
の
樋
を
持
ち
帰
る
な
ど
、
強
引

な
や
り
方
が
詰
問
さ
れ
た
と
み
え
、
「自
己
の
取
斗
」
に
終

始
し
た
こ
と
を
わ
び
て
い
る
。
な
お
、
小
路
村
の
樋
が
大
き

く
作
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
の
被
害
と
し
て
、
「水
下
之
溜
池

不
残
水
押
二
相
成
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

村
役
人
だ
け
で
は
足
り
ず
、
組
合
村
の
惣
代
も
奥
書
き
し

て
不
間
に
伏
す
こ
と
を
願
い
出
た
。

【４‐
】
③

乍
恐
口
上

竹
垣
三
右
衛
門
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
深
江
村

中
野
村

東
青
木
村

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
小
路
村
地
内
字
横
川

と
唱
候
場
所

二
伏
越
樋
有
之
、
右
場
所
二
人
数
凡
七
八
人
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二
而
右
樋
普
請
様
子
を
、
去
月
十

一
日
朝
中
野
村
喜
左
衛

門
農
業
二
罷
出
見
受
候
二
付
、
同
村
庄
屋
藤
助
方
Ｆ
立
寄
、

右
樋
伏
替
い
た
し
、
殊
二
古
樋
よ
り
は
大
造
之
新
樋
之
様

二
見
受
候
段
為
相
知
候
処
、
藤
助
義

一
切
不
存
義

二
付
申

之
、
深
江
村
庄
屋
庄
左
衛
門
方

へ
罷
越
、
同
村
江
は
掛
合

有
之
候
哉
と
相
尋
候
処
、
同
村
江
も
引
合
無
之
、
殊
二
在

来
之
樋
よ
り
は
大
造
之
新
樋
伏
替
候
而
は
、
水
下

一
同
難

義

二
付
、
右
普
請
差
止
可
申
哉
と
、
庄
左
衛
門
藤
助
両
人

相
談
仕
候

へ
は
、
庄
左
衛
門
申
様
ハ
、
先

一
応
小
路
村
ヘ

掛
合
、
右
返
答
之
趣
二
而
猶
又
相
談
可
致
旨
申
聞
、
藤
助

義

ハ
帰
村
仕
候
処
、
翌
十
二
日
深
江
村
百
姓
代
惣
左
衛

門

・
頭
百
姓
徳
兵
衛
中
野
村

へ
罷
越
し
、
同
村
頭
百
姓
文

之
助
同
道
二
而
、
小
路
村
庄
屋
幸
左
衛
門
方

へ
引
合
二
罷

越
候
処
、
同
人
義
御
地
頭
御
役
場
江
罷
越
候
留
主
中
之
由

二
付
、
年
寄
七
郎
兵
衛
二
面
会
い
た
し
度
旨
申
入
候
処
、

早
速
同
人
出
会

い
た
し
候

二
付
、
右
樋
普
請
等
有
之
候

ハ
ヽ
、
水
下
村
々
江
引
合
も
可
有
之
筈
之
所
、
引
合
も
無

之
、
殊
二
大
造
之
新
樋
旨
、
被
仕
替
候
義
は
如
何
之
心
得

二
而
取
掛
り
候
哉
と
相
尋
候
処
、
右
は
先
達
而
当
村
善
右

衛
門

・
北
畑
村
安
兵
衛
両
人
為
使
其
村
々
へ
引
合
二
差
遣

し
候
処
、
両
村
と
も
差
支
無
之
旨
挨
拶
有
之
候
間
、
其
段

御
地
頭
御
役
所
江
願
出
、
御
聞
済

二
相
成
、
普
請
取
掛
り

候
旨
申
聞
候
間
、
在
来
之
通
之
樋
伏
替
相
成
候
二
も

一
応

引
合
も
可
有
所
、
別
而
大
造
之
新
樋
不
沙
汰
二
伏
替

二
致

候
義
不
得
其
意
候
間
、
右
之
始
末
御
支
配
御
役
所
へ
御
届

申
上
候
間
、
暫
普
請
見
合
呉
候
様
申
聞
候
得
は
、
右
ハ
御

地
頭
様
二
而
御
聞
済
二
相
成
取
掛
り
候
義
故
、
見
合
候
義

難
相
成
、
差
支
之
筋
有
之
候
ハ
ヽ
、
程
な
く
御
地
頭
御
役

命
共
力
一

人
出
張
被
致
候
間
、
差
節
故
障
可
申
立
旨
申
聞
候
間
、
然

ル
上

ハ
在
来
之
古
樋
と
新
造
之
樋
と
之
寸
法
改
置
度
ノ

間
、
立
会
呉
候
様
申
聞
候
処
、
同
人
義
は
用
事
有
之
、
立

会
之
義
は
難
致
旨
申
聞
候
間
、
無
余
儀
惣
左
衛
門

。
徳
兵

衛

・
丈
之
助
引
取
、
丈
之
介
義
は
右
始
末
庄
屋
藤
助

へ
為

相
知
、
惣
左
衛
門

・
徳
兵
衛
義
は
普
請
場
所
ｒ
立
寄
、
古

新
之
樋
及
見
候
処
、
古
樋
は
凡
壱
尺
五
寸
四
方
程
、
新
造

之
樋
は
弐
尺
五
六
寸
四
方
二
も
可
相
成
と
見
受
、
七
ツ
時

頃
帰
村
仕
、
其
段
庄
左
衛
門
へ
相
咄
し
候
二
付
、
樋
尻
御

高
所
持
之
も
の
共
江
相
談
い
た
し
度
旨
申
遣
候
処
、
同
日

夜
五
ツ
時
頃
年
寄
百
姓
代
其
外
拾
三
人
打
寄
候
間
、
此
度

小
路
村
樋
普
請
之
儀

一
同
承
知
之
義

二
存
居
候
哉
と
相
尋

候
所
、
何
れ
も
不
存
段
申
聞
、
在
来
之
樋
二
而
も
水
下
難

渋

二
有
之
候
処
、
其
上
樋
口
相
広
こ
り
候
而
は
難
渋
弥
増
、

第

一
御
田
地
相
続
二
相
抱
り
候
間
難
捨
置
、
早
々
引
合
い

た
し
呉
候
様
、
庄
左
衛
門
へ
申
聞
候
間
、
同
人
義
先
達
而
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使

二
差
越
候
善
右
衛
門

・
安
兵
衛
両
人
呼
寄
相
尋
候

ハ
ヽ
、
事
柄
相
分
り
可
申
と
相
談
仕
候
内
、
喜
右
衛
門
義

表
江
罷
出
候
処
、
普
請
場

二
怖
火
相
見
、
夜
普
請
い
た
し

候
様
子
二
付
、
居
合
候
者
江
其
段
申
聞
候
処
、
天
災
之
程

も
難
斗
、
樋
伏
込
候
而
は
差
当
り
難
渋
二
相
成
候
間
、
村

役
人
は
相
残
、
喜
三
郎

・
治
右
衛
門

・
利
右
衛
門

・
弥
三

左
衛
門

。
忠
左
衛
門

・
徳
兵
衛

・
角
兵
衛

・
喜
右
衛
門

・

熊
太
郎

。
次
郎
左
衛
門

・
鶴
松

・
信
之
介

・
善
蔵
、
拾
三

人
小
路
村
樋
場
所
江
可
罷
越
積

二
而
好
松
六
本
、
提
灯
四

張
持
参
い
た
し
、
中
野
村

へ
向
罷
越
候
処
、
同
村
庄
屋
藤

助
方
江
年
寄
百
姓
代
其
外
藤
兵
衛

・
佐
兵
衛

。
儀
兵
衛

・

忠
右
衛
門

・
喜
左
衛
門

・
七
右
衛
門

・
弥
兵
衛

・
又
左
衛

門

・
久
左
衛
門

・
儀
助

・
市
兵
衛

・
勘
兵
衛

・
太
十
郎

・

文喜
兵
衛
、
寄
合
相
談
い
た
し
居
候
間
、
樋
場
二
夜
普
請
い

た
し
居
候
趣
申
聞
候
処
、　
一
同
可
罷
越
旨
申
聞
、
同
村
よ

り
提
灯
弐
張
持
参
、　
一
同
同
道
い
た
し
、
普
請
場
江
罷
越

度
、　
一
同
引
取
居
合
不
申
候
二
付
、
当
六
月
中
応
対
い
た

し
候
始
末
可
相
尋
積

二
而
、
小
路
村
七
郎
兵
衛
方
江
深
江

村
弥
三
左
衛
門

。
中
野
村
七
右
衛
門
両
人
罷
越
候
処
、
留

主
二
付
立
帰
り
申
候
、
同
村
善
右
衛
門
方
江
深
江
村
徳
兵

衛

。
中
野
村
藤
兵
衛

・
弥
兵
衛
三
人
罷
越
、
北
畑
村
安
兵

衛
方
江
深
江
村
利
右
衛
門

。
中
野
村
七
右
衛
門
両
人
罷

越
、
其
余
之
も
の
と
も
ハ
普
請
場
江
罷
越
候
処
、
補
火
丼

二
道
具
類
残
し
置
壱
人
も
居
合
不
申
候
、
然
ル
処
善
右
衛

門
ハ
居
合
不
申
二
付
、
枠
為
蔵
江
当
六
月
中
樋
普
請
之
義

二
付
深
江
村
庄
左
衛
門
方
江
引
合

二
参
り
候
始
末
相
尋
候

所
、
親
善
右
衛
門
引
合
之
義
故
、
何
事
も
不
存
旨
申
聞
候

得
と
も
、　
一
応
深
江
村
庄
左
衛
門
方
江
余
り
呉
候
様
相
頼

同
道
い
た
し
、
安
兵
衛
方
二
而
も
同
様
之
次
第
申
聞
参
り

呉
候
様
相
頼
同
道
い
た
し
候
二
付
、
小
路
村
幸
左
衛
門
方

へ
深
江
村
次
郎
左
衛
門

。
信
之
介
両
人
罷
越
相
断
置
、
北

畑
村

へ
は
深
江
村
利
右
衛
門

・
中
野
村
喜
左
衛
門
両
人
年

寄
新
右
衛
門
方

へ
相
断
、
彼
是
い
た
し
候
内
、
普
請
場

へ

参
り
居
候
も
の
五
六
人
、
様
子
尋
二
参
り
居
候
も
の
も

一

同
、
又
々
普
請
場
ど
立
寄
、
新
造
之
樋
見
受
候
処
、
大
造

成
樋
二
付
夜
中
二
而
も
被
伏
込
、
古
樋
打
こ
わ
し
元
形
失

ひ
候
而
ハ
、
後
日
証
拠
之
品
も
無
御
座
と
存
候
間
、
砂
蓋

井
■
道
具
拾
三
品
深
江
村
持
帰
り
、
砂
蓋
六
枚

ハ
中
野
村

へ
持
帰
り
、
翌
十
三
日
甲
朝
小
路
村
幸
左
衛
門
方
江
右

品
々
預
置
候
段
、
中
野
村
勘
兵
衛
ヲ
以
相
断
候
所
、
右
は

当
村
之
品
二
而
は
無
之
、
御
地
頭
様
よ
り
御
下
二
相
成
候

品
二
付
、
勝
手

二
取
斗
可
申
旨
申
聞
、
且
又
為
蔵

・
安
兵

衛
江
当
六
月
中
庄
屋
使

二
相
越
候
節
、
帰
村
之
上
何
様
被

力^
）

申
聞
候
哉
、
其
段
相
尋
候
処
、
安
兵
衛
申
聞
候
様
は
六
月

-140-



中
罷
越
候
節
は
、
天
丼
川
切
所
普
請
之
義
を
申
談
候
迄
ニ

而
、
小
路
村
樋
普
請
之
義
は

一
切
談
不
申
旨
相
言
候
、
左

候

へ
は
小
路
村
役
人
両
村

二
お
ゐ
て
差
支
無
之
旨
偽
申

立
、
地
頭
様
江
願
出
候
義
と
被
存
、
尚
此
上
安
兵
衛
申
方

相
違
い
た
し
候
而
は
如
何
二
付
、
其
段
書
付
二
い
た
し
差

越
呉
侯
様
相
願
候
処
、
帰
村
い
た
し
候
節
よ
り
相
談
之
上
、

書
付
相
認
可
節
越
旨
申
聞
、
両
人
共
引
取
候
、
人
足
拾
人

斗
寄
集
、
普
請
い
た
し
候
を
及
見
候
間
、
追
々
二
三
拾
人

斗
右
場
所
江
罷
越
候
処
、
人
足
不
残
引
取
候
は
何
時
伏
込

候
哉
も
難
斗
候
二
付
、　
一
同
香
い
た
し
候
積
リ
ニ
而
罷
有

候
処
、
小
路
村
幸
左
衛
門

・
又
四
郎
両
人
深
江
村
庄
左
衛

門
方
江
罷
越
し
、
今
日
は
御
地
頭
御
役
人
出
張
有
之
候
間
、

右
場
所
へ
参
り
居
候
者
為
引
取
呉
候
様
頼
二
参
り
、
尤
普

請
は
相
止
メ
可
申
旨
申
聞
候
得
は
、
中
野
村
江
相
談
之
上

返
答
可
致
旨
申
答
候
処
、
右
両
人
中
野
村
藤
助
方

へ
罷
越
、

同
様
之
趣
申
聞
候
二
付
、
深
江
村
と
も
相
談
之
上
挨
拶
可

致
旨
申
聞
候
え
、
両
人
共
引
取
侯
跡
よ
り
深
江
村
伊
兵

衛

・
宗
五
郎
罷
越
候
間
、
相
談
之
上
藤
助
外
弐
人
普
請
場

江
罷
越
、
早
々
引
取
候
様
申
聞
候
所
、
参
り
居
合
候
両
村

之
も
の
申
聞
候
様
は
、
右
様
堀
立
有
之
候
間
天
災
之
程
も

難
斗
、
少
二
而
も
埋
立
不
置
候
半
而
は
心
配
い
た
し
候
旨

申
聞
候
二
付
、
藤
助
外
弐
人
共
早
速
幸
左
衛
門
方
江
引
合

二
罷
越
候
処
、
同
人
留
守
之
由

二
付
、
年
寄
七
郎
兵
衛
江

面
会
い
た
し
度
と
申
聞
候
処
、
病
気
之
由
二
而
面
会
不
致
、

如
何
可
仕
哉
と
相
談
仕
候
処
江
、
同
村
又
四
郎
罷
越
候
ニ

付
、
始
末
相
咄
候
処
、
夫
迄
相
延
し

一
同
為
引
取
呉
候
様

申
聞
候
間
、
左
候
得
は

一
同
為
引
取
申
候
処
、
翌
廿
四
日

二
至
り
候
而
も
右
場
所
堀
割
有
之
候
間
、
深
江
村

。
中
野

村
両
村
よ
り
三
拾
人
斗
も
追
々
二
罷
越
候
二
付
、
深
江
村

熊
太
郎

・
喜
二
郎
、
庄
屋
幸
左
衛
門
方
江
罷
越
、
約
定
之

通
埋
立
呉
候
様
申
聞
候
処
、
両
村
役
人
中
江
引
合
、
如
何

様
と
も
可
致
由
申
聞
候
、
然
ル
処
右

一
件
青
木
村
江
も
為

知
置
、
深
江
村
庄
左

。
伊
兵
衛

・
甚
右
衛
門
、
中
野
村
藤

助
方
江
罷
越
相
談
仕
居
候
処
江
、
青
木
村
庄
屋
太
人

。
年

寄
惣
兵
衛
も
罷
越
相
談
中
、
中
野
村
分
郷
庄
屋
彦
太
夫
罷

越
、
堀
割
候
場
は
埋
立
之
儀
は
御
地
頭
様
江
願
済
之
儀

ニ

御
座
候
間
、
始
末
申
立
置
候
間
、
右
御
沙
汰
有
之
廷
引
い

た
し
呉
候
様
幸
左
衛
門
よ
り
頼
越
候
、
尤
今
日
中
御
沙
汰

無
之
、
明
日
二
至
り
打
捨
置
候
ハ
ヽ
、
深
江
村

・
中
野
両

村
存
寄
次
第

二
取
斗
候
と
も
申
分
無
之
旨
申
参
り
候

ニ

付
、
左
候
ハ
ヽ
幸
左
衛
門
江
面
談
い
た
し
度
旨
申
聞
候

ニ

付
、
彦
太
夫
小
路
村

へ
立
帰
り
、
幸
左
衛
門
同
道
い
た
し

来
り
、
前
書
彦
太
夫
よ
り
申
聞
候
通
り
幸
左
衛
門
よ
り
も

申
聞
候
得
共
、
是
迄
段
々
約
定
相
違
い
た
し
候
儀
故
、
書
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付
二
而
も
差
入
呉
候
申
談
候
処
、
左
程
疑
念
有
之
候
ハ
ヽ
、

樋
道
具
為
引
取
候
ハ
ヽ
、
差
支
有
之
間
敷
旨
幸
左
衛
門
申

聞
候
、
左
候
ハ
ヽ
水
下
村
々
差
支
筋
は
無
之
、
併
天
災
之

程
も
難
斗
候
間
、
越
水
無
之
程
埋
立
呉
候
ハ
ヽ
、　
一
同
安

心
引
取
可
申
旨
申
談
候
処
、
左
候
ハ
ヽ
深
江

。
中
野
両
村

之
人
足
二
而
埋
立
呉
候
様
、
幸
左
衛
門
申
聞
候
二
付

一
同

立
会
、
越
水
丈
之
処
埋
立

一
同
引
取
申
候

一
、
深
江
村
幸
右
衛
門

・
忠
兵
衛

・
与
兵
衛

。
新
左
衛
門

・

中
野
村
治
兵
衛

・
左
五
郎

。
弥
二
兵
衛
義
は
、
去
月
十
三

日
面
々
農
業
又
は
草
刈
等

二
罷
出
居
候
処
、
小
路
村
樋
場

所

二
樋
伏
替
之
由
二
而
人
集
り
居
候
二
付
、
追
々
罷
越
候

処
、
樋
口
広
こ
り
候
由
二
付
、
左
候
而
は
水
下
村
々
之
儀

故
同
様
難
渋
之
義

二
御
座
候
間
、
委
細
は
不
相
弁
義
候
ヘ

共
、
翌
十
四
日
も
左
同
様
罷
出
候
二
御
座
候
、
右
之
通
手

続
有
外
奉
申
上
候
儀
相
違
無
御
座
候
、
己
上

「
右
之
‐運
有
外
奉
申
上
候
通
相
違
無
御
座
候
、
在
来
落
来
り

候
悪
水

二
而
も
難
渋
仕
候
水
下
村
々
儀
二
御
座
候
処
、
大

（
マ
マ
）

造
之
新
樋
二
は
伏
替
候
而
は
難
渋
弥
増
、
御
田
地
相
続
仕

兼
候
次
第

二
而
、
相
歎
ケ
敷
儀
二
御
座
候
、
右
樋
元
形
之

こ
と
く
伏
替
候
二
お
ゐ
て
は
、　
一
同
申
分
無
御
座
候
、
右

御
聞
済
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
以
上
」

嘉
永
元
申
年

十
月
十
四
日

深
江
村
　
一畳
二
郎
　
次
右
衛
門
　
利
右
衛
門
　
弥
三
左
衛

門
　
忠
左
衛
門
　
次
郎
左
衛
門
　
熊
太
郎
　
徳

兵
衛
　
角
兵
衛
　
一詈
右
衛
門
　
信
之
助

善
蔵
　
敵
畑
鶴
松
　
与
兵
衛
　
新
左
衛
門
　
忠

兵
衛
　
小
右
衛
門
　
惣
左
衛
門
　
惣
五
郎
　
伊

兵
衛
　
甚
右
衛
門
　
庄
左
衛
門

中
野
村
　
佐
兵
衛
　
藤
兵
衛
　
儀
兵
衛
　
忠
右
衛
門
　
一暑

左
衛
門
　
七
右
衛
門
　
弥
兵
衛
　
又
左
衛
門

久
左
衛
門
　
儀
助
　
市
兵
衛
　
勘
兵
衛
　
太
十

郎
　
治
兵
衛
　
左
五
郎
　
弥
二
兵
衛
　
構
鮎
献
帥

彎
姓
安
右
衛
門
　
藤
助

東
青
木
村
　
惣
兵
衛
　
太
人

御
奉
行
様

解
　
説

横
川
伏
越
樋
に
つ
い
て
は
、
紛
争
直
後
、
小
路
村
が

「有

来
之
樋
二
而
其
儘
仕
置
」
と
約
束
し
、
中
野
、
深
江
村
も
差

し
押
さ
え
た
樋
な
ど
を
元
に
戻
し
た
こ
と
で
、
い
っ
た
ん
は
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収
拾
し
た
も
の
の
、　
一
ヵ
月
た
っ
て
も
、
中
野

・
深
江
村
に

対
す
る
処
分
が
決
ま
ら
ず
、
小
路
村
も
樋
を
大
き
く
作
り
直

す
こ
と
を
目
論
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
、
依
然
、
大
坂
町
奉
行

に
よ
る
吟
味
が
続
い
て
い
た
。
③
は
、
九
月
に
起
き
た
紛
争

の
経
緯
を
極
め
て
詳
細
に
書
き
上
げ
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
樋

に
す
る
よ
う
求
め
た
深
江

。
中
野

・
東
青
木
村
の
日
上
書
で

あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
、
①
の
文
書
に
記
さ
れ
た
経
緯
を
さ
ら

に
詳
し
く
、
し
か
も
個
々
の
百
姓
た
ち
の
実
名
を
入
れ
て
記

述
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
、
深
江
村
ら
は
、

小
路
村
が
作
ろ
う
と
し
て
い
る
新
樋
は
二
尺
五
、
六
寸
四
方

も
あ
り
、
古
樋
の

一
尺
五
寸
四
方
に
比
べ
大
幅
に
大
き
く

な
っ
て
い
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
樋
を
持
ち
帰
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
夜
中
に
こ
っ
そ
り
埋
め
ら
れ
、
古
い

方
を
壊
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
大
き
く
な
っ
た
こ
と
が
立
証
で

き
な
く
な
る
心
配
が
あ
っ
た
た
め
と
弁
解
し
て
い
る
。
道
具

な
ど
十
三
点
は
深
江
村
へ
、
砂
蓋
六
枚
は
中
野
村
に
運
ば
れ

た
が
、
こ
れ
ら
は
小
路
村
が
尼
崎
藩
の
許
し
を
受
け
、
尼
崎

藩
か
ら
下
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
け
に
、
問
題
化
し
た
。
一
方
、

小
路
村
は
、
北
畑
村
安
兵
衛
ら
が
今
回
の
工
事
に
つ
い
て
中

野
村

・
深
江
村
に
説
明
し
了
解
を
求
め
た
と
主
張
。
し
か
し

深
江
村
な
ど
が
安
兵
衛
に
問
い
た
だ
す
と
、
六
月
に
説
明
に

行
っ
た
の
は
も

っ
と
上
流
の
天
上
川
の
切
所
普
請
の
件
で
あ

り
、
小
路
村
の
樋
普
請
に
つ
い
て
は
説
明
し
て
い
な
い
と

言
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
深
江
村
な
ど
の
主
張
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
小
路
村
の
人
足
は
工
事
を
中
断
し
た
ま
ま
に
し
て
い

な
く
な
っ
た
が
、
深
江
村
ら
は
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
天

災
も
心
配
さ
れ
る
と
口
実
を
つ
け
復
旧
を
主
張
。
小
路
村
は

工
事
に
つ
い
て
は
尼
崎
藩
の
了
解
を
得
て
行

っ
て
い
る
の
で

経
緯
を
説
明
し
て
沙
汰
が
あ
る
ま
で
待

っ
て
く
れ
る
よ
う
反

論
し
た
。
さ
ら
に
、
明
日
に
な
っ
て
も
沙
汰
が
な
け
れ
ば
両

村
の
思
う
通
り
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
付
け
加
え
た
が
、

深
江
村
ら
は

「
こ
れ
ま
で
散
々
だ
ま
さ
れ
た
」
と
し
て
文
書

を
要
求
。
結
局
、
小
路
村
の
了
解
を
得
て
、
深
江

・
中
野
両

村
の
人
足
が
埋
め
立
て
て
引
き
上
げ
た
と
い
う
。

【４‐
】
④

為
取
替

一
札
之
事

一
、
小
路
村
領
字
横
川
堤
伏
越
樋
、
此
度
新
規
寸
増
樋
取
棒

伏
掛
ケ
候
処
、
右
は
深
江
村

・
中
野
村
江
引
合
不
致
取
広

候
よ
り
、
両
村
小
前
之
者
人
気
立
、
彼
是
出
入
二
相
成
、

双
方
御
地
頭
所
江
よ
り
御
出
役
有
之
、
御
礼
之
上
御
奉
行

所
江
御
差
出
二
相
成
、
当
時
御
調
中
之
処
、
段
々
御
利
解

之
上
、
双
方
御
用
達
取
暖
を
以
、
右
伏
越
樋
之
義

ハ
埋
立
、
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在
来
通
伏
置
可
申
候
、
右

二
付
天
丼
川
切
所
普
請
之
儀
小

路
村
よ
り
掛
合
致
候
節
は
、
深
江
村

。
中
野
村
よ
り
も
其

筋

へ
引
合
、
猶
又
願
立
等
可
致
候
、
右
二
而
已
来
無
申
分
、

出
入
下
済
相
成
候
上
ハ
、
相
互
二
和
融
可
申
談
候
条
無
違

失
、
為
後
日
為
取
替

一
札
”
而
如
件

年
号
月
日

竹
垣
三
右
衛
門
殿
御
代
官
所

摂
州
兎
原
郡
深
江
村

庄
屋
庄
左
衛
門

同
州
同
郡
中
野
村

庄
屋
藤
　
　
助

松
平
遠
江
守
殿
領
分

同
州
同
郡
小
路
村

庄
屋
幸
左
衛
門

右
之
通
相
違
無
之
候
、
以
上

大
坂
定
治
郎
殿

小
橋
や
長
兵
衛
殿

解
　
説

④
は
、　
一
連
の
紛
争
に
つ
い
て
の
和
解
証
文
で
あ
る
が
、

年
月
日
が
欠
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
深
江
村
ら
が

作
成
し
た
案
文
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
証
文
に
よ
る
と
、
小

路
村
が
深
江

・
中
野
村
に
交
渉
せ
ず
樋
を
拡
張
し
よ
う
と
し

た
た
め
紛
争
が
起
き
た
こ
と
、
両
方
の
領
主
か
ら
役
人
が
来

て
調
べ
た
う
え
、
大
坂
町
奉
行
所
に
裁
決
を
ゆ
だ
ね
た
と
こ

ろ
、
結
局
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
規
模
で
樋
を
埋
め
、
ま
た
天

上
川
の
普
請
に
つ
い
て
小
路
村
に
協
力
す
る
こ
と
で
合
意
し

た
と
い
う
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
深
江
村

。
中
野
村
の

主
張
通
り
と
な
っ
て
い
る
。

【４‐
】
⑤

乍
恐
口
上

一
、
当
九
月
十
二
日
、
私
共
村
方
之
内
小
路
村
領
字
横
川
堤

と
唱
候
場
所
二
在
之
候
伏
樋
、
近
頃
通
水
薄
相
成
候
二
付

而
は
、
此
度
新
規
二
右
樋
寸
法
相
増
取
広
、
伏
替
仕
度
奉

存
候
、
其
段
前
以
小
路
村
役
人
共
よ
り
御
地
頭
御
役
場
江

奉
願
上
、
御
聞
済
之
上
、
右
樋
伏
替
懸
候
処
、
右
村
よ
り
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離

牌

瑚

鐸

摩
篇

韓

対

縛
頻
鞠

蔀
評

二
付
、
御
代
官
井
御
地
頭
よ
り
も
御
出
役
在
之
、　
一
卜
通

御
紅
之
上
、
同
十
月
十
三
日
当
御
識
斬

へ
一
件
御
差
出
相

成
、
尚
又
追
々
御
紅
奉
受
奉
恐
入
当
吟
御
礼
中
二
御
座
候
、

然
ル
所
元
来
深
江
村

。
中
野
村
御
引
合
も
不
仕
、
樋
取
広

伏
替
懸
ケ
候
段
ハ
、
小
路
村
不
行
届
二
而
奉
恐
入
、
尤
深

江
村

・
中
の
村
之
も
の
共
は
、
右
体
場
所
江
寄
集
候
儀
は

奉
恐
入
候
得
共
、
徒
党
ケ
間
敷
儀
井
及
狼
藉
候
儀
は
勿
論
、

庇
人
損
所
等
出
来
候
儀
二
而
も
決
而
無
御
座
候
二
付
、
下

二
而
双
方
対
談
之
上
、
前
書
樋
取
広
候
儀
は
相
止
、
在
来

之
伏
樋
其
儘
置
居
仕
、
己
来
双
方
互
二
無
申
分
、
右

一
件

和
融
仕
候
間
、
何
卒
格
別
之
御
憐
愁
ヲ
以
、
此
上
之
御
吟

味
御
赦
免
被
成
下
候
様
、　
一
同
奉
願
上
候
、
右
之
段
御
聞

済
被
成
下
候

ヘ
ハ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

嘉
永
元
申
十
二
月
十
六
日
出
写

百
性
代
安
右
衛
門

年
寄吉

兵

衛

庄
屋

一詈
　
〓
一　
郎

（右
力
）

次

右

衛

門
　
　
一
、
小
左
衛
門

利

右

衛

門

　

一
、
忠

丘
（
衛

弥
三
左
衛
門
　
　
一
、
新
左
衛
門

忠

左

衛

門

　

一
、
与

兵

衛

西
御
奉
行
所

相
連
印

深
江
村
百
性

次
郎
左
衛
門

兵

併

昨

一
、
惣
左
衛
門

一
、
惣

五

良

一
、
伊

兵

衛

一
、
甚
右
衛
門

一
、
庄
左
衛
門

玄

泉

下

人

、
鶴
　
　
松

能
〔　
太
　
郎
　
　
一
、
善
　
　
蔵

学
左
衛
門
件

徳

丘
（

衛

　

一
、
信

之

助

〈右
力
）

角
　
丘
（　
衛
　
　
一
、
喜
左
衛
門

中
野
村
百
性

佐

五

郎

　

一
、
治

兵

衛

一膝

兵

衛

　

一
、
太

重

良

儀

丘
（

衛

　

一
、
勘

兵

衛

忠

右

衛

門

　

一
、
市

兵

衛

喜

左

衛

門

　

一
、
儀

　

助

七

右

衛

門
　
　
一
、
久
左
衛
門

（又
左
衛
門
力
）

弥

丘
（

衛

　

一
、
又

兵

衛

一
、
安
右
衛
門

年

寄

一
、
音

兵

衛

一
、
藤
　
　
助

同
村
私
領

庄

度

一
、
彦

大

夫
助
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一
、
弥
次
兵
衛

同
村
私
領

一
、
彦
太
夫

右
相
手
小
路
村

、
幸

左

衛

門

、
七

郎

兵

衛

、
安
　
丘
（　
衛

、
善

右

衛

門

、
又

四

郎

　

甚

兵

衛

に
集
ま
っ
た
こ
と
は
恐
縮
し
て
い
る
が
、
徒
党
が
ま
し
き
事

や
狼
藉
は
も
ち
ろ
ん
、
疵
人
を
出
し
た
り
損
害
を
与
え
る
よ

う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
樋
を
以
前
の
形
の
ま

ま
普
請
す
る
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
た
の
で
、
吟
味
を
打
ち

切
り
に
し
て
欲
し
い
と
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
口
上

書
か
ら
み
て
、
深
江

。
中
野
両
村
が
新
樋
を
差
し
押
さ
え
た

こ
と
が
、
吟
味
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

【４‐
】
⑥

御
見
分
書
写

勢
糾
附
剛
帥
越
　
　
　
　
　
　
長
九
間
弐
尺
一

一
、
悪
水
抜
伏
越
樋
　
但
巾
内
法
壱
尺
五
寸
人
分
　
壱
ヶ
所

深
同
断
壱
尺
五
寸

但
、
右
樋
上
堀
割
口
　
東
西
南
三
間
五
尺

中
六
間

北
三
間
弐
尺

南
北
九
間
弐
尺

外

新
造
樋
具

敷
板
　
内
法
弐
尺
六
寸
　
但
帯
外
両
縁
壱
寸
宛

厚
　
一二
寸
　
　
　
但
三
（鍔
肛

縁
板
　
弐
尺
五
寸
　
　
　
但
帯
外
両
縁
壱
寸
宛

北
畑
村

帝
勢

兵

衛

浜
疋
醇
嘲
僻

、
新
右
衛
門

、
善
右
衛
門

解
　
説

⑤
は
、
こ
の
年
の
十
二
月
に
な
っ
て
、
中
野
村
か
ら
大
坂

西
町
奉
行
所
に
提
出
さ
れ
た
口
上
書
で
あ
る
。
中
野
村
の
主

張
は
、
小
路
村
が
、
深
江

・
中
野
村
に
相
談
も
せ
ず
尼
崎
藩

に
許
可
を
求
め
た
こ
と
が
事
の
発
端
と
し
、
双
方
の
領
主
に

取
り
調
べ
ら
れ
た
後
、
十
月
十
三
日
に
大
坂
西
町
奉
行
所
に

紛
争
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
中
野
村
は
、
小
路
村

の
非
を
批
難
し
た
う
え
で
、
深
江
村
の
者
た
ち
が
工
事
現
場
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厚
　
一二
寸

砂
蓋
　
内
法
三
尺
弐
寸
四
分

厚
　
一二
寸
三
分

右
は
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
摂
州
兎
原
郡
小
路
村
地
内
ニ

伏
込
有
之
候
同
村
井
北
畑
村
悪
水
抜
伏
込
樋
、
井
今
般
伏

替
可
相
成
新
造
樋
夫
、
為
御
立
会
御
見
分
御
座
候
処
、
書

面
之
通
御
座
候
、
依
之

一
同
連
印
差
上
申
候
、
以
上

嘉
永
元
申
年
九
月
十
七
日松
平
遠
江
守
領
分

摂
州
兎
原
郡
小
路
村

年
寄七
郎
兵
衛
印

庄
屋幸
左
衛
門
印

北
畑
村
年
寄善
右
衛
門
印

同
村
同
断新
右
衛
門
印

兼
帯
庄
屋
三
条
村
庄
屋

入
郎
兵
衛
印

中
野
村
年
寄

病
気
二
付
代
兼儀
左
衛
門
却

庄
屋彦

太

夫

印

竹
垣
三
右
衛
門
御
代
官
所

同
郡
東
青
木
村
年
寄惣

兵

衛

印

庄
屋太
　
人
　
印

中
野
村
百
姓
代安
右
衛
門
印

年
寄
吉
兵
衛
病
気
二
付
代
兼

庄
屋藤
　
助
　
印

深
江
村
百
姓
代惣
左
衛
門
印

同
断惣

五

郎

印

年
寄伊

兵

衛

印

同
断
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甚
右
衛
門
印

庄
屋庄
左
衛
門
印

竹
垣
三
右
衛
門
様
御
手
代

山
口
瀬
左
衛
門
殿

解
　
説

⑥
は
、
紛
争
直
後
、
双
方
立
会
の
う
え
見
分
を
受
け
た
結

果
を
、
代
官
の
手
代
に
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
存
の
樋

は
内
法

一
尺
五
寸
人
分
と
な
っ
て
い
る
の
に
姑
し
、
新
樋
の

道
具
で
は
敷
板
内
法
が
二
尺
六
寸
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
な
お
こ
の
資
料
は
日
付
が
遡
っ
て
い
る
が
、
書

冊
資
料
に
収
め
ら
れ
た
順
に
従
い
、
こ
こ
に
配
置
し
た
。

【４‐
】
⑦

乍
恐
願
下
ケ
御
届
奉
申
上
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
同
州
同
郡
小
路
村
領
之
内
、
字

横
川
伏
越
樋
埋
立
之
儀
、
先
月
八
日
御
届
ケ
奉
申
上
候
処
、

御
聞
済
被
為
　
成
下
候
上
、
尼
ケ
崎
役
場

へ
御
引
合
被
為

成
下
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
然
ル
処
尼
ケ
崎
■
御
領
分
野

寄
村
庄
屋
宗
官
と
申
者
御
召
出
之
上
、
取
扱
可
申
様
被
仰

付
候
趣
ヲ
以
、
当
御
支
配
横
屋
村
庄
屋
与
左
衛
門
江
相
頼

候
二
付
、
両
人
取
扱
二
立
入
仕
候
而
、
右
伏
越
樋
埋
立
之

上
西
青
木
村

へ
私
共
村
々
よ
り
も
共
々
引
合
可
申
約
定

ニ

相
成
、
此
節
追
々
埋
立
罷
在
申
候
儀
ハ
全
御
威
光

二
而
、

尼
ケ
崎
表

へ
御
引
合
被
成
下
候
段
、
村
々

一
同
難
有
仕
合

奉
存
候
、
依
之
右
之
訳
二
而
相
済
候
儀
御
届
ケ
奉
申
上
候
、

何
卒
右
之
段
御
聞
済
被
為
　
成
下
、
御
聞
届
被
為
　
成
下

候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
奉
存
候
、
以
上

嘉
永
弐
酉
年
五
月
十
二
日
当
御
支
配
所

摂
州
兎
原
郡
深
江
村

庄
屋
庄
左
衛
門

中
野
村
庄
屋藤
　
　
介

青
木
村
庄
屋
病
気
付

代
頭
百
姓

十
左
衛
門

解
　
説
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嘉
永
元
年
十
二
月
に
、
深
江
村
や
中
野
村
が
吟
味
打
ち
切

り
を
願
い
出
た
こ
と
は
⑤
の
史
料
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
結

論
の
史
料
は
欠
い
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
伏
越
樋
を

埋
め
立
て
る
こ
と
を
め
ぐ
っ
て
依
然
紛
争
が
続
き
、
よ
う
や

く
翌
年
五
月
に
解
決
し
た
ら
し
い
こ
と
が
、
⑦

の
史
料
で
知

ら
れ
る
。
⑦
の
届
書
の
宛
先
は
な
い
が
、
深
江
村
や
横
屋
村

を
さ
し
て
「当
御
支
配
」
「
当
御
支
配
所
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

幕
府
代
官
所
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
届
書
に
よ
る
と
、
深
江
村
な
ど
三
ヵ
村
は
、

四
月
八
日
、
代
官
所
に
埋
立
を
求
め
、
代
官
所
か
ら
尼
崎
藩

に
こ
の
趣
旨
が
伝
え
ら
れ
、
尼
崎
藩
領
野
寄
村

・
幕
府
領
横

屋
村
庄
屋
が
仲
介
し
、
埋
立
て
が
実
現
し
た
。
こ
の
結
果
を

代
官
所
に
報
告
し
た
の
が
⑦
の
史
料
で
あ
る
。
題
名
に

「
願

下
ケ
御
届
」
と
あ
る
よ
う
に
、
埋
立
て
完
了
の
報
告
だ
け
で

な
く
、
紛
争
が
村
同
士
の
話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
し
、
提

訴
を
取
り
下
げ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
。

【４２
　
天
上
川
普
請

一
件
に
つ
き
村
々
申
合
】
之
切
家
文
書

申
合
約
定

一
札
之
事

一
、
字
天
丼
川
、
去
ル
文
化
十
酉
年
大
雨
出
水
之
節
、
右
川

堤
所
々
大
破
切
乱
れ
、
御
田
地
土
砂
流
込
、
当
時
川
床
同

様
荒
地
二
相
成
、
村
々

一
同
難
渋
仕
候
二
付
、
尤
外
村
々

二
は
其
節
早
速
堤
築
立
、
以
前
之
通
り
普
請
出
来
候
得
共
、

西
青
木
村

・
田
中
村
両
村
共
其
儘
捨
置
候
故
、
年
々
出
水

度
毎
土
砂
流
出
、
追
々
御
田
地
荒
地
弥
増
候
二
付
、
ゆ
シ

之
出
水

二
而
も
村
々
よ
り
数
多
之
人
足
差
出
シ
相
坊
候

故
、
年
分
二
は
多
分
之
失
費
相
掛
り
、
村
々

一
同
必
至
と

難
渋
二
付
、
是
迄
両
村

へ
切
所
築
立
致
呉
候
様
度
々
相
掛

合
候
得
共
、
何
角
と
申
延
し
等
閑
二
捨
置
候
段
、
水
下
之

村
々
此
儘
被
捨
置
候
而
は
、
往
々
御
田
地
荒
地
ハ
勿
論
、

年
々
立
毛
水
腐
等
之
損
毛
不
少
、
自
然
と
御
収
納
向

二
相

抱
り
候
而

ハ
、
御
上
様
江
対
し
奉
恐
入
候
儀
二

（
付
ギ
冷
般

一
同
申
合
、
以
来
相
互
二
実
意
を
以
村
々
御
田
地
大
切
ニ

相
心
得
、
農
業
無
難
二
相
続
出
来
候
様
篤
と
示
談
之
上
、

西
青
木
村

。
田
中
村
両
村
共
堤
築
立
普
請
致
呉
候
様
懸
ケ

合
方

二
付
、
村
々
隔
意
無
之
様
、
且
此
後
右

一
件
二
付
諸

雑
費
相
掛
り
候
共
、
相
互
二
同
心
仕
候
上
は
何
事
二
不
依
、

決
而
違
変
仕
間
舗
候
、
為
後
日
申
合
約
定

一
札
依
而
如
件

嘉
永
弐
酉
年
二
月

北
畑
村
庄
屋
兼
帯
坂
本
村

庄
屋
　
斉
　
助
　
⑪

年
寄
　
新
右
衛
門
⑪

小
路
村
庄
屋
　
幸
左
衛
門
⑪
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年
寄
　
七
郎
兵
衛
⑪

中
野
村
庄
屋
　
彦

太

夫
⑪

年
寄
　
儀
左
衛
門
⑩

同
村

庄
屋
　
藤
　
助
　
⑩

年
寄
　
土
口
兵

衛
⑪

深
江
村
庄
屋
　
庄
左
衛
門
⑩

年
寄
　
伊

丘
（
衛
⑪

東
青
木
村庄
屋
　
太
　
八
　
⑪

年
寄
　
惣

丘
（
衛
⑩

解
　
説

文
化
十
年

（
一
人

一
三
）
大
雨
の
た
め
天
上
川
の
あ
ち
こ

ち
に
決
壊
が
生
じ
た
。
土
砂
が
田
地
に
流
れ
込
み
荒
地
と

な
っ
た
。
各
村
々
は
す
ぐ
修
理
に
取
り
か
か
っ
た
が
、
西
青

木
と
田
中
村
だ
け
は
そ
の
ま
ま
に
放
置
し
て
い
る
の
で
、
毎

年
水
が
出
る
た
び
に
土
砂
が
流
れ
出
し
、
荒
地
が
年
々
増
し

て
い
る
。
下
流
の
村
々
で
は
少
し
の
出
水
で
も
多
勢
の
人
足

が
出
て
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
大
の
出
費
が
か
か
っ
て

い
る
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
何
度
か
両
村
に
普
請
を
す
る
よ
う

か
け
合
っ
た
が
、何
や
か
や
と
引
き
延
ば
し
放
置
し
て
い
る
。

そ
こ
で
両
村
に
普
請
を
さ
せ
る
よ
う
働
き
か
け
る
た
め
に
、

下
流
五
カ
村
が
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
た
史
料
で
あ
る
。
西
青

木

。
田
中
村
の
反
論
の
史
料
は
な
い
が
、
【４３
　
横
川
改
修

に
つ
き
願
書
】
に
よ
る
と
、
ほ
ぼ
事
実
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
諸
経
費
の
分
担
の
ほ
か
、　
一
致
団
結
す
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
て
い
る
。
結
果
は
次
号

【４３
】
に
よ
る
と
不
調
に
終

わ
っ
た
よ
う
だ
。

な
お
、
嘉
永
二
年
五
月
と
い
え
ば
、
前
号
資
料
の
解
説
で

ふ
れ
た
よ
う
に
、
中
野

・
深
江

・
東
青
木
の
三
ヵ
村
と
小
路

村
と
の
紛
争
が
最
終
的
に
決
着
し
た
月
で
も
あ
る
。
そ
の
月

に

一
緒
に
新
た
な
交
渉
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
農
業
経
営
を

守
る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
対
立
し
て
い
た
村
同
士
が
容
易
に

連
合
し
た
の
で
あ

っ
た
。

さ
て
、
次
に
か
か
げ
る
史
料
は
、
本
号
史
料
と
ほ
と
ん
ど

同
趣
旨
で
あ
る
が
文
面
が
異
な
る
。
同
じ
様
な
紛
争
に
ま
つ

わ
る
申
合
せ
の
別
の
下
書
か
写
し
か
と
思
わ
れ
る
が
、
堤
が

破
損
し
た
年
代
に
つ
い
て
は

「
先
年
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
申
合
に
名
を
連
ね
て
い
る
村
々
の
名
前
が
本
号
史
料

と
食
い
違

っ
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
も
し
こ
の
参
考
史
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料
が
嘉
永
二
年
の
も
の
だ
と
す
れ
ば
深
江
村
な
ど
行
動
に
立

ち
上
が
っ
た
村
側
が
少
し
で
も
発
言
力
を
大
き
く
し
よ
う
と

よ
り
多
く
の
村
を
巻
き
込
も
う
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
も
し
こ
の
年
の
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
同
じ
紛
争
が
他

の
年
に
も
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

〔参
考
〕

芝
切
家
文
書

申
合
約
定

一
札
之
事

一
、
字
天
上
川
先
年
大
雨
出
水
之
節
堤
切
流
破
損
仕
、
其
己

来
御
田
地
江
追
々
土
砂
流
込
荒
地
二
相
成
、
百
姓
不
相
続

二
付
、
尤
其
節
外
村
々
支
配
堤
之
義
は
如
元
普
請
仕
候
得

共
、
西
青
木
村

・
田
中
村
両
村
支
配
堤
ハ
、
未
普
請
等
も

不
仕
候
故
、
次
第
流
砂
相
嵩
、
多
分
之
御
田
地
相
荒
候
ニ

付
、
其
翻

ハ
勿
論
、
年
々
下
村
々
よ
り
難
渋
之
訳
柄
申
立
、

急
々
右
堤
築
立
、
元
川
へ
流
水
致
候
様
数
度
懸
合
候
而
も
、

兎
角
申
廷
る
而
已
、
等
閑
二
相
成
候
、
右
両
村
は
流
末
之

う
れ
い
も
無
之
故
之
儀
等
察
候
得
は
、
甚
不
人
情
之
致
方
、

下
村
々
ハ
追
々
御
田
地
埋
り
荒
、
無
年
貢
地
二
相
成
、
或

ハ
大
水
之
節
は
横
川
堤
へ
伏
越
樋
二
而
は
水
行
不
致
、
立

毛
水
亡
二
相
成
、
御
上
納
も
相
不
立
候
ゆ
へ
、
互
二
御
田

地
相
続
之
凌
二
付
及
論
体
、
終
ニ
ハ
御
上
様
之
御
苦
労
ニ

帰
り
、
是
以
右
両
村
之
支
配
堤
普
請
延
引
而
已
故
、
下
村
々

は
雑
費
諸
入
用
二
暮
、
誠
以
難
渋
仕
■
居
候
二
付
、
此
度

は
互
二
御
田
地
相
続
之
実
意
を
以
、
右
両
村
へ
普
請
成
就

致
呉
候
様
掛
合
可
致
、
万
事
同
心
違
変
不
仕
様
、
申
合
約

定
調
印

一
札
如
件

年
号
月
日

北
畑
村
　
庄
屋
印

小
路
村
　
同

岡
本
村
　
同

田
辺
村
　
同

中
野
村
　
同

同
　
村
　
同

深
江
村
　
同

東
青
木
村
同

【４３
　
横
川
改
修
に
つ
き
願
書
】　
　
　
　
　
芝
切
家
文
書

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
当
御
代
官
所
摂
州
兎
原
郡
深
江
村

中
野
村

田
中
村

西
青
木
村
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青
木
村

東
青
木
村

尼
崎
領
分
同
州
同
郡
岡
本
村

小
路
村

北
畑
村

中
野
村

右
拾
ケ
村
江
相
掛
り
候
字
天
丼
川
下
続
字
横
川
筋
之
俵

は
、
往
古
よ
り
川
床
高
く
、
御
田
畑
地
並
よ
り
凡
五
間
余

ノ
高
川
二
御
座
候
二
付
、
出
水
之
節
は
村
々
よ
り
老
若
共

我

一
二
馳
付
相
防
候
得
共
、
大
水
之
節
は
両
堤
共

一
円
ニ

水
惣
掛
仕
相
防
兼
、　
一
同
難
渋
仕
罷
在
候
所
、
去
ル
文
化

十
酉
年
中
、
田
中
村

。
西
青
木
村
両
村
支
配
所
字
天
丼
川

御
普
請
所
、
堤
長
弐
百
間
余
川
東

へ
切
込
、
御
田
地
土
砂

入
二
相
成
候
処
、
其
後
数
年
来
出
水
度
毎
、
水
先
之
田
地

追
々
砂
入
弥
増
、
当
時
尼
崎
領
分
小
路

・
北
畑
両
村
之
田

地
多
分
川
床
同
様

二
相
成
り
、
猶
追
々
流
末
之
田
地
出
水

毎
二
砂
入
相
増
、
皆
荒
地
二
も
可
相
成
段
、　
一
同
心
配
仕

罷
在
候
処
、
去
々
申
年
八
月
中
大
雨
二
而
、
別
而
出
水
多

く
候
故
、
小
路
村
之
悪
水
樋
水
咄
兼
候
故
、
小
路

・
北
畑

両
村
共
田
地

一
円
水
込
二
相
成
、
立
毛
及
水
亡
候
二
付
、

不
取
敢
右
両
村
よ
り
御
地
頭
様

へ
願
出
候
処
、
早
速
御
見

分
之
上
天
丼
川
切
所
普
請
出
来
候
迄
、
小
路
村
悪
水
樋
当

時
仮
法
を
以
伏
替
可
仕
旨
、
御
地
頭
よ
り
被
仰
付
候
趣
ニ

而
、
横
川
堤
堀
割
候
所
、
深
江

。
中
野
両
村
共
流
末
之
儀

二
付
、
小
路

・
北
畑
両
村
之
田
地
二
込
留
り
候
水
、　
一
時

二
流
出
候
而
は
、
深
江

。
中
野
両
村
共
難
渋
仕
候
様
相
驚
、

右
場
所

へ
追
々
馳
付
、
既
二
小
路
村
と
争
論
及
出
入
、
則

先
御
支
配
竹
垣
三
右
衛
門
様

・
尼
崎
御
地
頭
様
御
役
人
様

御
出
張
二
而
、
追
々
御
紀

二
相
成
り
、
於
御
役
所
二
双
方

へ
御
利
解
被
仰
付
候
得
共
、
対
談
行
届
兼
御
双
方
様
よ
り

御
公
辺
へ
御
差
出
二
相
成
候
処
、
於
　
御
奉
行
所
二
双
方

御
礼
之
上
、
厚
御
利
解
を
以
対
談
可
仕
旨
被
仰
付
、
難
有

承
伏
仕
候
得
共
、
元
来
水
上
天
丼
川
切
所
よ
り
事
発
り
候

義

二
付
、
何
卒
和
熟
仕
相
互
二
実
意
を
以
、
田
中

・
西
青

木
両
村

へ
切
所
築
立
呉
候
様
、
倶
二
可
及
掛
合
二
旨
を
以

双
方
共

一
致
仕
姑
談
行
届
、
其
後
追
々
申
談
、
去
百
年
中

田
中

・
西
青
木
両
村

へ
度
々
及
掛
合
候
処
、
右
両
村
よ
り

相
答
候
義
は
、
兼
々
承
知
仕
罷
在
候
得
共
、
右
堤
切
候
後

数
ケ
年
之
間
、
切
所
よ
り
上
手

一
円
出
水
度
毎
二
川
床
堀

抜
、
当
時
之
姿
二
而
は
右
切
所
之
下
手
、
以
前
之
川
床
ニ

水
乗
せ
候
義

ハ
中
々
出
来
間
敷
申
之
候
二
付
、
猶
又
精
々

及
相
談
等
と
相
考

へ
候
処
、
右
川
筋
之
儀
は
川
上
二
天
丼

川
筋
凡
拾
丁
下
二
而
、
字
横
川
と
唱

へ
真
横
二
曲
在
之
候
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二
付
、
水
行
甚
以
悪
敷
、
谷
々
よ
り
崩
落
申
候
石
砂
川
床

二
止
り
埋
り
、
依
之
堤
上
置
仕
候
二
付
、
堤
川
床
は
平
地

よ
り
五
六
間
も
高
く
、
川
幅
は
別
而
狭
く
御
座
候
故
、
大

水
難
相
凌
前
々
ょ
り
度
々
押
切
、
既
二
文
化
年
中
二
は
格

別
之
大
破
二
而
、
今
以
普
請
出
来
不
申
義

二
付
、
右
切
所

よ
り
下
手
、
往
古
よ
り
在
来
候
川
筋
は
大
破
以
後
数
ケ
年

之
間
流
水
不
仕
、
当
時
二
而
ハ
風
穴
等
数
々
御
座
候
故
、

唯
今
水
通
候
而
は
堤

一
円
相
保
問
敷
哉
と

一
同
心
配
仕

候
、
然
ル
処
右
横
二
曲
侯
場
所
よ
り
凡
五
拾
間
余
西
之
方

二
、
岡
本

・
田
中

・
西
青
木

・
横
屋
右
四
ケ
村
支
配
之
川

筋
御
座
候
、
右
西
川
幅
堀
広
ケ
両
堤
共
文
夫

二
築
立
、
右

場
所

へ
横
川
を
川
替
仕
候

ハ
ヽ
、
真
直
二
流
落
格
別
二
水

行
宜
相
成
、
後
難
在
之
間
敷
奉
存
候
二
付
、
恐
多
義

二
御

座
候
得
共
、
不
顧
思
召
右
川
替
仕
度
段
、
連
印
を
以
御
願

奉
申
上
候
、
尤
川
替
之
義
前
書
西
川
掛
り
四
ケ
村
へ
相
談

仕
候
処
、
岡
本

・
田
中
両
村
は
西
川
水
行
之
差
障
リ
ニ
相

成
不
申
、
後
患
無
之
様
相
成
義

二
候
ハ
ヽ
承
知
可
仕
旨
申

之
、
則
此
度
之
願
書

二
調
印
仕
候
程
之
儀
二
御
座
候
得
共
、

西
青
木

・
横
屋
両
村
は
私
共
之
掛
合
二
而
は
行
届
キ
不
申

義

二
付
、
乍
恐
右
両
村
江
は
従
　
御
役
所
何
卒
会
得
仕
候

様
、
厚
御
利
解
被
為
成
下
度
奉
願
上
候
、
何
分
川
替
仕
度

奉
存
候
二
付
、
奉
恐
入
儀
二
候
得
共
、
別
紙
色
絵
図
奉
差

上
候
間
、
右
絵
図
面
御

一
覧
之
上
格
別
之
御
憐
愁
を
以
、

早
々
場
所
御
見
分
被
為
成
下
、
右
西
川
筋
江
川
替
被
為
仰

付
下
候

ハ
ヽ
、
右
村
々
数
多
之
百
姓
共
小
前
末
々
子
々

孫
々
二
至
迄
、
安
穏
百
姓
相
続
可
仕
義

二
付
、
何
卒
乍
恐

願
之
通
御
聞
済
被
為
成
下
候
ハ
ヽ
、
広
太
之
御
仁
恩

一
同

難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
己
上

嘉
永
三
成
年
八
月

深
江
村
庄
屋
　
庄

左

衛

門

年
寄
　
伊
　
丘
ハ　
衛

中
野
村
庄
屋
　
藤
　
　
　
助

年
寄
　
土
口
　
丘
（　
衛

田
中
村
庄
屋
　
善
　
五
　
郎

頭
百
姓
　
平
　
　
　
介

青
木
村
庄
屋
　
太
　
　
　
八

年
寄
　
物
心　
丘
（　
衛

岡
本
村
庄
屋
　
太
郎
右
衛
門

年
寄

藤

左

衛

門
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小
路
村
庄
屋

ェ幸
左

衛

門

年
寄
　
七

郎

丘
（
衛

北
畑
村
庄
屋

兼
帯
坂
本
村斉

　

　

助

年
寄

新

右

衛

門

中
野
村
庄
屋
　
久
　
丘
ハ　
衛

年
寄
　
一最
　
平
　
次

川
上
金
吾
助
様

御
役
所

解
　
説

横
川
の
付
け
替
え
が
、
十
人
世
紀
前
期
の
享
保
―
元
文
期

に
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
既
に
見
た
が
、
再

び
川
の
付
け
替
え
を
十
ヵ
村
で
願
い
出
た
史
料
で
あ
る
。

こ
の
願
書
に
よ
る
と
、
横
川
の
川
床
は
田
地
よ
り
五
間
も

高
く
、
文
化
十
年
に
田
中
村

・
西
青
木
村
支
配
の
天
上
川
の

堤
が
切
れ
、
修
理
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
特
に
小
路

・
北

畑
村
の
田
地
の
多
く
が
川
床
同
様
に
な
り
、
去
々
申
年
人
月

の
大
雨
に
は
、
小
路
村
の
悪
水
樋
か
ら
水
が
は
け
ず
、
小
路

。

北
畑
両
村
の
田
地
は

一
円
に
水
に
つ
か
っ
た
。
尼
崎
藩
に
届

け
る
と
、
横
川
上
流
の
天
上
川
の
切
所
の
普
請
が
出
来
る
ま

で
小
路
村
の
悪
水
樋
を

一
時
的
に
伏
替
え
る
よ
う
指
示
が

あ

っ
た
が
、
こ
の
水
が
吐
き
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
下
流
の

深
江
、
中
野
村
は
大
い
に
驚
き
紛
争
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
い

う
申
年
と
は
、
嘉
永
元
年

（
一
人
四
人
）
の
こ
と
で
、
こ
の

紛
争
は

【４‐
　
横
川
伏
越
樋

一
件
に
つ
き
留
書
】
に
記
さ
れ

た
出
入
り
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
さ
て
こ

の
紛
争
は
大
坂
町
奉
行
所
の
も
と
で
和
解
し
た
が
、
元
は
と

い
え
ば
天
上
川
の
切
所
が
原
因
で
、
放
置
し
て
い
た
田
中

・

西
青
木
の
責
任
は
大
き

い
と

い
う
こ
と
に
な

っ
た

（
【４２
Ｊ
ｏ

酉
年

（嘉
永
二
年
）
に
、
田
中

・
西
青
木
両
村
に
交
渉
し

た
が
、
両
村
が
い
う
に
は
、
堤
が
文
化
年
中
に
切
れ
て
か
ら

数
力
年
の
間
、
切
所
よ
り
上
手
で
出
水
の
た
び
に
川
床
が
削

り
取
ら
れ
、
今
と
な
っ
て
は
下
手
は
土
砂
が
た
ま
っ
て
な
か

な
か
元
通
り
に
水
を
流
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
結
局
十
丁
ほ

ど
下
手
が
横
川
と
い
っ
て
真
横
に
流
れ
、
谷
々
か
ら
流
れ
出

た
土
砂
が
そ
こ
に
堆
積
す
る
の
が
根
本
原
因
で
あ
る
。
堤
に

は

「
上
置
」
と
い
う
補
強
を
行

っ
て
い
る
の
で
、
川
床
は
田

地
よ
り
五
、
六
間
も
高
い
う
え
に
川
幅
が
狭
い
の
で
大
水
が

出
れ
ば
防
ぎ
が
た
い
。
今
で
は
狐
の
穴
な
ど
も
あ

っ
て
か
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え
っ
て
水
を
通
す
と
堤
の
強
度
が
不
足
す
る
心
配
も
あ
る
。

そ
こ
で
、
横
に
曲
が
る
所
か
ら
五
十
間
ほ
ど
西
に
、
岡
本

・

田
中

・
西
青
木

・
横
屋
四
カ
村
管
理
の
川
が
あ
り
、
こ
の
川

幅
を
広
げ
、
堤
を
補
強
す
れ
ば
、
真

っ
す
ぐ
に
流
れ
落
ち
、

水
の
流
れ
が
良
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
西
青
木

・
横

屋
両
村
は
、
こ
の
計
画
に
難
色
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
の

計
画
を
承
認
し
た
う
え
、
両
村
を
説
得
し
て
欲
し
い
、
と
い

う
の
で
あ
る
。
宛
先
の
川
上
金
吾
助
は
、
幕
府
代
官
で
あ
る
。

当
初
、
小
路
村
が
樋
を
大
き
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
し

て
紛
争
を
起
こ
し
た
深
江

。
中
野
両
村
は
、
交
渉
の
過
程
で

そ
の
原
因
が
、
堤
の
切
所
を
放
置
し
て
い
る
田
中

・
西
青
木

両
村
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、
聞
争
の
相
手
を
変
え
る
。
し
か

し
、
結
局
、
横
川
と
い
う
構
造
的
な
欠
陥
が
根
本
に
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
、
最
後
に
は
そ
の
流
路
変
更
が
必
要
で
あ
る
と

い
う
結
論
に
行
き
つ
い
た
の
で
あ

っ
た
。
依
然
、
横
屋

。
西

青
木
の
両
村
が
反
対
し
て
い
る
と
は
い
え
、
農
民
た
ち
は
紛

争
を
重
ね
る
中
で
、
よ
り
本
質
的
な
原
因
を
見
抜
き
、
そ
れ

を
連
帯
し
な
が
ら
排
除
し
て
い
こ
う
と
す
る
地
域
課
題
の
解

決
の
手
法
を
見
つ
け
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
合
法
闘
争
の
中

で
、
農
民
た
ち
は
自
ら
の
主
張
を
よ
り
普
遍
化
し
、
幅
広
い

連
帝
を
し
て
、
幕
藩
領
主
に
迫
る
と
い
う
手
法
を
体
得
し
た

と
い
っ
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

【４４
　
横
川
筋
破
損
所
普
請
に
つ
き
八
ヵ
村
取
極
】
芝
切
家
文
書

覚

一
、
天
丼
川
通
横
川
筋
普
請
取
極
約
定
左
之
通

田
中
村
井

二
西
青
木
村

破
損
所
　
　
　
　
但
、
川
床
幅
弐
間

深
サ
　
五
尺

岡
本
村
井

二
北
畑
村
領
堺
目
二
本
松
之
所
二
而
、
堤

井
川
床
共
五
尺
取
下
ケ
、
川
床
幅
弐
間
、
夫
よ
り
川

下
小
路
村
中
野
村
領
境
目
迄
壱
間
二
落
五
歩
宛
、
川

床
幅
弐
間
、
夫
よ
り
川
下
モ
小
路
村
井

二
中
野
村
領

境
ロ
ニ
而
、
堤
井

二
川
床
共
三
尺
取
下
ケ
、
夫
よ
り

川
下
モ
深
江
村
悪
水
樋
さ
ぶ
た
迄
取
下
ケ
落
三
歩
五

厘
、
川
床
幅
弐
間

右
之
通
川
掛
り
村
々

一
同
立
会
之
上
、
堤
川
床
境
目
立
合

高
下
無
之
、
落
順
々
二
普
請
可
致
約
定
取
極
、
依
而
如
件

嘉
永
四
亥
年
十

一
月

西
青
木
村
庄
屋
差
口　
治
　
郎

田
中
村
年
寄
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圭
口　
五
　
郎

岡
本
村
庄
屋太
郎
右
衛
門

北
畑
村
庄
屋
兼
帯

斉

　

　

助

小
路
村
庄
屋幸

左

衛

門

中
野
村
庄
屋藤

　

　

助

同
村
庄
屋
久
　
丘
（　
衛

深
江
村
庄
屋庄

左

衛

門

解
　
説

横
川
筋
の
破
損
所
の
普
請
に
つ
い
て
、
八
カ
村
の
村
役
人

が
立
会
で
普
請
概
要
を
取
り
決
め
た
も
の
で
あ
る
。
普
請
場

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
岡
本

・
北
畑
村
境
の
二
本
松
、
小
路

・

中
野
村
の
境
、
深
江
村
悪
水
樋
ま
で
を
取
り
上
げ
、
川
幅
や

取
り
下
げ
の
寸
法
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
区
間
は
、
旧
天
上

川
が
横
に
流
れ
、
横
川
と
呼
ば
れ
た
区
間
の
全
域
に
当
た
り
、

「
壱
間
二
落
五
分
」
＝
長
さ

一
間
に
対
し
て
落
差
五
分
＝
な

ど
と
、
傾
斜
率
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

【４５
　
横
川
測
量
党
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
芝
切
家
文
書

横
川
水
盛
覚
書

一
、
深
江
村
悪
水
樋
よ
り
此
松
迄
百
間
有
、
堤
高
キ
五
尺
七

寸
、
川
底
よ
り
砂
蓋
迄
弐
尺
、
落
三
尺
壱
寸
六
歩
、
松
よ

り
上
り
立
道
迄
弐
百
七
間
有
、
川
底
よ
り
堤
高
キ
四
尺
五

寸
、
落
七
尺
三
寸

二
本
松
よ
り
壱
ば
ん
間
廿
人
間
、
土
よ
り
上
三
尺
六
寸
五

歩
、
土
よ
り
上
四
尺
五
寸
、
壱
ば
ん
よ
り
二
ば
ん
迄
四
拾

弐
間
、
土
よ
り
上
六
尺
弐
寸
、
二
番
よ
り
三
ば
ん
迄
三
拾

間
落
壱
尺
、
三
ば
ん
よ
り
四
番
迄
四
拾
間
落
弐
尺
六
寸
、

四
ば
ん
よ
り
五
ば
ん
迄
四
拾
人
間
落
四
尺
五
寸
、
工
ば
ん

よ
り
六
ば
ん
ま
で
四
拾
六
間
落
三
尺
六
寸
、
六
ば
ん
よ
り

七
番
迄
六
拾
人
間
落
四
尺
、
七
番
よ
り
人
番
迄
五
拾
間
落

弐
尺
四
寸
、
二
本
松
よ
り
小
路
村
中
野
村
境
目
迄
此
間
数

三
百
五
拾
弐
間
、
此
落
弐
丈
壱
尺
五
寸
、
但
し
壱
間
二
付

六
歩
壱
厘
並
し

亥
十

一
月
八
日

田
中
村
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立
会

西
青
木
村

東
青
木
村

深
江
村

中
野
村

小
路
村

北
畑
村

岡
本
村

解
　
説

横
川
の
長
さ
や
傾
斜
な
ど
を
測
量
し
た
結
果
の
覚
書
で
あ

る
。
「水
盛
」
と
は
本
来
、
細
長
い
材
に
溝
を
掘
り
水
を
盛
っ

て
水
平
を
定
め
る
方
法
や
そ
の
器
具
を
さ
す
か
ら
、
勾
配
の

測
量
が
そ
の
主
眼
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
横
川
は
、

等
高
線
に
沿
い
横
に
流
れ
る
特
異
な
川
で
、
高
低
差
が
少
な

く
上
流
か
ら
の
上
砂
が
堆
積
し
が
ち
で
、
川
底
が
浅
く
な
っ

て
ひ
と
た
び
洪
水
が
あ
る
と
堤
が
切
れ
易
く
、
近
世
を
通
じ

て
再
三
問
題
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
既
に
見
た
通
り
で
あ
る
。

勾
配
の
測
量
を
行

っ
た
の
も
、
普
請
に
関
連
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
、
年
号
は
欠
い
て
い
る
が
、
前
号
の
嘉
永
四
年
十

一

月
の
普
請
と
干
支
、
月
が

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、　
一
応
、
こ

こ
に
収
め
る
。

さ
て
、史
料
の
語
る
と
こ
ろ
は
、

当
時
と
景
観
、
川
の
流
路
が
大
き

く
変
わ
っ
て
い
て
、
意
味
の
通
り

に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
深
江

悪
水
樋
か
ら
松
ま
で
が
百
間
、
落

差
は
三
尺

一
寸
六
分
で
、
傾
斜
は

一
間
当
た
り
三
分

一
厘
六
毛
。
松

よ
り
上
り
立
道
ま
で
が
三
百
七

間
、
落
差
七
尺
三
寸
で
、
傾
斜
は

一
間
当
た
り
三
分
五
厘
三
毛
。
次

の
二
本
松
は
、
前
号
資
料
か
ら
し

て
、
岡
本

・
北
畑
村
の
境
界
地
点

と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら

一
十
八

番
の
人
区
間
に
つ
い
て
間
隔
が
記

さ
れ
、
二
番
以
降
は
落
差
も
記
さ

れ
て
い
る
。
二
本
松
か
ら
人
番
ま

で
の
人
区
間
の
間
隔
は
そ
れ
ぞ

れ
、
二
十
八

・
四
十
二

・
三
十

・

四
十

。
四
十
八

・
四
十
六

・
六
十

人

・
五
十
間
で
あ
り
、
計
三
百
五

十
二
問
。
文
末
の

「
二
本
松
よ
り

小
路
村
中
野
村
境
目
迄
此
関
数
三

表 1 横川各区間傾斜一覧

二本松-2 2-3 3-4 4-5 5--6 6--7 7--8 合  計

間 隔
落 差
傾 斜

70

34

0.49

30

10

0.33

40

26

0.54

48

45

0.94

46

36

0,78

68

40

0.59

50

24

0.48

352

215

0.61
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百
五
拾
弐
間
」
の
数
値
と

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
八
番
と
い

う
ポ
イ
ン
ト
は
、
小
路

・
中
野
村
の
村
境
に
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
数
値
か
ら
、
岡
本
北
畑
村
境
か
ら
小
路
中
野

村
境
ま
で
の
横
川
の
流
れ
の
様
子
を
推
定
し
て
み
よ
う
。
表

１
は
、
各
区
間
の
間
隔

（単
位
は
間
）、
落
差

（同
、
寸
）
、

傾
斜

（
一
間
当
た
り
の
落
差
、
単
位
は
寸
）
を

一
覧
表
に
ま

と
め
た
も
の
で
あ
る
。
二
本
松
十
一
番
間
、　
一
番
十
二
番
間

に
つ
い
て
は
落
差
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
幸
い
全
体
の
落

差
二
文

一
尺
五
寸
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
逆
算
を
し
た
。

こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
田
中

・
北
畑
の
境
付
近
か
ら
、
北
畑

村
西
部
に
か
け
て
が
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
で
、
途
中
や
や
傾
斜

が
急
に
な
る
が
、
中
野

。
小
路
村
境
付
近
で
再
び
傾
斜
が
ゆ

る
や
か
に
な
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
各
ポ
イ
ン
ト

の
正
確
な
位
置
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
こ
れ
以
上
の
分
析

は
困
難
だ
が
、
傾
斜
に
変
化
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
、
よ
ど
み
が
出
来
易
く
、
ま
た
土
砂
も
堆
積
し
易
い
。

そ
も
そ
も
川
全
体
の
傾
斜
が
ゆ
る
や
か
な
の
が
根
本
の
原
因

な
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
川
の
起
伏
は
さ
ら
に
悪
条
件

と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

【４６
　
普
請
用
石
値
段
高
値
に
つ
き
願
書
】
　

松
田
家
文
書

乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候

一
、
当
村
支
配
横
川
堤
外
側
裾
通
石
垣
、
先
年
結
構
御
普
請

被
　
為
仰
付
難
有
奉
存
候
、
亦
候
当
年
午
春
同
様
結
構
御

普
請
被
仰
付
候
処
、
昨
年
所
々
新
田
切
込
破
損
数
多
御
座

候
二
付
、
石
元
有
合
石
売
切
其
上
先
金
掛
置
追
々
出
シ
、

石
壱
石
二
付
弐
分
程
増
直
二
而
買
取
手
廻
り
兼
候
得
共
、

先
年
よ
り
横
川
御
普
請
御
掛
り
、
大
庄
屋
平
野
順
治
様
井

高
井
宗
官
格
別
之
候
働
キ
ニ
而
、
壱
石
二
付
五
分
二
而
下

直
二
御
両
人
殿
も
直
段
石
元
情
々
御
引
合
被
下
侯
得
共
、

石
元
よ
り
段
々
入
訳
申
出
候
二
付
、
御
上
様
御
時
節
柄
奉

恐
入
候
得
共
、
壱
石
二
付
五
厘
宛
増
直
二
而
御
下
ケ
被
為

成
下
候
様
奉
願
上
候
、
何
卒
右
願
之
通
御
聞
済
被
為
成
下

候
得
バ
広
大
之
御
慈
悲
難
有
仕
合
二
可
奉
存
候
、
以
上

安
政
五
午
年
　
　
　
　
小
路
村
頭
百
姓
　
兵
右
衛
門

七
月
七
日
　
　
同
村
年
寄
　
　
　
七
郎
兵
衛

同
村
庄
屋
兼
帯

樋
方
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
村
庄
屋
　
　
住
野
斎
助

御
奉
行
様

解
　
説
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横
川
の
堤
外
側
の
す
そ
の
石
垣
に
先
年
御
普
請
を
命
じ
ら

れ
、
今
年
も
同
様
の
御
普
請
を
命
じ
ら
れ
た
。
と
こ
ろ
が
昨

年
あ
ち
こ
ち
の
新
田
が
破
損
し
た
た
め
、
石
不
足
に
な
り
、

石

一
石
に
つ
き
三
分
ほ
ど
値
段
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
先
年

か
ら
横
川
御
普
請
を
担
当
し
て
い
る
大
庄
屋
の
平
野
順
治
や

野
寄
の
高
井
宗
官
の
働
き
で
、　
一
石
に
つ
き
五
分
の
低
価
格

で
な
ん
と
か
し
て
き
た
が
、
石
元
か
ら
い
ろ
い
ろ
申
し
入
れ

も
あ
り

一
石
に
五
厘
だ
け
値
段
を
上
げ
て
経
費
を
下
げ
渡
し

て
欲
し
い
と
い
う
願
書
で
あ
る
。

「御
普
請
」
と
い
う
よ
う
に
、
経
費
は
尼
崎
藩
が
負
担
す

る
工
事
だ
っ
た
が
、
現
物
支
給
で
は
な
く
、
単
価
の
決
め
ら

れ
た
総
額
支
給
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
物
価
が
上
昇
す
る
と

と
た
ん
に
工
事
に
窮
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
は
村
方

の
有
力
者
の

「格
別
之
働
」
き
に
よ
っ
て
糊
塗
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
地
域
の
有
力
者
の
奔
走
に
よ
っ
て
も
そ

の
矛
盾
は
覆
い
が
た
い
所
に
ま
で
来
た
。
こ
う
し
て
増
額
を

要
求
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
堤
の
ほ
か
新
田
の
普

請
な
ど
に
も
ひ
ん
ぱ
ん
に
石
が
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

【４７
　
八
幡
谷
よ
り
の
双
水
に
つ
き
訴
状
】
　

芝
切
家
文
書

乍
恐
以
書
付
急
訴
奉
申
上
候

御
料
所

桜
井
遠
江
守
殿
領
分

「
願
人
　
　
中
野
村

御
田
地
養
水
井
春
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
組
」

差
留
出
入
　
　
　
　
　
　
　
願
人

入
組
　
中
野
村

桜
井
遠
江
守
殿
領
分

田
辺
村

願
人
　
　
北
畑
村

小
路
村

御
料
所

田
中
村

相手　　脚嚇勝村

東
青
木
村

右
は
去
ル
十
八
日
夜
大
雨
二
付
、
岡
本
村
支
配
字
八
幡
谷

二
而
大
破
二
相
成
、
同
村
流
末
御
料
田
中

・
西
青
木

・
横

屋
右
三
ケ
村
御
田
地
荒
所
出
来
土
砂
入
二
相
成
、
右
大
雨

之
節
四
ケ
村
立
会
字
横
尾
女
池
新
池
破
損
仕
候
、
然
ル
処

去
ル
十
二
日
夕
方
二
相
手
四
ケ
村
役
人
、
私
共
村
々
江
掛

合
二
参
り
候
義

ハ
、
此
度
弐
ケ
所
溜
池
破
損
致
候
故
、
荒

所
出
来
、
右
普
請
池
掛
村
々
よ
り
致
被
呉
候
様
頼
入
候
、
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尤
此
義
ハ
川
水
斗
二
而
右
様
相
成
候
ハ
ヽ
致
方
も
無
之
候

得
共
、
池
破
損
故
之
義
卜
存
候
、
尚
又
池
普
請
ハ
見
合
可

被
成
、
右
二
付
字
八
幡
谷

二
有
之
候
四
ケ
村
養
水
揚
井
手

引
取
之
義

ハ
返
事
有
之
迄
見
合
可
被
成
候
、
尤
養
水
井
手

ニ
ハ
東
青
木
村
二
は
故
障
無
之
、
池
普
請
斗
差
支
二
候
、

右
様
申
出
候
二
付
、
明
日
返
事
可
致
候
、
乍
併
人
幡
谷
養

水
井
手
は
往
古
よ
り
取
来
御
田
地
養
ハ
不
及
申
、
百
姓
呑

水
二
相
用
ひ
来
候
、
尤
地
所
岡
本
村

・
田
辺
村
両
村
立
会

二
付
及
掛
合
相
談
行
届
、
則
今
日
よ
り
井
手
揚
二
取
掛
り

（
マ
マ
）

居
候
間
、
是
悲
共
井
手
揚
致
養
水
引
取
可
申
候
答
候
ハ
ヽ
、

左
様
被
致
候
而
は
、
多
人
数
罷
出
相
崩
可
申
候
、
其
節
大

変
之
義
出
来
候
程
も
難
斗
候
間
、
承
知
可
被
致
候
、
右
様

申
立
候
二
付
、
明
日
丈
ケ
見
合
可
申
候
卜
相
答
候
ハ
ヽ
、

尤
返
事
之
義

ハ
三
ケ
村
申
出
候
通
承
知
之
返
事
二

「相
成

候
ハ
ヽ
井
手
ニ
ハ
」
差
支
無
之
候
、
尚
申
帰
候
間
早
速
前

条
之
通
百
姓

一
同
二
相
談
致
候
得
は
、
百
姓
共
人
気
立
候

得
共
取
押
置
、
村
々
役
人
共
直
様
御
地
頭
様
江
御
伺
申
上

候
ハ
ヽ
、
早
々
御
出
役
被
下
、
則
森
村
庄
屋
嘉
平
治
ヲ
以

度
々
曖
方
致
被
呉
候
得
共
、
矢
張
前
条
申
募
少
も
柔
和
之

内
心
無
之
候
故
、
百
姓
共
渇
水
之
段
申
立
、
片
時
も
難
捨

置
候
得
共
、
最
早
下
方
二
而
可
致
様
無
之
候
二
付
、
乍
恐

何
卒
右
相
手
之
村
々
急
速
御
召
出
之
上
御
田
地
養
水
呑
水

早
々
為
引
取
候
様
、
厚
哀
憐
ヲ
以
御
利
解
被
為
　
仰
付
候

ハ
ヽ
莫
太
之
御
慈
悲
百
姓

一
同
難
有
仕
合
二
可
奉
存
候
、

以
上

御
料
所

慶
応
四
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
野
村
百
姓
惣
代

辰
二
月
晦
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
官

丘
（
衛

同
村
役
人
惣
代安
右
衛
門

桜
井
遠
江
守
殿
領
分

同
村
百
姓
惣
代善
左
衛
門

同
村
役
人
惣
代安
左
衛
門

貼^
釈
）

「
田
辺
村
百
姓
惣
代
」

九
右
衛
門

同
村
役
人
惣
代作

太

郎

北
畑
村
百
姓
惣
代
安

兵

衛

同
村
役
人
惣
代善
右
衛
門

小
路
村
百
姓
惣
代
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庄
　
　
吉

同
村
役
人
惣
代幸

　

助

兵
庫
津御
役
所
様

解
　
説

大
雨
の
た
め
、
人
幡
谷
や
そ
の
上
流
に
あ
る
横
尾
女
池
、

新
池
に
破
損
が
出
来
た
。
そ
の
修
復
を
め
ぐ
っ
て
、
中
野
村

な
ど
四
カ
村
と
、
東

。
西
青
木
村
な
ど
四
ヵ
村
と
の
間
に
紛

争
が
起
き
た
。
こ
の
史
料
は
、
中
野
村
な
ど
四
ヵ
村
か
ら
兵

庫
津
の
役
所
に
出
さ
れ
た
訴
状
で
あ
る
。

人
幡
谷
と
は
、
天
上
川
の
上
流
の
谷
で
、
金
鳥
山
の
西
側

を
南
下
し
て
い
る
。
史
料
に
よ
る
と
岡
本
村
支
配
の
こ
の
谷

が
、
慶
応
四
年
五
月
十
八
日
の
大
雨
で
崩
れ
、
天
上
川
中
下

流
に
あ
る
田
中

・
横
屋

・
西
青
木
村
の
田
地
に
土
砂
が
流
れ

込
ん
だ
。
実
は
、
こ
の
雨
で
、
さ
ら
に
上
流
に
あ
る
横
尾
女

池

・
新
池
も
破
損
を
し
て
い
た
。
＞」
の
横
尾
池
と
い
う
の
は
、

男
池

・
女
池
が
あ
り
、
次
号
資
料
に
見
え
る
は
ぶ
谷
池
の
三

つ
を
合
わ
せ
、
北
畑

・
田
辺

・
小
路

。
中
野
村
の
四
カ
村
立

合
池
で
あ
っ
た
。
安
永
七
年

（
一
七
七
八
）
に
は
、
三
条
村

の
新
兵
衛
ら
が
無
断
で
水
車
を
建
て
、
「水
盗
取
」
と
問
題

に
な
り
、
詫
び
証
文
を
出
し
た
こ
と
も
あ
っ
た

（『芦
資
』

②
四
二
人
）
。
な
お
、
こ
の
三
池
は
、
金
鳥
山
山
頂
の
約

一

ロ
キ
北
北
東
に
当
た
り
、
現
在
で
は
横
池
雌
池

・
同
雄
池

・
は

ぶ
池
と
称
し
て
い
る
三
池
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
は
ぶ
池
の

す
ぐ
下
方
を
は
ぶ
谷
と
呼
び
、
こ
れ
が
入
幡
谷
―
天
上
川
ヘ

と
つ
な
が
っ
て
い
る
。

さ
て
、
五
月
二
十
二
日
に
な
っ
て
、
池
破
損
に
よ
っ
て
田

地
に
土
砂
が
流
れ
込
む
な
ど
被
害
を
受
け
た
西
青
木
村
な
ど

四
カ
村
の
村
役
人
が
訪
れ
、
①
池
が
破
損
し
た
た
め
に
田
地

に
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
の
で
あ
り
、
田
地
を
元
に
戻
す
普
請

は
、
原
因
を
作
っ
た
中
野
村
な
ど
の
手
で
行
う
こ
と
②
た
だ

し
池
普
請
は
差
し
支
え
る
の
で
当
分
見
合
わ
せ
取
水
も
し
な

い
こ
と
―
を
要
求
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
中
野
村
な
ど
は
、
①
明
日
返
事
を
す
る
②

八
幡
谷
用
水
は
潅
漑
用
の
ほ
か
飲
用
に
も
利
用
し
て
来
た
③

問
題
の
場
所
は
岡
本

・
田
辺
村
と
の
立
会
場
で
、
交
渉
が
ま

と
ま
っ
た
の
で
、
人
幡
谷
か
ら
取
水
を
再
開
す
る
予
定
で
あ

る
―
と
反
論
し
た
。

し
か
し
、
西
青
木
村
ら
は
そ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
大
勢
繰

り
出
し
施
設
を
崩
す
よ
う
な
こ
と
を
や
り
か
ね
な
い
と
脅
し

て
帰
っ
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
主
張
を
中
野
村
な
ど
が
す
ん
な
り

納
得
す
る
は
ず
は
な
く
、
領
主
に
訴
え
た
と
こ
ろ
、
役
人
が

出
向
き
、
森
村
庄
屋
が
仲
裁
人
に
な
っ
た
が
、
結
局
交
渉
は

決
裂
し
た
。
こ
う
し
て
中
野
村
な
ど
四
カ
村
が
、
用
水
や
飲

用
水
を
取
水
で
き
る
よ
う
に
、
兵
庫
津
の
幕
府
役
所
に
訴
え

出
た
の
で
あ
る
。

【４８
　
横
尾
池
修
覆
に
つ
き
差
入

一
札
】
　
　

芝
切
家
文
書

差
入
申

一
札
之
事

一
、
去
ル
慶
応
弐
寅
年
八
月
十
六
日
之
洪
水
二
而
、
宇
横
尾

新
池
井
羽
二
谷
池
弐
ケ
所
堤
破
損
致
候
節
、
其
御
村
々
御

田
地
壱
丁
三
四
反
土
砂
入
相
成
候
趣
承
知
仕
候
、
誠
気
毒

之
段
察
入
候
、
然
ル
処
又
ハ
当
辰
五
月
十
人
日
夜
稀
也
洪

水
二
而
、
横
尾
女
池

。
新
池
弐
ケ
所
破
損
仕
、
岡
本
村
支

配
二
而
大
破
相
成
、
流
末
之
御
村
々
御
田
地
荒
所
出
来
候

二
付
、
右
御
村
々
よ
り
御
役
人
中
池
掛
り
四
ケ
村
へ
御
出

二
相
成
候
二
付
、
此
度
弐
ケ
所
溜
池
堤
破
損
候
故
、
私
村
々

御
田
地
多
分
土
砂
入
相
成
候
間
、
右
普
請
不
残
如
元
二
致

被
呉
候
様
頼
入
候
、
当
八
幡
谷
二
有
之
四
ケ
村
用
水
呑
水

揚
井
手
相
崩
居
候
得
共
、
何
分
返
事
有
之
迄
不
相
成
候
間
、

是
又
承
知
可
被
成
と
御
懸
合
二
付
、
池
掛
り
村
々
百
姓
示

談
致
候
ハ
ヽ
、
人
気
立
候
故
　
御
地
頭
様

へ
御
伺
奉
申
上

候
処
、
早
々
御
出
役
被
下
、
即
森
村
庄
屋
村
上
嘉
平
次
殿

ヲ
以
、
段
々
曖
方
致
被
呉
候
得
共
、
下
方
二
而
行
届
不
申

候
二
付
、
乍
恐
不
得
止
事
、
兵
庫
津
　
御
役
所
様
江
急
訴

奉
願
上
候
処
、
池
掛
り
之
内
中
野
村
高
橋
官
兵
衛
殿
江
暖

方
被
　
仰
付
、
右
同
人
よ
り
段
々
下
済
之
義
御
談
中
江
、

新
在
家
村
庄
屋
竹
内
久
七
殿
御
利
解
御
曖

二
而
、
下
済
候

様
双
方
江
御
談
二
附
、
則
対
談
行
届
候
義
ハ

一
、
字
横
尾
男
池
壱
ケ
所

但
、
上
横
巾
壱
間
常
水
よ
り
堀
返

雨
天
樋
丈
夫

二
差
入
可
申
候

一
、
中
池
弐
ケ
所

但
、
上
横
巾
五
尺
常
水
よ
り
堀
返

右
同
断
可
致
候

右
之
通
御
約
定

二
申
候
上
は
、
三
ケ
所
池
堤
此
後
破
損
不

仕
候
様
、
池
懸
り
村
々
よ
り
急
度
気
付
大
切
二
可
仕
候
、

依
之
双
方
共
已
来
無
申
分
下
済
仕
候
、
為
後
日
差
入
申

一

札
拇
而
如
件

慶
応
四
辰
年
六
月
御
料
所
中
野
村
百
姓
惣
代
勘

兵

衛

同
村
庄
屋安
右
衛
門
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桜
井
遠
江
守
領
分
同
村
百
姓
惣
代

善
左
衛
門

同
村
庄
屋安
左
衛
門

田
辺
村
百
姓
惣
代
九
右
衛
門

同
村
庄
屋

田
中
村
年
寄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作

太

郎

新

次

郎

殿

北
畑
村
百
姓
惣
代

同
村
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安

丘
ハ
衛

粂

一
一
郎

殿

同
村
年
寄

横
屋
年
寄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
右
衛
門

彦

兵

衛

殿

小
路
村
百
姓
惣
代

同
村
同
断
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
庄
　
　
上
口

与
三
左
衛
門
殿

同
村
庄
屋

西
青
木
村
庄
屋

幸

　

助

勘

十

郎

殿

同
村
年
寄

殿

圭
口
　

助

東
青
木
村
庄
屋
殿

利

　

人

同
村
年
寄

平

左

衛

門

殿

解
　
説

前
号
資
料
の
解
決
を
示
す
資
料
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
よ

る
と
、
兵
庫
津
の
役
所
に
訴
状
を
出
し
た
が
、
中
野
村
官
兵

衛
に
内
済
の
指
示
が
出
さ
れ
、
新
在
家
村
庄
屋
の
仲
裁
で
ょ

う
や
く
和
解
に
達
し
た
。
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五
　
片
田
川

・
串
田
川
を
め
ぐ
る
紛
争

【４９
　
片
田
川
普
請
紛
争
和
解
に
つ
き

一
札
】
松
田
家
文
書

訊
方
連
判

一
札
之
事

一
、
当
亥
春
深
江
村
よ
り
、
同
村
田
方
之
内
、
字
片
田
井
川

用
水
掛
り
凡
反
別
弐
拾
町
余
御
座
候
二
付
、
右
片
田
井
川

と
申
候
ハ
、
字
芦
屋
川
西
側
二
相
添
同
川
よ
り
数
寄
水
仕

請
、
則
西
芦
屋
村
地
面
之
前
場
所

二
而
、
地
所
竪
七
間
横

弐
聞
斗
湧
溜
よ
り
流
水
遣
取
候
而
、
右
片
田
川
と
申
す
、

往
古
よ
り
用
水
引
取
来
り
候
、
元
来
声
屋
川
地
底
よ
り
、

数
寄
水
越
出
申
儀
二
御
座
候
、
然
ル
処
、
右
芦
屋
川
近
来

土
砂
流
悪
敷
、
段
々
川
床
高
ク
相
成
、
右
湧
溜
出
水
無
数

用
水
引
足
兼
候
二
付
、
及
早
損
候
処
、
当
亥
正
月
芦
屋
川

東
堤
、
往
還
之
上
中
程

へ
、
新
規
二
芦
屋
村
よ
り
水
井
戸

出
来

二
付
、
猶
々
右
片
田
井
川
数
寄
水
無
数
相
成
候
哉
と
ｖ

百
姓

一
統
相
歎
キ
候
二
付
、
芦
屋
川
西
側
之
堤
、
声
屋
村

支
配
所
御
普
請
所

へ
、
堤
底
よ
り
川
中
へ
向
水
井
戸
差
入

度
段
、
関
正
月
十
五
日
、
木
村
周
蔵
様
御
役
所
へ
御
訴
訟

奉
申
上
候
処
、
芦
屋
村
御
召
出
之
上
御
紀

二
相
成
、
声
屋

村
よ
り
相
答
候
ハ
、
右
場
所
之
儀
ハ
字
南
ノ
ロ
と
申
、
御

普
請
所
二
而
近
年
至
而
、
川
床
悪
敷
相
成
、
珈
之
出
水

ニ

而
も
人
足
差
入
相
妨
、
勿
論
堤
下
ハ
不
残
声
屋
村
御
田
地

故
、
新
規
水
井
戸
差
入
候
而
ハ
、
堤
切
込
御
田
地
土
砂
入

二
相
成
候
儀
ハ
、
眼
前

二
付
、
右
之
趣
歎
ケ
敷
依
之
差
構

申
立
、
何
分
対
談
行
届
不
申
候
二
付
、
各
両
人
当
亥
年
二

月
十
二
日
御
地
頭
よ
り
、
御
召
出
之
上
取
扱
被
仰
付
、
精
々

相
掛
合
被
下
候
処
、
往
還
よ
り
上
深
江
村
御
普
請
所
之
内

二
而
ハ
、
声
屋
村
も
荒
増
得
心
仕
、
然
ル
上
ハ
、
取
替
セ

証
文
二
相
成
候
得
共
、
文
面
之
儀
両
村
互
二
落
合
兼
候
ニ

付
、
水
井
戸
堀
割
之
場
所
、
御
役
所
様

へ
御
見
分
被
成
下

度
段
、
双
方
よ
り
願
上
候
処
、
依
之
木
村
周
蔵
様
御
手
代

川
田
佐
四
郎
様
、
三
月
十
日
御
見
分
被
成
下
、
右
両
村

ヘ

段
々
御
利
解
被
為
仰
聞
候
得
共
、
対
談
行
届
兼
罷
在
候
、

秀
二
仕
候
内
、
一二
月
下
旬
之
頃
よ
り
、
村
々
最
寄
替

二
而
、

則
芦
屋
村
儀
、
池
田
仙
九
良
様
御
預
り
所
二
相
成
、
尚
更

対
談
難
出
来
、
依
之
往
還
よ
り
上
、
水
井
戸
堀
割
之
儀
無

拠
相
止
メ
、
芦
屋
村
畑
地
、
則
西
芦
屋
村
前
出
水
湧
溜
よ

（力
）

り
凡
三
町
斗
川
下
西
側
二
而
、
新
規
池
床
深
江
村
譲
り
渡

池
床
相
定
メ
、
右
出
水
片
田
川
へ
引
取
可
申
対
談
、
双
方

得
心
之
上
、
則
熟
談
之
趣
左
之
通

字
南
ノ
回

一　

下
々
畑
　
弐
畝
弐
拾
歩
　
分
米
人
升
　
石
盛
三
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此
取
米
四
升
九
合
六
勺
　
　
　
　
　
免
六
ツ
弐
分

右
之
畑
地
代
銀
壱
貫
百
ロ
ニ
相
極
、
右
地
面
、
東
西
七
間

南
北
十
五
間

右
之
内
総
価
制
間
池
床
也

但
西
手
二
而
弐
間
堤

砂
揚
場
　
南
北
之
内
四
問
北
ノ
方
砂
揚
場

右
之
通
相
定
申
候

解
　
説

芦
屋
川
か
ら
分
流
し
た
片
田
川

（片
田
井
川
と
も
呼
ぶ
）

を
め
ぐ
る
芦
屋
村
と
深
江
村
の
紛
争
の
和
解
文
書
で
あ
る
。

深
江
村
の
主
張
に
よ
る
と
、
片
田
川
と
は
、
深
江
村
の
田

畑
二
十
町
余
り
に
か
か
る
も
の
で
、
芦
屋
川
の
西
に
あ
っ
て

「数
寄
水
」
を
取
水
し
て
い
た
。

つ
ま
り

「
西
芦
屋
村
」
の

前
に
あ
る
縦
七
間
、
横
二
間
半
の
た
め
池
か
ら
流
水
が
わ
い

て
い
て
、
片
田
川
と
称
し
て
い
る
。
元
来
芦
屋
川
底
か
ら
の

「数
寄
水
」
で
あ
っ
た
が
、
段
々
川
床
が
土
砂
で
埋
ま
っ
て

湧
溜
か
ら
の
水
の
出
が
少
な
く
な
っ
て
旱
損
が
ち
に
な
っ
て

い
る
。
特
に
今
年

一
月
、
芦
屋
川
東
側
堤
に
芦
屋
村
が
新
規

に
水
井
戸
を
掘
っ
た
の
で
、　
一
層
片
田
川
の
水
が
減
っ
た
。

そ
こ
で
芦
屋
川
の
西
側
の
声
屋
村
支
配
の
普
請
所
に
水
井
戸

を
作
り
た
い
と
閏
正
月
十
五
日
、
代
官
木
村
周
蔵
役
所
に
願

書
を
提
出
し
た
。

こ
れ
に
対
し
芦
屋
村
か
ら
の
返
答
は
、
深
江
村
が
水
井
戸

を
掘
る
の
を
希
望
し
て
い
る
場
所
は
南
ノ
ロ
と
い
う
所
で
、

御
普
請
所
で
近
年
は
、
少
し
の
出
水
で
も
人
足
を
出
し
て
堤

が
切
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
堤
の
下
は
全
て
芦
屋
村
の

田
地
で
あ
り
、
新
規
の
水
井
戸
を
堤
の
下
を
通
せ
ば
堤
が
切

れ
、
田
地
に
土
砂
が
入
り
込
む
と
し
て
反
論
し
た
。

二
月
二
十
二
日
、
領
主
か
ら
和
解
を
命
じ
ら
れ
、
西
国
街

道
よ
り
上
の
深
江
村
御
普
請
敷
地
内
で
工
事
を
す
る
と
い
う

点
で
芦
屋
村
も
大
筋
で
合
意
し
た
。
し
か
し
、
和
解
の
証
文

の
文
言
に
つ
い
て
な
か
な
か
話
が
つ
か
ず
、
代
官
所
手
代
に

場
所
を
見
分
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
う
こ
う
し
て

い
る
う
ち
に
芦
屋
村
の
代
官
が
池
田
仙
九
郎
に
変
わ
り
、　
一

層
和
解
が
難
し
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
街
道
の
北
側
に
水
井

戸
を
掘
る
と
い
う
の
は
や
め
、
現
在
の
出
水
湧
溜
よ
り
三
町

ば
か
り
川
下
の
西
側
を
池
に
す
る
こ
と
で
話
が
つ
い
た
。

そ
の
池
と
は
、
字
南
ノ
ロ
下
々
畑
、
二
畝
二
十
歩
。　
一
反

当
た
り
の
収
穫
高

（石
盛
）
は
三
斗
で
、
生
産
高
は
人
升
。

年
貢
は
大
三
％
で
、
東
西
七
間
、
南
北
十
五
間
、
代
銀
は

一

貫
百
日
と
決
め
、
こ
の
う
ち
、
池
は
東
西
五
間
、
南
北
十

一

間
と
し
、
西
側
二
間
に
堤
、
北
側
四
間
は
砂
揚
場
と
す
る
こ
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と
に
な
っ
た
。
な
お
、
南
ノ
ロ
と
は
、
現
在
の
声
屋
市
月
若

町
西
南
部
の
小
字
名
で
あ
る
。

さ
て
、
片
田
川
に
つ
い
て
は
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）

声
屋
村
が
尼
崎
藩
領
か
ら
幕
府
領
に
な
っ
た
時
、
代
官
所
に

差
し
出
し
た

『差
出
明
細
帳
』
亀
声
資
』
②
十
五
九
）
に

一
、
片
田
川
幅
五
尺
、
長
八
町
余

但
シ
芦
屋
村
悪
水
、
川
下
二
而
ハ
傍
示
川
と
申

芦
屋
村

・
深
江
村
境
流
申
候

と
あ
り
、
傍
示
川
の
上
流
を
芦
屋
村
で
は
片
田
川
と
呼
ん
で

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
即
ち
、
本
来
の
川
の
名
前
が
片
田
川

で
、
そ
の
南
側
が
、
芦
屋

・
深
江
両
村
の
村
境
だ
っ
た
た
め

に
、
傍
示
川
と
呼
ば
れ
た
、
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
深
江

側
で
は
、
傍
示
川
か
ら
分
か
れ
、
さ
ら
に
西
側
を
流
れ
る
津

知
川
と
、
そ
の
西
側
を
流
れ
る
高
橋
川
の
間
を
横
に
結
ぶ
水

路
を
片
田
川
と
呼
び
、
正
確
に
は
、
片
田
井
川
と
呼
ん
だ

（岡

田
龍
太
郎
、
太
田
垣
正
雄
、
志
井
保
治
氏
に
よ
る
）
。
ま
た

高
橋
川
に
近
い
あ
た
り
の
片
田
井
川
を
、
イ
セ
ノ
カ
ワ
と
も
、

ま
た
塞
の
神

（道
祖
神
）
に
ち
な
ん
で
塞
の
川
と
も
呼
ん
だ
。

そ
も
そ
も
、
深
江
地
域
に
あ
っ
て
は
、
横
川
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
、
東
西
方
向
の
河
川

・
水
路
は
人
工
的
に
設
け
ら

れ
た
可
能
性
が
強
く
、
「井

（ゐ
こ

に
は
用
水
施
設
と
い
う

語
意
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ
る
い
は
、
片
田
井
川
と
は
、
片

田
川
の
下
流
に
設
け
ら
れ
た
人
工
的
な
用
水
路
だ
っ
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
本
流
の
片
田
川
を
、

傍
示
川
と
呼
ん
だ
た
め
に
、
芦
屋
村
と
深
江
と
の
間
で
、
片

田
（井
）
川
が
示
す
区
域
に
違
い
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
こ
の
資
料
に
は
年
号
を
欠
い
て
い
る
が
、
亥
年
で

聞
正
月
が
あ
る
の
は
、
近
世
に
お
い
て
は
享
和
三
年

（
一
人

〇
三
）
し
か
な
く
、
同
年
三
月
、
池
田
仙
九
郎
が
芦
屋
地
方

の
代
官
に
な
っ
た
と
す
る

『新
修
芦
屋
市
史
』
本
篇

（三
五

三
頁
）
の
記
述
に
も

一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
紛
争
は
、

享
和
三
年
正
月
か
ら
起
き
た
も
の
で
あ
り
、
次
号
資
料
に
よ

れ
ば
、
同
年
七
月
に
よ
う
や
く
和
解
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

【５０
　
片
田
川
普
請
紛
争
に
つ
き
和
解
証
文
】
松
田
家
文
書

為
取
替

一
札
之
事

一
、
当
村
支
配
所
之
内
、
深
江
村
用
水
路
字
片
田
川
上
、
西

声
屋
村
前
湧
溜
よ
り
出
水
之
儀
、
往
古
よ
り
其
御
村
用
水

引
取
被
来
候
、
然
ル
処
近
年
出
水
無
数
趣
二
付
、
此
度
新

規
池
床
相
対
ヲ
以
、
本
紙
証
文
之
通
譲
り
渡
し
申
候
、
然

ル
上
は
右
池
床
残
地
面
ハ
勿
論
、
其
近
辺
拾
間
四
方
之
間
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尤
池
中
よ
り
か
き
水
等
、
決

二
新
規
取
池
堀
申
間
敷
侯
、

而
致
間
敷
候
、
為
後
日
為
取
替

一
札
、
拇
而
如
件

享
和
三
亥
年
七
月
人
日

芦
屋
村
庄
屋
　
を不
左
衛
門

同
村
　
年
寄
　
庄
左
衛
門

次

郎

同
村
百
姓
代
　
宗

同
村
　
同
断
　
半
右
衛
門

兵

衛

同
村
頭
百
姓
　
仁

同
村
　
同
断
　
善

兵

衛

深
江
村
庄
屋
　
作
右
衛
門
殿

同
　
　
年
寄
　
利
右
衛
門
殿

同
　
百
姓
代
　
茂
左
衛
門
殿

同
　
　
同
断
　
仁
左
衛
門
殿

同
　
頭
百
姓
　
をボ
治

郎

殿

同
　
　
同
断
　
善
右
衛
門
殿

解
　
説

前
号
資
料
の
片
田
川
を
め
ぐ
る
芦
屋
村
と
深
江
村
の
最
終

的
な
和
解
証
文
で
あ
り
、
新
規
池
床
を
芦
屋
村
か
ら
譲
り
渡

す
こ
と
、
そ
の
池
の
十
間
四
方
に
は
新
し
い
池
を
掘
ら
な
い

こ
と
を
誓
い
、

こ
と
、
池
の
中
か
ら

「
か
き
水
」
を
し
な
い

芦
屋
村
か
ら
深
江
村
に
差
し
出
し
た
証
文
で
あ
る
。

【５‐
　
片
田
川
普
請
紛
争
に
つ
き
和
解
証
文
】
松
田
家
文
書

為
取
替

一
札
之
事

一
、
声
屋
村
支
配
所
之
内
、
当
村
用
水
路
字
片
田
川
、
西
芦

屋
村
前
湧
溜
よ
り
出
水
之
儀
、
往
古
よ
り
当
村
へ
用
水
引

取
来
候
処
、
近
年
出
水
無
数
候
二
付
、
此
度
其
御
村
畑
地

之
内
、
池
床
東
西
五
間
、
南
北
拾
壱
間
、
但
砂
揚
場
西
之

方
式
間
、
北
ノ
方
四
間
、
右
間
数
相
定
メ
可
申
候
、
右
地

面
相
対
を
以
、
本
紙
証
文
之
通
譲
り
請
候
処
実
正
三
御
座

候
、
然
ル
上
ハ
片
田
川
筋
在
来
之
通
よ
り
、
例
年
格
別
之

浚
方
仕
間
敷
候
、
猶
又
新
規
之
溝
附
申
間
敷
候
、
為
後
日

為
取
替

一
札
依
而
如
件

享
和
三
年
亥
七
月
八
日
深
江
村
庄
屋
　
作
右
衛
門

年
寄
　
利
右
衛
門

百
姓
代
　
茂
左
衛
門

同
　
　
　
仁
左
衛
門

頭
百
姓
　
を不
次

郎

同
　
断
　
善
右
衛
門

芦
屋
村
庄
屋
　
を不
左
衛
門
殿

年
　
寄
　
庄
左
衛
門
殿
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百
姓
代
　
惣

次

郎

殿

同
　
断
　
半
右
衛
門
殿

頭
百
姓
　
仁

丘
（
衛

殿

同

断

圭
具

衛

殿

右
之
通
双
方
及
対
談
、
水
井
戸
願
申
下
候
処
相
違
無
御
座

候
、
以
来
相
互
二
慎
合
出
入
ケ
間
敷
儀
無
之
様
、
取
計
可

申
候
、
為
後
日
双
方
連
判
差
入
申
処
如
件

享
和
三
年
亥
七
月
人
日

深
江
村
庄
屋
　
作
右
衛
門

同
　
年
　
寄
　
利
右
衛
門

同
村
百
姓
代
　
茂
左
衛
門

同
　
　
　
仁
左
衛
門

頭
百
姓
　
碁不
次

良

同
　
　
　
善
右
衛
門

芦
屋
村
庄
屋
　
を示
左
衛
門
殿

同
　
年
　
寄
　
庄
左
衛
門
殿

百
姓
代
　
を不
次

良

殿

同
　
断
　
半
右
衛
門
殿

頭
百
姓
　
仁

丘
（
衛

殿

同

断

韮
具

衛

殿

取
曖
人
東
青
木
村
庄
屋
　
与
惣
兵
衛
殿

取
曖
人
打
出
村
　
庄
屋
　
勘

太

夫

殿

右
之
通
両
村
之
衆
中
、
名
前
印
形
取
置
候
二
付
、
則
写
書

銘
々
印
判
居
遣
シ
置
候
、
後
々
年
二
至
候
、
右
之
場
所
出

入
ケ
間
敷
儀
無
之
様
取
計
可
被
置
候
、
自
然
及
後
年
出
入

等

二
相
成
、
右
本
紙
入
用
之
儀
御
公
儀
様
よ
り
、
被
為
仰

付
候

ハ
ヽ
、
銘
々
共
よ
り
差
出
可
申
候
、
以
上

享
和
三
年
亥
七
月
八
日

東
青
木
村
庄
屋
　
与
三
兵
衛

打
出
村
　
庄
屋
　
勘

太

夫

深
江
村
庄
屋
　
作
右
衛
門
殿

年
　
寄
　
利
右
衛
門
殿

百
姓
代
　
茂
左
衛
門
殿

同
　
断
　
仁
左
衛
門
殿

頭
百
姓
　
を不
次

良

殿

同
　
断
　
善
右
衛
門
殿

解
　
説

や
は
り
、
片
田
川
を
め
ぐ
る
芦
屋
村
と
深
江
村
と
の
和
解

の
史
料
で
あ
り
、
前
号
と
は
逆
に
、
深
江
村
か
ら
差
し
出
し

た
も
の
で
あ
る
。
い
き
さ
つ
は
前
々
号
の
資
料
と
ほ
ぼ
同
じ
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で
あ
る
が
、
和
解
に
際
し
て
深
江
村
は
、
①
片
田
川
に
つ
い

て
、
例
年
以
上
の
川
ざ
ら
い
を
行
わ
な
い
こ
と
、
②
新
た
に

水
路
を
設
け
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
態
に

な
れ
ば
、
片
田
川
へ
流
れ
込
む
水
量
が
増
え
、
そ
の
分
本
流

の
芦
屋
川
の
水
量
が
減
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
深
江
村
は
、
希
望
し
て
い
た
水
井
戸
を
願
下
げ
に

し
た
。

な
お
、
仲
裁
人
は
、
東
青
木
村
と
打
出
村

の
庄
屋
で
あ

っ

た
。【５２

　
池
床
等
用
地
売
渡
し
証
文
】
　
　
　
　
松
田
家
文
書

売
渡
申
畑
地
之
事

字
南
之
口

一
、
下
々
畑
弐
畝
弐
拾
歩
　
分
米
八
升

取
米
四
升
九
合
六
勺

右
之
畑
地
当
村
所
持

二
御
座
候
処
、
此
度
相
対
ヲ
以
、
其

村
方

へ
売
渡
し
、
則
代
銀
壱
貫
百
目
惟

二
受
取
申
処
実
正

也
、
然
ル
上
は
至
後
々
年
、
違
乱
妨
申
者
無
御
座
候
、
万

一
故
障
ケ
間
敷
儀
申
者
有
之
候
ハ
ヽ
、
印
形
之
者
共
罷
出

急
度
埒
明
可
申
候
、
為
後
日
売
渡
証
文
、
依
而
如
件

享
和
三
年
亥
七
月

声
屋
村
百
姓
代
　
をボ
治

郎

同
　
村
　
同
断
　
半
右
衛
門

年
寄
　
庄
左
衛
門

庄
屋
　
を不
左
衛
門

深
江
村
庄
屋
　
作
右
衛
門
殿

右
田
地
東
西
七
間
、
南
北
拾
五
間
、
内
東
西
五
間
南
北
拾

壱
間
池
床
、
残
東
西
弐
間
、
但
し
西
手
南
北
四
間
、
北
手

砂
揚
場
二
相
定
申
候
、
則
拙
者
共
取
曖

二
付
地
面
立
会
之

上
、
杭
木
差
入
双
方
無
申
分
、
依
之
加
印
仕
置
処
、
拇
而

如
件

享
和
三
年
亥
七
月
十
八
日

取
曖
人打
出
村
庄
屋
　
勘

太

夫

取
曖
人青
木
村
庄
屋
　
与
三
兵
衛

深
江
村
庄
屋
　
作
右
衛
門
殿

解
　
説

片
田
川
を
め
ぐ
っ
て
深
江
村
と
芦
屋
村
の
紛
争
が
解
決

し
、
こ
れ
を
受
け
て
芦
屋
村
か
ら
池
床
等
と
し
て
、
深
江
村

に
売
り
渡
さ
れ
た
畑
地
の
売
渡
し
証
文
で
あ
る
。
前
号
、
前
々

号
の
史
料
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
両
村
の
和
解
は
七
月
八
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日
に
成
立
し
、
同
月
十
八
日
に
正
式
に
売
渡
証
文
が
出
さ
れ

た
。【５３

　
串
田
川
筋
水
利
紛
争
に
つ
き
申
合
】
　

芝
切
家
文
書

申
合
治
定
之
事

一
、
字
串
田
川
筋
深
江
田
地
入
作
之
名
々
、
用
水
引
方
論

ニ

付
如
何
様
之
争
論

二
相
成
候
共
、
公
事
落
着
致
候
節
迄
破

談
ケ
間
敷
義

ハ
決
而
致
間
敷
候
定

一
、
銘
々
寄
合
相
談
仕
度
候
節
、
寄
合
相
触
候
ハ
ヽ
、　
一
□

二
而
宿
元
江
早
速
寄
合
、
度
々
呼
迎
請
申
間
敷
定

一
、
右
之
要
用
二
付
用
事
有
之
侯
節

ハ
、
気
儘
ヲ
申
刻
合
不

致
候
様
、
相
互
二
相
談
之
上
、
差
支
無
之
候
様
相
勤
可
申

侯
定

一
、
諸
雑
用
銀
之
義

ハ
、
如
何
程
相
懸
り
候
共
無
違
背
、
無

恙
急
度
出
銀
可
致
候
定

右
之
趣
銘
々
申
シ
合
、
出
入
落
着
井
入
用
銀
無
恙
出
銀
相

済
候
節
迄
、
申
合
之
通
違
変
申
者
無
御
座
候
、
為
其
銘
々

名
前
印
形
致
置
候

文
政
六
年
未
六
月
　
　
　
　
　
深
江
田
地
入
作
人

森
村宇

兵

衛

⑪

中
野
村
太

兵

衛

⑩

善
右
衛
門
⑪

佐

兵

衛

⑪

甚

兵

衛

⑩

兵
左
衛
門
⑩

甚
右
衛
門
⑪

儀
左
衛
門
⑪

弥

丘
（
衛
⑩

善

丘
（
衛
⑩

半
右
衛
門
⑪

人

三

郎

⑪

久

兵

衛

⑪

仁

兵

衛

⑩

人
数
〆
拾
四
人

同
村
庄
屋

高
橋
弥
三
左
衛
門
様

解
　
説

次
号
資
料
の
水
利
紛
争
の
公
事
出
入
に
先
立
っ
て
、
深
江

村
に
入
作
し
て
い
る
百
姓
ら
が
行
っ
た
申
し
合
わ
せ
状
で
あ
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る
。
詳
し
い
経
緯
は
不
明
だ
が
、
六
月
に
こ
の
申
し
合
わ
せ

を
行
い
、
次
号
資
料
に
あ
る
よ
う
に
七
月
五
日
に
、
お
そ
ら

く
代
官
辻
六
郎
左
衛
門
に
訴
え
出
た
よ
う
だ
。

申
し
合
わ
せ
で
は
、
争
論
に
な
れ
ば
、
公
事
が
落
着
す
る

ま
で
、
申
し
合
わ
せ
に
背
か
な
い
こ
と
、
寄
り
合
い
の
時
は

一
度
に
集
合
す
る
こ
と
、
各
々
自
分
の
都
合
に
事
寄
せ
会
合

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
こ
と
、
費
用
は
い
く
ら
で
あ
っ
て
も

決
ま
っ
た
通
り
出
し
合
う
こ
と
―
と
な
っ
て
い
る
。

串
田
川
は
高
橋
川
の
支
流
で
あ
り
、
東
の
四
ツ
松
川

（宮

川
）
、
西
の
要
玄
寺
川

（千
田
川
）
と
に
は
さ
ま
れ
南
流
し

て
い
た
。

こ
の
史
料
に
よ
る
と
、
串
田
川
流
域
の
田
地
に
入
作
し
て

い
る
の
は
、
森
村

一
人
、
中
野
村
十
三
人
の
計
十
四
人
と
な
っ

て
い
る
。

【５４
　
串
田
川
筋
入
作
人
と
水
利
紛
争
の
和
解
書
】
松
田
家
文
書

乍
恐
済
口
御
断

深
江
村
養
水
東
川
、
井
三
条
村
字
畦
垣
内
分
水
と
も
、
右

両
養
水
引
取
方
之
儀
、
去
午
年
迄
、
東
川
番
割
弐
番
二
相

当
り
候
日
、
字
串
田
川
筋
御
田
地
へ
引
取
来
申
候
処
、
当

年
ハ
右
二
番
水
を
、
水
上
繁
昌
川
筋
御
田
地
へ
引
取
申
候

故
、
串
田
川
筋
入
作
人
共
よ
り
、
当
七
月
五
日
御
歎
奉
申

上
、
依
之
深
江
村
役
人
御
召
出
之
上
、
御
礼

二
相
成
申
候

処
、
田
中
村
年
寄
善
五
郎
取
曖
を
以
、
和
談
仕
候
趣
、
乍

恐
左
二
奉
申
上
候

一
、
東
川
井

二
三
条
村
字
畦
垣
内
分
水
、
右
両
養
水
と
も
去

午
迄
之
仕
来
之
通
、
東
川
呑
割
弐
番

二
相
当
り
候
日
、
字

串
田
川
筋
御
田
地
へ
引
取
可
申
候
、
勿
論
潤
雨
有
之
幾
度

番
潰
し
相
成
候
共
、
重
而
養
水
引
取
候
節

ハ
、
右
是
迄
通

り
同
所
へ
引
取
可
申
候
、
尤
格
別
之
早
魃
之
年
柄
二
而
、

水
上
之
繁
昌
川
筋
、
御
田
地
植
付
出
来
不
申
儀
有
之
候

ハ
ヽ
、
深
江
村
役
人
よ
り
繁
昌
川

。
串
田
川
、
右
両
川
筋

蜘
仰
鋤
二 所
購
）
廂
翔
好
願
陛
慰
牌
談 一
肺
脚
隅
立
疑
♂
耐
翔

作
共
よ
り
御
歎
奉
申
上
候
書
付
、
御
下
被
成
下
度
、
双
方

連
印
ヲ
以
奉
願
上
候
、
乍
恐
此
段
御
聞
済
被
成
下
候

ハ
ヽ
、

難
有
仕
合
二
奉
存
候
、
以
上

文
政
六
未
年
十
月
十
五
日

出
作
人
十
四
人
惣
代

摂
州
克
原
郡
中
野
村
　
甚

右

衛

門

佐
兵
衛
病
気
二
付
代儀

左

衛

門

付
添
庄
屋
　
弥
三
左
衛
門
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同
州
同
郡
深
江
村
百
姓
代
　
九
郎
左
衛
門

庄
屋

仁

右

衛

門

同
州
同
郡
田
中
村
年
寄
取
曖
人善
　
工
　
郎

辻
六
郎
左
衛
門
様
御
役
所

解
　
説

串
田
川
流
域
と
繁
昌
川
流
域
の
田
地
主
同
士
の
水
争
い
に

関
す
る
和
解
書
で
あ
る
。

東
川
か
ら
の
用
水
は
、
第

一
節
で
詳
し
く
見
た
よ
う
に
、

五
月
の
夏
至
の
日
か
ら
、　
一
日
ず
つ
交
替
で
各
村
が
取
水
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
二
日
目
は
、
深
江
村
の
番
で

あ
り
、
例
年
こ
の
日
は
串
田
川
流
域
の
田
地
へ
取
水
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
年
に
限
っ
て
上
流
の
深

江
村
の
繁
昌
川
流
域
の
田
地
が
先
に
取
水
し
て
し
ま
っ
た
。

両
川
と
も
深
江
村
の
川
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
村
内
だ
け
の

問
題
で
あ
る
が
、
串
田
川
流
域
に
は
、
他
村
の
村
人
の
入
作

地
が
あ

っ
た
た
め
に
、
こ
れ
が
こ
じ
れ
た
。
七
月
五
日
訴
え

が
出
さ
れ
、
深
江
村
の
役
人
が
呼
び
出
さ
れ
て
調
べ
を
受
け
、

田
中
村
年
寄
善
五
郎
の
仲
裁
で
、
十
月
十
五
日
、
和
解
が
成

立
し
た
。

和
解
書
で
は
、
「
潤
雨
」
が
あ
っ
て
香
水
に
依
ら
な
く
て

も
い
い
事
態
が
起
き
て
も
、
番
割
を
再
び
始
め
る
時
に
は
、

本
来
の
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
格
別
の

早
魃
が
あ
っ
て
、
上
流
の
繁
昌
川
流
域
の
植
え
付
け
が
で
き

な
い
よ
う
な
場
合
は
、
両
方
の
川
筋
の
田
地
を
所
持
す
る
百

姓
、
入
作
人
で
相
談
の
う
え
取
り
は
か
ら
う
よ
う
双
方
で
合

意
が
調
っ
た
の
で
、
先
達
っ
て
入
作
人
よ
り
提
出
し
た
訴
え

を
願
い
下
げ
と
し
た
い
旨
届
け
出
て
い
る
。

な
お
、
東
川
用
水
の
番
水
は
、
十
二
日
で
本
庄
五
カ
村
を

一
回
り
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
深
江
村
が
取
水
で
き
る

の
は
、
第
二
日
目
な
ど
三
日
間
で
あ

っ
た
。
こ
の
番
水
制
は

貞
享
四
年

（
一
六
人
七
）
に
確
立
し
、
そ
の
後

一
部
修
正
さ

れ
た
が
、
二
日
目
を
串
田
川
と
す
る
慣
行
が
い
つ
頃
に
成
立

し
た
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
た
だ
、
慣
行
と
し
て
は
存

在
し
な
が
ら
、
明
文
化
し
た
も
の
が
な
く
、
紛
争
が
起
き
た
。

こ
れ
を
機
に
明
文
化
さ
れ
た
慣
行
と
し
て
認
知
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
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一〈
　
水
利
施
設
と
普
請
関
係
史
料

【５５
　
伏
樋
悪
水
抜
樋
覚
下
書
】　
　
　
　
　

永ヽ
井
家
文
書

覚

字
ほ
う
と
う
池

一
、
伏
櫛
ヽ
騨
為
透
鏃
如
撒
牌
不
申
脚
４
懺
坤
年
以
前
修

覆
被
成
候

字
さ
ら
池三
浮
義
篠櫛
盈
群
了
前

二
■
■
■
修
覆
被
成
候

同
所一
、
立
樋
　
　
　
　
長
四
尺
　
　
　
内
法
四
寸

右
同
断
、
拾
弐
年
以
前
修
覆
被
成
候

一
、
凍
長
ミ井
咄
樋ヽ

字
東
長
井

一
、
悪
水
抜
　
　
　
澤
苺

ミ間問
半
　
　
内
法
封
携
麗
村

右

ハ
出
来
之
年
数
相
知
不
申
候
、
四
拾
八
年
以
前

二
修
覆
被
成
候

長

字
西
ミ永
井

一
、
悪
水
抜
　
　
　
長
三
間
壱
尺
　
内
法
０
説
魅
廿

右

ハ
出
来
之
年
数
相
知
レ
不
申
候
、
三
拾
七
年
以

前
二
修
覆
被
成
候

戸
字

一 東
理
工
心水
抜
　
　
　
長
一ヽ一五一脚
拳
　
　
内
法
坤
尋
蝉
埒
蛉

右
ハ
出
来
之
年
数
相
知
レ
不
申
候
、
拾

ミ弐
年
以
前

二
修
覆
被
成
候

字
■
■
■
■
一撃
輔
無
響
簡
岬
飾
鵬離
♂
華

繕
被
成
候

字
こ
ち
ら
田

一
、
悪
水
抜
　
　
　
長
三
間
半
　
内
法
０
一中駅
式
寸

右
ハ
出
来
之
年
数
相
知
レ
不
申
候
、
四
拾
六
年
以

前
修
覆
被
成
候

字
大
日
前
高
橋

一
、
悪
水
抜
　
　
　
長
三
間
半
　
　
　
封
器
駅
は
廿
式
　
　
・

右
ハ
出
来
之
年
数
相
知
レ
不
申
候
、
拾
姻
年
以
前

二
修
覆
被
成
候

新
鋼
字
村
新
田
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戸

一
、
悪
水
抜
　
　
　
長
五
間
半
　
　
　
０
鍬
魅
峙

右
ハ
承
応
二
巳
年
出
来
、
三
年
以
前
度
々
修
覆
有

之
、
又
三
年
以
前
修
覆
被
成
候

新
岨
字
西
長
井
対
報

洒
永
ミ井
新
坦
姫

戸
一
、
悪
水
抜
　
　
　
長
三
間
半
　
　
　
０一中魅
廿

右
ハ
慶
安
五
辰
年
出
来
、
度
々
修
覆
有
之
、
又
十

五
年
以
前
二
修
覆
被
成
侯

新
田
字
東
長
井
新
田

戸

一
、
悪
水
抜
　
　
　
長
四
間
半
　
　
　
い
我
麗
＝

右
ハ
慶
安
五
辰
年
出
来
、
三
拾
五
年
以
前
修
覆
被

成
候

正
徳
元
卵
年
七
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
庄
屋
年
寄

解
　
説

正
徳
元
年

（
一
七

一
一
）
現
在
の
深
江
村
の
伏
樋
、
悪
水

樋
覚
の
下
書
で
あ
り
、
末
尾
に

「庄
屋

。
年
寄
」
と
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
み
て
、
村
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
正
徳

元
年
は
宝
永
八
年

（四
月
改
元
）
で
あ
る
が
、
こ
の
年
の
二

月
、
尼
崎
藩
主
が
青
山
氏
か
ら
松
平
氏
に
変
わ
っ
て
い
る
。

お
そ
ら
く
領
主
の
交
代
と
無
縁
で
は
な
か
ろ
う
。

さ
て
、
設
置
年
代
が
分
か
る
施
設
は
、
字
ほ
う
と
う
池
の

伏
樋
０
一十
五
年
以
前
）
、
字
さ
ら
池
伏
樋
ｃ
一十
三
年
以
前
）
、

字
薬
王
寺
悪
水
抜

（四
十
四
年
以
前
）
、
字
西
長
井
新
田
の

悪
水
抜

（慶
安
五
年
Ｈ

一
六
五
二
）
、
字
東
長
井
新
田
の
悪

水
抜

（同
年
）
、
字
村
新
田
の
悪
水
抜

（承
応
二
年
＝

一
六

五
三
）
で
あ
り
、
他
の
施
設
は
い
ず
れ
も
そ
れ
よ
り
古
い
可

能
性
が
高
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
字
さ
ら
池
の
伏
樋
を
最
後

に
二
十
三
年
間
と
い
う
も
の
、
施
設
の
新
設
は
な
か
っ
た
の

に
対
し
、
慶
安
五
年
＝
承
応
元
年
か
ら
二
年
に
か
け
て
三
施

設
も
集
中
し
て
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
『本
庄
村
史
』

資
料
編
第

一
巻
の

【３
　
深
江

。
青
木
石
高
変
遷
】
に
よ
る

と
、
正
保
三
年

（
一
六
四
六
）
の
正
保
郷
帳
の
段
階
で
は
、

本
田
畑
四
百
七
十
石
と
新
田
畑
十
人
石
が
あ

っ
た
が
、
寛
文

四
年

（
一
六
六
四
）
の
検
地
の
際
に
は
、
本
田
畑
五
百
十
七

石
と
、
新
田
畑
六
十
四
石
と
な
っ
て
い
る

（同
書
所
収

【４

寛
文
四
年
深
江
村
検
地
帳
】、
【５
　
寛
文
四
年
深
江
村
新

田
検
地
帳
Ｊ
。
こ
の
う
ち
、
本
田
畑
の
増
加
分
は
、
面
積
が

増
え
て
い
な
い
の
に
算
出
基
準
を
厳
し
く
す
る
こ
と
で
生
じ
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た
増
加
分
と
考
え
ら
れ
、
（同
三
十
六
頁
）
、
実
際
の
面
積
増

加
分
に
当
た
る
の
は
、
新
田
畑
の
分
で
あ
る
。
開
発
が
終
了

し
て
い
て
も
、
石
高
に
算
入
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
り
、
必

ず
し
も
、
十
八
石
と
六
十
四
石
の
差
の
四
十
六
石
が
、
こ
の

十
八
年
間
の
増
加
分
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
か
な
り
の
増

加
が
あ

っ
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
耕
地
の
増
加

を
反
映
し
て
、
生
産
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
、
承
応
期
に
悪

水
抜
樋
を
集
中
的
に
新
設
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

【５６
　
芦
屋
川
普
請
人
足
扶
持
米
請
双
状
】
　

松
田
家
文
書

請
取
申
御
扶
持
方
米
之
事

一
、
御
米
拾
工
石
八
升
　
芦
屋
村
御
普
請
人
足
御
扶
持
方

此
人
足
三
千
拾
六
人
　
但
し
壱
人
二
付
米
五
合
宛

右
は
当
春
芦
屋
川
御
普
請
人
足
、
為
御
扶
持
方
米
被
下
置

惟

二
請
取
申
処
実
正
也
、
為
後
日
”
如
件

享
保
王
子
年
六
月

大
庄
屋
深
江
　
吉
兵
衛

飯
田
善
兵
衛
様

前
書
之
通
相
違
無
之
候
、
以
上

外
谷
四
郎
兵
衛

藤

田

権

六

解
　
説

芦
屋
川
に
普
請
が
行
わ
れ
、
動
員
さ
れ
た
人
足
に
対
し
、

尼
崎
藩
か
ら
支
払
わ
れ
た
扶
持
米
の
請
取
状
で
あ
る
。
史
料

に
よ
る
と
、
人
足

一
人
当
た
り
米
五
合
で
、
計
三
千
十
六
人

分
、
合
わ
せ
て
十
五
石
八
升
が
、
大
庄
屋
を
し
て
い
た
深
江

村
の
吉
兵
衛
の
元
に
届
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

普
請
を
負
担
と
受
益
者
の
関
係
で
分
類
す
る
と
、
従
来
は
、

公
儀
普
請

。
大
名
手
伝
普
請

。
国
役
普
請

・
手
限
普
請

（自

普
請
）
の
四
つ
に
分
け
ら
れ
、
「治
水
四
法
」
と
呼
ば
れ
て

来
た
。
こ
の
う
ち
、
手
限
普
請
は
、
領
主
が
自
ら
の
負
担
に

よ
つ
て
自
ら
の
領
内
で
行
う
普
請
と
、
農
民
が
自
ら
の
負
担

に
よ
つ
て
自
ら
の
村
内
で
行
う
普
請
と
の
二
つ
の
形
態
が
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
こ
れ
を
二
つ
に
分
け
て
、
公
儀

・

大
名
手
伝

・
回
役

・
領
主
の
四
つ
の
支
配
者
側
が

一
定
の
関

与
を
す
る
普
請
と
、
百
姓
自
普
請
の
五
つ
に
分
類
す
る
考
え

が

一
般
化
し
て
き
て
い
る

（大
石
慎
三
郎

「
幕
藩
体
制
社
会

の
構
造
」
『歴
史
学
研
究
』
二
四
二
号
、
九
山
幸
太
郎

「
近

世
美
濃
の
治
水
制
度
」
『岐
阜
史
学
』
五
五
号
）
。
な
お
、
公

儀
普
請
と
領
主
普
請
を
と
も
に
幕
府
又
は
藩
な
ど
の
費
用
で

行
わ
れ
る
普
請
と
い
う
理
由
で
、
御
入
用
普
請
と
し
て

一
本
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手

　
　
限

公
　
　
儀

大
名
手
伝

国

　

役

治
水
四
法

百
　
　
姓

領

　

　

主

公
　
　
儀

大
名
手
伝

国

　

役

大

石

説

百
　
　
姓

御

入

用

大
名
手
伝

国
　
　
役

喜
多
村
説

化
さ
せ
、
全
体
の
分
類
を
国
役

。
大
名
手
伝

・
御
入
用

・
自

普
請
の
四
つ
に
分
類
す
る
考
え
方
も
あ
る
奮
口多
村
俊
夫
『日

本
潅
漑
水
利
慣
行
の
史
的
研
究
し
。

普
請
の
分
類

芦
屋
川
は
国
役
河
川
で
は
な
い
か
ら
、
【５６
】
の
普
請
は

尼
崎
藩
手
限
り
に
よ
る
領
主
普
請
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き

ク０
。奥
書
を
し
て
い
る
人
物
の
う
ち
、
外
谷
四
郎
兵
衛
は
、
尼

崎
藩
松
平
家
の
家
臣
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
「尼
崎
藩
松
平
氏

家
中
分
限
帳
大
概
」
亀
尼
崎
市
史
』
五
巻
、
二
九
二
頁
）
で

分
か
る
。
同
史
料
に
よ
る
と

「深
正
院
様
御
代
御
取
立
或
被

召
抱
侯
給
人
之
面
々
」
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。
深
正
院
と

は
、
当
時
の
尼
崎
藩
主
だ
っ
た
松
平
忠
喬
が
葬
ら
れ
た
寺
院

の
名
で
あ
る

（『寛
政
重
修
諸
家
譜
し

こ
の
史
料
に
は
、
人
足
三
千
十
六
人
の
分
担
の
あ
り
方
が

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
請
取
り
が

「
大
庄
屋
」
名
で
出
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
【５７
　
堀
浚
請
負
に
つ
き
請
書
】
で
み
る
よ

う
に
、
千
人
規
模
の
普
請
は
、
深
江
組
全
体
で
割
り
当
て
ら

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
み
て
、
こ
の
三
千
十
六
人
の
人
足

は
深
江
組
十
七
ヵ
村
に
割
り
宛
て
ら
れ
、
そ
の
見
返
り
に

一

人

一
日
五
合
ず
つ
の
手
当
米
が
給
付
さ
れ
た
と
考
え
て
よ

い
。
正
徳
元
年

（
一
七

一
一
）
、
転
封
し
て
来
た
松
平
氏
は
、

各
村
々
の
役
高
の
調
査
を
行

っ
た

（
【３３
　
摂
津
人
部

。
売

原

・
武
庫

・
河
辺
郡
村
々
役
高
帳
】
『本
庄
村
史
』
資
料
編

第
二
巻
所
収
）。
こ
の
調
査
に
よ
る
十
七
カ
村
の
役
高
を
集

計
す
る
と
、
四
千
二
百
七
十
八
石
二
斗
六
升
八
合
と
な
り
、

三
千
十
六
人
の
人
足
を
割
る
と
、
村
の
役
高
百
石
当
た
り
七

十
人
と
い
う
計
算
と
な
る
。

さ
て
、
次
に
扶
持
米
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
こ
の
史
料

に
よ
る
と
、　
一
人
五
合
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
正

徳
元
年
ま
で
尼
崎
藩
主
だ
っ
た
青
山
氏
の
貞
享
元
年

（
一
六

人
四
）
の

「諸
役
諸
懸
り
定
め
書
」
ｑ
尼
崎
市
史
』
五
巻
、

四

一
四
頁
）
に
は
、

一
、
在
々
池
川
普
請
人
足

一
日
壱
人
二
七
合
五
勺
宛
、
其
時
々

御
扶
持
方
被
下
之
事
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と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
宝
永
八
年

（
一
七

一
一
）

＝
正
徳
元
年
入
部
し
た
松
平
氏
は
、
正
徳
二
年
二
月
、
「
御

代
替
二
付
右
御
条
目
之
通
被
　
仰
出
候
」
と
い
う
基
本
法
を

公
布
し
、
そ
の
中
で

一
、
在
々
池
川
普
請
之
節
召
仕
候
人
足
扶
持
方
米
前
々
之
通

可
被
下
候
、
然
上
は
高
下
無
之
様
割
賦
可
致
、
若
私
之
儀

有
之
ハ
庄
屋

。
年
寄
曲
事
可
申
付
事

と
定
め
、
基
本
的
に
は
青
山
氏
の
施
策
を
受
け
継
い
で
い
る
。

し
か
も
、
松
平
氏
は
寛
延
四
年
七
月
、
明
和
四
年
七
月
、
文

政
十
三
年
七
月
に
も
同
文
の
触
を
出
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、

こ
の
条
目
の
主
眼
は
、
む
し
ろ
後
段
に
あ
り
、
与
え
ら
れ
た

扶
持
米
を
め
ぐ
っ
て
、
村
役
人
が
不
正
を
働
く
こ
と
を
禁
じ

た
も
の
で
あ
り
、
扶
持
米
の
量
を
七
合
五
勺
と
定
め
た
も
の

で
は
な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

幕
府
の
治
水
政
策
を
見
れ
ば
、
正
徳
期
か
ら
享
保
期
に
か

け
て
、
大
き
な
転
換
を
見
せ
る
。
増
大
す
る
普
請
費
に
対
応

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
行
わ
れ
た
。
高
百
石
に
五
十
人
ま

で
は
無
償
の
村
役
人
足
と
し
、
こ
れ
を
超
え
る
場
合
は
、
五

十
人
ま
で
は

一
人

一
日
七
合
五
勺
、
さ
ら
に
こ
れ
を
超
え
る

時
は
、　
一
日
米

一
升
七
合
と
す
る

「
普
請
事
改
正
」
も
そ
の

一
つ
で
あ
っ
た

（西
田
真
樹

「
川
除
と
国
役
普
請
」
『講
座

・

日
本
技
術
の
社
会
史
』
６
　
土
木
）
。
尼
崎
藩
の
施
策
の
変
化

に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
で
な
い
点
も
多
い
が
、
こ
う
し
た
時

代
の
流
れ
か
ら
無
縁
で
は
あ
り
え
ず
、
あ
る
い
は
扶
持
米
の

見
直
し
が
行
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

【５７
　
堀
浚
請
負
に
つ
き
請
書
】　
　
　
　
　
松
田
家
文
書

差
上
申

一
札
之
事

一
、
御
堀
浚
御
普
請
二
付
、
此
度
兵
庫
津
よ
り
差
出
候
人
足

之
内
千
弐
百
人
、
深
江
組
よ
り
差
出
し
人
足
之
内
千
弐
百

人
、
右
両
組
人
足
合
弐
千
四
百
人
、
此
度
拙
者
共
請
合
申

難『庁硼脚へ雇被二荊瑳細れ却稗だ前虚熱人（足麻翔距現

庄
下
橋
よ
り
川
上
之
方
、
長
洲
堤
曲
よ
り
川
筋
埋
之
場
所
、

井

ニ
ロ
ロ
堀
深
サ
平
し
弐
尺
五
寸
二
堀
、
右
之
土
砂
両
側

堤
笠
置
腹
付
委
細
御
指
図
之
通
、
少
も
無
相
違
、
来
月
十

五
日
限
二
相
仕
廻
候
様
二
可
仕
候
、
尤
入
用
諸
道
具
御
借

し
可
被
下
候
、
右
御
請
合
申
処
相
違
無
御
座
候
、
相
済
候

以
後
御
見
分
之
上
、
自
然
相
違
も
御
座
候
ハ
ヽ
、
何
分
ニ

も
可
被
仰
付
、
違
背
仕
間
鋪
候
、
為
念

一
札
如
件

享
保
九
辰
年
三
月
十
七
日

日
雇
請
合
中
在
家
町
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水
と
屋
嘉
兵
衛

久
遠
屋
甚
兵
衛

山
田
文
右
衛
門
様

立
石
友
右
衛
門
様

右
之
通
御
堀
浚
人
足
、
私
共
支
配
よ
り
差
出
し
候
分
、
右

両
人
之
日
雇
請
負
之
者
へ
申
付
候
所
、
相
違
無
御
座
候
、

尚
又
右
請
合
申
候
御
普
請
、
無
相
違
相
済
候
様

二
可
申
付
、

為
念
奥
書
傷
而
如
件

兵

庫

庄

屋
　
仙
右
衛
門

深
江
大
庄
屋
　
士
口
兵

衛

山
田
文
右
衛
門
様

立
石
友
右
衛
門
様

解
　
説

尼
崎
藩
が
土
砂
で
埋
ま
っ
た
庄
下
川
の
川
浚
を
行
う
こ
と

に
な
り
、
兵
庫
津
と
深
江
組
十
七
ヵ
村
に
人
足
を
か
け
た
。

そ
の
う
ち
千
二
百
人
ず
つ
、
計
二
千
四
百
人
分
の
人
足
を
久

遠
屋
甚
兵
衛
ら
二
人
の
商
人
が
請
け
兵
う
こ
と
に
な
っ
た
。

人
足
は
都
市
に
い
る

「
町
日
雇
」
を
使
い
、
村
々
か
ら
出
さ

れ
た

「郷
人
足
」
五
百
人
を
合
わ
せ
た
二
千
九
百
人
で
、
四

月
十
五
日
ま
で
に
、
庄
下
橋
―
長
洲
堤
曲

一
帯
を
、
決
め
ら

れ
た
仕
様
通
り
川
浚
を
行
う
こ
と
を
請
け
負

っ
た
文
書
で
あ

る
。
こ
の
史
料
に
よ
る
と
久
遠
屋
ら
は
、
単
に
人
足
の
調
達

を
請
け
負
う
だ
け
で
な
く
、
工
事
完
成
ま
で
完
全
に
請
け

負

っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
道
具
な
ど
は
尼
崎
藩

の
負
担
で
あ
っ
た
。
工
事
の
具
体
的
な
内
容
は
、
埋
ま
っ
た

所
を
掘
り
起
こ
し
、
深
さ
を
二
尺
五
寸
に
な
ら
し
て
水
行
を

良
く
す
る
こ
と
、
そ
の
土
砂
を
堤
防
の
上

（馬
踏
）
に
乗
せ

る
こ
と

（笠
置
）
や
、
堤
防
の
斜
面
に
盛
る
こ
と

（腹
付
）

で
、
堤
の
強
度
を
増
す
こ
と
が
中
心
だ
っ
た
。
お
そ
ら
く
上

流
か
ら
流
れ
込
ん
だ
土
砂
で
川
が
埋
ま
っ
て
水
行
が
悪
く

な
っ
た
う
え
に
、
堤
が
弱
く
な
っ
て
、
長
洲

（尼
崎
市
）
付

近
で
決
壊
の
恐
れ
が
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
。

な
お
、
正
徳
元
年

（
一
七

一
一
）
当
時
の
深
江
組
十
七
カ

村
の
役
高
は
約
四
千
三
百
七
十
八
石
で
あ
り
、
百
石
に
三
十

人
近
い
極
め
て
重
い
負
担
だ
っ
た
。

中
在
家
町
は
、
尼
崎
城
の
す
ぐ
西
側
に
あ
る
町
で
、
近
世

に
な
っ
て
戸
田
氏
時
代
に
造
成
さ
れ
た
と
い
い
、
漁
業
関
係

の
商
人
が
多
く
住
ん
で
い
た
と
い
う

（『尼
崎
市
史
』
二
巻
、

一
七
〇
頁
）。

宛
名
の
山
田
、
立
石
は
と
も
に
尼
崎
藩
松
平
氏
の
家
臣
。

山
田
は
、
藤
高
百
三
十
石
。
享
保
九
年
十
二
月
、
御
使
番
と

な
り
、
享
保
十
六
年
に
郡
代
と
な
っ
た
。
立
石
は
藤
高
七
十
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石
。
享
保
十
二
年
に
神
崎
堤
奉
行
と
な
り
、
同
十
六
年
に
西

宮
奉
行
と
な
っ
た
が
、
こ
の
当
時
の
役
職
は
未
詳

（『尼
崎

市
史
』
五
巻
、
二
六
五
、
二
人
五
頁
）。

一
方
、
水
堂
屋
嘉
兵
衛
は
、
こ
の
後
も
尼
崎
藩
の
普
請
請

負
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
享
保
十
六
年
に
は
、
尼
崎

の
出
雲
屋
人
兵
衛

・
姫
路
屋
新
兵
衛
と
と
も
に
、
尼
崎
城
の

堀
浚
の
た
め
人
足
二
千
人
、
同
十
七
、
十
八
年
に
も
同
じ
メ

ン
バ
ー
で
堀
浚
の
た
め
二
千
人
と
五
千
人
を
請
け
負
い
、
同

十
九
年
に
は
、
出
雲
屋
八
兵
衛
、
別
所
村
か
も
忠
兵
衛
の
三

人
で
、
瓦
林
組
に
割
り
当
て
ら
れ
た
浚
え
の
人
足
八
百
七
十

八
人
を
請
け
負

っ
た

（『尼
崎
市
史
』
二
巻
、
四
二
六
頁
）
。

【５８
　
川
除
普
請
仕
様
帳
】　
　
　
　
　
　
　
松
田
家
文
書

天
明
七
未
年

当
未
春
川
除
御
普
請
仕
様
帳

蒐
原
郡
　
深
江
村

声
屋
川
通

字
小
中
道
上
ル
長
サ
五
拾
問

字
往
還
ノ
上
長
サ
七
拾
五
問

一
、
堤
切
所
延
長
百
弐
拾
五
間

此
砂
利
百
五
拾
六
坪
弐
合

此
人
足
四
百
六
拾
八
人
六
分

此
他
必
要
無
之
二
付
除
ク

右
之
通
御
下
知
相
済
候
問
早
々
御
普
請
可
相
仕
立
候
、
以

上

青
木
楠
五
郎

未
四
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
御
役
所
印

【田
　
普
請
仕
様
帳
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
家
文
書

寛
政
四
年

急
破
御
普
請
配
賦
帳

子
十

一
月
　
摂
津
蒐
原
郡
深
江
村

芦
屋
川
通
西
側
内
堤

字
小
中
逝
ノ
上
長
拾
四
問

年
同
所
続
長
式
拾
六
問

一
、
右
堤
切
所
延
長
四
拾
間

此
砂
利
坪
五
拾
坪

此
人
足
百
五
拾
人

此
外
必
要
無
之
二
付
除
ク

右
之
通
御
普
請
被
仰
付
旨
御
下
知
有
之
候
二
付
、
早
々
仕
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立
可
申
者
也

子
十

一
月

竹
垣
三
右
衛
門

御
役
所
印

解
　
説

史
料
の
題
名
は
異
な
っ
て
い
る
が
、
堤
切
所
に
対
し
、
幕

府
代
官
所
が
砂
利
と
人
足
を
負
担
し
、
村
に
普
請
を
指
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
寛
政
四
年
の
方
が

「急
破
」
と
あ

っ
て
普

請
箇
所
が
短
い
区
間
と
な
っ
て
い
る
。

工
事
に
必
要
な
砂
利
と
人
足
を
算
出
す
る
と
、
両
年
と
も

堤
切
所

一
間
当
た
り
砂
利

一
。
二
五
坪
、
人
足
三

・
七
五
人

と
同
じ
で
あ
り
、
ま
た
次
号
の

配
口
請
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、

天
明
七
年
が

「堤
切
所
服
付
堤
根
囲
御
普
請
」
、
寛
政
四
年

が

「堤
切
所
井

二
服
附
御
普
請
」
と
記
さ
れ
て
い
て
、
切
所

の
修
理
と
、
腹
付
＝
堤
防
側
面

へ
の
上
盛
り
な
ど
、
補
強
工

事
と
い
う
点
で
、
工
事
内
容
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ

っ
た
の
だ

ろ
つヽ
。

【６０
　
深
江
村
普
請
明
細
帳
】　
　
　
　
　
　
松
田
家
文
書

文
化
四
年
卵
六
月

蒐
原
郡
深
江
村
御
普
請
明
細

一
、
高
六
百
弐
拾
石
六
升
三
合
　
摂
津
国
蒐
原
郡
深
江
村

内
百
弐
石
三
斗
弐
升
　
　
新
田
高

内
高
四
石
三
斗
九
合
　
　
池
床
引

川
上
水
元
、
同
国
有
馬
郡
六
甲
山
谷
々
よ
り
落
合
、
当
村

迄
川
路
凡
弐
里
余

川
下
同
郡
芦
屋
村
御
普
請
所

一
、
字
芦
屋
川
　
但
当
村
領
西
堤
川
長
凡
四
百
五
拾
間
、
川

巾
凡
五
拾
間
、
是
は
前
々
私
領
中
、
御
領
主
入
用
普
請
所

二
御
座
候

松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
、
字
往
還
之

上
古
枠
五
ケ
所
繕
、
同
所
長
人
間
新
枠
、
同
所
長
拾
間
堤

蛇
籠
、
字
上
戸
口
古
枠
繕
、
同
所
長
四
拾
間
堤
繕
、
同
所

長
四
間
新
規
箱
刺
、
同
所
長
弐
拾
間
堤
蛇
籠
、
同
所
長
拾

間
堤
蛇
籠
、
字
西
堤
下
長
十
五
問
繕
、
右
之
ケ
所
、
御
領

主
入
用
ヲ
以
、
御
普
請
被
仰
付
侯
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元
文
二
巳
年
、
平
年
二
而
御
普
請
無
御
座
候

元
文
三
午
年
、
字
西
堤
長
六
間
箱
刻
弐
ケ
所
繕
、
同
所

長
廿
間
堤
蛇
籠
、
同
所
長
弐
間
宛
之
小
刻
三
拾
五
ケ
所
繕
、

御
領
主
入
用
ヲ
以
、
御
普
請
被
仰
付
候

元
文
四
未
年
、
平
年
二
而
御
普
請
無
御
座
候

元
文
五
申
年
、
字
上
戸
口
流
長
五
拾
間
築
立
、
同
所
上

服
崩
長
拾
五
間
、
同
所
長
拾
間
新
枠
壱
ケ
所
、
同
所
長
八

間
新
枠
壱
ケ
所
、
字
往
遠
馬
越
土
木
、
御
領
主
入
用
を
以
、

御
普
請
被
仰
付
候

寛
保
元
酉
年
、
字
往
還
よ
り
上
長
拾
間
新
枠
、
同
所
長

人
間
古
枠
四
ケ
所
繕
、
字
上
戸
口
古
枠
壱
ケ
所
、
同
所
長

人
間
古
枠
、
字
往
還
上
長
拾
四
間
堤
蛇
籠
弐
重
、
川
除
壱

ケ
所
、
字
上
戸
口
長
拾
五
間
堤
蛇
籠
壱
重
、
同
所
長
四
間

堤
前
打
、
同
所
長
四
間
箱
刻
三
ケ
所
繕
、
同
所
長
弐
間
刻

拾
ケ
所
繕
、
右
ケ
所
、
御
領
主
入
用
を
以
、
御
普
請
被
仰

付
候寛
保
二
戊
年
、
同
三
亥
年
、
平
年
二
而
御
普
請
無
御
座
候

廷
享
元
子
年
、
字
往
遠
よ
り
上
長
拾
間
新
枠
、
同
所
古

枠
八
ケ
所
繕
、
字
上
戸
口
堤
長
四
拾
間
蛇
籠

一
重
、
同
所

長
四
拾
間
上
置
、
右
ケ
所
御
領
主
入
用
ヲ
以
、
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
廷
享
二
丑
年
、
川
除
前
年
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
廷
享
三
寅
年
、
字
往
遠
上
下
古
枠
七
ケ
所
繕
、
御
領
主

入
用
を
以
、
御
普
請
御
座
候

一
、
同
四
卯
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
寛
廷
元
辰
年
、
字
往
還
上
下
古
枠
七
ケ
所
繕
、
同
所
長

鞘
卿
鋤
騨
ド
序
雌
妨
功
ｆ
附
購
螂
騨
醜
宛
（
囲
脚
難
″
脚
「
騨

堤
下
長
四
拾
人
間
半
切
築
立
、
同
所
拾
間
新
枠
五
ケ
所
、

字
馬
越
長
弐
間
土
木
六
本
、
右
ケ
所
御
領
主
入
用
を
以
、

御
普
請
御
座
候

寛
廷
二
巳
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

同
三
午
年
、
平
年
二
而
御
普
請
無
御
座
候

宝
暦
元
未
年
、
字
往
還
ノ
上
古
枠
人
ケ
所
繕
、
同
所
長

拾
間
新
枠
壱
ケ
所
、
字
上
戸
口
長
四
十
四
間
堤
前
打
、
同

所
長
弐
拾
間
石
刻
繕
ひ
、
同
所
下
長
廿
六
間
前
か
こ
ひ
、

同
所
長
弐
拾
間
前
繕
、
同
所
長
三
拾
弐
間
前
繕
、
字
往
還

馬
越
土
木
、
右
ケ
所
御
領
主
御
入
用
を
以
、
御
普
請
被
仰

付
候

一
、
宝
暦
二
申
年
、
字
往
還
ノ
上
、
長
拾
間
新
枠
壱
ケ
所
、

同
所
上
下
古
枠
人
ケ
所
繕
、
字
上
戸
口
長
四
拾
五
間
前
打
、

同
所
長
拾
六
間
石
刻
繕
、
石
込
、
同
所
長
五
間
石
刺
、
上

戸
口
次
石
刻
込
、
同
所
長
廿
五
間
石
刻
繕
、
同
所
下
長
廿

間
前
囲
繕
、
同
所
長
廿
間
石
刻
繕
、
同
所
長
廿
五
間
前
か
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こ
ひ
繕
、
同
所
長
三
間
新
小
刺
、
同
所
長
三
拾
間
前
囲
繕
、

右
ケ
所
御
領
主
様
御
入
用
ヲ
以
、
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
宝
暦
三
百
年
、
字
上
戸
口
長
廿
間
石
刻
繕
、
石
上
置
、

同
所
小
刻
六
ケ
所
、
石
込
、
同
所
長
弐
拾
間
石
刻
繕
、
石

中
込
、
同
所
古
枠
壱
ケ
所
繕
、
同
所
長
人
間
前
囲
、
同
所

長
廿
五
間
石
刻
繕
、
同
所
長
十
四
間
前
囲
繕
、
同
所
長
拾

間
新
枠
壱
ケ
所
、
同
所
長
甘
弐
間
大
崩
築
立
、
右
ハ
御
領

主
御
入
用
を
以
、
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
宝
暦
四
戊
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
宝
暦
五
亥
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
同
六
子
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
同
七
丑
年
、
壱
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
同
八
寅
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
同
九
卯
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

同
十
辰
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

同
十

一
巳
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

同
十
二
午
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

同
十
三
未
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
明
和
元
申
年
、
川
下
長
弐
拾
五
間
石
刻
繕
、
同
所
上
古

枠
壱
ケ
所
繕
、
同
所
上
小
刻
三
ケ
所
、
字
上
戸
口
長
人
間

新
枠
壱
ケ
所
、
同
所
之
上
古
枠
壱
ケ
所
、
同
所
井
手
壱
ケ

所
、
字
往
遠
下
長
拾
間
新
枠
壱
ケ
所
、
同
所
上
拾
間
新
枠

壱
ケ
所
、
同
所
上
井
手
壱
ケ
所
、
字
往
還
上
古
枠
三
ケ
所

繕
、
同
所
上
古
枠
壱
ケ
所
、
字
往
還
馬
越
土
木
、
字
上
戸

口
新
継
石
堤
壱
ケ
所
、
右
ケ
所
御
領
主
入
用
ヲ
以
普
請
被

仰
付
候

一
、
明
和
弐
酉
年
、
前
年
同
ケ
所
川
除
御
普
請
御
座
候

一
、
同
三
戊
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
同
四
亥
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候

一
、
同
工
子
年
、
壱
ケ
年
平
年
二
而
御
普
請
無
御
座
候

一
、
同
六
丑
年
、
前
年
川
除
同
ケ
所
御
普
請
御
座
候
、
但
同

年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
同
七
寅
年
よ
り
天
明
弐
寅
年
迄
、
拾
三
ケ
年
御
普
請
無

御
座
候

一
、
天
明
三
卯
年
、
青
木
楠
五
郎
様
御
代
官
所
之
節
、
堤
崩

所
服
付
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、
則
証
拠

書
物
村
方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
天
明
四
辰
年
よ
り
天
明
六
午
年
迄
、
三
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
天
明
七
未
年
、
青
木
楠
五
郎
様
御
代
官
所
之
節
、
堤
切

所
服
付
堤
根
囲
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
御
林
被
下

置
、
則
証
拠
書
物
村
方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
天
明
八
申
年
壱
ケ
年
、
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
政
元
酉
年
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤
切
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所
石
刻
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、
証
拠
書

物
村
方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
寛
政
二
戊
年
、
壱
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
政
三
亥
年
、
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤

切
所
井
同
所
服
附
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、

証
拠
書
物
村
方
二
所
持
罷
在
候

一
、
寛
政
四
子
年
、
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤

切
所
井

二
服
附
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、

証
拠
書
物
類
村
方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
寛
政
五
丑
年
、
壱
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
政
六
寅
年
、
岩
佐
郷
蔵
様
御
代
官
所
之
節
、
堤
切
所

服
附
井
堤
根
堀
所
込
等
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被

下
置
、
村
方
証
拠
書
物
所
持
罷
在
候

一
、
寛
政
七
卯
年
よ
り
同
十
午
年
迄
、
四
ケ
年
之
内
、
御
普

請
無
御
座
候

一
、
寛
政
十

一
未
年
、
当
御
代
官
所
二
而
、
堤
切
所
服
附
上

置
堤
根
囲
井

二
外
合
帳
御
日
論
見
銀
高
之
内
、
御
手
当
銀

壱
貫
九
百
四
拾
七
匁
、
米
壱
石
弐
斗
被
下
置
、
御
普
請
被

仰
付
、
出
来
形
御
見
分
之
上
、
証
拠
書
物
頂
戴
仕
所
持
罷

在
候

一
、
寛
政
十
二
申
年
、
壱
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
享
和
元
酉
年
、
当
御
代
官
所
二
而
、
堤
切
所
服
附
御
普

請
御
目
論
見
銀
高
之
内
、
御
手
当
銀
百
目
、
米
六
斗
被
下

置
、
御
普
請
出
来
形
御
見
分
之
上
、
証
拠
書
物
頂
戴
仕
罷

在
候

一
、
享
和
二
戊
年
、
当
御
代
官
所
二
而
、
水
刻
石
積
堤
服
附

井

二
堤
切
所
、
御
普
請
御
目
論
見
銀
高
之
内
、
御
手
当
銀

百
廿
目
、
米
三
十
被
下
置
、
御
普
請
被
仰
付
、
出
来
形
御

見
分
之
上
、
証
拠
書
物
頂
戴
仕
所
持
罷
在
候

一
、
享
和
三
亥
年
、
壱
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
文
化
元
子
年
、
当
御
代
官
所
二
而
、
堤
欠
所
根
囲
蛇
籠

繕
石
御
普
請
御
目
論
見
銀
高
之
内
、
御
手
当
五
百
廿
日
、

被
下
置
御
普
請
被
仰
付
、
出
来
形
御
見
分
之
上
、
証
拠
書

物
頂
戴
仕
村
方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
文
化
二
丑
年
よ
り
同
三
寅
年
迄
、
弐
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

川
上
水
元
同
国
六
甲
山
谷
々
よ
り
落
合
、
当
村
迄
川
路
凡

弐
里
程

川
下
当
村
高
橋
川
へ
落
合

一
、
字
横
川
通
　
但
当
村
内
川
長
凡
弐
百
間
、
川
巾
凡
壱
間

余
、
是
は
前
々
私
領
中
御
領
主
様
よ
り
御
入
用
普
請
所
ニ

御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
字
築
当
堤
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繕
壱
ケ
所
、
井

二
川
中
島
浚
御
領
主
入
用
を
以
、
御
普
請

被
仰
付
候

一
、
元
文
二
巳
年
よ
り
同
五
申
年
迄
、
四
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
寛
保
元
酉
年
、
長
九
拾
間
上
置
、
南
堤
長
三
十
四
間
上

置
井

二
川
中
浚
共
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
同
二
戊
年
同
三
亥
年
、
ニ
ケ
年
平
年
二
而
御
普
請
無
御

座
候

一
、
廷
享
元
子
年
、
川
中
浚
、
堤
下
長
四
拾
間
抗
木
弐
通
打
、

御
領
主
様
御
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
同
二
丑
年
よ
り
寛
廷
二
巳
年
迄
、
五
ケ
年
内
御
普
請
無

御
座
候

一
、
寛
延
三
午
年
、
川
中
浚
、
東
堤
字
樋
上
長
四
拾
間
半
切

所
築
立
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
宝
暦
元
未
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
を
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
弐
申
年
よ
り
同
十
三
未
年
迄
ハ
、
拾
弐
ケ
年
之
内
平

年
二
而
御
普
請
無
御
座
候

一
、
明
和
元
申
年
、
川
中
浚
、
字
築
当
三
ケ
所
繕
、
川
下
字

角
長
三
間
切
日
、
字
一一「ォ
合
長
四
間
堤
す
り
、
御
領
主
入

費
を
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
明
和
二
酉
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
五
ケ
年
内
御
普
請

無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
天
明
弐
寅
年
迄
、
拾
三
ケ
年
内
御
普

請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
分
ハ
村
繕
仕
候

一
、
天
明
三
卯
年
、
青
木
楠
五
郎
様
御
代
官
所
之
節
、
堤
服

附
御
普
請
被
仰
付
候
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、
証
拠
書
物

村
方
二
所
持
罷
在
候

一
、
天
明
四
辰
年
よ
り
寛
政
三
亥
年
迄
、
人
ケ
年
ノ
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
寛
政
四
子
年
、
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤

切
所
井
服
附
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、
証

拠
書
物
村
方
二
所
持
罷
在
候

一
、
寛
政
五
丑
年
、
壱
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
政
六
寅
年
、
岩
佐
郷
蔵
様
御
代
官
所
之
節
、
堤
切
所

井
服
附
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
銀
被
下
置
、
証
拠
書
物

村
方

二
所
持
罷
在
候

一
、
寛
政
七
卯
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
拾
弐
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
侯
、
尤
小
破
之
分
村
繕
二
仕
候

川
上
水
元
ハ
同
郡
前
山
谷
々
よ
り
落
合
、
当
村
迄
川
路
凡

壱
里
川
下
当
村
高
橋
川
へ
落
申
候
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一
、
宇
四
ツ
松
川
通
　
但
当
村
内
川
長
凡
弐
百
間
余
川
巾
凡

壱
間
但
し
川
端

二
氏
神
御
座
候
二
付
、
宮
川
と
も
相
唱
申
候

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
様
入
用
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
、
川
中
浚
、

御
領
主
入
用
を
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
元
文
二
巳
年
よ
り
同
五
申
年
迄
、
四
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
寛
保
元
酉
年
、
東
堤
長
八
拾
六
間
上
置
、
西
堤
ハ
長
三

拾
弐
間
服
打
井

二
川
中
浚
共
、
右
御
領
主
入
用
を
以
御
普

請
被
仰
付
候

一
、
同
二
成
年
同
三
亥
年
、
弐
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
廷
享
元
子
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
式
丑
年
よ
り
寛
延
二
巳
年
迄
、
五
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
寛
廷
三
午
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
宝
暦
元
未
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
申
年
よ
り
同
十
三
未
年
迄
、
十
二
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
明
和
元
申
年
、
川
中
浚
、
川
下
長
拾
弐
間
服
ス
リ
、
東

堤
長
七
間
大
ス
リ
、
右
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付

候
一
、
明
和
二
百
年
よ
り
同
六
丑
年
迄
、
五
ケ
年
内
平
年
二
而

御
普
請
無
御
座
侯

但
、
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
寛
政
三
亥
年
迄
、
廿
弐
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候
、
尤
、
小
破
之
節
村
繕
二
仕
候

一
、
寛
政
四
子
年
、
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤

切
所
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、
証
拠
書
物

村
方
所
持
仕
罷
在
候

一
、
寛
政
五
丑
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
拾
四
ケ
年
之
内
平

年
二
而
御
普
請
無
御
座
候
、
尤
、
小
破
之
節
村
繕
二
仕
候

川
上
水
元
同
郡
前
山
谷
々
よ
り
落
合
、
当
村
迄
川
路
凡
壱

里川
下
当
村
字
高
橋
川
へ
落
申
候

三
字
串
田
川
通
　
但
当
村
内
川
長
凡
弐
百
間
川
巾
凡
五
尺
、

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
、
川
中
浚
、

御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
元
文
二
巳
年
よ
り
同
工
申
年
迄
、
四
ケ
年
之
内
平
年
二
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而
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
保
元
酉
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
寛
保
二
戊
年
、
東
堤
長
弐
拾
弐
間
腹
崩
、
西
堤
長
廿
弐

間
切
所
、
東
堤
長
サ
七
間
切
日
、
都
合
三
ケ
所
御
領
主
入

用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
寛
保
三
亥
年
、
壱
ケ
年
平
年
二
而
御
普
請
無
御
座
候

一
、
延
享
元
子
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
丑
年
よ
り
寛
延
二
巳
年
迄
、
五
ケ
年
之
内
平
年
二

而
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
延
三
午
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
宝
暦
元
未
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
申
年
よ
り
同
十
三
未
年
迄
、
拾
弐
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
明
和
元
申
年
、
川
中
浚
、
西
堤
長
拾
参
間
切
日
、
東
堤

長
三
間
服
附
、
都
合
三
ケ
所
と
も
、
右
御
領
主
入
用
ヲ
以

御
普
請
被
仰
付
候

一
、
明
和
二
酉
年
よ
り
同
六
丑
年
迄
、
五
ケ
年
内
御
普
請
無

御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
同
七
寅
年
よ
り
寛
政
三
支
年
迄
、
廿
ニ
ケ
年
普
請
な
し

一
、
寛
政
四
子
年
、
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤

切
所
井

二
服
附
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、

証
拠
書
物
所
持
仕
罷
在
候

一
、
寛
政
五
丑
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
拾
四
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
節
村
繕
普
請
仕
候

川
上
字
四
ツ
松
川

・
字
串
田
川

。
字
横
川
此
三
ケ
所
落

合
、
当
村
迄
川
路
凡

一
里
余

川
下
当
村
二
而
海

へ
落
申
候

一
、
字
高
橋
川
通
　
但
当
村
内
川
長
凡
弐
百
間
川
巾
凡
五
間

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
、
川
中
瀬

堀
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
侯

一
、
元
文
二
巳
年
、
壱
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
元
文
三
午
年
、
字
大
日
西
堤
長
四
間
切
所
、
同
所
前
堤

長
三
間
切
所
、
御
領
主
入
用
フ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
元
文
四
未
年
よ
り
寛
保
元
酉
年
迄
、
三
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
寛
保
二
戊
年
、
同
川
西
長
六
間
切
所
、
字
道
下
長
十
九

間
切
所
、
同
川
堤
す
り
杭
木
、
右
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
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請
被
仰
付
候

一
、
寛
保
三
亥
年
よ
り
寛
延
二
巳
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
寛
延
三
午
年
、
同
川
上
字
築
当
服
崩
、
御
領
主
入
用
を

以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
宝
暦
元
未
年
よ
り
同
十
三
未
年
迄
、
十
三
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候

一
、
明
和
元
申
年
、
同
川
東
堤
新
枠
、
両
側
切
浚
、
都
合
弐

ケ
所
右
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
同
二
酉
年
よ
り
同
六
丑
年
迄
、
五
ケ
年
之
内
御
普
請
無

御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
天
明
三
卯
年
迄
、
拾
三
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候

一
、
天
明
四
辰
年
、
青
木
楠
五
郎
様
御
代
官
所
之
節
、
堤
切

所
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、
証
拠
書
物
村

方

二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
天
明
五
巳
年
よ
り
寛
政
十
午
年
迄
、
十
四
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候

一
、
寛
政
十

一
未
年
、
当
御
代
官
所
二
而
、
堤
切
所
井
上
置

御
普
請
、
井
外
御
普
請
御
目
論
見
合
帳
共
、
銀
高
之
内
御

手
当
銀
壱
貫
九
百
四
十
七
匁
、
米
壱
石
弐
斗
被
下
置
、
御

普
請
被
仰
付
、
出
来
形
御
見
分
上
、
証
拠
書
物
頂
戴
仕
所

持
罷
在
候

一
、
寛
政
十
二
申
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
七
ケ
年
内
御
普

請
無
御
座
候

川
上
水
元
同
郡
前
山
谷
々
よ
り
落
合
、
当
村
迄
川
路
凡
壱

里川
下
当
村
二
而
海
二
落
申
候

一
、
字
津
知
川
通
　
但
当
村
内
川
長
凡
三
百
八
拾
間
、
川
巾

凡
壱
間

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
普
請
所
に
て
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
川
中
浚
、

御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
元
文
二
巳
年
よ
り
同
工
申
年
迄
、
四
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
寛
保
元
酉
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
戊
年
同
三
亥
年
、
弐
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
延
享
元
子
年
、
川
中
浚
、
御
領
主
入
用
を
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
丑
年
よ
り
寛
延
二
巳
年
迄
、
五
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候
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一
、
寛
延
三
年
年
、
同
川
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
宝
暦
元
未
年
、
同
川
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
申
年
同
十
三
未
年
迄
、
拾
弐
ケ
年
之
内
御
普
請
無

御
座
候

一
、
明
和
元
申
年
、
川
中
浚
、
川
下
長
五
拾
間
両
側
繕
、
川

下
長
弐
拾
間
川
尻
両
側
新
継
、
字
小
よ
り
東
堤
長
弐
間
切

回
、
西
堤
長
拾
間
切
日
、
東
堤
長
六
間
切
口
、
川
下
長
三

間
す
り
、
西
堤
下
人
間
半
切
日
、
東
堤
長
人
間
腹
す
り
、

右

ハ
領
主
入
用
ヲ
以
普
請
被
仰
付
候

一
、
明
和
三
酉
年
よ
り
同
六
丑
年
迄
、
五
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
同
七
寅
年
よ
り
天
明
人
申
年
迄
、
拾
九
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
分
ハ
村
繕
等

二
而
相
保
申
候

一
、
寛
政
元
酉
年
、
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤

服
附
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
米
銀
被
下
置
、
証
拠
書
物

村
方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
寛
政
二
戊
年
よ
り
享
和
元
酉
年
迄
、
十
二
ケ
年
之
内
平

年
二
而
御
普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
節
村
繕
二
而
相
保

申
候

一
、
享
和
三
戊
年
、
当
御
代
官
所
二
而
、
堤
切
所
御
普
請
御

目
論
見
銀
高
之
内
、
御
手
当
銀
百
廿
日
、
米
三
斗
被
下
置
、

御
普
請
被
仰
付
、
出
来
形
御
見
分
之
上
、
証
拠
書
物
頂
載

仕
所
持
罷
在
候

一
、
享
和
三
亥
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
四
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

川
上
水
元
同
郡
前
山
よ
り
落
合
、
当
村
迄
川
路
凡
壱
里

川
下
当
村
二
而
海

へ
落
申

一
、
字
傍
示
川
通
　
但
深
江
村
、
芦
屋
村
立
会
庄
境
、
川
長

凡
四
百
間
余
、
川
巾
凡
弐
間

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
而
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
宝
暦

六
子
年
迄
、
弐
拾
壱
ケ
年
内
普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之

儀
ハ
村
繕
仕
候

一
、
宝
暦
七
丑
年
、
瀬
浚
普
請
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請

被
仰
付
候

一
、
宝
暦
人
寅
年
よ
り
明
和
三
戊
年
迄
、
九
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
明
和
四
亥
年
よ
り
同
六
丑
年
迄
、
弐
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

但
同
年
私
領
御
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候
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一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
十
七
ケ
年
内
御

普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
儀
ハ
村
繕
仕
候

字
皿
池
　
溜
池
壱
ケ
所
　
諫
細
陛
締
斌
醐
堤
魏
踏
器
剛

右
池
伏
樋
長
五
間
半
　
内
法
七
寸
四
方

右
池
建
樋
長
四
尺
　
　
内
法
四
寸
四
方

但
し
は
ち
の
こ
穴
三
ツ

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
而
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
、
伏
替
御

修
覆
井

二
建
樋
伏
替
と
も
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰

付
候

一
、
元
文
二
巳
年
よ
り
寛
保
三
寅
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
延
享
元
子
年
、
池
内
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
丑
年
よ
り
宝
暦
二
申
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
宝
暦
三
百
年
、
伏
樋
御
修
覆
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普

請
被
仰
付
候

一
、
同
四
戊
年
よ
り
同
十
未
年
迄
、
拾
ケ
年
之
内
御
普
請
無

御
座
侯

一
、
明
和
元
申
年
、
建
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請

被
仰
付
候

一
、
明
和
三
酉
年
同
三
戊
年
、
弐
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
明
和
四
亥
年
、
池
内
浚
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
五
子
年
同
六
丑
年
、
弐
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
間
御

普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
分
ハ
村
繕
二
仕
候

字
ほ
う
と
う
　
溜
池
壱
ケ
所
藤
胸
脱
類
締
鎧
躙
　
堤
翻
踏
綸

右
池
伏
越
長
七
間
　
内
法
六
寸
四
方

右
池
建
樋
五
尺
　
　
内
法
四
寸
四
方

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
、
元
文
元
辰
年
同
弐
巳
年
、
弐

ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
元
文
三
午
年
、
堤
崩
所
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
四
未
年
よ
り
同
五
申
年
、
弐
ケ
年
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
保
元
酉
年
、
堤
崩
所
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
弐
戊
年
よ
り
延
享
二
丑
年
迄
、
四
ケ
年
内
御
普
請
無

御
座
候
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一
、
延
享
三
寅
年
、
建
樋
伏
替
御
普
請
、
御
領
主
入
用
フ
以

御
普
請
被
仰
付
候

一
、
同
四
卯
年
よ
り
宝
暦
五
支
年
迄
、
九
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
宝
暦
六
子
年
、
伏
樋
井
建
樋
伏
替
共
、
御
領
主
入
用
ヲ

以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
宝
暦
七
丑
年
、
堤
根
杭
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
人
寅
年
よ
り
同
十
三
未
年
迄
、
六
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
明
和
元
申
年
、
建
樋
伏
替
、
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
酉
年
よ
り
同
六
丑
年
迄
、
六
ケ
年
之
内
御
普
請
無

御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
同
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
分
村
繕
二
仕
候

字
堂
後
　
　
　
士τ
ケ
所
　
　
　
字
長
頭
　
　
弐
ケ
所

字
墓
後
　
　
　
四
ケ
所
　
　
　
字
深
田
　
　
士τ
ケ
所

字
堤
ケ
内
　
　
士τ
ケ
所
　
　
　
同
高
橋
　
　
士τ
ケ
所

同
薬
王
寺
　
　
弐
ケ
所
　
　
　
同
東
永
井
　
弐
ケ
所

同
こ
ち
ら
田
　
士τ
ケ
所
　
　
　
同
村
新
田
　
士τ
ケ
所

同
松
古
　
　
　
弐
ケ
所
　
　
　
西
永
井
　
　
エハ
ケ
所

同
西
ノ
ロ
　
　
士τ
ケ
所
　
　
　

本ヽ
田
　
　
　
士ｇ
ケ
所

同
中
島
　
　
　
士τ
ケ
所
　
　
　
東
ノ
ロ
　
　
一
ケ
所

か
な
け
田
　
　
士τ
ケ
所
　
　
　
泉
坪
　
　
　
士τ
ケ
所

か
ん
て
　
　
　
士τ
ケ
所
　
　
　
の
り
　
　
　
一
ケ
所

一
、
取
池
都
合
対
五
ケ
所
　
右
取
池
之
儀
は
田
畑
か
へ
水
ヲ

以
耕
作
二
相
養
申
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
宝
暦

十

一
巳
年
迄
、
弐
拾
六
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
侯
、
尤

小
破
之
分
ハ
村
繕
仕
候

一
、
宝
暦
十
二
午
年
、
堂
後
池
井

二
外
三
十
四
ケ
所
共
、
御

領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
同
十
三
未
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

但
シ
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
之
内

御
普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
分
ハ
村
繕
二
仕
候

字
大
日
前

一
、
悪
水
樋
　
長
三
問
　
内
法
錦
碑
す
壱
ケ
所

但
前
な
し
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是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
同
三

午
年
迄
、
三
ケ
年
内
御
普
請
無
之
候

一
、
元
文
四
未
年
、
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
五
申
年
よ
り
宝
暦
五
亥
年
迄
、
拾
五
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
宝
暦
六
子
年
、
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
七
丑
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
拾
三
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

但
シ
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
十
七
ケ
年
之
内

御
普
請
な
し

字
村
新
田

一
、
悪
水
樋
　
長
六
間
　
内
法
欝
夢
寸
　
壱
ケ
所

但
シ
戸
前
な
し

是
は
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
同
四

未
年
迄
、
四
ケ
年
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
元
文
五
申
年
、
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
寛
保
元
酉
年
よ
り
宝
暦
元
未
年
迄
、
拾
ケ
年
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
宝
暦
二
申
年
、
樋
修
覆
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
三
酉
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
拾
七
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
御
普

請
無
御
座
候

字
東
永
井

一
、
悪
水
樋
　
長
四
間
　
内
法
講
議
略
寸
　
　
　
　
　
士τ
ケ
所

但
片
戸
前
鳥
居
建

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
同
五

申
年
迄
、
五
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
保
元
酉
年
、
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
二
戊
年
よ
り
宝
暦
二
申
年
迄
、
拾
壱
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
宝
暦
三
百
年
、
樋
修
覆
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候
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一
、
同
四
戊
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
拾
六
ケ
年
内
御
普
請

無
御
座
候

但
シ
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
之
内

御
普
請
無
之
候

字
津
知
川
道
東
堤

一
、
悪
水
樋
　
長
五
間
壱
尺
　
内
法
静
敲
一詩
　
士電
ケ
所

指
戸
有

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
延
享

元
子
年
迄
、
九
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
延
享
弐
丑
年
、
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
三
寅
年
よ
り
宝
暦
十
辰
年
迄
、
拾
六
ケ
年
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
宝
暦
十

一
巳
年
、
樋
修
覆
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請

被
仰
付
候

一
、
同
十
二
午
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
人
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
内
御

普
請
無
御
座
候

横
川
通
字
薬
王
寺

一
、
伏
越
扶
樋
　
長
人
間
　
内
法
離
獣
堅
寸
　
　
士τ
ケ
所

但
戸
前
な
し

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
延
享

元
子
年
迄
、
九
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
廷
享
弐
丑
年
、
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
三
寅
年
よ
り
明
和
五
子
年
迄
、
弐
拾
四
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候

一
、
明
和
六
丑
年
、
樋
修
覆
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
同
七
寅
年
よ
り
天
明
三
卯
年
迄
、
拾
四
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
天
明
四
辰
年
、
青
木
楠
五
郎
様
御
代
官
所
之
節
、
伏
替

御
普
請
被
仰
付
候
、
御
手
当
銀
被
下
置
、
則
証
拠
書
物
村

方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
同
五
巳
年
よ
り
享
和
元
百
年
迄
、
拾
七
ケ
年
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
享
和
三
成
年
、
当
御
代
官
所
二
相
成
、
伏
替
御
普
請
御

目
論
見
銀
高
之
内
、
御
手
当
銀
百
弐
拾
目
被
下
置
、
御
普
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請
被
仰
付
、
出
来
形
御
見
分
之
上
、
証
拠
書
物
頂
戴
仕
所

持
罷
在
候

字
西
永
井

一
、
用
水
樋
　
長
三
間
　
内
法
講
試
ぷ
式
茎
分
　
士τ
ケ
所

指
戸
有

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
延
享

三
寅
年
迄
、
拾
壱
ケ
年
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
延
享
四
卯
年
、
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
寛
延
元
辰
年
よ
り
宝
暦
四
戊
年
迄
、
七
ケ
年
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
宝
暦
五
亥
年
、
樋
修
覆
、
御
領
主
入
用
フ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
宝
暦
六
子
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
拾
四
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
ケ
年
内
御
普

請
無
御
座
候

宇
片
田
井

一
、
用
水
石
樋
　
長
四
関
　
内
法
講
壱
軽
廿
　
　
士τ
ケ
所

但
し
指
戸
有

是
は
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
宝
暦

元
未
年
迄
、
拾
六
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
宝
暦
二
申
年
、
石
樋
二
伏
替
、
御
領
主
入
用
フ
以
御
普

請
被
仰
付
候

一
、
同
三
酉
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
拾
七
ケ
年
内
御
普
請

無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
十
七
ケ
年
之
内

御
普
請
無
御
座
候

字
こ
ち
ら
田

一
、
悪
水
樋
　
長
四
間
　
内
法
謙
．τ娯
四
”
　
　
　
士τ
ケ
所

但
戸
前
な
し

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
宝
暦

三
百
年
迄
、
拾
人
ケ
年
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
宝
暦
四
成
年
、
樋
伏
替
、
御
領
主
入
用
フ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
同
五
亥
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
拾
五
ケ
年
内
御
普
請
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無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
之
内

御
普
請
無
御
座
候

字
村
新
田

一
、
悪
水
石
門
樋
　
但
縞
章
は
一頴
　
　
　
　
　
　
　
士τ
ケ
所

流
弐
問
弐
尺
五
寸

是
は
前
々
私
領
中
御
領
主
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
明
和

三
百
年
迄
、
三
拾
ケ
年
内
御
普
請
無
御
座
候

明
和
三
戊
年
、
樋
修
覆
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候
同
四
亥
年
よ
り
同
六
丑
年
迄
、
三
ケ
年
間
御
普
請
無
御

座
候
但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
同
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
十
七
ケ
年
内
御
普

請
無
御
座
候

字
休
弥

一
、
汐
除
堤
　
長
凡
弐
百
間
余
　
但
縫
醐
畔
　

士τ
ケ
所

是
は
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所

二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
堤
服
附
、

御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
元
文
二
巳
年
よ
り
同
四
未
年
迄
、
三
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
元
文
五
申
年
、
堤
切
所
長
六
間
半
築
立
、
御
領
主
入
用

ヲ
以
被
仰
付
候

一
、
寛
保
元
酉
年
よ
り
宝
暦
二
未
年
迄
、
廿
三
ケ
年
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
明
和
元
申
年
、
堤
上
置
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
被

仰
付
候

一
、
明
和
三
百
年
よ
り
同
四
亥
年
迄
、
三
ケ
年
内
御
普
請
無

御
座
候

一
、
明
和
五
子
年
、
堤
半
切
長
廿
壱
問
築
立
、
御
領
主
入
用

ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
明
和
六
丑
年
、
御
普
請
無
御
座
候

但
同
年
私
領
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
天
明
弐
寅
年
迄
、
十
三
ケ
年
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
天
明
三
卯
年
、
青
木
楠
五
郎
様
御
代
官
所
之
節
、
御
堤

切
所
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
銀
被
下
置
、
則
証
拠
書
物

村
方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
天
明
四
辰
年
、
青
木
楠
五
郎
御
代
官
所
之
節
、
堤
切
所
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御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
銀
米
御
林
被
下
置
、
則
証
拠
書

物
村
方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
天
明
五
巳
年
よ
り
寛
政
二
戊
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御
普

請
無
御
座
候

一
、
寛
政
三
亥
年
、
竹
垣
三
右
衡
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤

切
所
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
銀
被
下
置
、
証
拠
書
物
村

方
所
持
仕
罷
在
候

一
、
同
四
子
年
よ
り
同
十
午
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御
普
請
無

御
座
候

一
、
寛
政
十

一
未
年
、
当
御
代
官
所
二
而
、
堤
切
所
井
服
附

御
普
請
、
外
川
除
御
普
請
合
帳
御
目
論
見
銀
高
之
内
、
御

手
当
壱
貫
九
百
四
拾
七
匁
、
米
壱
石
弐
斗
被
下
置
、
御
普

請
被
仰
下
、
出
来
形
御
見
分
之
上
、
証
拠
書
物
頂
戴
仕
所

持
罷
在
候

一
、
寛
政
十
二
申
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
分
村
繕
仕
候

字
永
井

一
、
汐
除
堤
　
長
凡
百
間
余
　
但
纏
脚
畔
　

　

士τ
ケ
所

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請

ニ
テ
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
廷
享

四
卯
年
迄
、
拾
ニ
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
延
元
辰
年
、
堤
半
切
長
弐
拾
間
築
立
、
御
領
主
入
用

ヲ
以
御
普
請
被
仰
付
候

一
、
同
二
巳
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
弐
拾
壱
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
寛
政
二
戌
年
迄
、
弐
拾
壱
ケ
年
之
内

御
普
請
無
御
座
候
、
尤
小
破
之
分
村
繕
二
仕
候

一
、
寛
政
三
亥
年
、
竹
垣
三
右
衛
門
様
御
代
官
所
之
節
、
堤

切
所
御
普
請
被
仰
付
、
御
手
当
銀
被
下
置
、
証
拠
書
物
村

方
二
所
持
仕
罷
在
候

一
、
寛
政
四
子
年
よ
り
同
十
午
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

一
、
寛
政
十

一
未
年
、
当
御
代
官
所
二
而
、
堤
切
所
井

二
服

附
御
普
請
外
川
除
御
普
請
合
帳
御
目
論
見
銀
高
、
御
手
当

銀
壱
貫
九
百
四
拾
七
匁
、
米
壱
石
弐
斗
被
下
置
、
御
普
請

被
仰
付
、
出
来
形
御
見
分
之
上
、
証
拠
書
物
頂
戴
仕
村
方

二
所
持
罷
在
候

一
、
寛
政
十
二
申
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
七
ケ
年
内
御
普

請
無
御
座
候

西
国
往
還
筋
字
片
田
川
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一
、
土
橋
　
但
繰
載
醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
ケ
所

是
は
同
郡
声
屋
村
地
内

二
御
座
候
、
当
村
斗
之
用
悪
水
川

二
付
、
橋
懸
替
修
覆
等
当
村
よ
り
願
上
、
前
々
私
領
中
御

領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
寛
保

二
戊
年
迄
、
七
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
保
三
亥
年
、
橋
掛
替
、
御
領
主
入
用
フ
以
御
普
請
御

座
候

一
、
延
享
元
子
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
弐
拾
六
ケ
年
内
御

普
請
無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
御
普

請
無
御
座
候

西
国
往
遠
筋
字
し
の
北

一
、
石
橋
　
但
糠
荒
即
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
ケ
所

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
宝
暦

十
二
午
年
迄
、
弐
拾
七
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
宝
暦
十
三
未
年
橋
掛
替
、
御
領
主
入
用
ヲ
以
御
普
請
御

座
候

一
、
明
和
元
申
年
よ
り
同
六
丑
年
迄
、
六
ケ
年
之
内
御
普
請

無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
文
化
三
寅
年
迄
、
三
拾
七
ケ
年
之
内

御
普
請
無
御
座
候

字
下
海
道
高
橋

一
、
石
橋
　
但
軽
訓
弐
限
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
ケ
所

字
安
寺
場
川

一
、
石
橋
　
但
斬
駅
四
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
ケ
所

壱
ケ
所

字
津
知
川

一
、
石
橋
　
但
糠
鎧
慰
鋭
択
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
ケ
所

字
往
還
三
ノ
坪

一
、
石
橋
　
但
糠菱醐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
ケ
所

右
石
橋
之
儀
古
来
よ
り
有
之
、
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用

普
請
之
由
申
伝
候
得
共
、
及
大
破
候
儀
無
御
座
、
年
々
村

繕
二
仕
候
付
証
拠
書
物
無
御
座
候

｀
字
石 東
橋 ノ
口
但
笛岳
尺尺
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字
東
川

一
ノ
井
手

一
、
用
水
堰
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士τ
ケ
所

但
同
夢
内
絨
度
鮒
卦
紳
鮒
離
型
ハ
ヶ
村
立
会

是
ハ
往
古
よ
り
有
之
、
前
々
私
領
中
御
領
主
入
用
普
請
所

之
由
申
伝
候
へ
共
、
是
迄
及
大
破
候
儀
無
之
、
年
々
村
繕

二
仕
候
二
付
、
証
拠
書
物
無
御
座
候

但
毎
年
二
月
夏
至
よ
り
右
六
ケ
村
日
割
ヲ
以
用
水
引
取
申

候当
村
支
配

西
国
海
道
往
還
通
　
長
凡
三
町
　
　
平
地
道
幅
凡
弐
間

是
ハ
前
々
私
領
中
御
領
主
御
普
請
所
二
御
座
候

一
、
松
平
遠
江
守
様
御
領
分
之
節
、
元
文
元
辰
年
よ
り
寛
保

元
酉
年
迄
、
六
ケ
年
之
内
御
普
請
無
御
座
候

一
、
寛
保
二
戊
年
、
長
弐
間
土
木
五
本
、
御
領
主
入
用
ヲ
以

御
普
請
被
仰
付
候

一
、
寛
保
三
亥
年
よ
り
明
和
六
丑
年
迄
、
十
七
ケ
年
之
内
御

普
請
無
御
座
候

但
同
年
私
領
上
知
、
御
料
所
二
被
仰
付
候

一
、
明
和
七
寅
年
よ
り
有
之
、
前
々
私
領
之
節
、
御
領
主
入

用
ヲ
以
普
請
被
仰
付
候
由
申
伝
候
得
共
、
是
迄
樋
伏
替
無

御
座
候
二
付
、
証
拠
書
物
無
御
座
候

一
、
寛
　
　
　
無
御
座
候

一
、
御
林
　
　
無
御
座
候

右
之
分
御
普
請
所
二
而
、
此
外
御
普
請
場
所
当
村
之
内
無

御
座
侯

右
御
改

二
付
申
上
候
処
、
少
し
も
相
違
無
御
座
候
、
以
上

文
化
四
年
卯
六
月
　
　
摂
津
国
売
原
郡
深
江
村

百
姓
代
　
　
　
茂
左
衛
門

年
寄
　
　
　
　
利
右
衛
門

庄
屋
　
　
　
　
作
右
衛
門

木
村
周
蔵
様御
役
所

解
　
説

元
文
元
年

（
一
七
三
六
）
か
ら
文
化
四
年

（
一
人
〇
七
）

ま
で
、
七
十
二
年
間
に
深
江
村
で
領
主
入
用
で
実
施
さ
れ
た
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水
利
、
道
、
橋
普
請
を
全
て
書
き
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
既

に
見
た
よ
う
に
普
請
は
費
用
の
負
担
者
と
そ
の
形
態
に
よ

り
、
国
役
、
大
名
手
伝
、
公
儀
、
領
主
手
限
、
百
姓
手
限
の

五
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
深
江
村
の
場
合
は
、
領
主
手
限
、
百

姓
手
限
の
二
種
類
し
か
な
か
っ
た
が
、
こ
の
明
細
帳
は
こ
の

う
ち
、
幕
府

・
尼
崎
藩
か
ら
人
足
米
や
材
料
な
ど
の
提
供
を

受
け
る
領
主
手
限
普
請
の
み
に
つ
い
て
書

い
た
も
の
で
あ

る
。
文
化
四
年
、
木
村
周
蔵
代
官
が
過
去
の
実
績
に
つ
い
て

報
告
す
る
よ
う
命
じ
、
深
江
村
が
提
出
し
た
も
の
の
写
し
で

あ
る
。
領
主
か
ら
人
足
米
や
材
料
の
支
給
さ
れ
る

「
御
普
請

所
」
は
、
い
わ
ゆ
る
基
幹
施
設
に
限
ら
れ
、
小
規
模
な
施
設

や
特
定
の
村
人
だ
け
が
利
用
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
「
御

普
請
所
」
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
。
ま
た

「
御
普
請
所
」
の

対
象
施
設
で
あ

つ
て
も
、
施
設
に
よ
つ
て
は

「
尤
小
破
之
分

ハ
村
繕
仕
候
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
領
主
側
が
「
小

破
」
と
認
定
し
た
時
に
は
百
姓
手
限
で
普
請
を
行
わ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
堤
防
決
壊
に
よ
る
田
畑
水
損
な
ど
、
年
貢
納

入
に
直
接
影
響
す
る
場
合
は
と
も
か
く
、
予
防
的
な
色
彩
の

強
い
普
請
に
対
し
て
は
、
領
主
側
の
財
政
事
情
も
か
ら
ん
で
、

領
主
側
の

「恣
意
」
が
働
く
余
地
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
事
情
を
前
提
に
、
史
料
を
読
ん
で
み
た
い
。
さ

て
、
七
十
二
年
間
の
う
ち
、
明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
ま
で

の
三
十
四
年
間
は
尼
崎
落
領
、
後
半
の
三
十
八
年
間
は
幕
府

領
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
史
料
か
ら
作
成
し
た
表
を
見
れ
ば

普
請
の
量
は

一
見
し
て
、
期
間
の
長
い
幕
領
時
代
の
方
が
圧

倒
的
に
少
な
い
。
普
請
の
種
類
が
異
な
っ
た
り
、
規
模
が
明

ら
か
に
な
ら
な
い
普
請
も
多
く
、
単
純
に
件
数
を
比
較
し
て

も
意
味
は
な
い
が
、
幕
府
領
と
な
っ
て
か
ら
の
激
減
ぶ
り
は

や
は
り
明
ら
か
で
あ
る
。
な
お
、
原
史
料
中
の

「
ス
リ
」
は

修
理
、
「服
付
」
は
堤
の
ノ
リ
面
を
補
強
す
る
腹
付
の
こ
と

と
思
わ
れ
た
の
で
、
表
作
成
に
際
し
て

「修
理
」
「腹
付
」

を
用
い
た
。

次
に
普
請
の
種
類
を
大
ま
か
に
見
よ
う
。
最
も
普
請
が
頻

繁
に
行
わ
れ
た
芦
屋
川
を
例
に
取
る
と
、
明
和
六
年
以
後
の

普
請
は
全
て

「
堤
切
所
」
「
堤
崩
所
」
に
限
ら
れ
、
尼
崎
藩

領
時
代
と
比
べ
る
と
、
普
請
の
種
類
も
極
端
に
減
少
し
て
い

る
。
特
に
、
川
底
を
さ
ら
え
て
堤
防
を
堅
固
に
す
る
川
除
な

ど
、
予
防
的
色
彩
の
あ
る
普
請
が
な
く
な
っ
て
い
る
の
が
目

立
つ
。
横
川

。
四
ツ
松
川

・
串
田
川

・
津
知
川
で
は
、
元
文

元
年

（
一
七
三
六
）、
寛
保
元
年

（
一
七
四

一
）
、
廷
享
元
年

（
一
七
四
四
）
、
寛
延
三
年

（
一
七
五
〇
）
、
宝
暦
元
年

（
一

七
五

一
）、
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）

の
六
回

一
斉
に
川
浚

が
行
わ
れ
、
高
橋
川
で
も
元
文
元
年
に
瀬
掘
、
傷
示
川
で
も

宝
暦
七
年

（
一
七
五
七
）
瀬
浚
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
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れ
も
、
幕
府
領
と
な
っ
て
か
ら
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
尼
崎

藩
領
時
代
の
頻
繁
な
普
請
ぶ
り
に
注
目
し
た
い
。

樋
の
普
請
に
つ
い
て
み
る
と
、
幕
府
領
に
な
っ
て
か
ら
行

わ
れ
た
の
は
、
字
薬
王
寺
に
あ
っ
た
横
川
の
伏
越
状
樋
の
伏

替
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
「
伏
越
玖
樋
」
と
は
、
土
中
に
埋
め

ら
れ
た
水
門
の
樋
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
表
に
よ
る
と
、
尼

崎
藩
領
時
代
、
同
じ
字
薬
王
寺
で
伏
越
扶
樋
の
伏
替
が
行
わ

れ
た
の
は
、
廷
享
二
年

（
一
七
四
五
）
に
ま
で
逆
の
ば
り
、

明
和
六
年

（
一
七
六
九
）
に
修
覆
さ
れ
た
。
幕
府
領
に
な
っ

て
か
ら
は
、
こ
の
樋
に
限
っ
て
十
五
十
十
八
年
の
間
隔
で
伏

替
が
行
わ
れ
、
全
く
普
請
の
な
い
他
の
樋
と
際
立
っ
た
違
い

が
あ
る
。
既
に
見
た
よ
う
に
、
横
川
は
他
の
川
と
異
な
っ
て

高
低
差
の
少
な
い
川
で
、
土
砂
で
埋
ま
り
易
く
、
地
形
上
の

問
題
を
か
か
え
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
扶
樋
も
土
砂
な
ど
で

埋
ま
り
、
更
新
時
期
が
、
他
の
樋
な
ど
よ
り
早
く
訪
れ
た
の

で
は
な
い
か
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
こ
の
扶
樋
伏
替
も
積
極

的
な
治
水
施
策
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。

汐
除
堤
も
、
幕
府
領
に
な
っ
て
か
ら
は
、
切
所
が
出
来
た

時
だ
け
で
、
溜
池
、
橋
、
街
道
に
つ
い
て
は
全
く
普
請
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
大
き
な
変
化
が
明
和
六
年
の
上
知
前
後
で
生
じ

て
い
る
原
因
に
つ
い
て
、
新
田
開
発
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

環
境
破
壊
に

一
定
の
歯
止
め
が
か
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
し
か
し
、
横
川
の
紛
争
の
所
で
見
た
よ
う
に
、
文
化
人

年
、
同
十
年
の
大
洪
水
で
堤
切
所
が
生
じ
、
文
政
七
年

（
一

人
三
四
）
、
嘉
永
二
年

（
一
人
四
九
）
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
放
置

さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
洪
水
は
存
在
し
た
し
、
洪
水
に
よ
り

堤
な
ど
水
利
施
設
が
脆
弱
と
な
り
、
田
畑
の
水
損
を
生
じ
易

く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
寛
政
十

一
年
、
享
和
元
年
、
同
二
年
、
文
化
元
年

に
つ
い
て
は
、
手
当
銀
の
記
載
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
寛
政

十

一
年
の
場
合
、
声
屋
川

・
高
橋
川

・
字
休
弥
と
字
永
井
の

汐
除
堤
で
普
請
を
行

っ
て
い
る
が
、
支
給
さ
れ
た
の
は
、
銀

一
貫
九
百
四
十
七
匁
と
米

一
石
二
斗
で
、
い
ず
れ
の
所
に
も

同
じ
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
四
ヵ
所
の
普
請
全
体
で
、
こ
の

額
が
支
給
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
芦
屋
川
で
の
普
請
は
、
特
に
尼
崎
藩
領
の
時
代
は
、

ほ
ば
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
な
ど
、
他
の
川
に
比
べ
て
そ

の
頻
繁
さ
が
注
目
さ
れ
る
。
深
江
の
村
領
内
を
流
れ
る
長
さ

は
四
百
五
十
間
で
、
他
の
川
と
比
べ
て
も
せ
い
ぜ
い
三
倍
強

し
か
な
い
が
、
川
幅
が
広
い
た
め
に
普
請
の
数
は
圧
倒
的
に

多
い
。
近
世
に
お
け
る
声
屋
川
の
荒
れ
ぶ
り
を
ほ
う
ふ
つ
と

さ
せ
る
。
な
お
、
工
事
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

『地

-199-



方
凡
例
録
』
『算
法
地
方
大
成
』
な
ど
に
詳
し
い
。
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吉屋川

和  暦 西 暦 普 請 内 容 規  模

元文 1 1736 字往還之上古枠繕

同所新枠

同所堤蛇籠

字上戸口古枠繕

同所堤繕

同所新規箱勿U

同所堤蛇籠

同所堤蛇籠

字西堤下繕

5ヵ 所

長8間

長10間

長 40間

長 4間

長20間

長10間

長25間

元文 3 字西堤箱勿J繕

同所堤蛇籠

同所小勿U繕

長 6間 2ヵ 所

長20間

長 2間ずつ35カ 所

元文 5 字上戸口流築立

同所上腹崩

同所新枠

同所新枠

字往還馬越 土木

長50間

長15間

長10間

長 8間

寛保 1 字往還より上新枠

同所古枠繕

字上戸口古枠

同所古枠

字往還上堤蛇籠 2重

川除

字上戸口堤蛇籠 1重

同所堤前打

同所箱bll繕

同所勿J繕

長10間

長 8間 4ヵ所

1カ 所

長 8間

長14問

1カ 所

長15間

長 4間

長 4間 3カ 所

長 2間 10カ 所

延享 1 1744 字往還より上新枠

同所古枠繕

字上戸口堤蛇籠 1童

同所上置

長10間

8カ所

長40間

長40間

延享 2 前年同所川除

延享 3 字往還上下古枠繕 7ヵ 所

延享 4 1747 前年同所川除



和 暦 西 暦 普 請 内 容 規  模
寛廷 ユ 1748 宇往還上下古枠繕

同所新枠

字上戸尻堤根囲蛇籠

川下堤半切築立

同所川□

西堤下半切築立

同所新枠

字馬越 土木

7ヵ 所

長10間

長12間

長78間

長10間ずつ3ヵ 所

長48間

長10間 5ヵ 所

長 2間 6本

寛延 2 前年同所川除

宝暦 1 字往還ノ上古枠繕

同所新枠

字上戸口堤前打

同所石勿U繕

同所下前かこひ

同所前繕

同所前繕

字往還馬越 土木

8ヵ 所

長10間

長坐間

長20間

長26間

長20間

長32間

宝暦 2 1752 字往還ノ上新枠

同所上下古枠繕

字上戸回前打

同所石勿」繕石込

同所石勿J

上戸口次石blJ込

同所石勿U繕

同所下前囲繕

同所石勿U繕

同所前かこひ繕

同所新小pll

同所前田繕

長10間 1カ 所

8ヵ 所

長45間

長16間

長 5間

長25間

長20間

長20間

長25間

長 3間

長311間

宝暦 3 1753 字上戸口石plJ繕石上置

同所小勿J石込

同所石勿U繕石中込

同所古粋繕

同所前囲

同所石勿U繕

同所前囲繕

同所新枠

長20間

6ヵ 所

長20間

1カ 所

長 8間

長25間

長24間

長10間 1カ 所



和 暦 西 暦 普 請 内 容 規  模

同所大崩築立 長22間

宝暦 4 前年同所川除

宝暦 5 1755 同

宝暦 6 同

宝暦 8 同

宝暦 9 同

宝暦10 同

宝暦11 同

宝暦12 1762 同

宝暦13 同

明和 l 川下石勿」繕

同所上古枠繕

同所上小勿」

字上戸口新枠

同所之上古枠

同所井手

字往還下新枠

同所上新枠

同所上井手

字往還上古枠繕

同所上古枠

字往還馬越 土木

字上戸口新継石堤

長25間

1カ 所

3カ 所

長 8間 1カ 所

1カ 所

1カ 所

長10間 1カ 所

長10間 1カ 所

1カ 所

3カ 所

1カ 所

1カ 所

明和 2 1765 前年同所川除

BJl不日3 同

明和 4 767 同

明和 6 同

天明 3 堤崩所腹付普請

天明 7 1787 堤切所腹付堤根囲普請

寛政 1 堤切所石勿J普請

寛政 3 堤切所井二同所腹付普請

寛政 4 1792 同

寛政 6 堤切所腹付井二堤根掘所込普請

寛政11 堤切所腹付上置堤根囲 手当銀1貫 947匁、米1石 2斗



不日  滉蚕 西 暦 普 請 内 容 規  模

享和 1 堤切所腹付普請 手当銀100目 、米6斗

ξ≧不日2 水勿J石積堤腹付丼二堤切所 手当銀120日 、米 3斗

支化 1 堤欠所根囲蛇籠繕石普請 手当銀520目

横川

和  暦 西  暦 普 請 内 容 規  模

元文 1 字築当堤繕

川中島浚

1カ 所

寛保 l 上置

南堤上置

川中浚

長90間

長34間

延享 1 川中浚

堤下杭木 2通打 長40聞

寛延 3 1750 川中浚

東堤字樋上切所築立 長40間半

宝暦 1 川中浚

明和 l 川中浚

字築当繕

川下字角切口

字三ツ合堤修理

3ヵ 所

長 3間

長 4間

天明 3 堤腹付普請

寛政 4 1792 堤切所井二腹付普請

寛政 6 1794 同

四ツ松

'II
和 暦 西 暦 普 請 内 容 規  模

元文 ユ 1736 川中浚

寛保 ユ 東堤上置

西堤腹打

川中浚

長86間

長32間

延享 1 1744 川中浚

寛延 3 1750 同

宝暦 1 1751 同

明和 ユ 川中浚

川下腹修理 長12間



和 暦 西  暦 普 請 内 容 規  模

東堤大4歩理 長 7間

寛政 4 1792 堤切所普請

串田川

不日  雁ξ 西  暦 普 請 内 容 規  模

元文1 川中浚

寛保 1 同

寛保 2 1742 東堤腹崩

西堤切所

東堤切口

長22間

長22間

長 7間

延享 1 1744 川中浚

寛延 3 同

宝暦 1 1751 同

明和 1 同 十

西堤切口

東堤腹付

長13間

長 3間

寛政 4 堤切所丼二腹付普請

高橋川

和  暦 西 暦 普 請 内 容 規  模

元文 1 1736 川中瀬掘

元文 3 1738 字大日西堤切所

同所前堤切所

長4間

長3間

寛保 2 1742 同川西切所

字道下切所

同川堤修理杭木

長 6間

長29間

寛延 3 同川上字築当腹崩

明和 ユ 同川東堤新枠

両側切浚

天明 4 堤切所普請

寛政11 1799 堤切所井二上置普請 手当銀 1貫 947匁、米 l

石 2斗



津知川

和 暦 西 暦 普 請 内 容 規  模

元文1 川中浚

寛保 1 同

延享 1 1744 同

寛延 3 同

宝暦 1 同

明和 ] 川中浚

川下両側繕

川下川尻両側新継

字小より東堤切口

西堤切口

東堤切口

川下修理

西堤下切口

東堤腹修理

長50間

長20間

長 2問

長10間

長 6間

長 3間

長 8間半

長 8間

寛政 1 1789 堤腹付普請

享和 2 堤切所普請 手当銀120日 、米 3斗

傍示川

和 暦 西 暦 普 請 内 容 規  模

宝暦 7 1757 瀬浚普請

溜池

十日  雁蚕 西 暦 池  名 普 請 内 容 規  模

元文 1 1736 字皿池 伏替修覆

建樋伏替

元文 3 字ほうとう 堤崩所

寛保 ユ 同 堤崩所

延享 ユ 1744 字皿池 池内浚

延享 3 1746 字ほうとう 建樋伏替

宝暦 3 1753 字皿池 伏樋修覆

宝暦 6 1756 字ほうとう 伏樋井二建樋伏替

宝暦 7 1757 同 堤根杭

宝暦12 1762 取池 普請 35ヵ 所



不|| 1替 西  暦 イ也 名 普 請 内 容 規   模

I171不
11 I 字皿池 建樋伏替

字ほうとう 建樋伏替

明和 4 字皿池 池内浚

樋

和  暦 西 暦 種 類 所 在 地 普 請 内 容 手当銀

元文 4 1739 悪水樋 字大日前 樋伏替

元文 5 同 字村新田 同

寛保 1 同 字東永井 同

延享 2 同 字津知川道東堤 同

伏越玖樋 横川通字薬王寺 同

延享 4 1747 用水樋 字西永井 同

宝暦 2 1752 悪水樋 字本↓新田 樋修覆

用水石樋 字片田井 石樋に伏替

宝暦 3 1753 悪水樋 字東永井 樋修覆

宝暦 4 1754 同 字こちら田 樋伏替

宝暦 5 1755 用水樋 字西永井 樋修覆

宝暦 6 悪水樋 字大日前 樋伏替

宝暦11 同 字津知川道東堤 樋修覆

9日本日3 悪水石門樋 字村新田 同

明和 6 伏越玖樋 横川通字薬王寺 同

天明 4 同 同 伏替普請

ξ■不口2 1802 同 同 同 120目

汐除堤

不日  雁蚕 西  暦 所 在 普 請 内 容 規  模

元文 l 字休弥 堤腹付

元文5 同 堤切所築立 長6間半

寛延ユ 字永井 堤半切築立 長20間

明和 1 字休弥 堤上置

D日不日5 同 堤半切築立 長21間

天明3 1783 同 堤切所

天明4 1784 同 同



和 暦 西 暦 所 在 普 請 内 容 規  模

寛政3 同 同

字永井 同

寛政 1ユ 字休弥 晃切所井二腹付、川除 手当銀1貴947匁、米1石2半

字永井 同 同

橋・街道

和 暦 西 暦 種 類 所   在   地 種類・規模

寛保2 1742 街道 西国海道往還通 長 2間、土木 5本

寛保 3 ４３ 土橋 西国往還筋宇片田川 橋掛替

宝暦13 1763 石橋 西国往還筋字しの北 同
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